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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　それは、彼にとって夢か幻まぼろしだったのか。けれど、記き憶おくには確かにこびりついている。

　幼い頃ころ──七つの時分、冒ぼう険けんと称しようして隣となり町まちの廃はい墟きよに遊びに行ったときのことだ。

　一月の冬空、雪がまばらに降り出してきたなかで、その者は彼の目の前に現れた。

　──黒い天使だった。

　背中に黒い翼つばさを生やした男。自分の父親と同い年ぐらいか、ちょっと上か、それぐらいに見える黒い羽の天使。

　天使の男は身を屈かがめ、自分と同じ目線でこう言った。

「……そうか、おまえがそうかもしれないのか」

　彼の頭をなでながら、男は笑えみを浮うかべる。

「もし、あれが宿っているのなら、いずれおまえの世界が一変する。だが、まあ、絶望はするなよ？　何せ、おまえは──」

　彼の胸に指を突つき立て、こう述べた。

「十三種のなかで、唯ゆい一いつ『神』を冠かんするんだからな。たとえ、それが偽いつわりの『神』であっても──」

　男の言っていることが、よくはわからなかった。わからなかったが──鮮せん明めいに記憶には残っている。

　一いつ緒しよに探検に来ていた友人の呼ぶ声に反応して、彼がもう一度男のほうに顔を向けたときには──すでに黒い天使はそこにいなかった。

　それは、彼にとって夢か幻だったのか。







　　　序章







　五月初しよ旬じゆん──。

　高校生活──いや、生しよう涯がい一度きりしかない高校の修学旅行をまえにして、幾いく瀬せ鳶とび雄おは欠席を余よ儀ぎなくされた。

　昨日、体調を崩くずしたのだ。熱が一向に下がらず、体には力が入らない。頭はボーッとするし、足もともフラフラだ。

　ＧＷ明けとはいえ、油断をしていたわけではないのだが……それでも突とつ然ぜんの体調不良だった。医者からも安静を言いわたされた。

「それじゃ、お土産みやげは買ってくるから、ちゃんと寝ねてるのよ？」

　玄げん関かん先さきで笑みを浮かべてそう言うのは、セミロングヘアーの少女。鳶雄と同じ高校の二年生で同級生だ。そして幼おさな馴な染じみでもある、東とう城じよう紗さ枝え。イタズラっ子の笑みだ。

「……ああ」

　マスク越ごしの不ふ機き嫌げんな口調で鳶雄は返した。

　出発前に、鳶雄の様子を見にきたのだ。鳶雄にとってみれば、嫌いやみでしかない。

　修学旅行の内容は、ハワイ諸島を豪ごう華か客船でクルージングする十日間のツアーだ。

　鳶雄には、初の海外旅行となるはずだった。学生の時分だ、楽しみでないわけがない。重苦しい我が身がなんとも、恨うらめしかった。

　紗枝は不機嫌な表情を浮かべる鳶雄の額を小こ突づいた。

「旅行なんて、大人になればいつでも行けるわよ。そのときは私も付き合ってあげるから、今回はガマンなさい」

「……アホか。俺は今日行きたいんだよ。それにどうせ付き合うっていっても、俺のオゴリとか言うんだろ？」

「当たり」

　紗枝はカラカラと笑う。鳶雄は息を吐つきながら、小突かれた額をさすった。

　ひと通り鳶雄をからかった紗枝は、バッグを持ち上げる。

「さて、私はそろそろ行きますかね」

「あ、ちょっと待って」

　鳶雄は、紗枝を引き止めるとズボンのポケットから、数じゆ珠ずらしきものを取り出す。

　それを紗枝の左手首につけてやる。

「死んだ祖ば母あちゃんが、俺が遠出するときに必ずつけてくれたんだ。俺は、行けないから、こいつに道中守ってもらってくれ」

　紗枝は数珠を見やると、ありがたそうに数珠を手でさすっていた。

「ありがと」

「あと……その、なんていうかさ、気ぃつけろよな」

　鳶雄は、熱で真っ赤な顔をさらに赤くさせながら言う。

「何に？」

「その……病気とかウィルスとかさ」

「それはあんたでしょ」

　皮肉で返されて、鳶雄は口をへの字に曲げた。

　玄げん関かんを開けると、紗枝は最後に振ふり返かえって言ってくる。

「行ってくるね」

　彼女は少し寂さみしげな表情を浮かべて、旅立っていった。







　同級生たちが旅立って四日後──。
















　成なり田たからホノルルまでは飛行機で移動となる。そこから、港にて『ヘヴンリィ・オブ・アロハ号』に乗船して、今いま頃ごろはカウアイ島からハワイ島に着いたころだろう。

　同級生が豪華客船で料理に舌した鼓つづみを打ったのち、各島をめぐり、異文化交流を堪たん能のうしていると思うと恨めしく思えてくる。

　体調が少しずつ回復してきた鳶雄は朝遅おそく起きて、郵便受けから新聞を取ると、ブランチの用意をしていた。

　鳶雄の家には彼以外誰だれもいない。すでに肉親を失ってしまったからだ。紗枝が夕飯を作りに来てくれるときだけが救いだった。

　その日の朝も誰かによる食事の用意などあるはずもなく、鳶雄は目玉焼きを作って、食パンと共に食べ始めた。

　同級生たちはすでに優ゆう雅がな食事を済ませたであろう。そう思うと、悲しくなる。

　テレビをつけ、ボーッと見つめながら、パンをかじっていた。

『いまだ生存者不明が続く状態ですが──』

　鳶雄は特に集中もせずにテレビを見ながら黙もく々もくとパンをかじる。

『乗船していた修学旅行中の陵りよう空くう高校の生徒たちと教員たちの安否が──』

　なに……？

　鳶雄は聞き覚えのある高校の名前を聞いて、突然立ち上がりテレビに張りついた。

　テレビには上空から撮とられた海上の映像。そこには、まるで映画のワンシーンのように煙けむりを上げながら船体のほとんどが海に沈しずんだ豪華客船が映し出されている。

　何かの聞き間ま違ちがいじゃないかと思った。あり得るはずがない！　そんな非日常なことなど、自分のもとに降りかかるはずがない！

　そう心中で繰くり返す鳶雄だったが、テレビのスーパーには無む慈じ悲ひなまでに『ヘヴンリィ・オブ・アロハ号、謎なぞの海上事故！』と表示されていた。

　再度確かく認にんした客船の名前に、鳶雄は目を大きく見開く。冷たいものが背中を通りすぎる。呼吸と動どう悸きが激しくなり、心臓がバクバク鳴っているのがわかった。

　鳶雄は、先ほど取ってきたままテーブルに放置してあった新聞を手にする。

　一面記事に記されたニュースを見ていく。その内容に鳶雄は全身を震ふるわせた。

『豪華客船、海上事故！』

『修学旅行中の悪夢！』

『乗船していた高校生二百三十三名の安否は不明──』

『生存者は絶望的──』

　高校の名前は、陵空高校──。

　鳶雄と、彼の幼馴染である紗枝の通っている高校だった。

　──行ってくるね。

　鳶雄のなかで、幼馴染の遺のこした最後の言葉が蘇よみがえる。少し寂しげな表情を浮かべていた紗枝。……それは、一緒に行けないことを意味したものだったのか。

「……紗枝」

　力なく、鳶雄はその場に座り込んだ。




　その日、幾瀬鳶雄は幼馴染の東城紗枝を含ふくむ同級生二百三十三名を失った──。







　　　一章　帰き還かん／襲しゆう撃げき
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　七月。本格的に暑さが増してきた頃ころ──。

　下校中の幾いく瀬せ鳶とび雄おは、友人と電車の車内──扉とびら付近で雑誌を広げていた。

「やっぱさ、こっちのサスペンションのほうがいいかもなー」

「こういうのなら、河か川せん敷しきら辺のジャンク置き場で拾ったほうが早いんじゃない？」

　鳶雄の意見に、友人は半眼で嘆たん息そくする。

「バーカ。そんな、誰が乗っていたかわからない単車のパーツなんか取りたくねぇよ。ヘタすると、処分に困った事故車かもしれないだろ？　やっぱ、金を貯ためて買った新品のパーツを組み込むからこそ、ロマンが広がるんじゃないかぁ！」

　熱く語る友人は、目をキラキラと輝かがやかせていた。

　最近、バイクにハマったらしく、学校で禁止されているバイトを嬉き々きとしてこなしているそうだ。

　ちなみに、普ふ通つう自動二輪の免めん許きよ取得も鳶雄たちの学校では校則違い反はんである。見つかれば、一発で停学はまぬかれない。

　しかし、高校二年生だ。男子がバイクや車に興味を持つのは自然といえる。

「鳶雄も免許取れよ。二人でツーリングしようぜ！　絶対楽しいって！」

　ここ最近、彼は鳶雄に何度もそう誘さそってきていた。

　鳶雄もまったく興味がないわけではない。だが……。

「ああ、悪くはないよな。……けど、いまはそんな気分じゃないかな」

　鳶雄は苦笑いを浮うかべながら、答えた。

「そうか、そんな簡単に忘れられないよな……」

　友人は、ふいに車内の中なか吊づりに視線を移した。

『いまだ原因不明！　ヘヴンリィ・オブ・アロハ号の沈ちん没ぼつ事故！　事件には米国の影かげが!?』

　鳶雄もそれを見て、顔を少しだけ陰かげらせる。

　二か月前、鳶雄は事件の真まっ只ただ中なかにいた。

　同級生二百三十三名を乗せた豪華客船の沈没事故。その生き残りとして、鳶雄は連日マスコミに追われた。

　それもそうだろう。日本の高校生が大勢乗った船が海上事故を起こせば、一大ニュースだ。毎日のようにどの局でもトップニュースとして扱あつかわれ、マスコミは事故の遺族、関係者にところ構わずインタビューしてきたのだ。

　亡なくなった同級生の合同葬そう儀ぎも、そうした騒そう動どうのなかで行われた。鳶雄は、生き残った生徒の一人として参列したが、葬儀中ずっとフラッシュが止やむことはなかった。

　鳶雄のほかに生き残った生徒数名も、しばらくは通学できる状態ではなかっただろう。

　好こう奇きの視線が彼らに降り注ぐせいもあるが、それ以上に深刻な問題もあった。

　少し前まで賑にぎやかだった同級生たちが突とつ然ぜんいなくなる──。教師も事故で亡くなり、心のケアをしてくれる者も少ない。事故のこと、その後の世間の目、心の中にそれらを受け入れて整理するには時間が必要だった。残された生徒たちは、マスコミに追われながらも自宅で事故のほとぼりが冷めるまで過ごすしかなかった。

「あれから、生きてた人は見つかってないんだろ？」

　友人の問いかけに、鳶雄は目を伏ふせる。

「ああ、生き残ったのは修学旅行に参加できなかった者だけ。……そいつらは、俺を含めても十人に満たないよ」

　同学年で生き残ったのは、鳶雄同様に修学旅行に参加できなかった生徒だけだ。旅行に参加した生徒、教師に生残者はいない。

　真っ二つに折れてしまった船は、片側は海底に深く沈み、もう半分の船体で捜そう索さくが続けられた。そちらから回収されたのは、数名の教師の遺体と、船に乗り合わせていた乗員の遺体のみだ。捜索した範はん囲いでは、生徒の死体は一体も出てこなかった。海底に沈んだほうに残っているのかもしれないとサルベージでの捜索が進んだが、予想以上の難所に沈んでおり、引き上げは困難を極きわめていた。現在も回収のめどが立っていない。

　テレビでは沈没事故に対して様々な説が唱えられ、なかにはゴシップめいた話も飛んだほどだ。連日胡う散さん臭くさいコメンテーターが『隣りん国ごくの秘密兵器だ！』とか『超ちよう自然現象のせいだ！』、『ＵＦＯの仕し業わざだ！』などと、バカらしいことこの上ないことを言っていた。

　──が、沈没事故の原因は不明のままだった。

　胡散臭い説が流れたとしても仕方ない面はあった。

　しかし、日本人は話題に飽あきやすい。事件になんの進展もなく、一か月が過ぎた頃には政治家の汚お職しよく問題のほうが大きく報道され、沈没事故のニュースは徐じよ々じよに小さく扱われていった。

　生徒たちの遺族が、不思議と騒さわがなかったせいかもしれない。当初は「責任をとれ！」など声をあららげていたものの、そのうち諦あきらめたのか少しずつ表に顔を出さなくなっていったのだ。

　一か月過ぎ、生き残った鳶雄たちの受け入れ先の学校が各おの々おの決まった。もう、いままで通っていた陵りよう空くう高校には通えるはずがない。同み級ん生なはもういないのだから。

　生き残った生徒たちはバラバラに散らばり、初登校のときにはマスコミや近所の人から、好奇の視線も注がれた。

「あのときはスゴかったよ。正門の前にマスコミのカメラやらが連日群がっていたからな」

　友人はその光景を思い出したのか、渋しぶい表情を浮かべる。

　彼曰いわく、毎日のように登校中にコメントを求められてウザかったらしい。

　最初はいろいろと腫はれ物もののように扱われ、面めん倒どうな目にも遭あったが、最近やっと話しかけてくれる生徒も現れて、ようやく平へい穏おんが訪おとずれつつあった。こうやって一いつ緒しよに下校できる友人もできた。

　初夏──七月に入り、事件も取り沙ざ汰たされなくなった頃、騒そう乱らんも落ち着きを見せたところで、自分なりに冷静になることができた。そこで初めて同級生の死を深く感じられるようになれたのだ。

「まあ、辛つらいと思うけどさ、いまの生活になれることに徹てつしたほうがいいぞ？　あんまり嫌いやなことばかり考えてると、心身に悪いと思うしよ」

　友人に背中をたたかれながら、励はげましの言葉をもらう。その言葉が素す直なおにいまの鳶雄にはありがたかった。

　そうこうしているうちに、電車は友人が下車する駅に到とう着ちやくする。

「あ、じゃあ俺ここで降りるから。またな。元気出せよ」

　彼は笑え顔がおで鳶雄にガッツポーズを見せると電車を降りていく。鳶雄も「ああ、またね」と短く返事をして、手を振ふった。

「…………」

　一人車内に残った鳶雄は息を吐はく。

　ゴメン──。

　鳶雄は心中で、友人に謝った。

　新しい友人との間には、まだ深い溝みぞが存在している。それは、いまだ埋うまる気がしなかった。







　電車に揺ゆられながら、鳶雄は空を眺ながめていた。

　一人になると、こうやってボーッとどこかを見つめる時間が増えている。

　ふいに携けい帯たい電でん話わを取り出し、鳶雄はメール画面に視線を落とす。受信メールの大半が、保存状態にされ、消えないようになっていた。

　アドレスは、事故で亡くなった友人たちからのもの。事故前日まで彼らから送られてきたメールだった。一人電車に乗りながら、メールを確かく認にんしていくのが日課になっている。メールを見るたび、クラスメイトの顔が浮かび、懐なつかしさと共に寂さびしさも得る。発信できない返事のメールは、溜たまる一方だった──。けど、その送れないメールを打つのが、唯ゆい一いつの彼らとの接点のようにも思えて、鳶雄はつい打ってしまう。

　そして、確認していくなかで、ひとつのメールで指が止まる。送信者は紗さ枝え──東とう城じよう紗枝。鳶雄の幼おさな馴な染じみの女の子。

『いまから飛行機！　快適な空の旅へ向かいま～す。じゃあ、またね。ちゃんと寝ねてんのよ！』

　空港から発信されたであろうメール。それが、彼女からの最後の連れん絡らくとなった。

　新しい生活が始まり、慣れてきた今になって、鳶雄は一人、部屋で泣くことが多くなった。大きな喪そう失しつ感かんが一気に襲おそい掛かかってきたからだ。

　メールを打っても、電話をかけても、紗枝や友人たちからは返ってこない。決して返ってはこないのだ、あの日々は。

　休み時間に笑いあい、授業中に居い眠ねむりで先生に小こ突づかれてクラスメイトに笑われる。昼休み、屋上でバカな話題で盛り上がり、下校時にはカラオケやゲームセンターで友人と一緒に騒ぐ。

　共に高校まで歩んできた紗枝──。近くにいるのが当たり前だった。いつも見せてくれていた彼女の微笑ほほえみが忘れられない。

　──あの日々は返ってこない。

　修学旅行へ出発する当日、寂さみしげな表情で出て行った紗枝の姿──。

　そんな顔をする理由を訊きくことは二度とできない。

　永久に失った大切なもの。もう、鳶雄には返ってこない。







　鳶雄は本来降りる駅には降りずに、ふたつ前で下車した。

　本屋に寄ったり、ゲームセンターで時間を潰つぶすためだ。まだ家には帰らない。両親が海外にいるため、どうせ自宅に帰っても誰だれもいないのだから。兄弟のいない鳶雄にとって、帰宅後の自宅は寂しい場所だ。

　両親から生活できるだけの金は得ている。家事もひと通りこなせた。料理も覚えて、弁当を持参できるほどにはなってきている。生活に関してはなんの心配もない。

　真っ直すぐに家へ帰らないのは、一人が寂しいからじゃない。一人になると苦痛が襲ってくるからだ。

　一人、広いマンションに戻もどると、日中よりも同級生たちのことを多く考えてしまう。一度頭に浮かべてしまうと、翌日家を出るまで脳のう裏りから消えることはない。

　喪失感が彼の心を激しく蝕むしばんだ。いっそ、両親のいる海外へ逃にげることも考えたが、すでに新しい友人もできていて、それらを失うのも苦しかった。

　海外へ行ったところで会話もままならない。それに、あちらへ行ったとしても同級生のことを忘れられるはずがない。

　いろいろと考え、鳶雄はとにかく家に遅おそく帰ることにしていた。できるだけ、本を立ち読みし、ゲームセンターでゲームに興じる。そうしている間だけ、苦痛は和やわらげられる。

　午後六時が過ぎ、七時になった。日が昇のぼっている時間が長い夏場とはいえ、七時ともなれば日が暮れだす。

　鳶雄はラスボス戦まできていた格かく闘とうゲームに負けると、ため息をひとつついて帰路につくことにした。仕事を終えたサラリーマンなどがまばらに街を歩いている時間帯。鳶雄は虚うつろな瞳ひとみで歩いていた。

　横断歩道に着いたときだった。ふと車道をはさんで向かい側の歩道に視線が移り、鳶雄は目の前の人ひと影かげを捉とらえる。瞬しゆん間かん、双そう眸ぼうを大きく見開いた。

　見覚えのある少女の姿がそこにあったからだ。

　──紗枝!?

　視線の先に存在する、あり得ないはずの人影──。それを見つけ、鳶雄の動どう悸きが激しくなった。

　幼い頃ころからお互たがい成長を見続けてきた仲だ。見み間ま違ちがえるはずがない！

　前へ飛び出そうとしたとき、歩行者信号は赤を示していた。飛び出そうにも、仕事帰りの人々が壁かべとなっていて、うまく進めない。

　早く青になれよ！　紗枝が……、紗枝がいるんだ！

　焦あせる鳶雄の目には、紗枝のもとに集まる数名の男女の姿。それを確認して、鳶雄はさらに驚きよう愕がくした。

　その面子メンツのなかに、クラスで仲が良かった男子、佐さ々さ木き弘こう太たがいたからだ。佐々木は、紗枝たちと話しこんでいる。そして、紗枝と佐々木を含ふくむ集まりは、どこかへ歩き出した。

　飛び出したい！　けれど、信号はまだ変わらない。

　信号と歩いていく紗枝たちの集団を交こう互ごに見る。信号が変わったときには、集団は視界に捕ほ捉そくできるギリギリの位置を歩いていた。人を搔かき分け、鳶雄は走り出す。

　生きていた──。

　まだ本人かどうかわからない。精神の病やんだ自分が作り出した幻げん影えいかもしれない。

　だが、まだ死体は海から上がっていない。死体は見つかっていないのだ。

　死んだとは限らないじゃないか。二百人以上もいたのだ、どこかの島に数人ぐらい流れ着いて生き残ったとしても不思議じゃないはずだ！　冷静さを欠き、幻げん想そうに駆かられた思いが彼のなかで生じてグルグルと回る。

　鳶雄は、ただ夢中で集団を追いかけた。







　日は落ちていき、夕ゆう闇やみの色が濃こくなってきている。

　鳶雄は息をあげながら、集団を追いかけた。しかし、数分前に再び捕つかまった信号によって、集団の行方ゆくえを見失った。

　少しずつ、人ひと気けのない場所に歩が進んでいく。

　電灯の灯あかりが点つきだし、しんと静まり返る道を進む。そのとき、視界の隅すみに近くの工事現場に入る人影を見つけた。

　追いかけ、工事中の建物の前に立つ。そこはマンションを建設中の現場だった。不思議なことに工事現場の入り口は開いており、簡単に侵しん入にゆうできてしまう。

　鳶雄は、誰も見ていないか確認したあと、現場へと足を運んだ。鉄骨やら木材やらが置かれた敷しき地ち内を進んでいく。

　電灯の光などここまで届くはずもなく、暗やみはじめた空のせいで、視界は悪い。鳶雄は携帯電話のバックライトを点灯させ、それを頼たよりに歩みを再開する。

　奥の角を曲がったときだった。人影がひとつ立っている──。

　鳶雄はその後ろ姿に見覚えがあった。学校の制服ではなく白のシャツを着ているが、それは追っていた集団の一名でもあり、今年の春まで共に同じ学校に通った友人の後ろ姿に間違いない。

「……佐々木？」

　鳶雄は、恐おそる恐る話しかける。

　佐々木と呼ばれた少年は、無視して背中を向けたままだった。……前方にもうひとつの気配を感じる。……誰かいるのだろうかと意識を向けるが、どうにも人のようには思えない。

「佐々木……なんだろ？」

　再度、鳶雄は呼びかける。すると、少年はこちらへと顔だけ向けた。彼が体ごと振り返ると、見えなかった奥の様子もバックライトに照らされて目に飛び込んでくる。

「──ッ」

　鳶雄は言葉にならない声を出して、後ずさった。

　奥で……巨きよ大だいな何かが何かを咀そ嚼しやくしているからだ。その何かがこちらに気づいて頭部を向けてくる。……大きなトカゲのような生物だった。その生き物の口元は、血に塗まみれている。舌をチロチロと出して眼めを怪あやしく輝かがやかせていた。

　その近くに立つ少年は確かに佐々木だ。佐々木に違いない。鳶雄は確信した。

　そのとき、ごろりと何かが転がる。そちらに灯りを向けると、そこには胴どうから離はなれた犬の頭部が転がっていた。

　頭部には深い傷きず痕あと。片側の目玉が周囲の肉ごと削けずり取られている。

「ひッ」

　鳶雄は小さな悲鳴をあげて、体を強こわ張ばらせた。

　トカゲがその犬にかぶりついていく。……先ほど聞こえてきた咀嚼する音は……このトカゲが犬を食くらっている音だったのだ……っ！

　目の前の佐々木は無表情のまま、鳶雄を見つめ、小首を傾かしげていた。白いシャツの胸むな元もとは犬の血で赤く染まっている。

　佐々木──。彼は佐々木だ。同じクラスメイトで、いつもカラオケやゲーセンに行った友人だ。常にイタズラな笑えみを浮うかべていたのに、彼は感情がないように鳶雄を見つめてくる。「佐々木」と、もう一度呼びたいのに声が出てこない。それは体と心が恐きよう怖ふで支配されているからだ。

「おまえ……、なにしてるんだよ？」

　鳶雄がなんとかしぼり出した言葉は、悪ふざけしている友人に突っ込む感じの問いかけだった。

「……つけ……た」

　佐々木から声が発せられる。聞くことに集中しなければ聞こえないほどの声量だ。

　次の瞬間、眼前の少年はこの世のものとは思えない笑みを浮かべた。口を薄うすく開き、目を細め、不気味な笑みを鳶雄へ向けていた。

　犬を食らっていたトカゲが、食事を止めてこちらに体を動かす。双眸からは感情を一いつ切さい感じることができず、その姿は獲え物ものを捉とらえた動物のそれだった。

　鳶雄の全身をぞくりと冷たいものが通りすぎたとき、佐々木の姿をしたそれは、ゆっくりと口を開いていく。

「やれ」

　ヒュッという空気を裂さくような音が聞こえたと思ったら、後方からバチンという鈍にぶい音が聞こえてくる。そちらへ顔だけ向けると、壁に斜ななめに立てかけられていた木材が真っ二つに切断されていた。さらに風きり音が鳶雄の耳元を通りすぎて、戻っていく。

　鳶雄が前方に視線を戻すと、トカゲの口からは触しよく手しゆのようにウネウネとうごめく長い舌がだらしなく伸のびていた。唾だ液えきらしきものが舌を伝って地面へ落ちていく。

　触手のようなものの先せん端たんには、爪つめか牙きばらしき硬かたそうなものがついている。

　鳶雄は頰ほおを横に薄く切られていたことに気づく。手で頰をなでると、血がつく。耳元を通り過ぎたときにやられたのだ。

　……トカゲの……バケモノ？

　少なくとも鳶雄の知っているトカゲの常識を越こえた生物だ。三メートルはあるであろう巨きよ体たい。知りうる限りだと、コモドオオトカゲが思い出せるが、あれにこのような触手めいた舌があるなどと聞いた覚えもない。

「……みつけた……」

　佐々木の姿をしたそれはそう言いながら、不気味な笑みを浮かべて、こちらへ近づいてきた。応じるようにトカゲのバケモノが佐々木の前に出る。

　鳶雄は咄とつ嗟さの行動で足元に置かれていた丸棒の鋼材を手にした。震ふるえる手で鋼材を持ち、バケモノに向けて構える。

「じょ、冗じよう談だんなら止やめてくれよ、佐々木……」

　彼は無理やり口の端はしをあげて笑みを作ってみるものの、恐怖で頰の肉が引きつってしまっていた。

　トカゲのバケモノは鋼材を構える鳶雄など意にも介かいさないように距きよ離りを縮めてくる。それに応じて鳶雄は少しずつ後ずさっていく。

　彼は不気味にうごめくバケモノの舌から目を離すことができなかった。直感的に、触手のような舌から目をそらしたら死に近づくと思ったからだ。

　あの舌がどれほど伸びるかはわからないが、ある程度距離が開けたらこの場を逃にげ出したほうが賢けん明めいである。鳶雄はそう判断していた。

　じりじりと少しずつ後ろへと下がって距離を稼かせぐ。

（絶対にあの触手から目を離してはダメだ）

　鳶雄はズボンのポケットに手を入れた。

　硬い感かん触しよくが手に伝わってくる。ゲームセンターで両りよう替がえしたときに余った硬こう貨かだ。

　鳶雄はポケットの中で硬貨をつまみあげると、それをトカゲのバケモノに向かって放ほうり投げる。硬貨はトカゲのバケモノの舌によってなんなく払はらい落とされてしまうが、逃げるには十分な隙すきが生じたと鳶雄は感じた。

　彼は一気に走り出すつもりで逃げの姿勢を作るが、伸びてきた触手が視界に飛び込んでくる。鳶雄は反射的に鋼材の丸棒で防ぼう御ぎよしようと伸びてくる触手へ構えた。丸棒に触手が巻きついていく。

「く……」

　棒に巻かれた触手を振ふりほどこうとするが、信じられない力が丸棒から伝わってくる。

　抵てい抗こうむなしく、鳶雄が手にしていた鋼材は触手のような舌によって、奪うばい取られてしまった。トカゲのバケモノは佐々木の指示によって、奪い取った丸棒を遠くへ放り投げる。乾かわいた金属音が聞こえてきた。

　得え物ものをなくした鳶雄のもとへ、トカゲのバケモノは一歩一歩確実に迫せまってくる。

　鳶雄は腰こしが引け、恐怖に包まれていた。再び逃げようとしたが、足元を触手に捕とらわれて、その場に転んでしまう。立ち上がろうとしても、トカゲのバケモノは眼前にまで近づいてきていた。

　この光景を見て、冷れい笑しようを浮かべる佐々木の姿をした者。トカゲのバケモノの舌がウネウネと動いて、牙のような先端が鳶雄を捉とらえた。

　やられる！

　そう覚かく悟ごしたとき、鳶雄とバケモノの間を何かが猛もうスピードで通りすぎる。

　……数秒待っても何も起こらず、不思議に思った鳶雄がバケモノのほうにちらりと視線を向ける。──すると、伸びていた触手が両断され、トカゲのバケモノは声にならない悲鳴をあげていた。

「そう簡単にやらせてあげられないわね」

　突とつ然ぜん、後方から若い女性の声が聞こえた。声の主が、足音と共に鳶雄の隣となりに現れる。どこかの学校の制服に身を包む少女。歳としは同じくらいだ。髪かみをうしろでまとめてアップにしている。

　鳶雄はその女生徒をどこかで見たことがあったように思えたが……いまは混乱状態のためか、完全には思い出せなかった。

　少女は鳶雄を一いち瞥べつすると、一歩前に出た。

「相手をしてあげる」

　そう言って、トカゲのバケモノに向かって、手を前に出した。佐々木が女子の挑ちよう発はつに乗って、トカゲのバケモノに手で指示を出す。トカゲは長い舌をしならせて攻こう撃げきしようとする。──刹せつ那な、鳶雄と女子の間をすさまじい速度で通過していくものがあった。それは猛スピードでバケモノの横をかすめて闇やみへと消えていく。

　一いつ拍ぱくあけ、バケモノの舌が静かに落ちた。それから首に切れ目が生まれ、地面へと頭部が落ちていく。胴どう体たいもガクリと落ちていき、地面に倒たおれこんだ。

　──トカゲのバケモノが、絶命した。

　同時に佐々木の姿をした者も意識を失ったかのように、その場でくずおれていく。

　恐怖に包まれ、困こん惑わく状態の鳶雄にもそれは理解できた。トカゲのバケモノは──死んだのだ。首を落とされて生きている生物など、存在しない。たとえ、それが自分の常識外のものだろうとも──。

　前方の暗くら闇やみから、羽ばたきが聞こえ、大きな猛もう禽きん類るい──鷹たからしき鳥がこちらへと向かって飛んでくる。鳥は、少女の腕うでに留まり、少女にじゃれついた。少女も「よしよし」と鳥の頭をなでている。先ほど、鳶雄の横を通過していったのはどうやら少女の腕に留まる鳥のようだった。そうなると、バケモノを倒したのもこの鳥なのだろうか？

　疑問はあるが、いまは助かったことに鳶雄は安あん堵どした。静かに息をつく。

　──が、安堵しているのもつかの間、地に伏ふす格好の佐々木が謎なぞの発光現象を起こしていく。それは絶命したばかりのトカゲのバケモノも同様だった。青い光は、地面に何かの円形を描えがきだし、見たこともない文字を刻んでいく。……まるで、ゲームや漫まん画がで出てくる「魔ま方ほう陣じん」のようなものに思えた。その魔方陣のようなものは、目を覆おおうような一層まばゆい輝きを放つ。……閃せん光こうが止んだあとで、その場を見やると、そこには佐々木とトカゲのバケモノの姿はなかった。

　……狐きつねにつままれたような現象が、眼前で繰くり広げられていき、鳶雄は呆あつ気けに取られて、言葉すらも発せられなかった。

「幾瀬……くん、よね？」

　少女はこの現象に驚おどろきもせず、鳶雄の顔をのぞき込んで訊きいてくる。

「そ、そうだけど……。キミは誰だれ……？」

　鳶雄もそう返す。見覚えはある。けれど、それが明確に思い出せない。確かにどこかで見たことがあるのだ……。

「私は、皆みな川がわ夏なつ梅め。知ってる……わけないか……。直接話したことないし、私も名前と顔が一いつ致ちしなかったしね。この写真見なきゃ」

　夏梅と名乗った少女は、スカートのポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出し、画面を見ていた。どうやら、携帯電話の画像に鳶雄の写真があるようだ。夏梅は携帯電話の画面を、「これ」と言って見せてきた。

　そこには、見覚えのある風景と共に、懐なつかしい友人と話している自分が写っていた。

　それを見て、鳶雄は直感した。

「キミ、もしかして──」

　鳶雄が驚きの声を出して言おうとしたとき、夏梅はにんまり笑みを浮かべながら鳶雄の言葉を続けた。

「そ、私はあなたと同じ陵空高校二年生の生き残りよ」




　　　　２




「私、白玉クリームあんみつをひとつとドリンクバー。ええと、幾瀬くんも何か頼たのむ？」

「いや、俺はいい」

　鳶雄は首を横に振った。

「じゃあ、それで」

　夏梅の注文を受けて、ウェイトレスは厨ちゆう房ぼうへと向かっていく。

　佐々木の姿をした何者かと、トカゲのバケモノの襲しゆう来らい後、二人はファミレスに足を運んでいた。夏梅が、「話があるから、どこか落ち着いた場所に行きましょう」と言い、ここまで鳶雄を連れてきたのだ。

　彼女がドリンクバーの飲み物を取って席に帰ってきたのを確かく認にんしたあと、鳶雄は会話を切りだす。

「どういうこと？」

「なにが？」

　鳶雄の問いに、夏梅は軽い口調で問い返してくる。夏梅の態度に少しムッとした鳶雄は、眉み間けんを寄せて再度問う。

「アレはなに？　話ってそのことだろ？」

『アレ』とは、先ほど遭そう遇ぐうした鳶雄の友人──佐々木とトカゲのバケモノのこと。あのバケモノは何なのか？　鳶雄はそれが聞きたかった。対面の席に座る夏梅は、少なくともあのバケモノの存在を知っている様子だ。

「見たとおり、バケモノとその飼い主よ」

　夏梅はすらりと答えてきた。鳶雄が質問を出そうとするが、彼女は続けてくる。

「同級生の姿をした彼らと彼らが使し役えきするバケモノ、名前は『ウツセミ』っていうんですって。えーと、独立具現型の試作タイプ──とからしいわ。彼らとあのモンスター、併あわせて『ウツセミ』なんですって」

　そう言う彼女は、アイスコーヒーの入ったグラスについた水すい滴てきを指につけて、テーブルに『ウツセミ』とカタカナで水の文字をつづった。

「ウツセミ？」

　聞き覚えのない単語に、鳶雄は訝いぶかしげな表情を浮うかべる。

「そ、ウツセミ。正式名めい称しようは他ほかにあるって聞いたけれど……。まあ、彼ら──って、女の子もいるんだけど、ウツセミたちは先日の事故で行方ゆくえ不明中の陵空高校二年生の姿をしているの」

「なっ……」

　絶句する鳶雄。夏梅は真しん剣けんな面おも持もちのまま、さらに話を続けていく。

「私も詳くわしいところまではわからないけど、あの海上事故に遭あった私たちの同級生二百三十三名は、現在、全員さっき会ったバケモノを従えているみたいなの」

　彼女は、信じられないことを次々に口に出している。

　合同葬そう儀ぎ以来の、あの事故の生き残り。だが、彼女と陵空高校での面識はない。

　同じ境きよう遇ぐうの者との出会いは、あまりに鳶雄の理解できる範はん疇ちゆうを超こえていた。

　夏梅は困惑した顔の鳶雄を確認したのか、ため息をひとつついて自分のバッグを手に取る。

「いきなり、こんなこと言っても私が変人みたいだわ。とりあえず、後日改めてそちらに伺うかがうからさ、今日は──」

　彼女がバッグから取り出した白く丸い物体。ソフトボールほどの大きさだ。

「これを幾瀬くんに渡わたすのが、私の役目ってことで」

　夏梅はその白く丸い物体をテーブルの上に載のせる。恐おそる恐る鳶雄は手に取った。

　なんの変へん哲てつもない丸い物体。だが、そのとき自分の心臓の大きな鼓こ動どうと共に、丸い物体も脈動する。

「うわっ」

　情けない声を出して、鳶雄は丸い物体をテーブルの上に手放した。

「大切にしたほうがいいわ。それないと死ぬから」

　夏梅は、ウェイトレスが持ってきた白玉クリームあんみつをスプーンですくいながら、さらりと不ふ吉きつなことを言ってくる。

　彼女は幸せそうに白玉を口に運んでいく。

「死ぬって、どういうことだよ？」

　夏梅の不吉な物言いが鳶雄は気になった。

「ウツセミはね、どうやら私たち、あの旅行に参加せずに生き残った生徒を狙ねらっているようなのよ。実際、あなたも狙われたでしょ？　最近、私も狙われているわ」

「そんなバカな話、信じられるわけないだろ？」

「信じる信じないは幾瀬くんの勝手だけど、また襲おそいかかってくるのは事実よ。ああやって撃げき退たいしていかないと、殺されちゃうわ」

　ふいに先ほど魔方陣のようなものの光に包まれて消えていった佐々木とバケモノが脳のう裏りに蘇よみがえる。

「……光に消えていった」

「うん。なんだかね、使役しているモンスターを倒すと、使っているほうも気を失っちゃうみたいなの。──で、あの発光現象と共に消えちゃう。ファンタジーよね」

　カラカラと笑う彼女。解げせない気持ちだけが鳶雄のなかで渦うず巻まく。

　夏梅がスプーンをこちらにむける。

「だから、その『タマゴ』は大切なの。無力で普ふ通つうの高校生の私たちにとって貴重な武器ってやつ？」

　夏梅は窓の外へ目を向けた。鳶雄も彼女の視線を追うように店内から外を眺ながめる。人が行き交かう歩道に植えられた街路樹の枝に、先ほどの鳥が留まっていた。鳥はこちらをジッと見つめている。日が落ちているのを感じさせないほどの鋭するどい眼光だ。

「さて、ウチの鷹ちゃんをいつまでもお外に待たせるのは忍しのびないので、そろそろお開きにしましょうか？」

　白玉クリームあんみつをたいらげた夏梅は、席を立つ。

「ちょっと！」

　まだ訊きたいことのある鳶雄に夏梅は真正面から顔を近づける。その突然の行動に鳶雄はドギマギするが、彼女はにんまり笑って鳶雄の耳元に口を近づけた。鳶雄の鼻び腔こうに、夏梅の髪かみから流れてくる甘い香かおりが入り込んでくる。

「あとで、キミの家に行くから」

　意味深な言葉を耳元で告げて彼女は去っていった。

　しばし呆ぼう然ぜんとしていた鳶雄は、真っ赤になっている顔を手で叩たたく。頭もぶんぶんと振ふった。

「……つーか、俺の家、知っているのか？」

　そんな疑問を口にしながら、彼女が置いていった丸く白い物体に視線を向ける。

『タマゴ』──。

　何かが産まれるのだろうか？

　先ほど、手に伝わってきた脈動は、生々しかった。

　不気味に思いつつも、鳶雄はその『タマゴ』とやらを自分のバッグに入れたのだった。
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　自宅マンションに帰るなり、鳶とび雄おはリビングのソファーに座った。吐つくため息は深い。

　ふいに天てん井じようを見やる。

　──佐さ々さ木きが操あやつったあのトカゲのバケモノは夢ではなかったのか？

　自問するが、鮮せん明めいな記き憶おくはそれを一いつ蹴しゆうする。あれは佐々木の姿をした何か別の……。

　口から触しよく手しゆのようなものを伸のばすトカゲのバケモノがこの世に存在するか？　まるで漫まん画がやゲームの世界に出てくるであろうバケモノが、現実に存在するのか!?　そんなはずない！　バケモノなんて存在するわけが──。

　…………。

　無言で顔を手で覆おおう鳶雄。

　……あれは夢か？　幻まぼろしなのか？

　自分が同級生の死という大きな喪そう失しつ感かんに心身を苛さいなまれているから、幻を見てしまったのか？

　違ちがう。あの佐々木が連れていたのはバケモノ。バケモノはいる。いたんだ！

　横に置いたバッグに視線だけ移す。

　少しだけ開いたバッグの口からは、丸い物体がちらりと顔を覗のぞかせている。

　自宅に帰るまでの道中、何度も捨てようと思ったのだが、皆みな川がわ夏なつ梅めにこれがないと死ぬと脅おどされたのが頭から離はなれなかった。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい話だ。遺体も上がらず、行方不明の同級生たちがバケモノを連れて自分たちに襲いかかってくる。なぜ自分たちが狙われなければならない？　どう考えたって、殺される理由が見つからないではないか。皆川夏梅の言葉だって、冷静に考えてみれば変人の戯たわ言ごとだ。

　だが、トカゲの姿をしたバケモノを鳶雄は見ている。そのバケモノの首を一いつ瞬しゆんで飛ばしたのが皆川夏梅の鷹たかだ。それらの出来事は、事実だ。夢だと思い込もうとしても、あの情景は脳裏に鮮明に浮かび上がってくる。

　……そうなると、佐々木以外にも生死不明だった同級生が存命しているのか……？　やはり、あのとき見た紗さ枝えは本物？　紗枝も佐々木同様、バケモノを連れている……？

　いや、結論を出すのは早いと鳶雄は思う。理解不能なことが起きたが、紗枝が生きていてバケモノを連れて自分を襲うだなんて想像もしたくない。

　鳶雄はリビングのソファーで、もう一度深いため息をつく。

　──疲つかれた。

　鳶雄の体全体を倦けん怠たい感が襲う。夕食を作る気力もなければ、食しよく欲よくもない。

　鳶雄は立ち上がるともう一度バッグに視線を向ける。……この『タマゴ』とやらを見ていると、今日のことをいろいろといっぺんに思い出してしまう。鳶雄は『タマゴ』が入ったままのバッグを持って、風ふ呂ろ場ばの浴室に置いた。

　これでいい。少なくとも明日の朝まではこれを忘れていたい。

　鳶雄は浴室の戸を閉めると、自室に戻もどってベッドに横になる。横になった途と端たんに眠ねむ気けに襲われ、そのまま鳶雄は眠ねむりに落ちていった。
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「バウッ！」

「うわっ！」

　鳶雄は、大型犬に吠ほえられて情けない声をあげた。腰こしも引けている。

「ちょっと、高校生なんだから犬に吠えられたぐらいで驚おどろかないでよ」

　犬の頭をさすりながら、紗枝は苦笑いしていた。

　紗枝の自宅。その庭には、彼女の親しん戚せきから預かっているゴールデンレトリーバーがいる。親戚が旅行に行っている間だけ彼女の家が預かる格好となったようだ。

　中学の時分、鳶雄は、休日に一人で留守番をしている紗枝に呼ばれて、彼女の自宅を訪おとずれていた。

　犬の扱あつかいをフォローしてくれと頼たのまれたのだが、鳶雄自身、動物が若じやつ干かん苦手で紗枝のフォローどころではない。

　人ひと懐なつっこく、やんちゃで甘あまえん坊ぼうの気質であるゴールデンレトリーバーは、見知っている紗枝だけでなく、鳶雄にもその巨きよ軀くを用いて全力で甘えてくる。犬の好きな人なら、その行こう為いはうれしいのだろうが、動物の苦手な者からすれば脅きよう威いでしかない。

　犬は大きな尻しつ尾ぽをブンブンと振りながら、庭を逃にげる鳶雄を追う。相手が逃げれば追う、それは犬の本能だ。適度に犬を刺し激げきしてくれる鳶雄は、犬にとって最高の遊び相手となってしまった。だが、鳶雄には猛もう獣じゆうが追ってきているのと同じである。

「コラ！　来るな！」

　怒おこってみても、一度遊び心に火がついたゴールデンレトリーバーは、ちょっとやそっとでは止まらない。

「アハハハ！　がんばれ、鳶雄」

　紗枝はといえば、縁えん側がわに座り込んで必死な鳶雄を見て笑っている。

「バカ！　助けろ！」

　そんな哀あい願がんも空むなしく、うしろから飛びかかってきた犬の体当たりに負けて、鳶雄は庭にうつ伏ぶせに倒たおれた。

　その背中に容よう赦しやなく犬は乗りかかり、頭をペロペロとなめ回す。

「うわっ！　ちょっ、やめ、コラ！　うおわぁ──っ！」

　鳶雄は庭の芝しば生ふの上で、半分涙なみだ目めになってじたばたと抵てい抗こうするが、犬の蹂じゆう躙りんは止まらない。

「金きん次じ郎ろう！　止やめ！」

　その紗枝の命令で、金次郎と呼ばれた犬はピタッと鳶雄をイジメるのを止める。そそくさと鳶雄から離れると、行ぎよう儀ぎよくお座りのポーズを取っていた。

　犬の猛もう攻こうが終わり、鳶雄はのろのろとその場に立ち上がる。すっかり憔しよう悴すいしきっていた。

　さすがに心配になったのか、紗枝が恐おそる恐る鳶雄の顔を覗き込んだ。

「だ、だいじょうぶ？」

「……だ、だいじょうぶ」

　なんとか、そう返すだけで精せい一いつ杯ぱいだった。やはり、大型犬の存在感は鳶雄にとって、まだ慣れるものではなかった。

　その鳶雄の頭を紗枝が優やさしくなでる。

「ゴメンね、鳶雄」

　子供をあやすようにふるまう紗枝に、鳶雄は怒ろうとしたが止めた。

　心ここ地ちよいと思ってしまったからだ。紗枝の手から伝わってくる優しさが、とても気持ちのよいものだったから。

　友達に見られたら、恥はずかしい光景だろう。犬と共に、自分まであやされている状態は他者には決して見せられるもんじゃない。

　──けれど、彼女のぬくもりは時折鳶雄を安らいだ気持ちにさせてくれていた。

「まったく、鳶雄は紗枝ちゃんがいないとダメなのね」

　そんなふうにおかしそうに小さく笑う誰だれか。振り返れば、そこには最愛の祖母がいた。

　鳶雄は慌あわてて紗枝から身を離して言い訳を口にする。

「こ、これは……ただ、ちょっと……！」

　鳶雄の反応を見て、祖母も紗枝もただただ微笑ほほえましそうにしていた。それが逆に鳶雄を恥ずかしくさせてしまう。

　大きく息を吐く鳶雄をよそに祖母は、ゴールデンレトリーバーの頭をやさしくなでる。ふいに祖母はつぶやいた。

「……犬を嫌きらってはダメよ、鳶雄。いつか、あなたが選んだ子が……いえ、あなたを選んだ子が現れるかもしれないのだから」

　そのときの祖母の言葉は、鳶雄には理解できなかったが……犬を見る祖母の眼まな差ざしはやさしげであり、儚はかなげだったのが、忘れられなかった──。
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「紗枝……ばあちゃん……」

　目を覚ますと、そこは自室だった。室内は暗い。

　──夢を見ていたのか。

　もういない最愛の二人と共に過ごした時間──。

　鳶雄は、いつの間にか流れていた涙を拭ふく。視線だけ動かし、部屋にある時計の表示を見る。すでに深夜を回っていた。……まだ眠気はある。このまま朝まで寝ねてしまおう。明日も学校だが、風ふ呂ろは朝に入ればいい。

　風呂──。

　そうだ、浴室には『タマゴ』がある。鳶雄は『タマゴ』を思い出したと同時に、バケモノのことと、夏梅のことも思い出す。

　──寝よう。

　鳶雄は、そう決め込んだ。いまだけでも、朝までは何も考えずに眠りたい。

　目をつむり、意識を閉とざす。

　…………。

　……だが、なぜだろう。心がざわつく。意識が完全に閉じない。なにか、ジメっとしたものが全身を包み込んでいる感覚。鳶雄はゆっくりと両目を開ける。暗くら闇やみの室内。目覚まし時計の針が動く音だけが静せい寂じやくに時を刻んでいる。

　心が落ち着かない。なぜだろう？

　ふいに視線が閉め切ったカーテンに移る。手を伸ばせば届く位置だ。

　少しだけ引っ張り、外を見る。

「──っ」

　その瞬しゆん間かん、鳶雄は体を強こわ張ばらせた。

　──カーテンの隙すき間まから、誰かが覗き込んでいた。

　あわててカーテンを閉める。……いや、そんなはずがない！　ここはマンションの五階だ！　しかも、ベッド横の窓にベランダはついていない。窓の向こうは何もないのだ！

　鳶雄はベッドから身を起こし、恐る恐るもう一度カーテンに手をかける。いきおいよく、カーテンを引いて窓を見る。──が、そこには誰もいない。

　やはり、気のせいか？　夕方、あんなものを体験したせいか、変な幻げん覚かくを見ていた？

　鳶雄は窓を開き、顔だけ出してキョロキョロと外を見み渡わたす。やっぱり変化はない。人などいないではないか。鳶雄は安あん堵どして大きく息を吐ついた。そのときだった──。

　ポタ……。

　鳶雄の頭部に何かが落ちてきた。手でそれに触ふれる。……粘ねばり気けのある液体。その液体は上から降ってきた……？

「……けた……」

　その声に気づき、ふいに鳶雄が上に顔を向けたときだった。

「みつけた」

　彼の見上げる先に薄うすく笑う顔があった。自分と同じくらいの歳としの少年が──多た脚きやくを持った巨きよ大だいな蜘く蛛ものようなものと共にマンションの壁かべに逆さまの格好で張りついているのだ。

「──っ」

　驚いた鳶雄は、すぐに顔を部屋に引っ込ませて、窓を閉めようとする。──が、閉まる窓を蜘蛛のバケモノが脚あしで止めてくる。窓から伝わる強力な力に恐れを感じて、鳶雄は急いでその場から一歩退ひく。

　少年は、蜘蛛のバケモノと共に窓からゆっくりと入ってきた。部屋の中央に立つと、薄く笑えみを浮うかべた顔で鳶雄をジッと見てくる。

「みつけた。にせものめ」

　片言の言葉で、少年が言う。伴ともなっている蜘蛛のバケモノが不気味な眼光を向けてくる。

　──ウツセミ。

　そう、目の前にいるのは夕方の佐々木と同じだった。同級生の姿をした何者かが、バケモノを連れている。……ということは彼も陵りよう空くう高校の生徒だったのだろうか？　面識はない。けれど、同級生なのだろう。夏梅の言葉を信じるならば。

　トカゲの次は蜘蛛、か……。鳶雄はどちらも苦手な生き物だと皮肉げに感じていた。

　……どちらしろ、このままでは殺される。眼前の少年と蜘蛛が放つ言いようのない迫はく力りよくは本物だ。殺意というものが自分に向けられているのだと、鳶雄はすぐに理解できた。

　恐きよう怖ふが体中を支配するなか、鳶雄は部屋の扉とびらのほうへ走り出した。足元に蜘蛛の糸のようなものが飛んでくるが、なんとか避さけて扉を開く。そのまま、リビングを通って玄げん関かんへと走る。いまは逃げる。それが一番生存率の高い選せん択たくだ。

　玄関に着いた鳶雄はチェーンを外し、扉を開いて──。扉の向こうには、少女が一人立っていた。──その傍かたわらには角の生えた巨大な蛙かえるのようなバケモノ！

「みつけた」

　そう言うと、少女は手を前に出す。それに呼応して角の生えた蛙が大きく口を開く。夕方に見たトカゲのバケモノ同様、舌に爪つめのような牙きばのような鋭するどいものがついていた。少女の命令に従い、鳶雄に向かって蛙の舌が飛び出してくる！

「クソッ」

　毒づきながらも鳶雄はすぐに身を屈かがめた。自分の上を異い形ぎようの舌が風を切るように通り過ぎていく。すんでに回かい避ひできた。あんなものを受けたら、たまったものではない！

　ウツセミ、この子も！

　鳶雄は体勢をなんとか持ち直すが、後方から近づいてくる足音。振ふり向けば、リビングの扉近くまで移動していた少年と巨大な蜘蛛の姿。さらに玄関からは少女と蛙のバケモノが侵しん入にゆうしてくる。

　──挟はさまれた。

　前方には少女のウツセミ、後ろからは少年のウツセミ。二人は徐じよ々じよに距きよ離りを縮めてくる。リビングと玄関をつなぐ廊ろう下かの真ん中で、鳶雄は絶望の淵ふちにあった。

　──このままでは殺される！

　無む慈じ悲ひにも二人のウツセミがじりじりと近づいてきた。どちらも知らない同級生の姿。あちらは生前にこちらを知っていたんだろうか？　クラスメイトに殺されるのと、知らない同級生に殺されるのはどちらが嫌いやなのだろう。こんな窮きゆう地ちにおいて、鳶雄はそのような思いを巡めぐらせていた。

　──が、ふいに鳶雄の目に脱だつ衣い室の扉が飛び込んでくる。すぐにハッと思いだす。

　風ふ呂ろ場ばの浴室──『タマゴ』！　そう、あの『タマゴ』をあそこに置いてきた！

　──それないと死ぬから。

　夏梅の言葉が脳内でリピートされた。じりじりと少しずつ、警けい戒かいしながら、鳶雄は風呂場のほうへ距離を詰つめていく。

　風呂場の扉に手を伸のばそうとしたとき、二体のウツセミが、連れているバケモノに指示を出すかのように手を前に突つきだす。バケモノの殺意がこちらへ狙ねらいを定めてきた瞬間、鳶雄は風呂場の扉を開いて急いで中へ入っていく。中から鍵かぎを閉め、浴室の戸を開ける。

　刹せつ那な、後方から大きな音が聞こえる。顔だけ振り返れば、風呂場の扉をウツセミの触しよく手しゆらしきものが貫つらぬいていた。やっぱり、あんなものを生身に受けたら一いち撃げきで風穴が空くじゃないか！

　鳶雄は急いで、浴室に置いたバッグを開く。

「……これは」

　鳶雄はバッグの中身を見て、絶句する。ソフトボールほどの大きさだった『タマゴ』が──割れていた。

　割れた？　いつの間に？　ここに置いたときは、割れていなかったはず！

　不思議に思い、鳶雄が割れた『タマゴ』を確かく認にんするが……硬かたい殻からだけが残り、何かが孵かえった形けい跡せきすらも確認できなかった。

（……そ、そんな！　皆川夏梅は確かにこれが大切だと言った！　これがないと、俺は殺されると！）

　焦あせる鳶雄は浴室内に視線を巡らせるものの、『タマゴ』の中身はどこにも見当たらない。バカげた話だが、鳶雄は直感で『タマゴ』の中身が皆川夏梅が連れていた鷹たか──もしくは何かの生物が入っているのだと想像していた。そう、いま襲おそいかかってきているウツセミに対たい抗こうできる何かが入っているのだと！　それが……空っぽ？

　まさか、皆川夏梅が言っていたことは噓うそだったのか？　それとも、渡わたされた『タマゴ』が偶ぐう然ぜんにも空っぽだった？

　最後の希望と思われた『タマゴ』が空だったと知った鳶雄は、徐々に絶望に支配されていく。無情にも後方から、扉の壊こわれる音だけは進行形で聞こえてくる。

　……ここからは抜ぬけ出せない。あとは殺されるのを待つだけ、か。

　鳶雄はその場にくずおれて、死へのカウントダウンに震ふるえだした。──が、そのときだった。

　──ドクン。

　恐怖や緊きん張ちようからくるドキドキ──動どう悸きとはまるで違ちがう脈動が彼の体に起きる。それは体の内側──奥底から生じているような感覚が得られ、一回だけではなかった。

　ドクンドクン。

　少しずつ、しかし、確実に鳶雄の心臓──体中のすべてが、何かに反応するかのように脈打ち、温かなものが伝わってくる。

　呼応してる、自分の心臓と、見えない「何か」──。その呼応する「何か」の正体は知れないのだが、漠ばく然ぜんと「すぐそばにいる」という感覚だけが、なぜか理解できてしまう。この脈動は止まらない。どんどん大きくなる。同時に「すぐそばにいる何か」が近づいてきている、もうすぐ会えるという錯さつ覚かく──いや、確信が鳶雄のなかに生まれつつあった。

　そうしているうちにも背後から、大きな音が聞こえた。扉が完全に壊されたのだろう。振り向けば、穿うがたれた扉の穴から、少年のウツセミが顔を出してきた。こちらを捉とらえてくる。

「みつけた」

　それだけ言うと、顔を引っ込め、穴からバケモノの舌が伸びてきて扉の鍵を開けようとしている。

　だが、その間にも心臓の鼓こ動どうは呼応しあうかのように強まり、しだいに速くなっている。

　鳶雄は浴室のシャワーを手に取った。湯ゆ沸わかし器を操作して、蛇じや口ぐちに手をかける。

　少年のウツセミが蜘蛛を伴い、風呂場の扉を開けて侵入してきた。こちらに気づくなり、愉ゆ快かいそうに目を細くする。巨大な蜘蛛がこちらに狙いを定めようとうごめく。

　鳶雄はその蜘蛛に向けて、温度を最大まで上げた熱湯シャワーを浴びせた。

　熱湯のシャワーを前面から、もろに食くらった蜘蛛はその場で暴れるように苦しみだす。

　一いつ矢し報むくいた──。そう思ったのも束つかの間、少年ウツセミの横から、少女のウツセミが蛙のバケモノと共に姿を現す。

　少女は鳶雄の握にぎるシャワーと、蜘蛛の様子を見るなり、風呂場の入り口に半身だけ隠かくした。鉤かぎ爪つめのように変化した蛙の舌を鞭むちのようにしならせて、こちらに向けて伸ばすように放ってくる。

　鳶雄は反射的に横へ避けるが、そのとき握っていたシャワーを蛙の舌によって切られてしまう。先せん端たんを失ったシャワーは、ホースのように勢いよく一方へ湯を噴ふん射しやする。

　熱湯を浴びては敵かなわないと鳶雄はすぐにお湯をストップさせた。

　浴室の床ゆかに広がる熱湯を避よけようとする鳶雄に蛙の舌が襲いかかる！　驚きよう愕がくする鳶雄は床の熱湯に足をつけてしまい、熱さを覚えると同時に足を滑すべらせた。幸運にも足を滑らせたおかげで舌の直ちよく撃げきをかわすが……バランスを大きく崩くずして浴よく槽そうのほうに大きく転んでしまった。

　浴槽の底に腰こしを強打した痛みで、鳶雄は両目をつむってしまう。目を開けたとき、眼前には蛙のバケモノがこちらを見下ろすようにしていた。その後方で、風呂場の壁を這はって蜘蛛のバケモノも眼めを光らせていた。

　殺意──。二体のバケモノから放たれる微み塵じんの迷いもない純じゆん粋すいな殺気。それを鳶雄は全身で感じ取った。

　殺される──。

　……嫌だ。

　……こんな、意味のわからないものですべて終わるなんて……そんなのは嫌だ……ッ！

　死にたくない──。

　死にたくない死にたくない。

　死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない！

　……誰だれか、助けてくれ。

　その思いでいっぱいになったときだった。ひとしきり大きな心臓の鼓動が鳶雄を襲う。

　──ドクン。ドクンッ！

　心臓は他者にも聞こえるのではないかと思うほどの大きな脈動を放つ。




　──びお。──かい。

　──鳶雄。いいかい。




　今いま際わの際きわとも言える状じよう況きようで、ふいに鳶雄の脳のう裏りに蘇よみがえったのは──懐なつかしい祖母の声だった。しわくちゃの顔を涙なみだにぬらして、祖母は言っていた。




　──鳶雄。あなたは恵めぐまれた子よ。誰よりも愛された子。

　──だけど、おばあちゃんは鳶雄に少しでも幸せになってもらいたいの。

　──だからね、おばあちゃんは鳶雄の恵まれたものをちょっとの間だけ閉じ込めたのよ。

　──でもね、でも、きっといつか、あなたはいまよりずっと辛つらいものを目にしていくの。

　──これだけは覚えておいて、鳶雄。あなたのなかにいるもう一人のあなたは誰よりも鳶雄を助けてくれるのだから。




　幼い時分、祖母は鳶雄をやさしく抱だきしめ、耳元でこうつぶやいた。その言葉は、いまだ理解のできないものであるものの、鳶雄の心の奥底に強く刻まれている。




　──おまえは、世界で唯ゆい一いつ、『　　　　』に選ばれたのだから。

　──たとえそれが擬まがいものの『　』だとしても。




　聞き取れない──思い出せない言葉もあったが、この状況下にあっても祖母の声は鳶雄を儚はかなくも懐かしい気持ちにさせてくれた。

　ドクン──。

　一ひと際きわ大きい脈動を打った──。一いつ瞬しゆん、自分の体と意識がぶれて離はなれるような感覚が生じるが……すぐにそれは収まり元の状態に戻もどった。だが、次の瞬しゆん間かん、浴槽に倒たおれこむ格好の鳶雄の頰ほおを何かが高速で通り過ぎていく！

　眼前で舌を垂らしていた蛙かえるのバケモノの顔面に──刃やいばらしきものが突き刺ささっていた。刃は蛙を突き刺したまま天てん井じようにまで伸びていった。浴室の天井に蛙のバケモノが勢いよく叩たたきつけられる。その光景を見て、危険を察知したのか、蜘く蛛ものバケモノが鳶雄の視界から消えていく。

　……自分は浴槽に倒れ込んでいる。背後にあるのは──浴槽の底だ。そこからいったい何が飛び出したというのだろうか……？

　体勢を立て直したのち、鳶雄は刃が飛び出してきた場所に視線を送る。

　──自身の影かげから、一本の鋭するどい刃が飛び出していた。

　息を吞のむ鳶雄の眼には、意思を持ったかのようにうごめく影が映っていた。影は徐じよ々じよに形を成していき──とある姿に驚おどろく。

　影から現れたのは、一いつ匹ぴきの黒い毛並みの子犬──。

　子犬の額からは、鋭えい利りな突とつ起き物──刃が生えていた。子犬は浴槽から飛び出して、天井に突き刺していた蛙から刃を引き抜く。床に落下する蛙のバケモノは、顔面から血を多量に流しながらも生きていた。

　蛙のバケモノは顔に穴を穿うがたれながらも突起のついた舌を再度しならせて鳶雄と──子犬目め掛がけて打ち放つ。

　ザシュッ、という切断される音が浴室に鳴り響ひびいた。

　──肉が散った。バケモノの舌が、全身が、八やつ裂ざきにされて、肉にく片へんが浴室に四散していく。子犬が瞬しゆん時じに飛び出して、額の刃で蛙を切り刻んだ……っ！

　全身黒一色の子犬は、蛙のバケモノを刻んですぐに浴室の壁かべを蹴けって、今度は蜘蛛のバケモノのもとに降り立つ。

　蛙のバケモノを失った少女のウツセミは、気を失ってその場に倒れ込んだ。

　蜘蛛のバケモノを従える少年のほうは、形勢が不利と判断したのか、後ずさりを始める。子犬はそれを許さず、羽根のように背中からも刃を生やして距きよ離りを詰つめていく。

　一連の出来事に鳶雄は驚きばかりだった。

　……自身の影から、子犬が……生まれた？　『タマゴ』ではなく、影から出現した？　その子犬は刃を生やす。刃は、蛙のバケモノを瞬時のうちに肉にく塊かいへと変えた。

　理解不能な現象が次々と起こるが、目の前でかまえる黒い子犬から力強い「何か」を感じ取れていた。さきほど、呼応したのは、脈打ったのは──この子犬に違いない。この黒い小さな犬が自分を呼んだのだ。いや、自分がこの犬を呼んだのか……？

　退ひこうとする少年ウツセミだったが、黒い子犬はそれを見み逃のがさず、瞬時に距離を詰めていった。子犬が蜘蛛のバケモノの真横を黒い弾だん丸がんのごとく突つっ切っていく。すると、少年が従えていた蜘蛛のバケモノが力をなくしたように静まる。一いつ拍ぱくおいて、蜘蛛の胴どう体たいは真っ二つに分かれていた。蜘蛛を失ったことで、少年も少女同様にその場に倒れ込んだ。

　子犬がバケモノ二体を退けたのは、一分にも満たない時間だった。

　途と端たんに静せい寂じやくとなる。ウツセミは動かない。しばらくすると、ウツセミとバケモノの下に魔ま方ほう陣じんらしきものが再び出現して、光と共に消え去っていく。

　……鳶雄と子犬だけが取り残された浴室。子犬は耳をぴくぴくと動かし、鼻も利きかせ始めた。何かに気づいたのか、子犬は勢いよく浴室を飛び出していく。鳶雄もそれを追うように風ふ呂ろ場ばをあとにする。

　子犬を追って着いたのは、リビングだった。そこの光景を見て、鳶雄は絶句する。

　室内中央に羽を持った巨きよ大だいな生物が待ち構えていたからだ。リビングの窓は破られていた。羽を有した生物は、虫のように頭部、胸部、腹部の三つに分かれており、脚あしも六本なのだが、頭の形は虫のそれではなく、は虫類を思わせる面めん貌ぼうだ。蛾がの体にトカゲの頭がくっついているかのような異様な生物。当然、傍かたわらには主あるじであろう少年も部屋に侵しん入にゆうを果たしている。

　だが、バケモノを前にしても、刃を生やした黒い子犬は一いつ切さいの物もの怖おじもせずに構えていた。子犬は躊ちゆう躇ちよせずに突とつ進しんをしていく。バケモノはそれをわずかに上じよう昇しようして狙ねらいをそらした。──が、子犬もすぐに反応して壁を蹴って追つい撃げきを加える。閃せん光こうのような猛もう追ついにより、バケモノの脚が二本切り落とされていく。

　巨きよ体たいゆえ、羽を持ったバケモノは室内での動きは制限されるだろう。その分、小さい体の黒犬のほうが小回りは利く。このまま続けば子犬のほうに軍配が上がる。

　そう鳶雄が状況を把は握あくしつつあるなかで、バケモノの主たる少年が指示をするように手を大きく横に薙ないだ。羽を持ったバケモノは鈍にぶい眼光を放ったあと、再度飛び出してきた子犬の攻こう撃げきを──あえて真っ正面に受けた！　深々と子犬の刃が、バケモノの胸部に突き刺さるが、それもかまわずにバケモノは残った四本の脚で子犬をがっちりとホールドしてしまう。そのまま羽ばたいていき、室内を飛び出していってしまった！

　──子犬が、外に連れ出された！

　それはまずい。ここはマンションの上階だ。もし、予想が当たるとしたら、あのバケモノの狙いは──高所からの落下だろう。バケモノは上空高くから、子犬を落とすつもりなのだ。いくら、刃を生やす異質な犬とはいえ、高所から落とされれば……っ！

　犬の心配をする鳶雄に、羽のバケモノを使し役えきする少年が狙いを定めてくる。殴なぐりかかってくる格好の少年から、どうにか距離を取ったあと、素す早ばやく近くにあったポットを持って背中に思いっきり打ち付けてやった。少年は息の詰まる声を漏もらしたあと、その場に倒れ込んでしまう。

　それを確かく認にんしたあとで、鳶雄はすぐにベランダへ走った。上空に連れ去られた子犬の様子が気がかりだったからだ。

　ベランダに出た鳶雄が月明かりのなかで目にしたのは──子犬を抱かかえたまま前方のマンション上空を飛ひ翔しようするバケモノだった。四本の脚で胸を突き刺す子犬を除のけて、いままさに落下させようとした刹せつ那な──。バシュッ、という夜空に響く、鈍い破は砕さい音。

　鳶雄の目に映り込んだのは、月下に現れた巨大な刃だった。鳶雄は出現の瞬間をはっきりと目もく撃げきしている。そう、バケモノが落下させようとしたわずかの間、子犬の体は弱い輝かがやきを放った。次の瞬間、子犬は一本の巨大な刃へと変へん貌ぼうを遂とげて、羽を生やすバケモノの体を貫つらぬき四散させたのだ。

　巨大な刃は、前方のマンションの屋上に落ちていく。

　……息を吞む鳶雄。前方、月明かりのなか、マンションの屋上に歪いびつな《刃》が突き刺さっている。

　鳶雄の脳裏にそれは再生された。

　──犬を嫌ってはダメよ、鳶雄。いつか、あなたが選んだ子が……いえ、あなたを選んだ子が現れるかもしれないのだから。

　ああ、ばあちゃん。これがそれだというの？　でも、あれは──。




　──『犬』なのか？




　鳶雄は激しく脈打つ胸を手で押さえていた。それは、恐きよう怖ふからくるものか。それとも、自分でも予想もつかない高こう揚ようか──。

「……すごいね、キミのは」

　絞しぼり出したかのような第三者の声が後方から聞こえてくる。

　マンションの屋上に視線を注いだまま驚いた様子の皆川夏梅だった。約束通り彼女は訪ねてきたようだ。

「だいじょうぶ？　ちょっと遅おそくなっちゃった」

　心配そうにこちらを見ている。鳶雄は気が抜ぬけたようにその場に座り込み、「なんとかね」とだけ答えた。
















　光に消えていく、羽のバケモノの主を見届けながら、「もう少しだけ早く来てほしかった」という台詞せりふは吞のみ込んだ──。







　一連の襲しゆう撃げきが終わったあと、廊ろう下かに出て、リビングのほうを見るとソファーに鷹たかが留まっている。

「私もびっくりしちゃった。ファミレスで伝えたとおりに今夜、キミと話し合おうかなーって、ここに来たら襲おそわれてるんだもんね。しかも三体。二度目の戦せん闘とうにしてはキツいよねー」

　夏梅は気軽に言ってくる。三体襲いかかってくることも、この娘むすめにしてみれば「キツい」の一言のようだ。

　夏梅は「かわいい！」と声をあげた。彼女は子犬を抱きかかえていた。刃と化して、マンションの屋上に突き刺さった黒い子犬を、夏梅の鷹がここまで運んできてくれたのだ。鷹が屋上に飛来したときには、子犬は元の姿に戻っていた。

　──体から刃が出ているんだぞ！

　と、鳶雄の心配をよそに夏梅が抱きかかえる子犬の体からは刃がなくなっていた。普ふ通つうの子犬のように尻しつ尾ぽを振ふり、夏梅に甘えている。

　あの小さな体でバケモノを屠ほふった漆しつ黒こくの毛並みの子犬。全身から刃を出して、信じられない力を発揮した。

「さて、ここを出ましょう」

　そんな提案を夏梅がしてくる。

「ここにいつまでも留とどまっていたって、仕方ないわ。必要最低限のものだけ、荷物に詰めてちょうだい。相手はあなたの家を知っているわ。それに、一回倒たおしたって、一時間後、いいえ三十分後にまた襲いかかってくるかもしれないんだよ？」

　それは敵かなわんと鳶雄も一いつ旦たんの移動を受け入れる。

「……これだけの騒さわぎになれば、誰だれかが通報しているかな」

　鳶雄はふと口に出した。

　そう、窓が破られ、風呂場の扉とびらまで破は壊かいされたのだ。その破砕音で、近きん隣りんの住民が騒いでもおかしくなかった。しかし、皆川夏梅は首を横に振る。

「……騒ぎが起きないように、襲撃前のお膳ぜん立だては終わっているわ。皆みんな、眠ねむらされているでしょうね」

　……意味のわからないことを平然と口にする彼女。鳶雄の理解を超こえていた。しかし、冗じよう談だんに聞こえないのだから、いまの状じよう況きようがどれだけ異常かは感じ取れてしまう。

　夏梅は一転して笑えみを浮うかべて言う。

「私、いい隠かくれ家が知っているから、そこに行きましょう」

「隠れ家？」

「そ、私がいま住んでるところ。ウツセミから安心して過ごせる場所よ。そこで、いろいろとこちらが知っていることを教えてあげるから、さっさと身み支じ度たくして！」

　急せかすように夏梅は、鳶雄の背中を押してくる。

「そんなところ本当にあるのか？　ていうか、ここを放ほう棄きできるわけ──」

「だー！　いいから、荷物の支度しろー！　ここはもう安全じゃないの！　まだ文句言うなら、お姉さんがパンツを引っ張り出してあげるわよ」

　爆ばく発はつした夏梅の一言に、さすがにそれは困ると思った鳶雄は文句を言うのは止やめて、荷物を取りに自室へと戻もどることにしたのだった。







　鳶雄と夏梅は深夜の路上を移動していく。

　鳶雄は大きなバッグをふたつ、肩かたや手に持っている。家にあった大きなバッグに必要最低限の物だけを入れ、夏梅の先導のもと、夜道を歩いていった。

「とにかく人ひと気けのある場所まで出ればだいじょうぶよ」

　大荷物を持つ鳶雄は、急ぎ足の夏梅についていくので精せい一いつ杯ぱいだ。──と、鳶雄のうしろから、黒い子犬がトコトコとついてきていた。

　ふいに夏梅の表情が一変した。鳶雄のほうを向いたまま、視線を鋭するどくしていく。彼女の視線は、鳶雄の後方に向けられている。

　鳶雄が少し振り返れば、うしろからついてきていた黒い子犬が電灯の灯あかりが届かない後方の暗くら闇やみに向かって、牙きばむき出しの威い嚇かくの姿勢をしていた。

　目を細め、暗がりの道を凝ぎよう視しすると、人ひと影かげらしきものが徐じよ々じよに近づいてきている。

「まさか……」

　鳶雄は生なま唾つばを吞み込んで不安を口にする。

「ええ、お客さまね」

　ウツセミ──。

　少しずつ近づいてくる少年は、不気味なほど無表情で、生気を感じさせない。その傍らには、角の生えた大だい蛇じやのバケモノがいる。

　鳶雄と夏梅は、お互たがいに視線をかわす。次の行動を決めるためだ。逃にげるか、戦うか。

　だが、そうする前に大蛇の体に突とつ如じよ発火現象が巻き起こった！　暗がりの路上で大蛇は激しく燃え上がって、のたうち回ったのち、炭と化していった──。

　あまりの出来事に言葉を失う鳶雄だったが、夏梅はその現象を見て、安あん堵どの息を吐ついていた。

　大蛇が絶命し、それを従えていた同級生──ウツセミも魔ま方ほう陣じんの光に飛ばされた。その現象を確認しているなかで、コツコツと靴くつ音おとが聞こえてくる。

　闇やみ夜よから電灯の下に現れたのは──奇き妙みような格好をした金きん髪ぱつの少女だった。奇妙な格好というのも、とんがり帽ぼう子しとマントという出いで立ちだったからだ。まるで、魔ま法ほう使つかいのコスプレでもしたかのような外国人の少女。思わず見み惚とれてしまうほどに端たん整せいな顔立ちをしていた。外国人なので判断は難しいが、歳としは同じぐらい……でいいのだろうか。

　魔法使いの格好をした少女は、碧へき眼がんで鳶雄と夏梅を捉とらえて言った。

「遅いのです、夏梅。思わず迎むかえに来てしまったのですよ？」

　夏梅が少女に対して「ごめんごめん」と片手で謝りのポーズを取った。流りゆう暢ちような日本語だ。どうやら、皆川夏梅とは知り合いのようだが……。発火現象といい、次々と起こった出来事に対して、鳶雄は理解が追いつかないでいた。

　夏梅は当とう惑わくする鳶雄に近づくと、バッグのひとつを彼の手から奪うばう。

「行きましょう。彼らは、人気のないところで襲ってくるの。逆に人がいっぱいいるところでは襲ってはこないから、早く人通りのある場所へ出ましょう」

　夏梅の真しん剣けんな口調に、鳶雄はうなずき、歩を速めた。




　　　　４




「さあ、上がって上がって」

　深夜、夏梅の言う安全な場所──とあるマンションにたどり着いた鳶雄。隠れ家とやらは森のなかや、都市部から離はなれた場所にあるのかと思いきや、隣となり町まちの駅から十数分の位置にあった。外観もごくありふれたマンションの様相を見せていたが……。

　こんな場所で本当に襲撃から身を隠せるのか一いち抹まつの不安を覚えながらも鳶雄は、マンション内の一室に招かれた。ソファーとテレビ、ＤＶＤデッキ、棚たなだけの質素な部屋である。

　夏梅があらためて金髪の少女に指をさして言った。

「そちらの女の子がラヴィニア・レーニ。この隠れ家に住む住人で、いちおう私たちの味方よ」

　金髪の少女──ラヴィニアは「よろしくなのです」と簡素に頭を下げた。

　軽いあいさつを済ませたあとで、夏梅は部屋に備えてある棚をごそごそと探さぐっていた。

「さてと、では──とりあえず、確かく認にんしますかね」

　夏梅は、そう言うなり、あるＤＶＤを一枚取り出すと、それをデッキに入れていく。

「着いた早々、何を見ろっていうんだ？」

　鳶雄が夏梅に訊きく。

「……あなたと夏梅の境きよう遇ぐうを再確認するものなのですよ」

　答えたのは意外にも金髪の少女ラヴィニアだった。

　テレビ画面に映されたビデオ映像を鳶雄は食い入るように見始めた。とある船の海上事故を大きく扱あつかったニュース番組だ。知らないはずがない。つい二か月前まで自分は、その事件の渦か中ちゆうにいたわけだから。

　ヘヴンリィ・オブ・アロハ号──。

　自分や夏梅が乗船するはずだった豪ごう華か客船。同級生と共に沈しずんだ、『神こう々ごうしい』と名のついた船。映像に音声はないものの、夏梅も複雑そうな表情を浮かべている。鳶雄だけではなく、彼女もこの二か月間を苦しみ、同級生を失ったという心の傷を背負ってきたはず。

　映像が切り替かわる。画面に映ったのは、どこかの街の風景だった。家庭用ビデオカメラで撮とられているような映像には、若い男女の集団が映っている。

　鳶雄は、眉まゆをひそめて映像を見続けた。

「矢や田だ……？　小こ島じま……なのか？」

　鳶雄は言葉を失っていた。次々と映されていく若者たちの集団。自分の見知った顔ばかりだ。映像は途と切ぎれずに若者の集団を次々に映していく。彼らの数は五十や百ではない。

　鳶雄は、この映像が行方ゆくえ不明になる以前に撮さつ影えいされたものかと一いつ瞬しゆん思ってしまう。しかし、カメラの日時表記には、半月前の六月を表すデジタル数字──。

　いまだ行方不明と言われる陵空高校二年生二百三十三名。実質、生存の可能性は皆かい無むに等しい。けれど、眼前の映像にはその行方不明の皆が、生きて活動している。

　……バケモノを連れて、自分たちを狙ねらう理由はわからないが、彼らは……全員生きているということか？

　では、クラスメイトや、紗枝も──。

　一いち縷るの望みが胸の奥に生まれつつあるのが、鳶雄は自分でも理解できていた。傷ついた心が少しずつ癒いえていくような感覚。それは、次の映像で脆もろくも消えてしまう。

　画面に映る一人の同級生の少年。彼の傍かたわらには巨きよ大だいなワニのようなバケモノがいた。バケモノの口から、だらりと伸のびていく舌。……違ちがう、触しよく手しゆだ。

　テレビに映る他の同級生たちも各種様々なバケモノを連れていた。さきほど出会ったような蛙かえる、蜘く蛛も、蛇へび、トカゲ……。蛾がやカマキリのような巨大な虫もいる。そのバケモノたちはとうてい自分の見知っているサイズではなく、容姿も歪いびつであり、禍まが々まがしい。まるで映画やゲームに出てくるモンスターそのものだ。

　奴やつらは触手のような舌を伸ばし、一いつ匹ぴきの生きた豚ぶたを捕とらえた。映像からは音声こそ聞こえないものの、豚は生きたままバケモノたちによって切り裂さかれ、無残な格好で貪むさぼるように食われていった。バケモノたちは口の周りに血を滴したたらせていく。

　鳶雄は口元をおさえ、のどまで来ている嘔おう吐と感を必死に堪こらえながら、映像に目を細める。

　一度この映像を見たであろう夏梅も、その光景を直視できずにいた。

　そのあとも、映像を交えた夏梅の説明は続く。内容はバケモノの生態と対処方法。

　頭がおかしくなりそうだったが、鳶雄は平常心をなんとか保ちながら、神しん妙みような面おも持もちで頭に情報を入れていった。

　鳶雄がわかったこと──。

　あのバケモノたちは、高い身体機能と恐おそろしい特とく殊しゆ能力を持ったモンスターだということ。ちょっとした攻こう撃げきでは、皮ひ膚ふから下の肉を断たつことはできない。断てたとしても、尋じん常じようではない回復力でたちまち傷をふさぐ。

　倒すならば、頭や核かくを撃うたねばならない。核とは人間でいうところの心臓の位置にあるものらしい。弱点は基本的に他の生物とは変わらない。ただし、普ふ通つうの生物よりも遥はるかに頑がん丈じようなのだ。

　バケモノの説明をしていた彼女があらたまって言う。

「この映像は私たちを匿かくまう者たちが独自のルートで撮影した事実の記録なのだそうよ。決して、ＣＧでも、演技でもない。彼らは、海上事故で行方不明とされている陵空高校二年生の生徒。私たちの同級生。そして、彼らが使し役えきしているのは正しよう真しん正しよう銘めいのバケモノよ。彼らとバケモノをセットでこう呼ぶらしいの。──ウツセミって」

　夏梅はそう淡たん々たんと語った。

　ラヴィニアが続く。

「ウツセミというのは、この国に存在するとある機関が、あるものを模して作った人工的な超ちよう能のう力りよく者──異能使いとカテゴライズされるものなのです。彼らはその機関に操あやつられているのですよ」

　…………。なんとも言えない現状──。

　……バカげた話だと鳶雄は思ってしまう。

　バケモノを使役する超能力？　それを日本のどこかの機関が作った？　しかも同級生を操って、俺たちを襲おそう？　漫まん画がや映画のフィクションのような話だ。現実に自分が体験せねば、絶対に信じなかった。イカレた人間の妄もう想そうと断じたであろう。

　でも──。信じるしかないのかもしれない。現に彼らはバケモノを従えて、襲いかかってきた。それに対たい抗こうしたのは──額から刃やいばを生やす黒い子犬。

　自分の傍らに寄より添そう子犬を見て、否いやが応おうにも鳶雄はイカレた妄もう言げんを受け入れざるを得ない状じよう況きようとなっていた。

　夏梅が続ける。

「ウツセミはバケモノとそれを使役する術者──本体とセットでないと活動できないの。そして、その本体は、修学旅行に参加した私たちの同級生、二百三十三名なのよ」

　絶句する鳶雄に、夏梅は断言する。

「そして、彼らは生存した生徒たち──私やあなたを倒たおすために日本に戻もどってきた」

「冗じよう談だんじゃない！」

　鳶雄の非難の一言。

　当然だろう。同級生がバケモノになって自分たちを狙っているというのだ。

　本当に冗談ではない。だが、脳のう裏りには先ほど襲ってきたバケモノ──ウツセミが浮うかぶ。彼らが抱いだく敵意、殺気は本物だった。確実に自分を倒しにきた証しよう拠こだ。

　夏梅は言う。

「これから私たちは問答無用で狙われ続けるわ。彼らは、旅行に参加せず生き残った私たちを狙うように仕向けられているの。彼らを裏で操っている組織が、どうしても私たちが欲ほしいようだからね」

「ちょっと待てよ……。どうして、俺たちを狙う？」

　もっともな質問を鳶雄はする。いったい、自分や皆川夏梅のどこに彼らが狙う要素なんて──。そこまで思考を巡めぐらせて、鳶雄はあるものに行き着く。恐る恐る、鳶雄は横に座る子犬に視線を送る。

　夏梅も自身の鷹たかに目を向けて言った。

「そういうことらしいわ。私のグリフォンや、幾いく瀬せくんのその子犬は、彼らの従えるバケモノと似ているようでまったく違う代しろ物ものなのよ」

「──神じん器ぎ。セイクリッド・ギアって言われているのです。いわゆる、異能というものなのです。ただし、天然──生まれもってのもの。そんなに珍めずらしいものでもないのです。歴史に名を残した人物や現在活かつ躍やくしているスポーツ選手も本人が自覚していないだけで持っていたりするのですよ。ただ、形としてはっきりと具現化させるには、一定以上の条件と力が必要になるだけなのです」

　ラヴィニアが淡々とそう口にした。判断に苦しむ鳶雄をよそに彼女は続ける。

「もっと細かく言ってしまえば、あなたや夏梅が生みだした生物は、『独立具現型』と分類されるセイクリッド・ギアなのです。そして、ウツセミはその『独立具現型』のセイクリッド・ギアを模した人工的なものなのですよ」

　…………理解不能の単語が、次々と耳に入ってきて、鳶雄の脳内はパンク寸前だった。

　……神器？　セイクリッド……ギア……？　自分の子犬や皆川夏梅の鷹がそれであり、襲いかかってきた同級生が従えるバケモノは……模したもの、偽にせ物ものということか？

　夏梅は構わずに話を進める。

「ウツセミを使う機関は私たちがどうしても欲しいみたいね。旅行先で奪だつ取しゆできなかった私たちの能力がどうしても必要なのよ。そのために、あの旅行で手に入れた陵空高校の生徒たちを使う。ちょうど行方不明になっているのだから、動かすには都合がいいと思っているのでしょうね。同級生を使えば、こちらの油断も誘さそえるとも思っているんじゃないかしら。そして、操られている彼らは最後の一人になろうとも私たちに襲いかかってくる──ということらしいわ」

「さっきから、『らしい』とか『みたい』って、どういうこと？　皆川さんは誰だれからこんなことを教えられたんだ？」

　鳶雄の疑問に夏梅は、デッキからＤＶＤを取り出した。ＤＶＤを片手に彼女が言う。

「これをくれた人から教えてもらったの。自分のことを『総そう督とく』って言ってたわ。いま幾瀬くんに見せたビデオの映像を交えながら、説明を受けたの」

　夏梅もいまの鳶雄同様に、動どう揺ようを隠かくし切れなかったそうだ。受け入れがたい事こと柄がらに夏梅も苦しんだが、そんなことにはお構いなくウツセミは次々と襲いかかってくる。

「その『総督』に、『タマゴ』を三つもらったの。私は、タマゴを配る『係』なんですって。雑用係ってことかしら。やーよね」

「何者なんだい？　その『総督』って」

　鳶雄の問いに夏梅も頭かぶりを振ふる。

「さあ、私にもわからない。こっちのラヴィニアやこのマンションに住む他の住人は知っているようだけど、『総督』自身が正体を語るまでは、秘密なんですって。けどね、私が幾瀬くんに最後のタマゴを渡わたしたことで近々もう一度会ってくれるみたい」

「……ずっと、疑問だったんだ。あれはいったい何の『タマゴ』なんだ？」

　夏梅は一いつ拍ぱくおいて、

「セイクリッド・ギアが発現する『タマゴ』だそうよ。私のグリフォンちゃんも『タマゴ』から産まれたわ。なんでも、私が内に有していた力を淀よどみなく、発現させるためのものなんですって。能力発動装置的なものだとか言ってたかしら。『総督』はそういうのを研究しているんですって。ていうか、あなたの子犬もそこから産まれたでしょ？　驚おどろくわよね！　中から鳥や犬が産まれちゃうんだもん！」

　──と、楽しげに答えてきた。

　鳶雄は夏梅の答えに、近くで尾おを振っている黒い子犬を見つめた。

　……いや、この子犬は、『タマゴ』からは孵かえっていない。この犬は、自身の影かげから現れた。……それがどういう意味を持っているのか……。

　しかし、『タマゴ』は空になっていた。もしかしたら、それが孵った、発現したということなのかもしれない。

　夏梅は椅い子すの背に留まるグリフォンの頭をやさしくなでた。

「私のグリフォン──この鷹は私を何度も助けてくれたわ。それに、『総督』が言ってた。『俺たちができるのはサポートだけだ。降りかかる火の粉は自分たちで払はらえ。それが、セイクリッド・ギアを有した者の宿命だ』──ってね」

　……なんて、理り不ふ尽じんな話だ。

　鳶雄は心中で困こん惑わくし、行き場のない怒いかりも抱かかえていた。

　自分や皆川夏梅には、どういうことか、超能力があったそうだ。この国のとある機関は、自分たちの能力が欲しくて、あの豪ごう華か客船を襲しゆう撃げきした。しかし、自分たちはその船に乗っておらず、被ひ害がいを受けたのは修学旅行で命を散らした同級生と、関係なかったであろう船員たちだ。……自分たちのせいで、いや、自分のせいで、多くの犠ぎ牲せいを生みだしてしまったのか？

　佐々木や……クラスメイト、そして、紗枝が自分のせいで捕らわれ、操られている……？

　……だが、裏を返せば、皆みんなは生きているということになるのか……？

　紗枝は──生きている？

　鳶雄はぼそりと夏梅たちに訊きく。

「……ひとつだけ、訊きたいんだけど、皆は……同級生は生きているってことになるのか？」

　納なつ得とくできない。できるはずがない。一方的に同級生を奪うばわれた。彼らはバケモノを従えるウツセミとかいうものに作り替かえられてしまった……。その原因は──自分。

　紗枝が見ず知らずの者たちに奪われて、バケモノを従わせる存在に変へん貌ぼうさせられているのだとしたら……。

　夏梅はニヤリと笑んでいた。

「ええ、彼らは生きているわ。そう、私の親友だって、ウツセミにされているだろうけど、生きているのは確かよ」

「──っっ！」

　それを耳にした鳶雄は、心中で激しく湧わき立つものがあった。

　……生きている。……紗枝が、生きている……ッ！　どんな形であろうと、彼女は──死んではいないっ！　生きているんだ！

　凄すさまじいまでの活力が、気力が、内側から生じるのを鳶雄は感じ取れていた。

　さきほどまで、理不尽な出来事の連続と、バケモノの恐きよう怖ふに心を支配されていたのが、噓うそのように自分のなかで何かが強い一本にまとめあげられていくのが理解できた。

　──どうにか同級生たちを、紗枝を元に戻す方法はないのか？

　そんな夏梅は、炎ほのおが灯ともりつつある鳶雄の顔を覗のぞき込みながら話を続けてくる。

「で、話は変わるんだけど。……私と組まない？」

　笑え顔がおで申し込んでくる夏梅。

「私と組むの。組んで、一いつ緒しよにウツセミを、その背後の組織を倒すのよ。やっぱりさ、一人じゃ心こころ許もとないじゃない？　二百人以上もいるのよ？　それに対して旅行に参加せずに生き残った生徒は十人もいない。単純計算でも、一人でノルマ二十人以上よ。ヘタすると、それ以上かもしれないし」

「『ヘタすると』って、何さ？」

「何人か捕とらわれてしまうかもしれないじゃない、私たち生き残りの中から」

　夏梅は突とつ然ぜん、怖こわいぐらいの無表情で言った。

「同級生と戦えないわ、普ふ通つうね。仲のいいコだっていたし、好きなコだっていたでしょうし。どんなカタチであれ、目の前に現れれば躊ちゆう躇ちよするわ」

　夏梅の口調から、強い決意のようなものが感じ取れた。

「襲ってきた二人めがね、私の親友だったの。高校に入ってから、ずっと一緒にいた友達。彼女は、躊躇ためらいなんて見せずに私を倒しにかかってきた……。私は、何度も何度も止やめてって言ったけど、あのコ、殺意まんまんでさ。あとで『総督』から一連の事情を聞かされたとき、ハッキリと私のなかで生まれたものがあったわ。──あのコたちは生きている。生きているのなら、救えるって！　いまの幾瀬くんと同じところに考えが行き着いたのよ」

　夏梅は、そのときに同級生と戦う覚かく悟ごを決めたと言った。

　鳶雄は夏梅の双そう眸ぼうを見る。ふざけた態度のときと違ちがい、強く真しん剣けんな表情を浮かべていた。瞳ひとみからも強さが伝わってくる。

　これは厚意だ。彼女からの最大の申し入れ。現状を考えれば、一人よりは二人のほうが心強い。自宅まで襲おそってくるようなバケモノと戦うには、少しでも勝てる要素を取り込んだほうがいい。

　ふと、眼下に座り込む黒い子犬に視線を移す。頭部に刃やいばを生やし、その身すら巨きよ大だいな刃は物ものに変貌させた。明らかにバケモノの類たぐいだろう。けど──。自分を襲ったバケモノと違い、害意も敵意も感じさせない。ただただ瞳に浮かべるのは、温かな輝かがやきだ。

　……味方、だと思いたい。この異常すぎる状じよう況きようで得られた一筋の光明だと信じたい。

　それがたとえ現実を超こえた代物だとしても、この現状を変えられる「力」であるのなら──すがりたい。

「──救おう、皆を」

　そして、紗枝を──。

　力強く宣言した鳶雄だった。心のなかで決意と覚悟が生まれ、目標ができた。

　たとえ、襲いかかってくるのが同級生だろうと、躊躇わず倒たおす。それが彼らを救う道だと信じて──。道の先にいるであろう、自分たちの運命を歪ゆがめた存在。その者たちから、皆を救う！　あのとき、奪われたものを全部返してもらおう！

「やった！」

　夏梅は心底驚いた表情だった。おそらく、予想外の返事だったのだろう。

　ずいずいと迫せまり、確かく認にんするかのように鳶雄の顔に近づいてくる。

「ありがとう！　マジでマジで！」

　彼女は、こちらが言い終える前に握あく手しゆし、ぶんぶんと上下してきた。

「あ、ああ……。キミが助けにこなかったら、俺は対たい抗こうできずにやられていたと思うんだ」

　そこまで鳶雄の言葉を聞くと、満面の笑みでガッツポーズをした。

「よし、四人目の仲間ゲット！」

「四人目？」

　怪け訝げんに思い、鳶雄は訊きき返す。夏梅は、金きん髪ぱつの少女を指した。

「そ、ラヴィニアも味方よ。『総督』からのサポート要員なの。というか、このマンションの住人は特とく殊しゆな事情を抱えているものの、皆悪い人たちではないわ。あとで紹しよう介かいするわね。小生意気な男の子だけどさ。あと、もう一人、私が『タマゴ』を渡した男子がいるの。同じ陵空高校の生き残り組よ」

　無表情に手をあげるラヴィニア。

「よろしくなのです。いちおう、魔ま法ほう少女だったりするのですよ」

　……ま、魔法少女……？　ラヴィニアの発言から、さきほどの路上で巻き起こった発火現象が脳のう裏りを過よぎるが……。

　首を傾かしげるしかない鳶雄をよそに夏梅はうれしそうに言う。

「さーて、じゃあ次の行動は決まりね！」

「次の行動？」

「ええ、もうひとつの『タマゴ』を渡した男子と合流するの。その男子もいちおうこの隠かくれ家がに転居しているんだけど、外を出歩いてばかりなのよ。って、ウツセミの同級生も生きているわけだから、私たちが生き残りってのも変な感じよね」

　ぶつぶつとつぶやいている夏梅に鳶雄は再度訊く。

「それって、誰のこと？」

「鮫さめ島じま綱こう生き。とにかく、このマンションを本ほん拠きよ地ちとして動きましょう」

　鮫島綱生──その名前に鳶雄は心より驚きよう愕がくした。

　聞き覚えがあるなんてもんじゃない。元・陵空高校一の不良のことなのだから──。
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　鳶とび雄おは、『隠かくれ家』の一室で朝を迎むかえていた。ベッドと机がひとつしかない質素な部屋だ。彼は、ベッド下で丸くなって寝ねている黒い子犬を見て、昨日の出来事があらためて真実なのだと再認識した。ベッドに横になりながら鳶雄は息を吐つく。

　……絶望のなかにも一筋の希望が見つかった。到とう底てい、受け入れがたい現実が襲いかかってきているが、それでも皆を──紗さ枝えを救いたい。

　鳶雄は心中で決意をあらためて固めていた。強い意志を持ったところで、鳶雄は今日の目的を心のなかで反はん芻すうしていた。

　──陵りよう空くう高校一の不良生徒だった鮫さめ島じま綱こう生きに会いに行く。

　ベッドのなかで鳶雄は鮫島綱生のことを思い出していた。最後に見たのは、同級生の合同葬そう儀ぎのときだ。『ヘヴンリィ・オブ・アロハ号』の海上事故発生から、数週間後──。

　その日は快晴だったのを鳶雄は覚えている。雲ひとつない青空のなか、合同葬儀はしめやかに行われた。陵空高校二年生二百三十三名の生死は不明とされていたが、生存は絶望視されたのだ。

　遺体が見つかった教師、『ヘヴンリィ・オブ・アロハ号』の船員も含ふくめた合同での葬儀。

　葬儀場の外は情報を嗅かぎつけてきたマスコミで溢あふれかえり、テレビでも報道された。

　葬儀を執とり行ったのは、生徒の遺族たちだ。いまだ生死もはっきりとしていない状況での葬儀。遺族たちは悲しみにくれていたが、葬儀などがあまりにとんとん拍びよう子しで進む手て際ぎわのよさを鳶雄は訝いぶかしげに思った。

　鳶雄たち修学旅行へ参加せずに生き残った生徒たちの席は十席にも満たない。いくつかの空席はある。仲間がマイクの前に立って、別れの言葉を言う。それを聞き、嗚お咽えつを漏もらす遺族たち。だが、妙みようだった。どうしても、葬そう式しきの演技をしているような感覚に陥おちいる。遺族の、特に生徒の両親たちからは悲しみが舞ぶ台たい演出のようなものとしてしか伝わってこないのだ。生徒の遺族たちは泣いてはいたが、誰だれも本気で悲しんでいる目をしておらず、憔しよう悴すいした様子も見受けられなかった。どこか、淡たん々たんとしていて哀あい悼とうの感情も上辺だけのように感じてしまう。

　少なくとも自分の祖母の葬儀のときは、このような妙な違い和わ感かんはなかった。親しい者との別れにただただ悲ひ哀あいを抱いだいた。

　鳶雄の疑念をよそに、葬儀は進んでいった。いま思えば、あの段階から今回の事件に繫つながるであろう「違和感」はあったのだ。

　葬儀は進み、もう終わりが近づいたときだった。勢いよく扉とびらを開け放つ者が入ってくる。

　鳶雄と同い年ぐらいで、髪かみの毛を茶色く染めた少年。その姿に参列している全員が、注目した。少年の手には花束が握にぎられていた。

　ツカツカと無礼千せん万ばんで乱入してきた不良少年。霊れい前ぜんに立つと無愛想な表情で、とある遺い影えいを見上げていた。遺影のなかの人物は、彼のように茶ちや髪ぱつで強面こわもての少年だ。

　すると、彼は持っていた花束をそっと献けん花か台に添そえる。

「バカヤロー……」

　少年は手も合わせず、それだけつぶやくと、くるりときびすを返して帰っていった。風のように現れ、風のように去っていった不良少年。

　鳶雄が合同葬儀で一番印象に残ったのは、その場面だった。

　それが鮫島綱生。陵空高校で同級生から一番怖おそれられた不良だ。

　天てん井じようを眺ながめながら、ふぅ……と、深く息を吐いて、鳶雄は頭を再び枕まくらに沈しずめる。

「……陵空一の不良……鮫島、か」

　──皆みな川がわ夏なつ梅めのことは覚えていなくても、鮫島綱生のことは鮮せん明めいに覚えているなんてな。

　そう自じ嘲ちようしながら、目を腕うでで覆おおった。男子高校生ならば、名の通った不良ぐらいは自然と覚えて当然か、とも思ってしまう。普ふ段だんの学校生活で避さけねばならない人種のひとつなのだから。

「シャークは悪いヒトではないのですよ」

　そのような声が近くから聞こえてきた。女の子の声だった。鳶雄は飛び起きてベッドを調べ出す。掛かけ布ぶ団とんをバッと取り払はらうとそこには──。

「おはようなのです」

　白ワイシャツ一丁のみという格好の金髪の少女──ラヴィニアがいた！

「な……なっ……！」

　あまりの出来事にまともに発声もできない鳶雄。彼の人生のなかで、異性が同じ寝ね床どこにいるなど、あったことがないため（正確には幼い頃ころに紗枝と共に昼ひる寝ねをしたことがあったが、それは幼少時のためノーカウントだ）、驚おどろきは一ひと際きわ大きい。

　彼の目に飛び込んでくるのは──雪のように白い肌はだの脚あしと豊満な胸元だった。ワイシャツひとつのため、ラヴィニアの脚はほぼすべて露あらわになっている。健全な男子高校生には毒でもあり、薬でもある情景だ。白ワイシャツも窓からの日ひ射ざしで透すけて見えてしまっていて……。

　鳶雄は頰ほおを赤く染め、目を背そむけながら、彼女に問う。

「ど、どうしてここに……！」

　自分でも上ずった声こわ音ねだと気づき、さらに気き恥はずかしくなる。

　ラヴィニアは気にも留めずに寝ぼけ眼まなこをさすりながら言った。

「……昨夜、トイレに立ったのです。気づいたらこのベッドにいたのです」

　気づいたらこのベッドにいた──。余計に意味不明だと鳶雄は思って仕方ないが、ここにいるのだからどうしようもない。

「どういうことなのです？」

　首を傾げながら逆に訊きいてくるラヴィニアに鳶雄も「俺が訊きたいって！」とつい突つっ込んでしまった。

　このままでは調子が狂くるうと判断した鳶雄は、話題を変える。

「……シャークって、鮫島のこと？」

　先ほど、ラヴィニアは『シャーク』と言った。自分が鮫島の名前を独りごちたときだ。『鮫＝シャーク』、安直だがそういうことなのだろう。

　ラヴィニアはあくびをひとつしたあとに答える。

「そうなのです。シャークはシャークなのです。本当にシャークな雰ふん囲い気きなのでピッタリだと思ったのです」

　鮫島がシャークな雰囲気……。不良ゆえか、強面だと思ったのだろうか？　それでも鮫島は陵空時代、不良とはいえ、女子受けがかなりいいほうだった。いわゆるワル系のイケメンだ。だが、浮ういた話はひとつも聞こえてこなくて、武勇の面ばかりが耳に入ってきたのだが。

　ラヴィニアは続けて言う。

「シャークは昨夜もこのマンションに帰ってこなかったみたいなのです。たぶん、お外でセイクリッド・ギアを使ってウツセミ退治でもしているのだと思うのです」

　……外でウツセミ退治、か。なんとも豪ごう気きというか、命知らずの行動に出るものだ。彼も自分や皆川夏梅のように独立具現型とかいう動物の神器を有しているのだろう。それでウツセミの相手はできようが、何よりも驚きなのがそのメンタル面だ。……あんなバケモノどもと一昼夜戦い続けることなど、できるだろうか？　少なくとも自分には、できそうもないと鳶雄は冷静に判断する。肉体的な面と精神的な面の疲ひ労ろう度を考えるだけで、無計画にそんなことはしたくないと思えてしまうからだ。

　……それをおこなえるだけの強きよう靭じんな意志、確固たる目的を鮫島は持っているということなのだろうか？　単に不良ゆえの気き性しようから異常なことばかりが起こる戦いに単独で臨のぞむなど、考えにくい。

　それに『ウツセミ』の特性のひとつが厄やつ介かいだ。鳶雄は昨夜得た『ウツセミ』の情報を思い返す。

　ウツセミ──使し役えきされているバケモノは、一度対象者の血から相手の匂においを覚えると、仲間のウツセミにその匂いが伝達されるのだという。鳶雄は、友人である佐さ々さ木きが使役したウツセミに頰を切られた。どうやらそのときに流れた自分の血から匂いを覚えられてしまったようだ。ウツセミたちは一度覚えた相手の匂いをもとに対象者を追っていく。そして、ウツセミは鳶雄の自宅を襲しゆう撃げきしてきた。

　どこかで安心していたのかもしれない。

　家まで入ってはこないだろう──と。だが、その思いとは裏腹に、いとも簡単に襲撃された。そのショックは計り知れない。

　聞けば、夏梅もすでに自宅を襲撃され、ここに行き着いたのだそうだ。彼女は、同じマンションの別の部屋に住んでいる。

　この『総そう督とく』が用意したというマンションは、市内の外れにあった。どうやら特とく殊しゆな造りになっており、そう簡単にはウツセミに見つからないようになっているのだという。

　……まあ、それ以前に自宅は相手方に把は握あくされていたようだ。ウツセミたちを操あやつる機関とやらはすでに鳶雄たち生存組の情報を持っている。……このマンションもいつそいつらに捕ほ捉そくされるかわかったものではない。そうなる前に相手の本ほん拠きよ地ちを見つけて、ウツセミにされている皆みなを助けるしかないだろう。

　……時間はない、と思う。限られた時間のなかで、いかに生きて、いかに強くなるか、それがいまの命題だと鳶雄は理解できていた。

　ふいにラヴィニアが黒い犬を見ながら訊いてくる。

「……トビー、ひとつ訊きたいのです」

「な、なんだい？」

　ラヴィニアは黒い犬を青い瞳ひとみで捉とらえながら、こう言った。

「──そのワンコさんは、『タマゴ』から孵かえったのですか？　本来は、あの『タマゴ』をパキパキと内側から割って出てくるのです。その通りに生まれたのか、気になったのです」

　──っ。

　……鳶雄は返す言葉も見つからなかった。タマゴは──割れていたが空だった。犬は──己おのれの影かげから現れた。彼女が言うパキパキと内側から割って出てくる光景など、見てはいない。

「…………なんでそれを訊くんだい？」

　生なま唾つばを吞のみ込みながら、そう答える鳶雄。

　ラヴィニアと──子犬の視線が絡からむ。青い瞳の少女と赤い瞳の子犬。

「……そのワンコさん、明らかに夏梅やシャークの持っているものより違ちがう雰囲気なのです」

　……皆川夏梅の持つグリフォンとは違う雰囲気……。鳶雄にはそれがいまいち実感が湧わかない言葉であったが、その子犬が何か得体の知れないものを内に有しているということだけはなぜか直感で理解できた。

「トビー、このワンコさんもセイクリッド・ギアならば、どんな形、能力であれ、力の顕けん現げんに関するルールはシンプルなのです」

　ラヴィニアは己の胸に手を寄せながら真っ直すぐに言う。

「──想おもいの力。神器──セイクリッド・ギアは想いが強ければ強いだけ、所有者に応こたえるのです。トビーが強く想えばきっとそのワンコも応えてくれるはずなのです」

　……『想い』の力。黒い子犬に強くなりたいと願えば応えてくれるというのか……？

　鳶雄が子犬を見つめても、とうの本人はきょとんとしているだけだった。

　──と、鳶雄とラヴィニアがまじまじと子犬を見つめるなか、ドアがノックされて開け放たれる。

「おはよー。扉、開いてるよー？」

　そう言いながら夏梅が部屋に現れる。昨夜ここに入り鍵かぎをかけたはずの扉が開いていることに鳶雄は驚くが、「ラヴィニアがここに来るときに開けたのか？」とすぐに思い至る。

「もう、朝だよ朝。ちゃっちゃと起きて、用意する──って！　わーおっ！　何しているのよ、あんたたち!?」

　こちらの様子を見て仰ぎよう天てんしている夏梅。それはそうだろう。ベッドに女子を寝ねかせたままの男の部屋と化しているのだから。

「い、いや、これは……っ！」

　これはいかんと言い訳をしようと立ち上がる鳶雄だったが──、

「穢けがされてしまったのです？　こういうとき、そう言うと日本の漫まん画がで見たのです」

　ラヴィニアが無表情で淡たん々たんとそう口にしてしまう。「どんな漫画だ!?」と心中でツッコミを入れてしまいたくなる。

「ちょ、おいおいおいおいおいっ！　俺は何もしてないぞ!?」

　必死にそう告げるしかない鳶雄だったが、夏梅が指を突きつけてもの申してくる。

「幾いく瀬せくん！　新しい仲間と仲を深めあうのは結構だけど、深めあいすぎなんじゃないかな!?」

「だ、だから、これは……っ！」

　顔を間近にまで寄せて文句を告げる夏梅だったが──その表情が破顔する。

「なーんてね。わーってますって。どうせ、ラヴィニアが夜中に寝ぼけて入ってきちゃったんでしょ？　私の寝床に入ってくるのなんてしょっちゅうだし。それに私の見立てでは幾瀬くんって、女の子に誠実そうよね」

　…………。

　……ラヴィニアに顔を向ければ、「なのです」と同意する金きん髪ぱつ少女がいた。……誤解は解けそうだが、どうにも釈しやく然ぜんとしないものが鳶雄の心に生じてしまっていた。







　昨夜、ビデオを見た部屋に集合した鳶雄、夏梅、ラヴィニアの三人は、遅おそめの朝食を取ることとなった。

　──が、鳶雄の眼前に用意されたのはポットとカップラーメンだ。夏梅とラヴィニアはそそくさとお湯を注ぐ準備をし始めた。

　それを見ていた鳶雄が一言だけ口にする。

「……朝はカップ麵めん、か」

　鳶雄は、レトルトとジャンクフードは好んで食べることはしなかった。亡なくなった祖母が毎日三食きちんとしたバランスの良い食事を用意してくれたためにその手のものに触ふれる機会がなかったからだ。と言っても友人の付き合いやどうしても外せない用事があって調理できなかった場合などであれば、その限りではない。しかし、祖母が亡くなったあとも一人で料理をし続け、幼おさな馴な染じみの紗枝にも手料理を作ってもらっていた手前、レトルト食品はあまりに馴染みが薄うすいのだ。

　女子二人は特に気にも留めず、お湯を注ごうとしているのだが、鳶雄は立ち上がって両名に言った。

「俺、実は家から出てくるとき少しばかり調味料と缶かん詰づめとか持ってきたんだ。それで料理でもするよ。えーと、二人は何か材料になるものとか持ってないかな？」

　鳶雄の──いや、男子からの突とつ然ぜんの料理宣言にポカンとする夏梅だったが──、

「……え、ええ、部屋に食パンとか牛乳、たまごぐらいならあるかな」

　──と、答えた。

「ここの住民が共同で使える給湯室があるのです。そこの冷蔵庫にある程度材料があったりするのです」

　挙手するラヴィニアからも良い情報を得られる。

「わかった。じゃあ、二十分ぐらい待っていてくれるかな？　朝食を作るから」

　鳶雄は笑え顔がおで二人にそう告げて、材料を取りに行った。

　──二十分後。

　卓たくに並んだのは、プラスチックのコップに縦に入れられた野菜スティック＆からしマヨネーズ、マグカップに入れられたオニオンスープ、ツナサンド、そしてデザートとしてジャムが添そえられたフレンチトーストという献こん立だてだった。

　それらを見て、夏梅は惚ほれ惚ぼれするように「すごいすごい！」と騒さわいでいた。ラヴィニアも表情はあまり変わらないように見えるが、瞳はフレンチトーストに釘くぎ付づけだった。

　鳶雄はエプロンをたたみながら言う。

「ごめん、ツナサンドとフレンチトーストでパンが被かぶっちゃったけど、とりあえず、間に合わせのもので用意できたのはこんな感じかな」

　女子に食べてもらうのだから、もう少し気の利きいたものを用意したかった鳶雄ではあったが、この状じよう況きようなのでシンプルかつパパッと腹に収められる献立にすることにした。

　だが、とうの夏梅はとびきり喜び、鳶雄の手をつかんで上下にぶんぶんとさせた。

「すごいわ、幾瀬くん！　ま、まさか、あなたがこんなにも料理男子だったなんて！　いやー、私、いい拾いものしちゃったかも！」

　……拾いもの、か。ちょっと反応に困る鳶雄ではあったが、喜んでくれているようなので、それでいいと思うことにした。

　ラヴィニアは「ottimo」と口にしながらパクパクと食べ始めていた。

　オッティモ──イタリアの「おいしい」という言葉だ。だとすると、ラヴィニアはイタリア出身なのだろうか？　そういえば、ラヴィニアという同名の有名な画家がイタリアにいたかなと鳶雄は思い返していた。

「カップ麵の袋ふくろを開けたままにしてしまったので、あとでヴァーくんにあげるのです」

　ラヴィニアはカップ麵の容器を見ながらそう言う。

「ヴァーくん？」

　聞き覚えのない名前を出されて疑ぎ問もん符ふを浮うかべる鳶雄。夏梅が嘆なげくように息を吐つく。

「……昨夜言ったこのマンションに住む生意気な男の子のことよ。カップ麵ばかり食べていてね、私たちのカップ麵もその子から貰もらったの。成長期なのに不健康すぎだわ。今度幾瀬くんの料理を振ふる舞まってあげてね！」

　……このマンションにはどんな住人がいるのだろうか？　鳶雄の予想以上の者たちがいそうで少しばかり気き後おくれしてしまう。
















　食事を終えた頃ころ、夏梅はあらためて口にする。

「さて、今日の予定だけれど、昨夜言ったように鮫島くんと合流するわ」

「それはいいけど、彼の居場所はわかっているのかい？　それとも連れん絡らくすれば、ここに戻もどってくるとか？」

　鳶雄の問いに夏梅はケータイを取り出す。

「連絡は……ダメね。いちおう、鮫島くんの番号は無理矢理にでも手に入れたけど、電源切ってるみたいで繫つながらないわ。偽にせの番号を教えなかっただけまだマシなのかしら」

　電話は拒きよ否ひしているということか。つまり、こちらからの連絡はいらないということだ。となると、かなり好き勝手に動いているのかもしれない。

　では、鮫島綱生の居場所はわからないということか。もしかして、すでにウツセミによって……。最悪の想定も鳶雄のなかで生まれつつあったが、ラヴィニアが言う。

「だいじょうぶなのです。シャークには私の術式マーキングを施ほどこしてあるので、位置は特定できるのです」

　その一声に夏梅が「さっすが、魔ま法ほう少女」と唸うなっていた。いまだ「魔法少女」という触ふれ込みに眉まゆ根ねを寄せる鳶雄ではあったが──。

　ラヴィニアが小枝ほどのスティックを懐ふところから取り出すと、その先せん端たんが青い光を発し始めた。

　その現象に言葉を失う鳶雄。先端に光る仕し掛かけでもあるのかと思ってしまうのだが、自分の状況を鑑かんがみるとあながち魔法少女というのも戯ざれ言ごとではないのだろう。

　ラヴィニアがその場で立ち上がり、ぐるりと一回りする。すると、ある一定の方向にスティックが一層光を放つことが見て取れた。

　その方角を指し示しながらラヴィニアは言う。

「こっちの方角にシャークがいるみたいなのです。ただ、反応がいまひとつ悪いのです。おそらく、私の魔法が及およびにくい場所……相手が敷しいた力場に入り込もうとしているのかもしれないのです」

　それを聞いて夏梅が問う。

「つまり、鮫島くんは単独で敵がウジャウジャいそうなところに突とつ貫かんしそうになっているってこと？」

　ラヴィニアは無言でうなずく。夏梅は顔をひくつかせていた。

「……あのヤンキー、敵を倒たおすことに夢中になって、相手陣じん地ちに誘さそわれたんじゃないでしょうね……っ！」

　夏梅は歯ぎしりしながら、拳こぶしを震わせていた。半笑いをしているが、その双そう眸ぼうは憤ふん怒ぬの色と化している。彼女はドカドカと足音を立てながら玄げん関かんへと向かう。

「鮫島綱生を捕つかまえるわ！　戦せん闘とう覚かく悟ごでも、彼を放ほうっておくわけにはいかない！」

　鮫島との合流──。それはウツセミ──同級生との戦闘再開を意味していた。
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　隠かくれ家がのマンションを出て、街中に着いたとき、皆川夏梅は鳶雄に一枚のマイクロＳＤカードを手て渡わたした。

「それのなかに『総そう督とく』が用意してくれたとあるデータが入っているわ。携けい帯たい電でん話わにそのカードを入れれば勝手にアプリがインストールされるの。急いで」

　彼女に急せかされながら、鳶雄は己おのれの携帯電話を取り出した。昨夜から電源を落としたままだった。警察は頼たよれないと夏梅にも説明を受けていたし、かといって誰だれかを巻き込みたくはなかったため、自主的に携帯電話の電源を切ったのだ。

　……電源を入れると、友人からの着信があり、若じやつ干かん何とも言えない心境となる。今日から当面、学校に通えない。通えるはずがない。今回の一件に現在の学友を巻き込みたくなかったし、学校に行けば高い確率で敵に気け取どられるだろう。事件が解決するまでは、元の日常に帰ることはできないのだ。

　夏梅から受け取ったカードを携帯電話に入れた瞬しゆん間かん、勝手にインストールは始まり、中に入っていたアプリが立ち上がる。

　画面に若者たちの写真が現れる。それはウツセミと化した生徒二百三十三名分の写真名めい簿ぼだった。

「今後の対策のために、相手の顔を覚えておいて損はないってことね」

　夏梅はそう言った。

　知っている者、知らない者、次々と画面に表示されていく。

　──知らない同級生も多い。

　ウツセミとなってしまった陵空高校二年生二百三十三名のなかで、知っているのは自分の元クラスメイトと、わずかに見知っている別クラスの者たちだけ。大半は名前と顔が一いつ致ちしない人ばかりだった。

　それはそうだ。教師でもない限り、同級生全員を顔と名前が一致できる高校生なんてそういないだろう。

　だが、このアプリはありがたい。いざというとき、参考となる。見知らぬ怪あやしい人物を見かけたり、接近を許してしまったら、これを見て判断すればいいということだ。

　スティックの先端を光らせるラヴィニア。街中でこの光景を見ると、とんがり帽ぼう子しを被り、マントを羽織ってスティック型のおもちゃを光らせるコスプレ金きん髪ぱつ少女に思える。あまり人目にはつきたくなかったため、途と中ちゆうでタクシーを拾ってラヴィニアの誘ゆう導どうのもと、目的地へと急いだ。

　車内に黒い子犬まで乗車できるのか、心配になったのだが、直前までついてきていた子犬はいつの間にか消えていた。消えたことに気づいた夏梅が言う。

「そういうものらしいのよ、私たちのパートナーって。ちなみにうちのグリフォンちゃんはお空を飛んでついてきているはずよ」

　彼女はそう気軽に答えた。彼女曰いわく、基本的にタマゴから孵かえったセイクリッド・ギア──子犬や夏梅のグリフォンは同級生のウツセミたちと違ちがって関係のない人にとって、知覚、認にん識しきされない存在なのだそうだ。自ら認識されたいと思えば他人にも見えるようになる。

　関係者である鳶雄にいま見えないのは、鳶雄が子犬を求めていないからだと夏梅に言われた。

　家を出ても子犬は後方からトコトコとついてきた。タクシーの発車寸前まで付き添い、子犬は頑かたくなに鳶雄のそばを離はなれなかったのだ。

　そういう存在なのだ、この独立具現型と言われるセイクリッド・ギアは。関係のない者には、認識されない存在──。しかし、主人のピンチには必ず駆かけつけるという。

　夏梅はふいに言う。

「名前、つけてあげたほうがいいかも。呼ぶとき、名前がないと不便でしょうから」

　……名前、か。昨夜にいろいろなことが起こりすぎたためか、そこにまで思考が及およばなかった。……この黒い子犬が、自分の超ちよう能のう力りよくでありながらも、意思があるのであれば、名めい称しようは必要なのかもしれない。

　タクシーでの移動中、外の風景を眺ながめながら鳶雄は犬のこと、今後のこと、様々な事こと柄がらを思し慮りよしていた。

　乗車中、ウツセミに狙ねらわれるのではと心配したが、日中だったのが功を奏したのか、タクシーは無事にふたつ先の町内にまでたどり着く。公園の入り口に降り立ったあと、ラヴィニア先導による鮫島綱生捜そう索さくが開始された。途中、出くわす住人がウツセミではないかといちいち警けい戒かいしてしまうが、大たい概がいは学生には見えない歳としの者たちばかりだった。当然かもしれない。いま、学生は学校で授業を受けている時間なのだから。こんな時間帯に学生に見える自分たちが住宅街にいるほうが目立つだろう。

　さらに進み、三人がたどり着いたのは──住宅街の端っこに存在する廃はい業ぎようしたデパートだった。このデパート廃業の話は鳶雄の耳にも届いた。隣となり町まちにできた大型ショッピングモールの攻こう勢せいに敗れて、近く取り壊こわしが検討されている。跡あと地ちには屋内プールを備えた総合スポーツジムが建つとされていた。

　人ひと気けのないデパートを前に鳶雄と夏梅は構えてしまう。現在、置かれている立場を鑑かんがみても危険な場所に他ほかならない。何せ、人気がないということと建物内というウツセミに襲しゆう撃げきされる最悪に等しい条件が被かぶっているのだから。

　だが、ラヴィニアのスティックの光は、素人しろうとが見てもデパート内に向けていっそうまばゆく輝かがやいている。……このなかに鮫島綱生がいるということだろう。

　意を決した夏梅が言う。

「……ウツセミの巣になっていてもなんらおかしくない」

　消えていた黒い子犬もいつの間にか足あし下もとに姿を現していた。……つまり、そういうことなのだろう。主人の身に危険が及ぶ可能性が高いから──。このなかにそれだけの存在がいるということになる。このデパートの規模を考えれば、中に入っているウツセミは一人二人ではないのかもしれない。

「なかに入るのです」

　ラヴィニアは特に臆おくすることもなく、裏のほうに向かおうとしていた。正面の入り口はシャッターが降りていて入ることはできない。鮫島が中にいるということは、どこかから入れるところがあったのだろう。関係者用の入り口が開いているのかもしれないと鳶雄は考える。

　三人は関係者用の入り口を探して歩を進めた。







「やっぱり、暗いわよね……」

　夏梅のつぶやきは小声でも店内に軽く響ひびいた。

　あのあと、裏手に回って入り口を探し当てた。やはり、関係者用の扉とびらが何者かの力によってこじ開けられており、侵しん入にゆうは容易たやすかった。

　デパートの中は、当然灯あかりがついておらず、シャッターが締しめ切られているため、店内は暗黒に近かった。夏梅は鞄かばんの中からペンライトを二本取り出して、一本をこちらに渡わたしてくれた。ラヴィニアはスティックの先端を光らせているため、ライトはいらないようだ。

　三人で一定の距きよ離りを取って一階を進む。夏梅は中にいるであろう敵に察知されないよう囁ささやくような声でラヴィニアに訊きく。

（……あのヤンキー、何階にいそう？）

（わからないのです。ここは私の魔ま法ほうが及びにくい力場なので、シャークにつけたマーキングを捉とらえ続けるのが限界みたいなのです。ただ、このなかにいるのは確かなのです）

　彼女が言うように、スティック先端の光源は不規則に点てん滅めつを繰くり返かえしていた。ラヴィニアが使うという魔法とやらを妨害するものがこのデパート内にあるということなのだろう。

　夏梅は提案を小声で囁く。

（一階ずつ捜索しましょう。無む闇やみにどかどかと上に上がっていって大勢に出くわしても困るし。ラヴィニアは連れん絡らく用の魔法か何か使えたわよね？）

　夏梅の問いにラヴィニアはうなずき、スティックで宙に何かを描えがき出した。杖つえの先端の光源が、スティックの動きと共に円を浮うかび上がらせる。さらに見知らぬ文字、紋もん様ようを円のなかに描いていき、小型の魔ま方ほう陣じんらしきものが目の前に生まれた。

　……ウツセミが消えるときに現れる魔方陣みたいなものと同種……いや、紋様には違いがあるように思えた。小型の魔方陣が消えると、米こめ粒つぶ大の光の結けつ晶しようが空くうに浮かんでいた。光の結晶は勝手に動き出して、自分や夏梅、ラヴィニアの耳のなかに入っていく。突とつ然ぜんのことに体をびくつかせる鳶雄だったが……耳のなかに入っても特に問題は起こらなかった。

　夏梅が鳶雄の反応にくすりと小さく笑いながら、耳元を手で押さえて、囁いた。

『（聞こえる？）』

　──っ！　目の前から夏梅の声が届くのと同時に、耳の奥にも直接聞こえてきたことに鳶雄は驚おどろいた。

（耳を押さえてしゃべればその声は私たちに伝わるわ。これがラヴィニアの魔法のひとつよ）

　…………。

　言葉もなかった。隣となりで若干得意げにピースサインをするラヴィニアだが、本当に魔法──超ちよう常じよう現象を起こせるとは……。あの発火現象も本当の魔法だった？　……だが、このように驚くのは今いま更さらなのだろうか。何せ、昨夜からその手の現象に遭そう遇ぐうし続けているのだから──。

　……そうなると、ウツセミが消えるときのあの魔方陣も魔法使いが関係している？　ラヴィニアが自分たちに協力しているのも、もしかしたら、それが原因なのか？　鳶雄は様々なことに想像を巡めぐらせたが、いまは鮫島捜そう索さくが急務のため、ラヴィニアへの言げん及きゆうは置いておくことにした。……ここから生きて帰ったらあらためて訊けばいい。

　夏梅が確認するように言う。

（いったん散って捜索するわ。一階ずつね。二階に上がるときは相そう互ご連れん絡らくを取り合い、決めていきましょう。鮫島くんを見つけたら、皆みんなに連絡後、追ってちょうだい）

　うなずきあって、三人はいったん距離を取って探たん索さくを開始した。







　ヒトのいない閉め切られたデパート内というのは、こんなにも不気味なものかと鳶雄は心音を鳴らしながら歩いていた。中にあった各店てん舗ぽは商品ごと引き払はらっているのか、内部にあるのは撤てつ去きよ用に使われたであろうビニールシートや脚きや立たつ、置き忘れの商品棚だななどしか見当たらなかった。おかげで姿を隠かくす場所は限られてしまう。

　……放課後、誰だれもいなくなった学校も薄うす気き味み悪さを醸かもし出してくるが、誰もいないデパートも相当なものだ。しかも、この建物内には、昨夜襲おそってきたようなバケモノ付きの同級生たちがいる。昨日まで一いつ般ぱんの高校生だった鳶雄にしてみればたまったものではない。

　それでもどうにか意思を強くつなぎ止めていられるのは、この状じよう況きようを気にも留めず前をとことこと歩く黒い子犬の存在が大きい。犬は額から鋭するどい突とつ起き物──刃やいばのようなものを生やしており、すでにいつ襲われてもいいような臨戦態勢だった。

　……強い意志を宿すことができるのは、この恐おそろしげな現状の先に、同級生たちの解放と──紗枝との再会があると信じているからに他ならない。

　この先に紗枝がいるのなら──。

　鳶雄はその思いだけを強く持って、恐きよう怖ふに耐たえながら前へ進んだ。

（そちらはどう？）

　夏梅の声が耳に直接聞こえてくる。鳶雄も耳を押さえて囁いた。

（特に何も。そちらは？）

（まだ何も。グリフォンに先を行かせているんだけど、特になしね）

　……となると、一階は特に何もなしということか？

　鳶雄が行き着いたのは、停止したエスカレーターだった。上がるとしたらここから？　それとも階段から行ったほうがいいのか。判断は皆と合流してからにしよう──そう考えていたときだった。

　子犬が何かを感じ取り、一点を見つめていた。鳶雄は生なま唾つばを吞のみ込んで、ペンライトをそちらに当てる。子犬が視線を送るのは、柱だった。……裏に誰かが隠れている？　ライトを当てても一向に出てこないのを見て、皆をいったん集めようか思慮したときだった。

　柱の裏側から──白い猫ねこが一いつ匹ぴき現れる。真っ白な毛並みの猫。長い尻しつ尾ぽを左右に揺ゆらしていた。

　……デパートに入り込んだ野の良ら猫ねこ？　──が、すぐに思い改める。奴やつらウツセミが持つのは、動物の姿を模したバケモノだ。だとしたら、この猫も……？

　構える鳶雄だったが、柱の裏側からもうひとつの影かげが姿を見せる。ペンライトに当てられたのは、背の高い茶ちや髪ぱつの少年だった。

　──鮫島綱生だ。

　少年──鮫島はライトの光に目を細めながらも手元に視線を落としていた。携けい帯たい電でん話わを見ているようだ。子犬も相手の猫も見つめ合ったまま、微び動どうだにしない。少しして、鮫島が嘆たん息そくした。

「……どうやら、このリストにない奴みたいだな。すると、生き残り組か？　ったく、こんなところまで来やがってよ」

　鮫島は後頭部を手でかきながら文句を垂れていた。

　お互たがい、身の危険がなくなったところで鮫島が言う。

「おまえ、皆川や魔ま女じよっ子と一いつ緒しよに来たのか？」

「……ああ、彼女たちも一階で捜索しているよ」

「……俺の動きを把は握あくされたってーと、魔女っ子か、あの生意気な銀ぎん髪ぱつのクソガキに特定されたってところか。……ったく、当面勝手にやらせろと言ったのによ」

　毒づくように鮫島は言う。

　──と、鮫島が何かに気づいたようにエスカレーターの先に視線を送った。同様に白い猫と黒い子犬も鮫島と同じ方向を見つめていた。鳶雄も促うながされるようにそちらへ目線を送るが……暗がりだけしか確かく認にんできず、何があるのか感じ取れなかった。

「……やっぱ、ここにいるってことか」

　鮫島はエスカレーターの先を睨にらんでいた。

「気配の取り方、覚えたほうがいいぜ。神器を通して感覚を研とぎ澄すませば、ケンカの素人しろうとでもすぐに覚えられるはずだ」

　鮫島はそう言いながら鳶雄の横を過ぎて、エスカレーターのほうに向かう。鮫島の発見と、彼が二階に上がろうとしていることを夏梅たちに伝えようとしたとき──耳から聞こえてきたのは彼女たちの声だった。同時に一階の奥から大きな音が鳴り響いてくる！

『幾瀬くん！　ごめん！　襲撃されちゃった！　いまラヴィニアと一緒に対応しているの！　そっちは!?』

　襲撃!?　一階から相手は襲ってきたというのか！　上から階段で下りてきたのかもしれない。

　鳶雄は耳を押さえて、夏梅たちに言う。

「こっちは鮫島綱生を見つけたよ！　俺はどうしたらいい!?　鮫島を連れて、そっちに向かったほうがいいよな!?」

　その提案をする鳶雄だったが、鮫島は小さく笑うだけだった。

「魔女っ子がいるんだろう？　なら、あの鳥頭でも心配するだけ損だぜ？　悪いが、俺は上で待っている奴らに用があるんでな」

　そう言うなり、鮫島は白い猫を拾い上げると肩かたに乗せてからエスカレーターを上がっていく。

「おいっ！」

　制止させようとする鳶雄だったが、夏梅の声が届く。

『幾瀬くん！　いまの声、鮫島くんでしょ？　なら、彼を追ってちょうだい！』

「けど！　そっちは本当にだいじょうぶなのか!?」

『私のグリフォンちゃんを舐なめないで。それにこちらにいる魔法少女はそんじょそこらのウツセミ程度じゃ相手にならないわ』

　刹せつ那な、奥から破は砕さい音と共に赤い閃せん光こうが闇やみに煌きらめく。

　夏梅が言うように、ラヴィニアは昨夜発火現象にてウツセミの連れたバケモノを一いつ瞬しゆんで倒たおした。夏梅や鮫島が二人して心配をしていないということは、それほどの実力者なのだと思う。

「……悪い！　俺は鮫島を追う！　絶対に死なないでくれよ、皆川さん！　ラヴィニアさん！」

『了りよう解かい！』

『了解なのです』

　耳に届く女の子二人の勇ましい返事。女子を置いていくことに抵てい抗こうはあるが……鳶雄は振ふり切るように鮫島を追ってエスカレーターを上がった。







　二階に上がると、途と端たんに灯あかりがついた。突然の光明に目がくらむ鳶雄と鮫島。灯りのおかげで、フロア全体が見通せるようになった。

　そして、二階で待っていたのは──巨きよ大だいなバケモノたちだった。カマキリ、クワガタ、蟹かに、亀かめのような姿をした怪かい物ぶつの群れ──。昨夜戦ったカエル、蜘く蛛もの別種も存在していた。傍かたわらには少年少女たち。同級生のウツセミだ。ざっと見み渡わたすだけで十体はいる。

　……この一件に巻き込まれて二日目にして、この数を相手にしなければならないのか。

　鳶雄は、初めて味わう数の暴力というものに背筋を冷たくさせていた。

　──が、その男は「ククク」とおかしそうに、不敵に笑えんだ。

　鮫島は臆おくすることなく、一歩、また一歩と敵てき陣じんに踏ふみ込んでいく。

「白びやく砂さ、いくぞ」

　肩に乗る猫にそう告げる。すると、猫の長い尾おがピンと立って──二つに分かれていった。分かれた二本の尾はぐんぐんと伸のびていき、その一本が鮫島の左ひだり腕うでをぐるぐると包み込んでいく。主人の腕を包む白い尾っぽは徐じよ々じよに形を変えていき──円えん錐すい形の巨大なランスと化した。

「──俺の猫はなんでも貫つらぬく槍やりだ。さ、ぶっ刺さされてぇ奴やつからかかってこい」

　左腕にランスを生やした鮫島はウツセミたちに宣戦布告をたたきつける。

　それが開戦の狼煙のろしとなり、前方から蜘蛛のバケモノが突とつ貫かんしてきた。鮫島は体勢を低くして、超ちよう低空からのアッパーをする要領で蜘蛛のバケモノを左腕のランスで貫いた！

　天にかざすように貫いた蜘蛛を突つき上げる鮫島は、敵方のほうに放ほうり投げるようにランスを振り下ろす！　一瞬で絶命した蜘蛛がランスから解き放たれて吹ふっ飛んでいく！　その場から散っていくバケモノたち。鮫島は右側から襲い来る蟹に向けて、右手で猫に指示を送る。

「硬かたい殻からの隙すき間まを狙ねらえっ！」

　二本ある白い猫の尾の一本が、うねうねと動いて高速で飛び出していく！　蟹のバケモノは避よけることもできずに殻の一角から尾の一いち撃げきを許してしまう！　白い尾は細く鋭いレイピアのごとく、蟹の体を貫き、その動きを止めてしまった。自在に動く尾が、体に侵しん入にゆう後、核かくとなる部分を破は壊かいしたのだと鳶雄は理解する。鮫島が穿うがつランスと、猫の操あやつる鋭く細い尾。息を合わせるように鮫島と猫はこの二種の攻こう撃げきを繰くり出していた。

　──と、今度は鳶雄のほうにもバケモノは襲い来る。昨夜同様、カエルのバケモノが舌を垂らしながら、飛びかかってきたのだ。鳶雄は右手をカエルのほうに示して、黒い犬に命令を送った。子犬は目にも留まらぬ速度で飛び出して、通り過ぎざまにカエルを額の刃にて両断する。

　その光景を見て鮫島はひゅーっと賛辞の口笛を鳴らす。

　鮫島は続いて、カマキリの両りよう腕うでの刃を避けて腹をランスで貫き、低空で飛んできたクワガタの突とつ進しんをジャンプして回かい避ひする。

「──んじゃ、ここだな！」

　ジャンプした勢いでランスを下に向けて、上からクワガタを刺し突とつした。二階の床ゆかに突つき刺さるランスだったが、貫いたクワガタごと引き抜ぬいて横に薙ないだ。変わり果てたクワガタのバケモノは力なく床にうち捨てられる。

　横では、鳶雄がまた一体バケモノを始末したところだった。この状況で、鳶雄は力を実感していた。

　──戦える。勝てる！

　まだこの異常な世界に飛び込んで二日目だが、黒い子犬の力は本物だ。そして、傍らで戦う鮫島の力も他ほかのウツセミを圧あつ倒とうしていた。

　……これが、本物のセイクリッド・ギアと人工物の差なのだろうか？　そんなふうに思ってしまうが、むろん、相手の一撃を生身に食らえば鳶雄も鮫島もひとたまりもない。自分たちが有するセイクリッド・ギアが、持ち主の想定以上の力を発揮しているからこその攻こう勢せいだろう。

　だが、鮫島の攻撃が通らない相手がいた。亀のバケモノだ。硬い甲こう羅らが彼のランスを弾はじく。亀のバケモノは甲羅のなかに頭部と四し肢しを隠かくして防ぼう御ぎよに徹てつしていた。これには鮫島も舌打ちしていた。──が、黒い子犬はかまわずに飛び出していった。

　いくら犬の刃やいばが鋭するどく鋭えい利りだとしてもあの甲羅までは傷をつけることなんて──。

　だが、犬は鳶雄の想像以上の行動に出る。亀の頭部が引っ込んだ先に刃を生やしたまま突とつ撃げきしていったのだ。

　頭部が引っ込んだ部分の前に来ると──額の刃を前方に突きだして伸ばしていった。亀は甲羅に隠れたとはいえ、頭が引っ込んだ部位は硬いものに覆おおわれていない。犬は小こ柄がらな体と刃を生かして、そこを狙ったのだ。鋭く伸びていった刃は、引っ込んだままの亀のバケモノを串くし刺ざしにしてしまう。甲羅に隠れたままの亀を頭部の先せん端たんから、尾までを貫いたのだ。亀はそのまま絶命した。

「甲羅がダメなら、甲羅のないわずかな部分から攻撃か。うちの白砂みたいなことやるじゃねぇか」

　鮫島はそう評した。確かに、白い猫ねこは先ほど蟹のバケモノを倒す際、硬い殻の隙間を狙って貫いた。……黒い子犬はそれを見て、即そく座ざに学習したというのか？　だとすると、この子犬の知能は思った以上に高いと判断できる。

　二人が二階に上がり、戦せん闘とうを始めて数分──。

　十体はいたウツセミは全ぜん滅めつしていた。バケモノを倒された同級生たちは気を失ってその場に倒れ込む。魔ま方ほう陣じんに消えていく同級生を見届けながら、鮫島が鳶雄に訊きいてくる。

「ひとつ訊きてぇんだが」

　鳶雄は無言でうなずいた。

「おまえ、ここに来たってことは逃にげるのを止やめたってことだよな？　なんでだ？　こんなわけのわからねぇ、頭がおかしくなりそうなほどの理り不ふ尽じんが来てんのによ、どうして動ける？　なんで戦おうと決心した？　その犬は、おまえと戦うって目してんぜ？」

　鮫島の視線の先、黒い子犬は赤い瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせていた。それは勇ましく思えるほどに強いものを乗せている。

　鮫島に問われて、鳶雄は天てん井じようを見上げた。

「……俺も怖こわいよ。でも──」

　真っ正面から、鳶雄は鮫島に言った。

「どうしても救いたいヒトがいる。どうしても助けたい友人たちがいる。……俺に戦えるだけの力があるなら、せめて抵抗をしてから死にたい」

　それを聞いた鮫島は、初めて気を許したように強面こわもてな表情を和やわらげた。

「……へっ。ただの愚ぐ図ずじゃなさそうだな」

　鮫島はそのままエスカレーターのほうに足を向けて、三階へと上がろうとする。鳶雄もそれを追っていった。

　二人がエスカレーターを上がっていくなかで、鮫島が振り返りもせずに訊いてきた。

「……女か？」

　不意打ちの一言だった。先ほど鳶雄が口にした「救いたいヒト」というものが、鮫島に看破されているようだった。

　鳶雄はその通りだったためか、顔を赤くさせて慌あわてた。

「え！　い、いや、あの……」

　言いよどむ鳶雄に鮫島は笑う。

「ははっ、女か。いいじゃねぇか。変に正義ぶるよか、よっぽどいいさ」

　鮫島は振り返り、手を突き出した。

「鮫島綱生だ」

　鳶雄は驚おどろきながらもすぐにその手を取って握あく手しゆに応じた。

「幾瀬鳶雄、よろしく」

　元陵空高校一の不良──鮫島綱生。だが、噂うわさよりも大分まともな男だと思えた。







　三階、四階と上がっていき、五階にたどり着いたときだった。

　そこで待っていたのは──三十人以上はいるであろう、ウツセミの大群だった。各種様々な異い形ぎようのバケモノたちが、怪あやしい眼光でこちらを睨にらむ。三十体以上のバケモノに睨まれるのはそれだけで十分に驚きよう異い的な情景だった。初めて見るタイプであろう巨大な植物のようなものまで何体もいる。

　鮫島の視線が一点に注がれた。鳶雄が追うと、そこには明らかに場ば違ちがいな男の姿があった。

　背広を着た二十代後半の男性がそこにいたのだ。

　男性は不敵な笑みを見せながら、近づいてくる。嫌いやみな笑みを見せながら言った。

「やあ、これはこれは。二人も。いや、下に三人めもいるのかな？」

　鮫島はドスの利きいた声で問う。

「……黒幕か？」

「──の一人と言っておこうかな。私は童どう門もん計かず久ひさという者だ。今回の『四し凶きよう計画』に参加している者だよ。楽しそうだからね、現場を見学しに来たんだ」

「……四凶？　んだ、そりゃ」

　鮫島が問い返すように、鳶雄にも聞き覚えのない単語だった。……『四凶計画』？

　この反応を見て、男は怪け訝げんそうな表情となる。

「ほう、まだ例の『堕天の一団グリゴリ』からは話されていないのかな？　まあいい」

　男は指を鳴らした。──刹せつ那な、背後で待機していた怪物たちが一いつ斉せいに動き出す。

　童門と名乗った男は両手を広げて、鳶雄たちに言う。

「何はともあれ、キミたちを奪だつ取しゆさせていただくよ。我々はその猫と犬を持つキミたちが欲ほしいのだからね。『ウツセミ』など、そのための前座の実験に過ぎない」

　鮫島はそれを聞いても、この状じよう況きようとなっても一いつ切さい退ひかずに剛ごう胆たんに言い放つ。

「本物の神じん器ぎ──セイクリッドなんたらだっけか？　わけのわからねぇことに巻き込みやがってよ。いいから、俺のダチを解放してもらおうか？」

「確か、キミは前まえ田だ信のぶ繁しげと友達だったようだね。うむ、彼はウツセミと化しているよ」

　その一言に鮫島は、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうとなった。打って変わっての濃のう厚こうな戦意を鳶雄も横で感じ取れるほどだ。

　鳶雄はその名前に覚えがあった。前田は鮫島の数少ない仲間の一人だったはずだ。よく、二人でつるんでいるのを陵空時代に見かけた。

「だから、返せって言ってんだよ。ぶっ飛ばすぞ、クソ野や郎ろうがっ」

　鮫島の左腕に再度ランスが誕生する。完全に戦闘態勢だった。

「下げ賤せんだ、実に」

　男は吐はき捨てるようにそう口にした。

　鮫島が構えながら、鳶雄に訊く。

「……鳥頭と魔ま女じよっ子はまだ上がってこられないか？　黒幕をせっかく捉とらえたのにさすがにこいつは面めん倒どうだ」

　鳶雄はうなずいて耳を押さえて二人に問いかける。

「皆川さん、ラヴィニアさん、そっちはどう？　こっちは上階で大群と戦うことになりそうなんだ」

　そう報告するが、聞こえてきたのは夏梅の必死な声だった。

『こっちもね、外から侵入してきたウツセミと交戦中でなかなか抜けられないわ！　ラヴィニアが燃やしても痺しびれさせても切りがないわ！　たぶん、四十人ぐらい来てる！』

　──四十！　こちらとあまり変わらないじゃないか！

　どうやら一階も激戦と化しているようだった。

『いざとなったら、「凍こおらせる」のです』

『そ、それは最後になさい！　こっちも凍っちゃうかもしれないでしょ！　この！　無差別氷姫デイマイズ・ガール！』

　何か切り札があるようだが……こちらにはまだ加勢に来られないということには変わりないのだろう。

「……わかった、こっちも死なない程度にがんばってみる」

『ええ、お互たがい、生き残りましょうね！』

　その連れん絡らくを隣となりで聞いていた鮫島は嘆たん息そくしていた。

「……ま、あの鳥頭じゃ、無理か。いいさ、やるだけやって勝てばいい」

　鮫島は鳶雄に言う。

「あの童門とかいう野郎だけは逃がすな、いろいろと訊きたいことがあるからよ」

「ああ、わかってる」

　二人はそれだけ確かく認にんすると、それぞれのパートナー──子犬と猫と共に一歩前進した。それに呼応するようにウツセミの大群も動き出す。素す早ばやい形態のバケモノから仕し掛かけてくる。正面から迎むかえ撃うつ格好で、黒い子犬、鮫島のランスが巨きよ大だいなムカデとバッタのバケモノを斬きり伏ふせ、貫つらぬき倒たおした。ただ突とつ進しんしてくるだけなら容易に相手はできる。──が、距きよ離りを取って触しよく手しゆまたは蔦つたのようなものを伸のばしてくるタイプは苦手だった。詰つまるところ、鳶雄も鮫島も近きん距きよ離りから中距離でしか敵に対応できないことを意味していた。

　襲おそい来るは虫類タイプの触手と植物タイプの蔦を斬り飛ばすしかない両者。一度でも腕うでか足を搦からめ捕とられれば苦戦は必至となるだろう。細心の注意を払はらいながら、鳶雄の子犬とランスを持つ鮫島は一体、また一体と退けていく。

　二人は怪訝に感じていた。なぜ、あれだけの人数を集めておいて一斉に仕掛けてこないのか？　多くても四体程度のバケモノで奴やつらは攻こう撃げきをしてきていたが……。鮫島はともかく、昨日今日能力に目覚めたばかりの鳶雄ならば、十数人で一気にかかれば取り押さえることはできるであろうに、奴らは一向にそうしてこない。

　理由は──童門という男にあるようだった。男は、あごに手をやり、興味深そうにこちらに視線を送っていたのだ。ウツセミに指示を送るときも大おお仰ぎようではなく、人差し指をくいくいと小さく動かすだけの所作だけ。それを見て鳶雄はひとつの結論に至る。

　おそらく、童門はこちらの戦いを観察しているのだ。あえて、ウツセミを一定数しかけることで、こちらの動きを舐なめるように見る。

　鮫島も鳶雄と同じことを考えていたのか、舌打ちした。

「……高みの見物ってことかよ。いいご身分だ。──ぶっ潰つぶす！」

　童門の行動は激しく鮫島の気に障さわったようだ。

　飛来した蜂はちとトンボのバケモノを鳶雄と鮫島が打ち倒したときだった。童門が何度もうなずきながら、懐ふところに手を入れた。

「うんうん、わかった。やはり、本物は違ちがう。目覚めたばかりでも人工物ではとうてい及およばない差を見せつけてくれる。特に鮫島綱生が現状で一番神器を扱あつかえるようだ。さすがは『四凶』の一角を宿しているだけはある。──ということで、次に移行しようか」

　男が取り出したのは──数枚の札のような紙切れだった。何か、呪じゆ術じゆつ的な文字が記されているが、それが何を意味しているのか鳶雄は知れない。童門は札を手にして、小声でぶつぶつと呪じゆ文もんのようなものをつぶやきだした。

「……土より生まれ出いずるもの、金の気を吐き、水の清めにより、馳はせ参さんじよ」

　男が札を手放すと──札が意思を持ったかのように宙を漂ただよい始め、五ご芒ぼう星せいを形成していく。札のすべてが怪しい輝きを放ったあと、床ゆかに大きな影かげが生まれる。その影が盛り上がり、形をなしていく。

　……鳶雄、鮫島の眼前に現れたのは、三メートルはあるであろう人ひと形がたの土の塊かたまりだった。あまりの高さに天井に頭部をぶつけるほどだ。目も鼻も口も耳もないのっぺらぼうではあるが、電柱ほどもありそうな太い両りよう腕うでは見るだけで寒気を覚えてしまう。

　童門が笑う。

「これでも由ゆい緒しよある術士の家系でね。さ、私の土人形でキミたちを捕とらえよう」

　男が指を鳴らすとそれに応じて、土人形がゆっくりと動き出す。

　鮫島がランスを構えながら吐き捨てるように言う。

「……魔女っ子の魔ま法ほうといい、てめえのバケモノ召しよう喚かんといい、なんでもありかよっ！」

「それでもキミたちの持つものに比べたら、矮わい小しようであるんだよ。まったく、不ふ愉ゆ快かいなことにね」

　土人形が大ぶりにパンチを繰くり出した。空気が振しん動どうするほどの勢い。直ちよく撃げき──いや、かするだけでも大きくダメージを受けそうだ。鮫島は後方に飛び退のいて距離を取り、一気にランスを突つき刺さしていく。──が、乾かわいた音だけがフロアに響ひびくだけで、ランスは土人形の体に弾はじかれてしまう！　土人形の硬こう度どが鮫島の持つランスの攻撃力を上回っているということなのだろう。今度は黒い子犬が翼つばさのように生やした背中の一対ついの刃やいばにて斬りかかるのだが──それも乾いた音を生むだけで土人形にダメージらしいものを与あたえられなかった。

　その結果を見て童門は嘲ちよう笑しようする。

「どうやら、現時点では私の人形のほうがキミたちを上回っているようだ。──では、仕上げといこうか」

　男は、さらに札を取り出して呪文を唱えた。札が宙を飛び回り、鳶雄と鮫島の背後で展開して二体めの土人形を呼び寄せる。バックに現れた新手。正面からも先ほどの土人形が詰め寄ってきていた。

「……くそったれ！」

「…………くっ」

　程ほどなくして、鳶雄と鮫島は、土人形によって取り押さえられてしまう──。







「さてさて、どうしたものか」

　童門の土人形により、床に取り押さえられた鳶雄と鮫島。土人形は右みぎ腕うでで鳶雄を、左腕で鮫島をそれぞれ押さえている。鳶雄は自分を押さえる土人形の腕から凶きよう悪あくなほどのパワーを感じ取れてしまう。自分の力だけでは完全に抜ぬけ出せないであろうことは理解できてしまった。子犬と猫ねこももう一体の土人形の手に摑つかまれており、自由を奪うばわれている。

　童門は再びあごに手をやり、手元の携けい帯たい機器を見ながら何かを楽しそうに考え込む。携帯機器をいじる手が止まった。鳶雄にいやらしい視線を送り、こう言う。

「ちょうど、この場にキミと縁えんのある者を連れていたようだ」

　男は、背後で待機するウツセミたちに言う。

「後方にいる者は前に出なさい」

　すると、うしろの列にいて正面からは確認できなかった者たちが複数現れる。

　──っ！

　そのなかに鳶雄の友人がいた。

「……佐々木？」

　そう、それは昨日再会した友人だった。一度、連れていたトカゲのバケモノを倒して、魔ま方ほう陣じんに飛ばされてしまったのだが……。佐々木は再びトカゲのバケモノを引き連れてこの場に列している。

　童門が言う。

「昨日、キミに一度倒された子だね。けれど、こちらの技術で、分身体を再生できるケースもあるのだよ。できない子もいるが、彼は幸運にも再生できるタイプだった。だから、パートナーを再び連れていける」

　……童門の説明よりも、鳶雄は再び出会えた友人の姿に複雑な心境を覚えていた。

「やめろ、佐々木！　俺だよ、幾瀬だよ！」

　あのときできなかったこと──。呼びかけを鳶雄は必死でおこなう。だが、佐々木は何も答えない。無表情でその場に立つだけだ。

　鮫島が目を細めて悔くやしそうに言う。

「……無む駄だだぜ。こいつらを操あやつる連中を叩たたかない限り、襲いかかってきやがるのを止やめやしない」

　童門はこちらの反応を楽しみながら、佐々木を子犬と猫を捕らえている土人形の前に立たせた。童門が、佐々木の首をつかみ、さらに前に詰め寄らせる。その先には──子犬が額から出している鋭えい利りな刃があった。

「まだ、ヒトを斬ってはいないのだろう？　『四凶』とされるキミたちの神器がヒトの血を覚えたとき何が起こるのか、実に興味深いとは思わないかな？」

　楽しげに語る男の目は──狂きよう気きに彩いろどられている。

　……自分の分身である子犬に佐々木を斬らせようとしているのか……ッ！　衝しよう撃げき的な行動に鳶雄は絶句して、無理矢理にでも土人形の手から抜け出ようともがく。──が、屈くつ強きようなまでの腕わん力りよくにて、鳶雄は微び動どうだにできない。

「…………ッッ！　てめえ、卑ひ怯きようにもほどがあんだろうが……ッ！」

　同様に暴れる鮫島が叫さけぶが、男は嘆なげくように息を吐つくだけだった。

「何を言っている？　もとはといえば、あの豪ごう華か客船に乗らずにいたキミたちが悪いのだ。まあ、それもキミたちのなかにいたそのセイクリッド・ギアが、危険を察知して熱を出させたのだと思うがね。しかも忌いま々いましくも堕天の一団が関かん与よしたせいか、キミたちの不参加を事前に知ることすらできなかった。おかげで我々は計画を大おお幅はばに修正せざるを得なかった。よくもまあ我々を出し抜いて情報を操作したものだ、あの黒き翼の者たちめ」

　男は一転して苦く笑しようする。

「いや、だからこそ、神の子を見張る者たちグリゴリと呼ばれるのだろうか。ふむふむ、セイクリッド・ギアは神からの贈おくり物ものとされるからねぇ」

　佐々木が──こちらに視線を送り、口を動かす。

「うらぎりもの」

「佐々木……」

　切ない心情が鳶雄に押し寄せてくる。

　──うらぎりもの。

　そうだ、彼にしてみれば、自分は裏切り者なのだろう。あの旅行に参加せずに、彼らを巻き込んでしまった。こんな理り不ふ尽じんなまでに異常な事態に投げ込まれて、バケモノの主あるじとして級友と戦うよう仕向けられた。

　これが裏切り以外の何だというのだ……!?

　ふいに鳶雄の脳のう裏りに旅行前に佐々木と会話した光景が蘇よみがえる。

　放課後、帰り道で佐々木は気き恥はずかしそうに言った。

『なあ、幾瀬。俺な、今度の旅行でＣ組の室むろ瀬せにコクろうと思ってんだ……』

　佐々木は、室瀬のことを事あるたびによく口にしていた。恋こい路じに疎うとい鳶雄でも、佐々木が彼女に恋しているのぐらいは知り得ていた。佐々木は鳶雄の背中をばんばんと叩く。

『もし、玉ぎよく砕さいしたら、そのときはあっちで慰なぐさめてくれよなっ！　頼たのむなっ！』

　普ふ通つうの学生だ。佐々木は、普通の高校生だ。

　勉強をして、運動をして、笑って、怒おこって、泣いて、恋をする。どこにでもいる普通の男子高校生だ。

　童門が子犬の刃に佐々木を近づけていくなかで、佐々木はくぐもった声を発する。

「…………い……いくせ……」

　──っ。……それは、自分の名前……？

　佐々木は無表情のまま、涙なみだを流していた。

「……たす……けて……」

　意識はないはずだ。バケモノを使し役えきするだけの存在に塗ぬり替かえられた同級生──級友。あのときだって、自分を倒たおそうと向かってきた。いまだって、意識は奪われて、童門たちの手て駒ごまとして機能している。

　なのに、佐々木は……自分の名を呼んだ。救いを口にした。

　その現象に鳶雄は──頰ほおに涙を伝わらせた。

　童門がこの一連の光景を見て、打ち震ふるえる。

「これは……素す晴ばらしい！　まだ意識があるというのか！　なんとも興味深いことだ！　彼らを捕らえたら、すぐに職員に報告しなければならない！　まだまだ人工セイクリッド・ギアのデータは少ないのだから、これは貴重なものとなる！」

　……あくまで、この男にとって、佐々木は、陵空の生徒たちは、物でしかないのか……？　どうして、こんな酷ひどいことができる？　なぜ、ここまでの非人道的なことができる？

「……ざけるなよ……っ」

　鳶雄は──激情を抑おさえられなかった。

「ふざけるなよ……ッ！　なんで、佐々木や皆みんながおまえたちの研究に付き合わないといけないんだ……っ！」

　童門は嘲ちよう笑しようする。

「それはキミたちがあのときに参加しなかったのが悪い。いや、堕天の一団がキミたちを隠かくしたせいか。だとして、手に入らなかったのだから、プランＢは発動するべきだと思わないかね？　どちらにしても、もともと『四凶計画』の実験体として多くの若者が必要だった。彼らの協力は必然だったのだよ」

　知らない。そんなものなど、彼らは関係なかったはずだ！　自分たちだって──普通に暮らしていたに過ぎない！　たとえ、そのような力があったとしても、こいつらが求めてこなければ何もなかったはずだ！　いつも通りの生活がそこにあったはずなんだ！

　童門が何かを思い出して、おかしそうに口にした。

「幾瀬……か。ああ、そういえば、キミは確か東とう城じよう紗枝と懇こん意いにしていたというデータがあったね。いいだろう、会わせてあげよう。彼女もいいウツセミとなっているよ。思い出した！」

　──紗枝。

　その名前を聞いて強く反応する鳶雄を見て、童門はさらに醜しゆう悪あくに笑えんで続ける。

「彼女は、実験中にこう何度も呼んでいたね。『とびお、とびお』──と。そうか、キミを呼んでいたんだね。納なつ得とくしたよ」

　…………。

　……………………。

　言葉もない鳶雄は──奥歯を激しく嚙かみ、怒いかりと悔しさのあまり、涙を止めどなく流した。殺意に満ちた瞳ひとみで童門を睨にらむ。奴やつはせせら笑うだけだった。

　……ああ、そうか。

　……こいつらは……『悪』なんだ……っ！

　……こいつらは、どうしようもないほど、俺を、佐々木を、紗枝を、己おのれらの欲よく──悪意で満たそうとしている。

　──許せない。

　こんな奴らを許せるはずがない……ッ！

　こんなクソのような存在を、見過ごすわけにはいかない……ッ！　佐々木を、友達を、紗枝を救う！　こいつらの魔まの手てから、大事な者たちを助けなければならないっ！

　そのときだった。ラヴィニアに言われたことが脳裡に蘇る。




　──想おもいの力。神器──セイクリッド・ギアは想いが強ければ強いだけ、所有者に応こたえるのです。

　──トビーが強く想えばきっとそのワンコも応えてくれるはずなのです。




　押さえられている黒い子犬に視線が行く。

　なあ、俺の影かげから生まれたおまえ。おまえは、俺が想えば、願えば、力を貸してくれるのか？　俺のために《刃やいば》と化してくれるのか？

　黒い子犬はバケモノたちに押さえられながらも、その双そう眸ぼうを赤く、赤く輝かがやかせる。

　ドクン……。

　自分のなかで静かに脈動する何か。自分と犬が繫つながっているという感覚を、昨夜よりも強く感じさせてくれる。

　なら、俺のために、《刃》となれ──。

　奴らを斬きる《刃》となってくれ！

　鳶雄のなかで何かが、勢いよく弾はじけようとする──。

　──斬れ。斬れ斬れ斬れ斬れ斬れ斬れ斬れ斬れッ！

　奴らを全部斬り伏ふせろッッ！　斬り伏せてみせろッッ！

「俺に力を貸せェェェェェェェェェェェッッ！　おまえは《刃》なんだろォォォォォッ！」

　オオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォ…………。

　鳶雄の絶ぜつ叫きように呼応して、子犬はフロア全体に響ひびき渡わたるほどの咆ほう哮こうをあげる。

　刹せつ那な──子犬の体から黒いもやのようなものが生じて、広がっていく。それは鳶雄の体にも現れて、ついには土人形すらも包み込む。鳶雄はゆっくりと起き上がろうとしていた。強力なまでに押さえられていた土人形の腕力を、徐じよ々じよに徐々に解いていき、ついにはその巨きよ腕わんを破は壊かいして解き放たれる。自分でも信じられないほどの力が身の内側から生じている。それはしだいに膨ふくれあがって、内側から食い破ってきそうなほどの感覚だった。鼓こ動どうはさらに高まる。呼応するように黒い子犬も全身から無数の刃を生やして土人形の腕を破壊した。

　互たがいに束そく縛ばくから解放された鳶雄と犬は、揃そろって童門の前に立った。鳶雄と犬が身にまとうのは、漆しつ黒こくのオーラのようなものだった。

　鳶雄は自分のなかで知らず知らず「力」──「刃」の使い方を認にん識しきできていた。

　手を前に突つきだして、鳶雄は一言つぶやく。

「──全部、刺させ」

　子犬の全身を覆おおう黒いオーラがいっそう深まる。次の瞬しゆん間かん、男の後方で待機していたウツセミ──従えていたバケモノの大群が影より生じた無数の刃で、串くし刺ざしになっていく！

　見れば、鮫島と白い猫ねこを押さえていた土人形二体も足あし下もとの影より生まれた巨きよ大だいな刃によって、縦に両断されていた。

　そう、これが子犬の能力のひとつ。影から攻こう撃げきを加える。鳶雄の視界に映る範はん囲いであれば、犬の刃は影から生やすことができるのだ。その力の使い方が先ほど鳶雄の頭のなかに入り込んできたのだ。

「……な、なんだ、これは!?　影から刃!?　無数の剣けんだと!?　どうしたというんだ!?」

　あまりの光景に童門は激しく狼ろう狽ばいして、視線を後方と前方と配り、混乱の様相を見せていた。

　鳶雄は横で構える子犬に言った。

「……思い付いたよ、おまえの名前」

　夏梅が言っていた。パートナーには名前が必要だと。鳶雄は、いままさにこのとき名を見いだす。

「──《刃ジン》。おまえは刃だ。すべてを斬り払はらうための俺の刃やいばだ」

　そう、それが自身より生じた分身の名前──。

　鳶雄は子犬──刃に命ずる。

「刃、斬れスラツシユ」

　子犬の刃は神速とも言えるほどの速度で前方に飛び出して、残っていたウツセミのバケモノどもを一刀両断にしていく。あまりの速さにウツセミのバケモノは一体も反応できずに斬り倒されていった。距きよ離りを取ろうとしたバケモノたちも再び足下──あるいは物もの陰かげから生じた無数の刃にて、為なす術すべもなく貫つらぬかれ、切り刻まれていく。五階のフロアは、数え切れないほどの歪いびつな形の刃が生える異様な空間と化していた。

　突とつ然ぜんの逆転劇に童門は狼狽うろたえ、首を横に振ふって顔をひきつらせる。

「バカな！　数十体を一いつ瞬しゆんで始末したというのか!?　なんだ！　なんだ、その神器は!?　四凶ではないのか!?　影からの刃だと!?　知らないぞ、そんな能力はッ！」

　男に詰つめ寄よる鳶雄。容よう赦しやするつもりはない。元げん凶きようの一人なのだから──。

　童門は懐ふところから札を新たに取り出して、呪じゆ文もんを唱えたあとで鳶雄に放ほうる。──が、それは童門の足下の影から伸のびてきた刃によって、すべてが塵ちりと化す。童門の横にある柱の影から、音もなく子犬の刃が姿を現した。影を通じて転移したのだ。その移動能力もまた先ほど覚えたばかりの力のひとつ。鳶雄の視界が届く範囲であれば、刃は影のなかを自由に移動できるのだ。刃が額の得え物ものを童門に突きつける。パートナーである刃は一いつ片ぺんの隙すきも童門に与あたえなかった。

「あとはあんただけだ」

　眼前に立つ鳶雄を見て、男はその場に尻しり餅もちをついて、這はうように逃にげ出す。そこにさきほどの余よ裕ゆうは微み塵じんもなかった。

「ひっ。くるなっ！　こっちにくるなっ！」

　まるで異物を見るかのような男の目。

　手を出しかける鳶雄だったが、その横でまばゆい輝きが生じる。見れば、魔ま方ほう陣じんらしきものが出現して、そこから人ひと影かげが現れた。

　四十代ほどの男性が、魔方陣の中央から登場して童門に向かって叫さけぶ。

「計久っ！　ここは退ひけ！」

　童門がそれに気づいた。

「姫ひめ島じま室長！」

　──姫島。姫島だと？

　その名前に鳶雄は反応してしまう。

　……いや、まさか、そんなはずはない。
















　一瞬、気を取られた隙に童門はポケットから筒つつのようなものを取り出すと、こちらに放った。刹那、閃せん光こうがフロアに広がり、鳶雄たちの視界を遮しや断だんさせる。

　目がくらむなかで、魔方陣から現れた男の声だけが聞こえる。

「──おもしろい。いずれ、まみえよう。《狗いぬ》よ」

　目が回復したときには、すでに男たちはこのフロアから消えていた。同様に、ウツセミたちもすべていなくなっている。……どちらもあの魔方陣によって、ここから逃げたのだろう。

「……へっ、逃げやがったか」

　鮫島が息をつきながらそう吐はき捨てた。

　黒いオーラが消え失うせた鳶雄はドッと疲つかれが表れて、その場に座り込んだ。怒りが爆ばく発はつしたとき、一気に体力を奪うばわれたように思える。

　少しして、エスカレーターを上がってくる靴くつ音おとがふたつ。

「幾瀬くん、鮫島くん！　無事!?」

　皆川夏梅とラヴィニアだった。どちらも服が汚よごれ、下での激戦をうかがわせる。

「おっせーんだよ、鳥頭」

　呆あきれるように言い放つ鮫島に、夏梅はぷんすか怒おこった。

「誰だれが鳥頭か！　勝手に突っ込んだあんたが原因でしょうが！」

　口げんかを始めてしまった二人をよそにラヴィニアが鳶雄のもとに近づいて言う。

「……トビー、その子に想いが通じたのですね」

　傍かたわらで尾おを振る子犬──刃。それを見て鳶雄は微笑ほほえんだ。

「ああ、キミのおかげだ」

　そう、ラヴィニアのアドバイスのおかげで、鳶雄は強く願い、強く想えた。それは刃に通じて、力となったのだ。

　ラヴィニアは微笑み、「よかったのです」とだけ口にする。

　口げんかを終えた夏梅は大きく息を吐いたあとで、言った。

「さて、どちらにしても、このメンツが揃ったことですし、あらためて『総そう督とく』に会いにいきましょうか。今度は詳くわしく教えてもらわないとね」

　鮫島も、夏梅の言葉を否定せず目元を厳しくしていた。彼も『総督』とやらに訊ききたいことがある様子だった。

　四人は一休みしたあと、デパートを抜ぬけ出て、『総督』のもとに足を進めることになる。




　　　　３




　その日の午後、指定の駅に降りて、夏梅先導のもと、鳶雄たちは足を進める。

　駅から十五分ぐらい歩いた先の雑居ビル。そこが、夏梅が連れん絡らくを取り合っていた『総督』から指定された場所だった。

　人の気配は、外からは感じられない。なかを確認しながら、鳶雄はビルへと入っていった。場所は四階。エレベーターは壊こわれているのか、使えなかった。階段を上りながら、四階を目指す。

　上りきった先に薄うす汚よごれた一枚のドア。ドアノブに手をかけ、「キィ」という音をさせながら、扉とびらを開けていく。塾じゆくの教室ぐらいの間取りの部屋に、白く長い机と椅い子すがいくつも並べられていた。巨大なスクリーンらしきものも確認できる。

　昼間なのに、窓には暗幕がかけられていた。天てん井じようからの灯あかりがなければ真っ暗だろう。

　少しして、部屋に備えつけられていたスピーカーに音が入りだした。

《……こんにちは、元・陵空高校の二年生諸君》

　突然、男性の声がスピーカーより聞こえてきた。『陵空高校』という言葉に鳶雄と鮫島が反応する。夏梅のほうは、ここのことを少しばかり知っているせいか、冷静だ。

《どうやら、役目はちゃんと果たしたようだな、皆川夏梅》

「まあね。で、約束どおり三人集めたんだから、いろいろと聞かせてもらうわよ？」

《いいだろう》

　鳶雄の足元には、刃が座る。夏梅のそばにはグリフォン。鮫島のすぐ隣となりの椅子にも白い猫が待機していた。

《先にあいさつをしよう。俺はセイクリッド・ギアなどの超ちよう能のう力りよくを研究する組織の長おさだ。組織の名前は『グリゴリ』。セイクリッド・ギア研究のほか、所有者の保護なんかもしている。キミたちを匿かくまっているあのマンションは、その手の能力者の隠かくれ家がのひとつだ》

　……『グリゴリ』。そういえば、童門と名乗ったあの男もその名を口にしていた。鳶雄の記き憶おくが確かであるのなら、その名は聖書や伝記に出てくるものだったはずだ。

　鳶雄はスピーカーのほうに顔を向ける。

「質問がいくつかあって、それを訊きにきたんです」

《ああ、俺も立場上、おいそれと接せつ触しよくすることも、機密事じ項こうを話すこともできないんだが……そろそろキミたちが次のステップに進んでもいいだろうと判断している》

「俺たちがセイクリッド・ギアというものを持っているのはわかりました。その力が常識じゃ考えられないものであることも。旅行を襲しゆう撃げきした奴やつらが、この国のとある機関の連中で、そいつらの目的が実は俺たちの力だった──」

《その通りだ、幾瀬鳶雄。機関を語る前に、キミたちが見たであろう連中の術についてだ。この国には、古くから裏で魑ち魅み魍もう魎りようを相手に戦ってきた者たちが多かった。キミたちが出会った男の力もそれだ。陰おん陽みよう道どう、あるいは方術、法術と呼ばれる人の手が起こす超ちよう常じよう現象──。ラヴィニアの使う魔ま法ほうに限りなく近いが、極きわめて遠くもある》

　……超能力や魔法だけじゃなく、陰陽道とまで来た。いったい、自分たちは何に巻き込まれたのか。鳶雄たちも心中穏おだやかではない。

『総督』が続ける。

《その異能使いのなかでも特に強い力を持つ一族が五つあり、それらをこの国では『五大宗そう家け』と呼んでいる》

「五大宗家？」

　夏梅の言葉に『総督』はさらに説明していく。

《童門、櫛くし橋はし、真しん羅ら、姫島、そして百鬼なきり。これらが『五大宗家』だ。それらの出自の者は退たい魔ま師になって国を裏から守るか、あるいはそれに近しい職務に殉じゆんずる。──ところが、この各家のはみ出し者どもが暴走したようでな。今回、キミたちを襲おそっている連中、事件の黒幕はその者たちだ》

　鮫島が足を机の上に乗せるという行ぎよう儀ぎの悪い格好で座りながら言う。

「そういや、昼間に俺と幾瀬を襲った奴は自分を童門と言ってやがったな」

　そう、あの醜しゆう悪あくな笑えみを見せた男は自らを『童門』と名乗った。そして、それを魔方陣から現れて救いに来た男は、『姫島』と呼ばれていた。

《彼らは『四凶』と言われる魔ま物ものを封ふうじた神器の所有者を探し当てた。独立具現型のなかでもトップクラスの性能を有する代しろ物ものだ。皆川夏梅、鮫島綱生、キミたちが持つそれらは『四凶』に違ちがいないだろう》

　夏梅、鮫島はそれぞれ鷹たかと猫ねこを見る。鳶雄も刃に視線を向けた。

　……これが『四凶』？　そもそも、『四凶』すら自分たちは知り得ない。魔物というのは、なんとなくわかる。この動物たちが、ただの生き物でないことぐらいは十分なほど感じ取れているのだから。

　……だが、童門もこの一件を『四凶計画』だと言っていた。

《四凶とは、渾こん沌とん、檮とう杌こつ、饕とう餮てつ、窮きゆう奇きのことであり、不ふ吉きつをもたらすとされる伝説上の怪かい物ぶつのことだ。古い時代に退治されてな、セイクリッド・ギアに転じることになった。それが現代にも伝わって、いまキミたちの力となっている》

　……名前からしておどろおどろしいものを感じてしまう。

　鮫島は携けい帯たい電でん話わを取りだして、『四凶』を調べている様子だった。

「……パッと調べてもわからねぇことだらけだが、関連してる四し神しんとかいうのに名前ぐらい知ってるのがあるな。玄げん武ぶやら朱雀すざくやら。『四凶』ってのと関係あるのか？」

《──ある。五大宗家はそれぞれ四神と黄おう龍りゆうを司つかさどる一族だからな。一族で一番強い力を持って生まれた者に朱雀だの玄武だのの名と能力を与あたえる決まりがある。今回の事件の裏側にいる者たちは、その各家の名を継つげなかった連中だ》

「……なんだか、ファンタジー色が濃こくなってきたわね。魔ま女じよっ子とセイクリッド・ギアだけで精せい一いつ杯ぱいだったのに、この国を裏から守っている陰おん陽みよう師じとか超能力者とか……」

　額に手をやりながら考え込む夏梅。さすがの夏梅も理解に苦しんでいる様子だった。鳶雄も同様だ。バケモノ、セイクリッド・ギア、魔法、そして四神ときたのだから、ついこの間まで普ふ通つうの高校生だった彼らにしてみれば、理解の度合いを遥はるかに超こえている。

　鳶雄が訊く。

「……俺たちを襲ってきている連中は、四凶つまり、俺たちの神器が欲ほしいってことですよね？」

《ああ、そうだ。今回の裏にいる連中──『虚うつ蟬せみ機関』に所属する者たちは、もともと、力があるのに問題があって家を追い出されたはみ出し者ばかりだ。そんな者たちが集つどっているせいか、どうしても自分たちを切った宗家を逆さか恨うらみしていてな。見返すだけの力が欲しかったのさ。そこで『四凶』の反応を得た奴らは行動に出た》

「──それが、豪ごう華か客船襲撃の真相か。四神とかいうのに対たい抗こうするために四凶ってのを利用するっつーことかよ」

　鮫島の言葉に『総督』は『そうだ』と肯こう定ていする。

《修学旅行での襲撃で連中は生徒だけをすべて回収した。連中にとって幸運だったのが、船体の半分が海底深くに沈しずんだことだ。おかげで人数分の遺体を用意する手間が省けただろう。その後の遺族への対応も目に余るものだった。何せ、子供の生存不明に悲しむ親族に催さい眠みんをかけたのだからな。キミたちも違い和わ感かんのある葬そう儀ぎに参列したはずだ。どこか、演技じみたあの葬儀をな。奴らは子を想おもう親の心すらも握にぎり潰つぶした。己おのれたちの野望を達成せんがために──》

　……そうだ、『総督』が言うようにあの合同葬儀は違和感ばかりのものだった。現在自分たちを狙ねらっている者たちは、同級生の肉親の心をも支配したというのか……っ！

　……なんとも身勝手で怒いかりを覚える話だ。その機関の者たちは、五大宗家の出身ではみ出し者であり、追い出した者たちを見返すために自分たちを、陵空高校の生徒を襲った。自分や皆川夏梅たちの持つ力が原因だったとはいえ、奴らがそもそもそれを狙ってこなければこのような事態は起こらなかったのではないか？

　自分も紗枝も何事もなく、ごくごく平へい凡ぼんな毎日を過ごせたのではないだろうか──。

　夏梅が問う。

「それで、『総督』が私たちに協力している理由は？　いくらなんでも見ず知らずの私たちをここまでフォローするなんて、ヒトがよすぎでしょう？」

　それは鳶雄も感じていた。ここまで自分たちに気配りする理由はなんだろうか？　むろん、戦い自体はこちらにゆだねているが、それ以外の面では、今回もこうして情報を提供してくれるほどだった。

《ウツセミはな、うちの組織が開発していた技術──人工セイクリッド・ギアが漏ろう洩えいした結果だ。キミたちが四凶であることを機関に漏もらしたのもうちの組織の裏切り者でな。もともとは俺たちの組織が招いた厄やく災さいに等しい。本来なら、俺たちが出ていって止めるべきなんだが……こちらの世界とは複雑な事情があってな、おいそれと干かん渉しようはできない。キミたちをサポートしつつ、違う角度から事件を処理するしかない。俺たちの組織がしたいことは今回の人工セイクリッド・ギアの実験を阻そ止しすることと、裏切り者を捕とらえることだ》

　──っ。

　……言葉を失う面々。ラヴィニアだけは事情を知っていたのか、平然としているが、鳶雄たちのショックは隠しきれない。

　鮫島が一転して憤ふん怒ぬの表情で机を激しく叩たたいた。

「んじゃ、あんたらの不始末で俺らがこんな目に遭あってるってことかよ!?　冗じよう談だんじゃねぇぞ！」

　怒りを隠さない鮫島だったが、鳶雄も激情に駆かられていないだけで、理り不ふ尽じんは強く感じている。ラヴィニアが手をあげる。

「シャーク、総そう督とくだけを咎とがめないで欲しいのです。実は、今回の一件、私の組織──魔ま法ほう使つかいの協会が追っている者たちも関かん与よしているので、何も総督の組織だけが不備を出したわけではないのです。いくつかの悪い要因が集まって、今回の事件に繫つながっているのですよ。私も『グリゴリ』に協力しつつ、その者たちを追おうと思って、ここにいるのです。いままでこの話をシャークたちにしなかった私にも責任はあると思うのです。怒おこるなら、私も怒って欲しいのです。でも、これだけは知っておいて欲しいのです。いっぺんに非日常の話をしたら、夏梅もトビーもシャークも頭がパンクしてしまうと思ったからこそ、少しずつ現実として受け止めてもらいながら、徐じよ々じよに話そうとしていたのですよ」

　ぺこりと頭を下げて謝るラヴィニア。心なしかどこか声のトーンも落ちていた。

　……『総督』の組織の裏切り者だけではなく、魔法使いの協会とやらが追っている不ふ審しん者も、『虚蟬機関』に協力していて、ウツセミ──人工セイクリッド・ギアの実験と『四凶計画』に関与しているということなのか……？

　ラヴィニアの謝罪に鮫島も複雑な表情となり、頭をかいたあとで「あー、クソ！」と行き場のないものを吐はいていた。

　怒りを無理矢理抑おさえ込んだ鮫島は、話をぶった切るように『総督』に訊きく。

「今いま更さら、わけのわかんねぇことが増えてもどうでもいい。来た奴を全員ぶっ倒たおせばいいからな。それよりもあんたに訊きてぇことがある！」

　鮫島はスピーカーをにらむように視線を向けていた。

《なにかな？》

「ウツセミに変わった奴は、二度と元に戻らねぇんか？」

　その質問は、鳶雄も夏梅も同じく抱いだいているものだ。

《──戻もどれる。俺が保証しよう》

　それを聞いて鮫島は右の掌てのひらに左の拳こぶしを打ち付けた。その表情は活力に満ちていた。

《前田信繁──。キミの友人だったな。無事に連れ帰れば、元に戻すと約束しよう。皆川夏梅と幾瀬鳶雄の友人も同様だ》

　鳶雄と夏梅はその報告を聞いて、表情を明るくさせた。

「あんたが何者か知れないし、まだ語る気もねぇんだろ？　今回の事件があんたらが招いたもんってのも納なつ得とくはできねぇが……ダチを元に戻してくれるってのと、あんたを一発殴なぐらせてくれるなら、それでチャラにしてやってもいい。俺もそのなんたら機関ってのは気に食わねぇからよ。ぶっ倒すのは賛成だ」

《すまないな。いまは顔を出せないことについて謝ろう。だが、いずれ必ずキミたちの前に顔を出すことも約束する》

　その『総督』の声、対応はあくまで真しん摯しだった。

　夏梅が小声で鳶雄に「鮫島くんのあの態度、ツンデレっていうのよね」と笑っていた。

　今回の一件、まだまだ裏がある。自分たちの想像を超えた何かが、暗あん躍やくしているのだろう。だが、ひとつだけ大きな朗報はある。希望は──見いだせた！

　──紗枝を取り戻せる！

　いまだ会えない大切な幼おさな馴な染じみ。けれど、あとは連中から奪だつ取しゆするだけだ。

　必ず助ける。必ず──日常を取り戻してみせる。

　夏梅が違う事こと柄がらを訊く。

「ねえ、『総督』。他ほかの子──残りの生存組は、どうなっているの？」

　そう、夏梅の言うとおりだ。自分たちの他にも旅行に参加せずにいた者たちがいる。自分たちを含ふくめて、全部で九名──。彼らも今回の事件に巻き込まれているだろうし、自分たち同様の能力を得ているのではないか。

『総督』が言う。

《旅行に参加せずにいた九名のうち、四名が『四凶』であることは間ま違ちがいない。しかしな、その他の者は、ただのヒトであったり、違うセイクリッド・ギアの所有者でもあった。現在わかっていることは、九名中七名がセイクリッド・ギア──異能力者だ。うち、四名が四凶ということになる》

「残りの二名は普通のヒト？」

　夏梅の問いに『総督』は『ああ』と答えた。

《常人だった者たちは、今回の一件からは外されていてな、変わらずの日常を送っている。だが、四凶と三名の異能力者は奴やつらに追われている身だ。キミたち以外の四凶は、こちらの協力を拒きよ否ひして独自に暴れ回っている。残りの三名はこちら側が匿かくまっているところだ》

　他の生存組の情報を聴きけたのは貴重と言える。できれば合流して共に戦いたいところではあるが……生存組のなかには不気味な雰ふん囲い気きを持っていた生徒もいたため、接せつ触しよくには躊躇ためらいも生じてしまう。……願わくは、その生徒が能力を持たず、日常を送っていてほしいと鳶雄は強く思ってしまう。

《『四凶』はな、自然と四つが引かれあって一か所に集つどうことが多い。覚かく醒せいしようとしまいと、それは古くから変わらない『四凶』唯ゆい一いつの理ことわりだ。幸か不幸か、キミたちが一堂に会したのもそれが原因だろう。いずれ、残りの二人とも出会うことがあるはずだ》

　……二人？　怪け訝げんに感じる鳶雄、夏梅、鮫島の三名。四凶は──あと一人ではない？　そういえば、先ほど『総督』は四凶と断言した者のなかに鳶雄を含めなかった。そう呼んだのは──夏梅と鮫島だけだ。

『総督』が鳶雄に言う。

《──黒い狗いぬの少年、幾瀬だったか。キミのその狗は『タマゴ』から孵かえらなかっただろう？　自身の隣となりから生じた──。そうではないかな？》

　──っ。……そう、刃はあのタマゴからは孵っていない。自身の影かげから生じたのだ。

　……言い当てられてしまったため、鳶雄は生なま唾つばを吞のみ込んだ。

「……なぜ、それを……？」

　恐おそる恐る訊き返す。

《おそらくな、おまえは今回の奴らの目もく論ろ見みを超えた存在だ。イレギュラー体、ラヴィニアもそう睨にらんでいる。奴らは『四凶』奪取の過程で異物を取り込んだ。幾瀬鳶雄、おまえの持つその犬は──別次元の存在だろう》

　ラヴィニアに視線を送れば、彼女は珍めずらしく目を細めていた。

「たぶん、彼らの想定外の異物がトビーなのです」

　……あの黒いオーラのようなものは、四凶の力ではない？　では、自分の力は……刃の正体はなんだというのだ？　先ほど、『四凶』以外の能力者を三名匿っていると言っていたが……つまり、そのなかの一人に自分が含まれているということか。

　ラヴィニアと『総督』はなんとなく鳶雄の力の真実に覚えがあるようなのだが……。

《幾瀬鳶雄、キミはおばあさんがいるかな？》

「いました。中学の頃ころに亡なくなってます」

　なぜ、それを？　──と怪訝に思うが鳶雄は偽いつわりなく答えた。

《……そうか、おばあさんの旧きゆう姓せいを教えてもらえないだろうか》

「……姫島です」

　……童門のもとに姫島と呼ばれた男が現れたとき、鳶雄は一いつ瞬しゆん驚おどろいた。偶ぐう然ぜんとはいえ、祖母の旧姓と同じ者が現れたからだ。

　それを聞いて『総督』は──初めて笑った。

《…………くくくくく》

「……『総督』？　どうかしたんですか？」

　夏梅が疑ぎ問もん符ふを浮うかべながら問う。

《……いや、なんともな。皮肉にパンチが利きすぎていて久しぶりになんとも言えなくなってしまったよ。……どんなに家の闇やみを祓はらおうとも、今世においてはどうしようもないようだな、長おさ殿どの。くくく、『狗』だぞ『狗』。雷らい光こうを毛け嫌ぎらいしたあんたは、『狗』まで祓えるのか？》

　おかしそうに一人笑う『総督』。誰だれもその真意は測れない。

「……もしかして、さっきあんたが言ってた『五大宗家』ってーのと、そいつのばあさんが関係あるのか？」

　鮫島も鳶雄と同じことを思っていたようで、口に出して訊いていた。

　だが、『総督』はあえて語らない。

《いや、いまは気にするな。すべてが決められていたことならば、いずれ全部繫がるだろう。だがな、黒い狗の少年。他の『姫島』には気を付けることだ。その名は、この国の裏では酷ひどく重い代しろ物ものだからな》

　まだ鳶雄は知らない。

『五大宗家』とされる者たちとの出会いが、自分の運命を狂くるわすことに──。
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　鳶とび雄おが雑居ビルを出ると、バイクにまたがっている鮫さめ島じまと、彼を引き止める夏なつ梅めが言い合いをしていた。

「ちょっと、どこに行くのよ!?」

「先に帰るだけだよ。今日は疲つかれたから寝ねる」

「本当に帰るんでしょうね？　寄り道とかしてまた勝手に戦せん闘とう開始なんてのはカンベン願いたいわ」

「あー、はいはい。けど、事件の黒幕を知れたのは、俺が釣つりだしたからだ」

「それにしたって単独で危険な行動をしているのは確かでしょ？　『総そう督とく』の話を聞いてなかったの？　なんだか、ヤバそうな人たちが襲おそいかかってきてるのよ？　三人で協力しあっていかなきゃダメなの！」

　鮫島は燃料タンクの上に座っていた白い猫ねこをシャツの胸むな元もとに入れる。

「こいつがいればどうにかなる」

　白い猫も主人のシャツから顔だけ出して、「にゃー」と鳴いていた。

　強気な鮫島に夏梅も怒いかりを通り越こして呆あきれ顔がおとなっていた。

「……良く言えば、勝手ってよりは極きよく端たんに前向きで行動的なのかしら……」

　鮫島が単独で動いていたのは、親友である前まえ田だの現状を知りたかったのと、事件の黒幕たる者たちを追おうとしていたからだろう。そのため、独りで暴れ回り、『虚うつ蟬せみ機関』の注目を集めて、結果的に機関員の釣り出しに成功した。相当に自分勝手な行動であるが、それは彼が親友の現状を探さぐりたかったのと、自分たちを陥おとしいれた者たちへの怒りからくるものだ。彼の行動原理に関して、鳶雄もわからなくもない感情を抱いていた。自分も大きな力を得て、敵の全容が朧おぼろげながらも把は握あくできたら、紗さ枝えの現状を早く知りたくなって独りで動いたかもしれない。鳶雄には、鮫島の行動が他ひ人と事ごとのようには思えなかったのだ。

　夏梅が鳶雄に告げる。

「幾いく瀬せくんもこのヤンキー止めて！」

　心の中で「俺が止めるのか!?」と抗こう議ぎをあげるが、そんなことを口にしたら目の前の不良少年の機き嫌げんを損そこないそうだ。

　鳶雄は冷静に思い直して、ビルの部屋を出るときに夏梅がぼそりと口にしていたことを話す。

「止めるって言っても、皆みな川がわさんのほうが伝えたいことがあるって言ってたじゃないか」

　そう、夏梅は『総督』から得られた情報があると言っていたのだ。

「そうそう」と、夏梅は思い出したように自分のバッグをあさりだした。

　夏梅はクリアファイルに挟はさまれたプリント用紙を取り出すと、鳶雄と鮫島双そう方ほうに見えるように鳶雄を鮫島のバイクのそばに呼んだ。

　彼女が取り出したプリント用紙には、ずらりと人の名前と住所らしきものが羅ら列れつしてある。よく見れば、見覚えのある名前と住所も記き載さいされていた。

「これは、事故で死亡したことになっている生徒の住所録よ」

「これも『総督』が？」

　鳶雄の問いに、夏梅は「ええ」と答える。夏梅が用紙をめくっていき、とある一枚を見せてきた。

「で、問題はこれ。ここを見て。遺族の人たち、引っ越ししてるの。しかもほとんど同時期。信じられる？　二百三十三名もの生徒の遺族が、ほとんど同時期に違ちがう場所に移り住んじゃっているのよ」

　確かに、あまりに不自然すぎる。二百以上の家庭が、そろって引っ越すなんて異常だ。

　……そう、紗枝の両親も自分に連れん絡らくもなく引っ越しをした。鳶雄が幼い頃から世話になっていた紗枝の両親だ。引っ越すならば、一言あってもよかったのだが……。

　例の合同葬そう儀ぎのとき、紗枝の両親も他の遺族同様、催さい眠みんにかかったように違い和わ感かんのある演技じみた悲ひ哀あいの表情となっていた。

　これらの遺族の変化はすべて繫つながっているのだろう。──つまり、

「……『虚蟬機関』が絡からんでるよね？」

　鳶雄の言葉に夏梅はうなずいた。

「ええ、間違いなくね。それに、引っ越し先の住所がまったくわからないってのも怪あやしいわ。できる範はん囲いで手を尽つくしたけど、遺族の引っ越し先だけはわからなかった。二百以上もの家庭が集団失しつ踪そうなんて、あまりにありえない話よ。普ふ通つうだったら、事件になってもおかしくない。いや、事件にできた。けど、できなかった」

「……この国の裏で顔が広いという五大宗家……。その関係者が名を連ねるっていう『虚蟬機関』……。それらが関かん与よしてるってことか……」

　遺族をすべてどこかへ移すことのできるほどの力。裏で大きな力が動いているのは確かなようだ。

「これを追えば、もしかしたら『虚蟬機関』か五大宗家のことが少しはわかるかもしれない」

　強い口調で夏梅は言った。表情は真しん剣けんそのものだ。

「鮫島くんじゃないけど、私もね、好き勝手に私や同級生たちの人生をハチャメチャにしてくれた奴やつらが許せないのよ。……私たちが『四し凶きよう』だとか独立具現型のセイクリッド・ギアを持っているだとか……だとしても、そいつらが宗家を見返すために私たちを求めたのがそもそもの原因でしょ？　……人が死んでいるのよ。同級生を拉ら致ちして悪用しているのも許せないけど、船に乗っていた無関係の人たちも死んでいるの。……それが、私たちが原因だなんてさ……たまんないじゃん。……同級生にも、多くの船員さんにも、申し訳なくて……何か、ひとつでも報むくいることをしてあげたいのよ」

　……夏梅の口調は悔くやしさに満ちており、瞳ひとみは悲哀の色が濃こかった。

　彼女の言う通りだ。豪ごう華か客船の沈ちん没ぼつ事故も、もともとは夏梅や鮫島に宿る『四凶』を狙ねらった『虚蟬機関』の行動が原因だ。同級生たちも、船の乗員も、『虚蟬機関』の思想のとばっちりだ。

　夏梅がふいに鳶雄へ申し訳なさそうに言う。

「……ゴメンね、幾瀬くん。幾瀬くんと幼おさな馴な染じみの東とう城じようさんは私たちの被ひ害がい者しやだね。いくら、幾瀬くんにセイクリッド・ギアが宿っていようと、『四凶』とは別だったわけだし……」

　……そうか、そういう考え方もあるんだなと鳶雄は思ってしまった。この事件に関与したのが、昨日の今日だからか、それとも先ほど真実の一いつ端たんを知ったからか、夏梅の謝罪を聞いて鳶雄は初めて自分と紗枝が実は被害者側であることに気づいた。

　──自分は『四凶』とは別のセイクリッド・ギアの持ち主だった。

　奴らの求める力ではないから、自分は無関係？　……いや、そうとも言い切れない。どうにも自分のルーツ──祖母の『姫ひめ島じま』が事件に関係しているようなのだ。そうだとしたら、これは他人事ではない。

　鳶雄は夏梅の言葉に首を横に振ふる。

「……俺がまったくの無関係ってわけでもなさそうだし……それに俺は皆川さんに一度助けてもらった」

　そう、昨日、佐さ々さ木きに襲われたときに夏梅は鳶雄を救ってくれたのだ。それは善意だと鳶雄は認にん識しきしている。だとしたら、礼を言うのはむしろ自分だ。

「昨日は危ないところをどうもありがとう。あらためて礼を言うよ。それに俺も紗枝を救うって大事な役目がある。共同戦線は有効ってことでいいよね？」

　逆に鳶雄がそう訊きいた。

「え、ええ、もちろん」

　そう返す彼女に鳶雄は真っ正面から告げる。

「じゃあ、一いつ緒しよに最後まで戦おう。どこまでやれるかわからないけど、同級生を救うことぐらいはやるべきなんだと思うんだ。同じ陵りよう空くうに通っていた者なんだしさ」

　正直な気持ちを吐と露ろする鳶雄だった。

　怖こわいという面も多い。当然だ。一歩間違えば、そこにあるのは紛まぎれもなく──死なのだから。あのバケモノの触しよく手しゆが喉のどをかっ切ればそれで自分は死ぬだろう。

　いままでは『四凶』だという条件があったから、殺されるまではいかなかっただろう。けど、奴らは自分が『四凶』ではないと知った。……ここからは死のリスクが高まる。何せ、奴らにしてみれば自分は部外者に等しい。『姫島』の流れがあったとしても、夏梅や鮫島ほどの価値が自分にはあるのか？　……答えは『わからない』。どうにも自分の力はイレギュラーのようだが、それが彼らにとって価値あるものか、現状分からずじまいだ。リスクは依い然ぜん高いままだと認識したほうがいいだろう。

　けれど、それを鑑かんがみても紗枝奪だつ還かんのために独りで戦うより夏梅や鮫島、ラヴィニアと共同戦線を築いて戦ったほうが賢けん明めいな判断だ。何よりも二日間の付き合いで、夏梅にも鮫島にも仲間を救う以外に他意はないように思えた。ラヴィニアはいまだ捉とらえきれない面も多い上に顔からは感情も読めないが、悪意を持って自分たちと行動しているようには思えない。いや、思いたくない。

　……考えることは多い。大きな何かに関与して、危あやうい位置に立っているのもわかる。でも、陵空の生徒であり、同級生を救いたい気持ちは一緒だ。なら、いまはこれだけで今後も共に戦う理由は十分なんじゃないのか？　そう、鳶雄は思っていたのだ。

　とうの夏梅は鳶雄の一言を聞いて目を潤うるませている。

「……幾瀬くんって、お人ひと好よしだよね」

　お人好しなのだろうか？　それもよくはわからない。ただ、彼女は好い人だ。そして、紗枝を奪うばい、無関係の人たちを殺した者たちは身勝手に悪意を振りまいていると鳶雄は感じていた。

「トビーは好い人なのですよ」

　ラヴィニアの声だ。振り返れば、ビルから出てくる金きん髪ぱつ魔ま法ほう少女の姿があった。彼女だけ、『総督』と話があったようでビルの一室に残ったのだ。

　鳶雄の足あし下もとにいた黒い子犬──刃ジンを抱かかえ上げるラヴィニア。刃も安心して身を任せているということは、やっぱりラヴィニアに邪じや気きめいたものなんて微み塵じんもないのだろう。

「……ははははっ！」

　おかしそうに笑い声をあげるのは鮫島だった。

「おい」

　鮫島が呼んでくる。見れば、口端を愉ゆ快かいそうに吊つり上げていた。懐ふところを探さぐると、携けい帯たい電でん話わを取り出す。画面を鳶雄に向けた。

「──俺の番号だ。さっさと登録しろ」

　突とつ然ぜんの申し入れに、鳶雄はポカンとしていたが、途と端たんに笑えみを浮うかべて自分の携帯電話を取り出した。

「ああっ！」

　鳶雄は素す早ばやく鮫島の番号を登録し、ボタンを操作する。すると、鮫島の携帯電話が鳴った。

「それが、俺の番号だ」

　鳶雄がそう告げて鮫島が確認する。ふいに鳶雄は訊いた。

「でも、なんで急に番号を？」

　鳶雄の問いに、鮫島は笑みを浮かべたまま言った。

「バカが好きなだけだ。幾瀬、おまえは最高にバカだな。──さて、俺は先に帰るぜ。どこか、行くような用事があるなら俺に連絡しろや」

　鮫島は白い猫ねこを懐に入れて、フルフェイスのヘルメットをかぶる。

「あっ！　まだ話すことあるのに！」

　非難の声をあげる夏梅をよそに、鮫島はアクセルを吹ふかす。すさまじい排気音だ。

「マンションでひと眠ねむりしたあとに聞いてやんよ。それと、幾瀬」

　鮫島が人差し指を鳶雄に突つきつけてくる。

「──三日だ。とりあえず、三日はそのワン公と特訓しとけ。黒幕が割れた以上、奴らも本ほん腰ごしを入れてくるだろうよ。なら、おまえのワン公が使ったあのおっかねぇ影かげの剣けんみてぇなのが必要になるだろうしな。俺も三日間、白びやく砂さと向かい合うつもりだ。おい、鳥頭」

「何よ！」

　鳥頭というあだ名が気にいらない夏梅だが、かまわずに鮫島が言う。

「──幾瀬をヴァーリに会わせろや。クソ生意気なガキんちょだが、セイクリッド・ギアに関しては、まあ、アリだろうからよ」

　それだけ言うと、鮫島はアクセル全開の猛もうスピードでこの場を去っていった。

「もう！　何から何まで勝手なんだから！」

　夏梅は地じ団だん駄だを踏ふんで、すでに見えなくなった不良に文句を言い続けていた。

　……特訓、か。鳶雄もラヴィニアに抱えられる刃を見ながら、それが必要だと感じていた。

　──刃の能力を生かさないと、死のリスクは高いままなのだから。

　……いますぐ紗枝の捜そう索さくを再開したいところだが、鮫島が言うようにここからは危険が昨日今日の比ではないほどに高くなるのだと予想できる。

　三日間、鳶雄は刃と向き合う決意を決めた。
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　翌日の朝──。

　鳶雄はマンションの屋上にいた。傍かたわらには刃。ビール瓶びんケースの上にスチールの空あき缶かんを置いていく。

　ふいに誰だれかが屋上に上がってくるのに気づく。──夏梅だった。

「やっぱりここにいた。おはよー！　──って、何をしてるの？」

　軽快に朝のあいさつをしてくる夏梅が、空き缶を置く鳶雄に訊たずねる。

「おはよう。これ？　ちょっとね、試ためしたいことがあるんだ」

「？」

　疑ぎ問もん符ふを浮かべている夏梅を尻しり目めに、鳶雄は刃の横につく。

「刃、いくぞ」

　鳶雄の命令を聞くと、刃は額から日本刀状の突とつ起き物を出す。次に鳶雄は空き缶のひとつを指差した。

「スラッシュ！」

　その掛かけ声と共に、黒い子犬は閃せん光こうと化して前方に飛び出していく。そして、スチールの空き缶を斜ななめに切る。斜めに真っ二つになった空き缶は、乾かわいた音を立てて下に落ちた。

「おおっ、すごいね」

　夏梅はパチパチと拍はく手しゆを送ってくる。

「まだだよ。次だ」

　鳶雄は足元に戻もどってきた刃に次の指示を出す。鳶雄が複数の空き缶を空高く放ほうり投げた。

「跳とべっ！」

　その命令を受けて、刃は西洋の騎き士しが持っていそうな両もろ刃はの剣つるぎをふた振ふり、羽のように背中から出現させた。

「ラッシュ！」

　鳶雄の指示のもと、刃が凄すさまじい勢いで飛び跳はねる。空中で回転しながらスチールの空き缶を次々と切り刻んでいった。

　刃の額にも片かた刃はの剣が出現し、最後の空き缶を鋭するどく貫つらぬいた。

　鳶雄は満足そうな表情で息をつくと、「もういいよ」と刃に言う。それを聞いて、刃は剣を体に戻していった。

「おおっ！」

　刃との連れん携けいに拍手を送ってくれる夏梅。興味深そうに訊いてくる。

「なんだか、刃ちゃんの剣が昨日見たときより、鋭くなってる？」

「うん。実は、昨日帰ってから徹てつ夜やで躾しつけたんだよ。マンションの共同フロアにＤＶＤが置かれていたから、そこからチョイスして刃に時代劇や騎士が出る映画とか見せたんだ」

　昨日、デパートでの激戦とビルでの『総そう督とく』からの説明を受けたあと、マンションに戻ってきた鳶雄は、マンションの共同フロアに置いてあったＤＶＤに目が行ったのだ。そこには、各種映画やらバラエティ、教養ものと様々なジャンルが用意されていた。

　彼はそこから時代劇と中世ヨーロッパが舞ぶ台たいの映画をチョイスして刃と共に映画を見始めたのだ。直感だが、鋭えい利りな突起物が生える刃に剣けん士しや侍さむらいが登場する映像を見せたとき、何か変化が起きるのではないかと思い至った。

　テレビの中の役者たちが、軽快に殺た陣てを交かわしていく。刃も主あるじと共に画面を見つめている。理解しているのかどうかはわからないが、視線をそらさずに時代劇に見入っていた。

　犬のイメージとして、かまってあげないとすぐに暴れるというものが鳶雄のなかではあった。だが、この黒い子犬は大人しい。まるでこちらの心中を察しているかのようだ。エサのときもがっつかず、キレイに食べる。手間がかからないといえばそこまでだが、この犬はセイクリッド・ギアという異能が具現化したものだ。本物の犬ではない。

　だからこそ、鳶雄はこの刃に映像を見せることに意味があるのではないかと思ったのだ。

『天てん誅ちゆうでござる！』

　テレビでは、ちょうどクライマックスの殺陣シーンに突とつ入にゆうした。ドラマも佳か境きようだ。

　キンッ！　キンッ！　という、刀と刀がぶつかり合う金属音が聞こえてくる。かっこいい殺陣シーンを見ながら、鳶雄はぼそりと呟つぶやく。

「……おまえもあんな刀が生えたら、カッコイイかもな」

　冗じよう談だん半分で口にしたことだが、次の瞬しゆん間かん──子犬の額から、刀の形に似た刃やいば状の突起物が出現したのだった。いままで生えていたものよりも無機的になっている。以前の突起物は、どこかバラのトゲのように有機的だった。

　鳶雄は、突然の出来事に度ど肝ぎもを抜ぬかれるが、確かに子犬の額からテレビで役者が持っているような刀が生えているのだ。そう、日本刀に酷こく似じした突起物──。

　鋭さも独特の刃は紋もんもないが、刀の形をしている。

　──こちらの言葉に反応したのか？

　そうとしか思えない状じよう況きようだ。

　鳶雄は、それを確かく認にんするために黒い子犬に向かって言う。

「もう少し、刃は鋭いかも……」

　その言葉に反応して、子犬の額から出ている刀は細くなっていき、鋭さを増した。

　ふと閃ひらめいた鳶雄は、子犬に「テレビの刀を見て、もっと正確な刀にしてみろ」と命令する。すると、黒い子犬はテレビを見つめながら、額の刀を何度も修正していく。

　額の刀が、細くなったり、長くなったり、自由自在にうごめいている。傍はたから見たら怪かい奇き現象だが、鳶雄は理解した。

　この子犬は、自分の言葉を理解して、刃を変化させられる──と。

　いつの間にか、鳶雄は子犬の変化を食い入るように見つめていた。

　そして、映画が何本か見終わっている頃ころ、刃の体には以前よりも具体性のある突起物──剣が生えるようになっていたのだ。

　わずか、四時間弱で、黒い子犬は進化を遂とげたのだった──。

　鳶雄は変わったばかりの刃の剣を試したくなり、昨夜から徹夜で試し切りをおこなっていた。それらのことを夏梅に説明したあとで鳶雄はこう続ける。

「それから何度か切り方を試していたんだけど、考えてみると具体的にどう指示するか決めてなかったからさ」

　夏梅は鳶雄の言葉を聞いて、屋上の周囲を見み渡わたす。そして、言葉を失う。

　屋上には、無数の空き缶や木製の板が転がっている。それらは、ほぼすべて刃によって切り刻まれていた。

　鳶雄は切り刻まれた板や空き缶をゴミ袋ぶくろに入れながら言う。

「このマンションの近くにあるゴミ収集所に、いっぱいあったからさ、拾って使ったんだよ」

「……一晩、ずっと練習してたの？」

　生なま唾つばを吞のみ込みながら夏梅がそう訊きいてきた。

「ああ、昨日童どう門もんとかいう男が使っていた人型の泥どろに攻こう撃げきが効かなかったから、少しでも対策を立てておこうと思ってね」

　鳶雄はこれでも足りないぐらいだと思っている。現状、刀の強度はこれ以上硬かたくは変えられなかった。西洋式で両刃の剣を出現させられるようにもしたが、片刃の刀と比べると受けにある程度強くても斬きりの威い力りよくは弱い。そこで、両りよう刃ば剣けんを使うときはコンビネーションから突とつ進しん力を得て一気に貫くように躾けた。

　出せる剣の種類は、まだ数種類だ。だが、一夜でこれだけできれば大したものだ。刃の異常な学習能力の賜たま物ものといえる。

「まったく、先にセイクリッド・ギアを得た私としては負けていられないわね」

　呆あきれるように息を吐ついて苦笑いする夏梅。

　鳶雄は、夏梅のグリフォンと連携を強めたいと思ってもいたため、

「そうだ、皆川さん。グリフォンとの連携を──」

　そう申し出ようとしたときだった。

「──なんだ、話を聞いて来てみたら、そんなものなのか」

　ふいに第三者の声が屋上に響ひびいた。

　声の出先を探さぐれば、開かれたままの屋上の扉とびらに背中を預ける人ひと影かげがひとつ。

　──一いつ瞬しゆん、少女と見まごうばかりに整った顔立ちをした銀ぎん髪ぱつの少年だった。

　夏場だというのに首にマフラーを巻き、しかしながら下は短パンというミスマッチな出いで立ちだ。右みぎ肩かたにかわいらしい白いドラゴン（？）のぬいぐるみを乗せていた。大人びたことを言う割には背は低く、声もかわいらしく、一見すると小学校の高学年ほどにしか見えないのだが……。

　見知らぬ少年だ。しかし、不思議な雰ふん囲い気きをまとっている子だった。おそらく、このマンションの住人の一人なのだろう。

　鳶雄は訝いぶかしげに感じながら問う。

「……キミは？」

　だが、少年を見てツカツカと勢いよく近寄っていく夏梅の姿があった。

「ちょっと！　いきなり、そんなことを言うもんじゃないっていつも言っているでしょ？　あんたね、初対面の人に悪い印象与あたえすぎよ、ヴァーリっ！」

　夏梅に詰つめ寄られても少年はふんと鼻を鳴らすだけだった。

「ふん、知ったことじゃないさ。印象よりも初めて見たときの相手のオーラが肝かん心じんだ。そちらの彼も皆川夏梅も下の中がいいところだね」

　半眼でそう評する少年。……もしかして、夏梅や鮫島が言っていた生意気な男の子というのは……。

　そう思し慮りよしていた鳶雄に夏梅が少年を紹しよう介かいしてくれる。

「この子はヴァーリ。ほら、このマンションに生意気な男の子が一人いるって言ってたでしょ？　この子のことよ」

　ああ、やはり、この子がそうなのか。確かにどこか皮肉げというか、反はん抗こう期というか、生意気盛ざかりの男の子というイメージを抱いだかせる子だなと鳶雄は思った。

　銀髪の少年──ヴァーリは、鳶雄を見上げながら不敵に訊いてくる。

「《狗》の飼い主くん、俺と一戦交えないか？」

　かわいい声からは想像もできないほどに好戦的な物言いと、戦意を感じさせてくれた。小こ柄がらな体ながらもその身からはたとえようのない不気味な何かを強く滲にじませている。

　夏梅はそのヴァーリの額を指で弾はじく。

「だからね、ヴァーリ！　これから一いつ緒しよにウツセミ操あやつってる連中倒たおすメンバーなんだから、ケンカ腰ごしは止やめなさいって言ってるでしょ？　そんなだから鮫島くんのときも大げんかになったんじゃないの！」

　弾かれた額を手でさすりながら、ヴァーリは不敵な笑えみを浮うかべ続ける。

「何を言っているのさ。俺は言っているだろう？　一緒に手を組むなら、その者の実力を知るのは当然の権利だ。何せ、弱すぎて足手まといにでもなったらたまらないのだから。まあ、鮫島綱こう生きはいちおうの合格点をあげたけどね」

　……鮫島は、この少年と一戦交えたのか。そうわかると、俄が然ぜん興味は湧わいてくる。

　──幾瀬をヴァーリに会わせろや。クソ生意気なガキんちょだが、セイクリッド・ギアに関しては、まあ、アリだろうからよ。

　昨日、鮫島が口にしていたことが脳のう裏りをよぎった。

　刃もヴァーリを視界に捉とらえており、じっと見つめていた。まるで少年の力を探るように赤い双そう眸ぼうを輝かがやかせる。

「……わかった。キミをどうすれば満足させられるかわからないけど……俺も自分の相棒を実戦形式で試ためしたいところだった」

　鳶雄はヴァーリの挑ちよう戦せんを受けることにした。

　このヴァーリという少年がどれほどの力を持っているかは知れないが、鳶雄は一夜かけても皆かい目もく見当のつかない事こと柄がらがひとつだけあったのだ。

　それは──例の『影かげからの刃やいば』である。

　デパートの一戦で、鳶雄の想おもいが頂点に達して刃が応こたえて発現したあの影からの刃が、昨夜からの自主的な特訓ではまるで出せる気配がなかったのだ。刃に口で命じても、鳶雄が心のなかで念じても子犬はそれに応えてはくれなかった。鳶雄がやりたいことは心を通じて刃にも伝わっているはずだ。

　ただ、刃自身がそれをおこなえるだけの条件が満たされていないため、念じられても困こん惑わくしているのだと鳶雄は何となく感じ取っている。

　この銀髪の少年との一戦で、条件に関する糸口が見えれば幸いだ。鳶雄は、影からの刃を習得したいがためにヴァーリからの挑戦をあえて受けた。

　今後の『虚蟬機関』という組織とやり合うには、あの力が絶対に必要だ。それは紗枝を救うことと同義でもある。

　三日間のうち、どうしてもあの力の一いつ端たんでもいいから、モノにしたい──。

　あの力の発動条件は、激しい怒いかりか、それとも恐きよう怖ふか、はたまた……。

　少年──ヴァーリの前に立つ鳶雄と刃。ヴァーリはそれを見て口の端はしを愉ゆ快かいそうにあげていた。

「いいじゃないか。いいオーラをまとい始めた。キミにはまだ視認できないだろうけど、体からいい色合いの戦意が立ち上っているよ」

　……と言われたものの、鳶雄にはそのようなものは見えていない。彼の能力は、見えないものが見えるというものなのだろうか？　それはわからないが、小柄な肢し体たいからは隙すきを微み塵じんにも感じさせてくれない。

　夏梅が横から言う。

「……気を付けて。鮫島くんは、あの子にけちょんけちょんにやられちゃったの。あの『総そう督とく』の秘ひ蔵ぞっ子だって、ラヴィニアが言ってたわ。──強いわよ」

　……鮫島が手も足も出なかったということか？　デパートでの一戦でわかったことだが、彼は並のウツセミを歯し牙がにもかけないほどセイクリッド・ギア──白い猫ねこを使いこなしているということだ。少なくとも、いまの自分や夏梅よりも上手だろう。だからこその自信も垣かい間ま見みえる。

　その鮫島でも勝てなかった。童門と同等クラス？　それとももっと……。年下相手に身み震ぶるいしてしまうが、鳶雄は意を決して刃に命じる！

「いけっ！　刃！」

　指示を受けた黒い子犬は、額から刀タイプの突とつ起き物を生やして、高速で真っ直すぐに飛び出していく。黒い弾だん丸がんと化した刃を前に少年は──微び動どうだにしなかった。まるで避よける素そ振ぶりを見せない。

　いくら彼が強かろうと、鋭えい利りな刀を生やした刃の突とつ撃げきは正面から受ければ致ち命めい傷しようとなるだろう。止めるべきか、行かせるべきか、苦く慮りよする鳶雄だったが、その判断をする前に刃がヴァーリに飛び込んでいった！

　当たる！　という間ま際ぎわに来て、ヴァーリは最小の動き──体を横に逸そらすだけで刃の突撃を避けてしまった！　無む駄だのない動きだった！　刃は避けられてもなお、軌き道どうを修正してすぐさま猛もう追ついしていく！　しかし、それもヴァーリに軽かろやかに避けられてしまう。

　刃はヴァーリの周囲を駆かけ回り、いくつかのフェイントになる動きを混ぜたあとで、一気に詰め寄り、斜ななめに額の刀を薙ないでいく！　これは昨夜からの特訓で覚えたことだ！　刃は愚ぐ直ちよくなまでに主あるじに仕込まれた攻撃を仕し掛かけていく！　──が、それでもヴァーリは横に飛び退のくだけで避けてしまった。

　だが、それを刃は見み逃のがさない。まるで横に避けるのをわかっていたかのようにその場で一回転して着地後、すぐにヴァーリを追っていく！　主の鳶雄すらも驚おどろいた刃の反応速度であったが、直ちよく撃げきするというところでその攻撃は徒労に終わる。

　──ヴァーリが正面から、刃の首根っこを押さえて攻撃を止めてしまったのだ。

　当たる寸前に少しだけ屈かがみ、直撃を避けた。そこに手を出して刃の首を押さえて止めてしまった──。

　刃の首をつかむヴァーリはふと漏もらす。

「……そうか、わかったよ」

　それだけつぶやくと、刃を解放して後方に軽く飛び退く。指でくいくいっと仕掛けてくるように挑ちよう発はつをしてくる少年。刃もそれを受けて、飛び出して──。

「──ッ！」

　鳶雄の眼前で、予想外の出来事が起こる。少年が突とつ如じよとして、消えた。いまのいままで目で確かに追えていたのに、瞬まばたきしている間に銀髪の少年が姿を消したのだ！　驚く鳶雄は辺りに目線を配るのだが……。

「──ッ!?」

　……背後からの気配に気づいた鳶雄。恐おそる恐る振ふり返ると、手のひらをこちらに向けた少年が立っていた。手元に──怪あやしげな銀色の輝きが生まれる。……その輝きからは危険を強く感じてならない。空気を伝わり、ピリピリと攻こう撃げき的なものを身に覚えてしまう。

　ヴァーリが手元を輝かせながら言う。

「独立具現型のセイクリッド・ギアは、分身となる獣けものを宿主の意思によりいかようにも自由に動かせるものだ。一番のメリットは相手から距きよ離りを取って攻撃を加えられることだろうか。安全な場所から指示を出せば余計なダメージを受けずに敵を倒すことができる。だが、デメリット──いや、弱点もわかりやすい」

　刹せつ那な、自身の体が強い衝しよう撃げきを受けて吹ふっ飛ばされる感覚が襲おそう。腹部への痛み、跳はね飛ばされた浮ふ遊ゆう感かん……。

「ぐわっ！」

　飛ばされたあと、屋上の床ゆかにたたき付けられて、鳶雄は悲鳴をあげる。そのまま何度か転がって、屋上の隅すみっこに追い詰められてしまった。

　……銀髪の少年が手元から放ったのは……セイクリッド・ギアの力？　それともラヴィニアと同様の魔ま法ほうなのだろうか？　ともかく、彼が手元から衝撃を生んだのは確かであり、自分はそれをまともに浴びて吹っ飛ばされてしまったのだ。

　ヴァーリがゆっくりと歩み寄りながら言う。

「独立具現型は本体が弱い場合が圧あつ倒とう的に多くてね。距離を詰めてしまえば御ぎよしやすい」

　主を守るため、ヴァーリの横合いから飛びかかる刃だが……それも少年は軽々と避けてしまう。健けな気げにも何度も何度も飛びかかっていくが、そのすべてがヴァーリには届かない。

　ヴァーリは鳶雄の眼前まで迫せまると、その場でしゃがみ込み不敵な笑みを浮かべて言った。

「鮫島綱生も俺にこうやってやられてしまったよ。結果、彼は分身と共に戦うスタイルを確立したようだが」

　……そうか、鮫島が肩かたに猫を乗せて、その尾おを自分の腕うでに巻き付けてランスと化していたのは、そういう意味合いがあったのか。

　自身を守るための武器とさせ、同時に猫にも援えん護ご攻こう撃げきをさせるスタイル──。それが、鮫島がこの少年との戦いで学んだこと。鮫島が、この少年と会わせろと言っていたことがいまならよく理解できる。

　──つまり、独立具現型のメリットとデメリットを体で覚えろ、ということだ。

　……それがわかったところで、この少年に反はん撃げきできるような気配もうかがえない。

　どうやら、この小柄な年下の男の子は、自分よりも遥はるかに格上の相手のようだ。まるで手も足も出ない。鮫島がそうなったのもいまなら大いにうなずける。

　夏梅も「あちゃー」と顔を手で覆おおっていた。「やっぱり、そうなったか」と言わんばかりの反応だった。

　──が、こちらの思いとは裏腹に少年は横に目線を送って楽しげな顔つきとなっていた。

「……ああ、でも、遊ぶには十分かもしれない」

　鳶雄も視線を追うと──そこには全身から黒いもやのようなものを発生させる刃がいた。赤い双眸が危険なほどの輝きを見せており、ヴァーリに対して威い嚇かくとも取れる低いうなり声をあげている。明らかに、刃は怒りに満ちていた。

　ドクンッ。

　……ふいに高鳴る鼓こ動どう。自分の体にも黒いもやが滲み出ていることに鳶雄は気づいた。……これは、デパートの一件と同じ現象だ！　見れば、屋上の物もの陰かげという物陰から、歪いびつな刃やいばが生えていっている。──影からの刃だ。

　何がスイッチとなって発動したのか？　刃の怒り？　主である自分の危機？　それともその両方か？　まだ見当もつかない鳶雄ではあったが、刃が発生する言い様のないプレッシャーを浴びて、ヴァーリはうれしそうな笑えみを浮うかべるばかりだった。

「いいな。それが本ほん性しようの一端か。額の刃なんておまけみたいなものだろう？　さあ、打ってこい！」

　両手を広げて、迎むかえ撃うつ格好のヴァーリ！　その足あし下もとの影から、巨きよ大だいな刃が突つき上がってくる！　ヴァーリは瞬しゆん時じに後方に飛び退いて直撃を避けた！　しかし、着地した先にできた影からも刃は幾いく重えにも発生する！　ヴァーリはそれすらも喜びながら体たい捌さばきですべて避けきった！

　ヴァーリへの攻撃以外にも屋上の物もの陰かげという物陰から刃は無む尽じん蔵ぞうに生えていく。このままでは、屋上全体が鋭利な突起物によって埋うめ尽つくされてしまう。影から襲いかかる刃に満足げな銀ぎん髪ぱつの少年という光景が展開するが、鳶雄はこれ以上の継けい続ぞくは取り返しがつかなくなりそうだと判断して叫さけんだ。

「刃ッ！　止めろッ！」

　主の命令を聞き、いままさにヴァーリに飛びかかろうとしていた刃の動きがぴたりと停止する。

　刃は額の剣けんを体に収めると、とことこと主のもとに歩み寄ってきた。ヴァーリはそれを見て、途と端たんに不ふ機き嫌げんな表情となり、つまらなそうに息を吐はいていた。

　……この戦せん闘とうでわかったことは大きい。

　まず、主である自分を守る術が必要なこと。少年が言うように、自分自身が敵に詰つめ寄られたらそれで終わりだ。幾瀬鳶雄自体は普ふ通つうの高校生であり、飛び抜ぬけた身体能力を有していない。

　……デパートで力が解放されたときは一時的に身体能力が引き上がったが、いまはそれがなかった。影かげからの刃が使えたとしても、必ずしも自分も強くなるとは限らないということだ。

　そして、影からの刃──。これは、主である自分と刃の意識が同時に高まったときに発現できるのかもしれない。たとえば、鳶雄がヴァーリに攻撃されたこと──主の危機、主が攻撃を受けたこと──刃の怒り、このふたつが重なって先ほどの発動を見た？

　その場で立ち上がりながら、鳶雄は刃を抱だきかかえる。腕のなかで尾っぽを振る黒い子犬。……いまだ力の全容は見えてこないが、主である自分が不ふ甲が斐いなければ、自分もこの刃も危険に晒さらされる。

　……もっと、力を知らなければならない。ヴァーリとの一戦は、学ぶことが多かった。

　ヴァーリが気を取り直したのち、訊きいてくる。

「キミ、名前は？」

「幾瀬鳶雄だ」

　鳶雄がそう名乗ると、ヴァーリは手を広げて自信満々にこう述べた。

「ふっ、俺はヴァーリ。魔ま王おうルシファーの血を引きながらも伝説のドラゴン──『白い龍バニシング・ドラゴン』をこの身に宿した唯ゆい一いつ無二の存在さ」

　…………。

　……………………。

　……ま、魔王？　ルシファー？　ド、ドラゴン？　唯一……無二？

　首をかしげる鳶雄。いきなり、『魔王』と言われてしまった。しかも、『ドラゴン』らしい。……超ちよう常じよう現象が連発している身の上ではあるが、さすがに『魔王』と『ドラゴン』は突とつ拍ぴよう子しなものを超こえて、反応に困るしかない。

　鳶雄はどうにか、

「…………あ、ああ、そうか」

　作り笑顔でそう答えるしかなかった。

　とうのヴァーリは気取った口調とポージングをしながらうんうんとうなずく。

「ふっ、ついこの間まで一いつ般ぱん人だったキミにはこの領域レベルの話はまだ早いようだ」

　……どうしたらいいのか、鳶雄は苦慮するしかない。

　これは……少年のノリに合わせたほうがいいのだろうか？　ふと夏梅が近づいてきて、耳打ちする。

（……年ねん齢れい的にちょうど中二病っていうのを発はつ症しようしているようなの。なんとなく、相手をしてあげてね）

　あー、なるほど。と、鳶雄は相づちを打った。

　自分も中学生の頃ころ、似た症しよう状じようを発症した記き憶おくもあるので、言われてみると少年の仕草もよくわかることだった。

　おそらく、セイクリッド・ギアか、魔法が使えるのは確かだろう。その上で自分が魔王の血を引く、伝説のドラゴンだということなのだ。

　この歳としで超常現象を身につければ、そういう症状になっても仕方ないことかなと鳶雄はうなずく。

　──と、見守っていると、ヴァーリがいきなり独り言をつぶやき始める。

「……ああ、わかっている。今回はここまでさ。これ以上は何もしないよ」

　それを興味深く観察していると、視線に気づいたのか、彼が気取りながら言う。

「ふっ、俺のなかのドラゴンとキミの『狗』が反応しているのさ」

「……俺のなかのドラゴン……？」

　訊き返す鳶雄にヴァーリは自身の胸に親指をさしながら言う。

「言っただろう？　俺は伝説のドラゴンをこの身に宿す存在。いつだってあいつは俺に話しかけてくる」

　……そうか、話しかけてくるのか。それは……仕方ないな。この歳なら、そういうこともあるのだろうと鳶雄は無理矢理自分を納なつ得とくさせた。

　夏梅が小こ突づきながら言う。

（そういう設定なの、多分ね。合わせてあげて！）

「……あ、ああ、今度、そのドラゴンと話せたらいいな」

　顔を引きつらせながら笑みを作り、そう返す鳶雄。

「ふふっ、生なま半はん可かでは済まないぞ？　俺のドラゴンはな」

　少年の夢と設定を壊こわしてはいけない。こういうのは一過性のものだ。治るまでは見守ってあげるのが最良であり、無理に現実を押しつけて否定するのは、かえって少年の心の成長に悪い影えい響きようを与あたえてしまいかねない。

　──と、屋上にいつの間にか現れていたラヴィニア。ヴァーリに近づき、頭をなでていた。

「ヴァーくん、いい子いい子なのです」

　その手を振り払はらうヴァーリ。

「な、なでるな！　俺は子供じゃないぞ！」

　おおっ、今度は年相応に怒おこった。口調も自然だった。やはり、いままで見せていた顔は気取った中二病的なものだったのだろう。

　短時間だったが、このヴァーリという少年のことが少しだけわかったように思えた。

　ラヴィニアが言う。

「朝ご飯の時間なのです。皆みんなで食べるのです。シャークも起きたのですよ」

　──と、言っても朝ご飯を作るのは自分で、これから作れという意味合いの報告なのは重々承知である。

　ヴァーリがあごに手をやりながら言った。

「おい、幾瀬鳶雄。付き合ってくれた礼だ。──日にち燐りん食品の『ねぎみそこくまろラーメン』をくれてやる。特別だぞ」

　…………年下の男の子に上から目線でカップラーメンを振ふる舞まわれる。なんとも言えなくなりそうだったが、彼の善意なのだろうから、否定するつもりは毛頭ない。

「あ、ああ、いただくよ」

　その上で自分は五人分の手料理を作らねばならないのだろうが……。

「ったく、カップ麵めんばかりじゃおっきくならないわよ？」

　嘆なげくように息を吐きながらそうヴァーリに言う夏梅だったが、とうの本人は──、

「腹に入ればどれも同じだ。カップ麵はお湯を注げば約三分で出来上がる。空腹をすぐに満たすことに関して、これほど理りにかなっているものもないぞ」

　と、返すだけだった。少年ながらに独自の生活理論があるようだ。だが、夏梅が言うようにこの歳でカップ麵は不健全だ。……彼用の朝ご飯も用意したほうがいいなと鳶雄は心に決めた。

　夏梅は再び大きく息を吐きながら、肩かたを落としていた。

「それはともかく、片しておいてね。いくら、私たち以外に住人のいないマンションだからって、このままじゃダメだと思うし」

　鳶雄は屋上の惨さん状じように改めて困こん惑わくした。屋上は歪な刃やいばだらけだ。さて、これをどうしたものか……。

　眠ねむいのか、刃は隣となりであくびをあげていた。
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　このマンションの住人であり、新たな仲間（？）でもある銀髪の少年ヴァーリと出会った三日後──。

「刃ジン？　刃、どこだ？」

　早朝、鳶とび雄おは起き床しようするなり、ある変化に気づいた。

　──刃が、そばにいなかったのだ。

　目の前に顕けん現げんして以降、自分のもとから少したりとも子犬は離はなれたことがなかった。不思議に感じて、鳶雄はベッドの下、ベランダまで調べてみたのだが……。もしや、姿を消しているだけかと思い、声をかけてみたり、心の中で念じてもみたが、やはり出てはこなかった。

　……消失、するのかは鳶雄自身わからないが、遠くに離れていない感覚だけ感じ取れる。気配とでも言えばいいのか、それを五感以外のところで察知できていた。日に日にその感覚は強まっていく。

　この三日間で呼んだり、念じれば刃はすぐに姿を現した。しかし、それが今朝になって叶かなわなくなったということは……刃が近くにいながらもここに来られない状じよう況きようにあるということか？　それがどのような状態にあるか見当の付かない鳶雄ではあったが、部屋を出て刃を捜さがすことにした。

　部屋の扉とびらに鍵かぎはかかっていなかった。いや、寝ねる前にかけたのは確実だ。しかし、いま部屋を出るときに鍵がかけられていなかったことから、刃が開けたのだろうと思い至る。ただの犬にそのような芸当を見せられたら仰ぎよう天てんするが、刃であれば額の突とつ起き物を伸のばして鍵を解除するぐらいやってのけそうだ。

　共同フロアにも、給湯室にも刃がいなかったことから、もしやと思い、夏なつ梅めの部屋に歩を進める。チャイムを鳴らそうとするが……ドアが半開きだった。訝いぶかしく感じながら、鳶雄はおそるおそるチャイムを鳴らす。しかし、返事はない。──が、中から誰だれかが話す声だけは聞こえてきた。

「────」

「────っ！」

　女の子二人の声だ。……部屋の主あるじである夏梅と、ラヴィニアだろうか？　何やら大きな声が発せられていた。どうしたものかと思し慮りよする鳶雄だったが、ふいに部屋の扉がバンと勢いよく開け放たれる。

　半開きのドアから飛び出してきたのは──刃だった！　全身をびっしょり濡ぬらしている。主である鳶雄を見かけるなり、背後に回ってブルブルブルと全身を震ふるわせた。水しぶきが鳶雄にかかってしまう。

「刃、捜したんだぞ。……風ふ呂ろにでも入っていたのか？」

　自分が寝ている間に部屋を抜ぬけ出て夏梅のもとに行っていたのかと鳶雄は状況を吞のみ込んだ。そのまま、風呂に入れられたのだろう。考えてみれば、出会ってから一度も風呂に入れてなかった。ただの犬ではないが、それでも鳶雄が反省するべき点である。

「……幾いく瀬せくん？」

　ふいに夏梅の声が聞こえてきた。鳶雄が、視線を声のするほうに向けてみると──開け放たれたドアの先、廊ろう下かに立つ全ぜん裸らの少女の姿があった。

　……スレンダーな肢し体たいが、生まれたままの姿で立っている。いやしかし、服の上からわからない質量もそこにあった。突とつ然ぜんのことに、鳶雄も夏梅も全身を強こわ張ばらせて固まってしまうが……さらにそこへ追い打ちとばかりにもうひとりの少女が現れた。

「トビーなのですか？　刃ちゃんを迎むかえにきたのですね」

　風ふ呂ろ場ばから全裸のままで出てくる金きん髪ぱつ少女──ラヴィニア！　こちらは夏梅以上に女性らしい凹おう凸とつが強調された体だった。以前にベッドの上に現れたとき以上のものが、視線の先にある。

「…………な、なななななななっ」

　この状況に徐じよ々じよに赤面していき、ついには風呂場に戻もどってしまう夏梅。鳶雄も顔を下に向けて「ゴメン！」と謝るしかなかった。まさか、半開きの扉の向こうで、このような状況が生まれていたとは予想もできなかった。

　風呂場から夏梅が叫さけぶ。

「……朝起きたら、ラヴィニアがいつものように私の部屋で眠っていて！　けど、今回は刃ちゃんを抱だきながら寝ていたの！　その流れで……皆でシャワーを浴びることになって……ああもう！」

　説明をしながらも動どう揺ようした様子の夏梅だ。当然だろう。同い年の異性に裸はだかを見られれば、女子なら誰でも動揺する。それは鳶雄も同じだ。

　しかし、このなかでも一名だけ空気を読めずにいる者もいる。ラヴィニアが全裸のまま、扉から出てきて鳶雄の手を取った。

「トビーもシャワーを浴びるのです」

　裸ら体たいを隠かくすことすらせずにそのようなことを言い出してきたのだ！　鳶雄はたまらなくなり、夏梅に向かって叫んだ。

「皆みな川がわさん！　ラヴィニアさんを早く止めてくれっ！」

　このマンションは健全な男子にとって、恵めぐみのようでもあり、試練のようでもある。







　朝、例のビデオを見せられた部屋に集つどう面々──鳶雄、夏梅、鮫さめ島じま、ラヴィニア、ヴァーリ。

「……ったく、ここに顔を出してみりゃ、何があったんだか……」

　半眼でそうつぶやくのは鮫島だった。妙みようによそよそしい鳶雄と夏梅の姿にどこか勘かんづくところがあったようだ。あのようなことがあった直後だ。二人の態度に変化があってもおかしくはない。結局、夜中に部屋を抜け出した刃は、寝ぼけて自室から出てしまっていたラヴィニアに捕つかまり、夏梅のところに上がり込んでいたようだ。経けい緯いにも驚おどろくが、刃の行動にも興味が尽つきない。……夜中の散歩をしたかったのだろうか。

　そのようなことがあった朝でも、鳶雄は朝食の準備だけは完かん了りようさせていた。

　テーブルの上に並べられる一品一品。今日の献こん立だては、目玉焼きにウインナーとソテーしたほうれん草を添そえたもの、焼いた鮭さけの切り身、色とりどりのサラダ、味み噌そ汁しるといったごくごくありふれたメニューであった。だが、味噌汁は出だ汁しを取ったものであり、目玉焼きもウインナーも鮭の切り身も、焦こげひとつ見当たらない完かん璧ぺきなものだった。白米も、わざわざ圧あつ力りよく鍋なべで炊たいたものであり、炊きあがったばかりのせいか、米こめ粒つぶひとつひとつが見事に立っていた。ちなみにサラダにかかっているドレッシングも鳶雄のお手製だ。

「こんなものしか用意できなかったけどいいかな？」

　謙けん遜そん気味にそう言う鳶雄。正直言うと、亡なくなった祖母と幼おさな馴な染じみである紗さ枝えにしか自身の料理を食べてもらったことがないため、毎食の調理に自信がない。

　だが、このような追い詰つめられている現状のなかでまともな食事にありつける、夏梅はその喜びに満ちていた。

「わーおっ！　やっぱり、幾瀬くんをお料理当番にして正解だったわ！」

　皆がいただきますをする前に鮫島が味噌汁を啜すすっていた。途と端たんに表情を破顔させる。

「やっぱ、うめぇな」

　不良の舌も唸うならせるものがそこにあった。鮫島同様、ラヴィニアもひたすらパクついていた。

「トビーのお料理は最高なのです」

　夏梅も「いただきます」と言ったのちに箸はしを進めだした。

「うーん、美味しい！」

　夏梅からの評価は今日も上々だったようだ。誰も箸を止めないため、どうやら今朝の献立も成功したようだと鳶雄は安あん堵どの息を漏もらした。食事の当番に任命されてからというもの、皆みんなの機き嫌げんを損そこなわないメニューを心がけていた鳶雄であった。ここにいるメンバーは日常を逸いつした状況に置かれている身の上だ。食事ぐらいはまともなものを作って振ふる舞まいたいと心に決めていた。

　──と、無言で箸を進めるヴァーリの姿を見て、夏梅がイタズラな表情を浮うかべる。

「あーら、ヴァーくんったら、随ずい分ぶんと夢中になって食べているじゃない？　カップ麵めんさえあれば食事なんてどうでもよかったんじゃないの？」

「……勘かん違ちがいするな。この食事から得られる栄養分に興味があっただけだ」

「栄養分ときましたか。まったく、素す直なおじゃないんだから」

　カラカラと笑う夏梅。ヴァーリも文句を言いながらも箸を止めなかった。そう、この歳としの男子が朝からカップ麵なんて不健全だ。こんなありふれた食事でよければ、毎日でもこの子に食べさせたほうがいいだろうと鳶雄は感じていた。

　夏梅とのやり取りを受けて鮫島が「くくく」と笑いを漏らす。

「ルシドラ先生は生意気盛ざかりだからな」

「むっ、鮫島綱こう生き。そのルシドラとはなんだ？　俺のことか？」

　ヴァーリが眉まゆを吊つり上げて鮫島に問う。

「ああ、ルシファーでドラゴンなんだろ？　なら、略してルシドラでいいじゃねぇか」

　鮫島の言葉に機嫌を損なったのか、ヴァーリは口をへの字に曲げる。

「むむっ、違ちがうぞ。俺は魔ま王おうルシファーの血を引きつつも、伝説のドラゴン『白い龍バニシング・ドラゴン』をこの身に宿すという──」

「あー、はいはい。ルシドラルシドラ」

　ヴァーリの『設定』を軽く流してしまう鮫島に少年もついに異を唱える。

「むぅ、皆川夏梅。この不ふ逞ていな輩やからに俺の貴重性をもっと強く言い聞かせないとダメだぞ」

　子供のようなやり取りをする鮫島とヴァーリの姿に夏梅も息を吐はくばかりだ。

「ったく、食事中にケンカしないの」

　夏梅はウインナーのひとつをグリフォンに放ほうり投げると、鷹たかはそれをうまくキャッチして飲み込んでいく。独立具現型とされる刃、グリフォン、白びやく砂さも食事をするが、それは通常の動物──鷹や猫ねこ、犬の食事ほど気を遣つかう必要はなく、主が与あたえるものは肉でもフルーツでもなんでも食べた。いままでひとつも異常が見られないのだから、本物の動物のように食べ物に制限があるわけでもなさそうだ。
















　そもそも刃たちに食事が必要なのかどうかさえ、鳶雄はわからないでいる。今度、『総そう督とく』と話すことがあれば、その辺りを聞きたいものだ。

「ヴァーくん、いい子いい子なのです」

　ラヴィニアは不ふ機き嫌げんなヴァーリの頭部を撫なでていた。

「だから、俺の頭をなでるな！　子供じゃないんだぞ！」

　普ふ段だんクールな少年は、このようにちょっとからかうだけで年相応の顔を見せてくる。

　非日常のなかでも、この食事風景だけは鳶雄にとって癒いやしのひとつだった。







　食事を終えた面々は、ミーティングを始めていた。

　──あれから三日過ぎ、ようやく次の行動に出ようと決めていたからだ。

「それで、どうする？　今日、動くんだろ？」

　食後のコーヒーをぐいっといきながら、鮫島が鳶雄たちに訊いてくる。

　夏梅はうなずき、『総督』から得ていた例のファイルをテーブルの上に広げた。この一帯周辺を記した地図だった。

　夏梅が地図を前に言う。

「ええ、動くわ。とりあえず、前に言った通り、同級生の遺族の動向を探さぐりましょう」

　そう、三日前に夏梅はウツセミと化した同級生たちの遺族が、どこも謎なぞの引っ越こしをおこなっていることに気づいた。どの家庭の引っ越し先もわからずじまいだったのだ。

「あれだけ大きな事故があったのだから、これだけの集団失しつ踪そうをメディアが気づかないというのもおかしな話よね」

　それは夏梅の言う通りだった。あれだけ国内を騒がせた事件だ。その遺族がこぞっていなくなれば、メディアのどこかが気づくだろう。しかし、そのことは報道されていない。不自然なほどに取とり沙ざ汰たされていなかった。

「……機関、というよりも五大宗家が事前に情報統制したとか？」

　鳶雄がそう口にする。この国の古くから裏側にいるという異能力の集団。それぐらいの力があってもおかしくはないのではないかと鳶雄は思う。

　これに夏梅も肯こう定てい的にうなずいた。

「……仮にどこかのジャーナリストが勘づいて動いたとしても、消されているでしょうね」

「まず間ま違ちがいなく、消されていると思うのです」

　ラヴィニアも静かに怖こわいことを口にしていた。

　ヴァーリも腕うでを組みながら言う。

「彼らの大本──五大宗家は家に連なる者から出た不備は正すという絶対の戒かい律りつがあるそうだ。『虚うつ蟬せみ機関』のはみ出し者たちは、現時点で五大宗家から粛しゆく清せいの対象となっているだろうな。同時に機関が出した不備をも宗家の者たちが抹まつ消しようし始める。つまり、五大宗家に触ふれる者は誰だれとて許さないというスタンスだ」

　……関かかわった者は、すべて消すということか。それは、機関の者たちが、宗家を見返すためにおこなっている『四し凶きよう計画』に関わった者も含ふくまれる……？　となると、自分たちも──。

「…………」

「…………」

　自分と同じことに思い至ったのか、夏梅も鮫島も渋しぶい顔をしていた。自分たちだけではなく、親しい者にも非日常の手が伸のびるということを案じたのだろう。

　夏梅、鮫島は家族について、あまり口にしなかった。二人は生まれと育ちに事情を抱かかえているようで、深くは語ってくれなかったのだ。ただ、『総督』の組織が『四凶』をはじめとした生存組と親しい者たちを保護下に置いているそうで、現状では『虚蟬機関』の者もおいそれと手は出せないという。

　あくまで『現状』だ。今後、状じよう況きようが変わればその限りではなく、保護しきれないことも起こるかもしれないと警告されている。身内を攫さらわれて自分たちを招き寄せるために使われたらたまったものではない。

　不幸中の幸いといえばいいのか、鳶雄には肉親と呼べる者はすでにいなかった。祖母が亡くなった時点で、家族というものを鳶雄は失っている。だが、自分は……『姫ひめ島じま』に連なるとされている。いずれ奴やつらにもそう見られる可能性は高い。……今後、それを理由に狙ねらわれても不思議ではないのかもしれない。

　夏梅が頭を横に振ったのち、あらたまって言った。

「どちらにしてもこちらも動かないと狙われっぱなしなだけで現状を打破できないわ。──動きましょう」

　鳶雄もその意見に賛成だ。動かなければ、紗枝に行き着かないだろう。恐きよう怖ふに縮こまったままでは、彼女と再会できそうもないのだから。

　夏梅が会話を続ける。

「同級生の引っ越し前のお家うちに行こうと思うの。何か、手がかりがつかめるかもしれないから。……何ひとつ残さずに消え去るなんてことはあり得ないはず。それに──」

　夏梅が視線をラヴィニアに向けた。ラヴィニアがひとつうなずく。

「はい、そのお家に行って、私が探たん索さく系の魔ま法ほうを使うのです。きっと、何か見つかると思うのです」

　魔法で探索ができる、か。しかし、ラヴィニアの目的も謎が多い。彼女の組織が追っている者とやらが、『虚蟬機関』に協力しているそうなのだが……。五大宗家のはみ出し者たちは、いったいどこまで手を広げているのだろうか……？

　異能集団、魔法使い……。知らない世界、非日常な出来事……。これが夢であればどれだけ楽なことか。

　鮫島が夏梅に問う。

「同級生ったって、二百人超こえてんだぞ。どこから当たるつもりだ？　手当たりしだいか？」

「それは──」

　夏梅は言い淀よどみながら、鳶雄に視線を向けていた。




　　　　２




　移動は電車とバスでおこない、目的地の近くに着いてからは徒歩で住宅街のほうへ向かう。大きな通りから少し離はなれたところに、東とう城じよう紗枝の自宅は存在していた。なんの変へん哲てつもない二階建ての家屋だ。

　そう、鳶雄たちは、紗枝の家に向かうことで意見を合がつ致ちさせた。これには夏梅の直感も含まれている。

　夏梅はマンションで言った。

「彼らは、鮫島くんの友達と、幾瀬くんの幼おさな馴な染じみの名前を口にしたわ。少なくとも彼らは同級生のなかで私たちが特に親しかった者を認にん識しきしているはず。つまり──」

　その言葉に鳶雄が続く。

「関連のありそうなところに俺たちが顔を出すかもしれないと予想を立てる」

　首を縦に振る夏梅。

　それは同時にあちらが、こちらの赴おもむきそうな場所に罠わなを仕し掛かける可能性も非常に高いことを意味する。すでにあちらは幹部を二人も釣つり出された上に顔も見られており、計画の内容もある程度まで知られた手前がある。

　それに比べ、こちらは日に日に力を増しているのだ。あちらの行動が慎しん重ちようになり、関連した場所にも目を瞠みはって罠のひとつでもかけていてもなんらおかしくはないということだ。

　それ以前に自分たちが『総督』の組織──グリゴリと関係を持ったことはあちらも認識している。同級生の遺族たちが一いつ斉せいに引っ越ししている不可解な行動にこちら側が気づくと予測するだろう。

　夏梅が言う。

「あちらとしても、こっちが友人知人を助けたいことはわかっているでしょうから、いつまでも身を潜ひそめてはいないだろうと踏ふむわ」

　鮫島が肩かたをすくめた。

「俺らが力をつけてきてるから、調子に乗って関係する場所に現れるかもしれねぇって奴らが思ってもおかしかねぇわな」

　うなずく夏梅が鳶雄に目線を向けながら、はっきりとこう断言する。

「こっちが力をつけている上に幾瀬くんというイレギュラーな人が飛び込んできている現状……あっちとしても次に仕掛けてくるなら、これまで以上のものを投入してくるでしょうね。それが杞き憂ゆうだったとしても、同級生の家で手がかりがつかめたとしたら前進できる。どちらにしろ、彼らに繫つながる何かを得られる可能性は高いと思うの」

　そういう意味で同級生の元自宅に赴くのは、進展が望めるということか。……夏梅の言った後者はともかく、前者である「これ以上のものを投入してくる」という予想は実に恐おそろしげだ。

　しかし、あちら側の立場で考えてみれば、いままでの仕掛けが効かなくなったとしたら次の一手に移るだろう。それはこれまで以上の手で攻せめる意味合いを示す。

　……こちらが力をつければ、戦いも苛か烈れつ化していく……。三日間の特訓が功を奏せばいいが……付け焼き刃ばに等しいとも言える。紗枝に一歩ずつ近づくなかで、不安も増す一方である。

　そして、マンションでの話し合いの結果、足を運ぶ先は紗枝の家ということになった。理由は、引っ越しの手がかりをつかむのもそうだが、何よりも鳶雄──祖母に繫がるものを探したくなったからだ。

「……ばあちゃんが紗枝のご両親と親しくしていて、生前に死後のことも含めていろいろと話したと聞いたからさ」

　そう、祖母の葬そう儀ぎのあと、紗枝のご両親に呼び出されて、頼たのまれたものがいくつもあると聞かされた。生活面でのこと、金銭面でのこと、それは多た岐きにわたった。

　そのなかに、成人したあとに孫に見せてあげてほしいと懇こん願がんされたものも含まれていると、事前に聞かされていた。

　紗枝の両親は連れん絡らくもなく引っ越しをしたため、そのあたりが曖あい昧まいになってしまっていた。いま思えば、人のよかった紗枝のおじさんとおばさんが別れのあいさつもなく旅立ったという点以上に、祖母の遺品についてまったく言げん及きゆうしてこなかったなんてあり得ないことだ。おじさんとおばさんが紗枝を失ったショックで距きよ離りをおきだしたと勝手に解かい釈しやくしていた自分の認識の甘さに腹が立つほどだった。

　鳶雄は、遺品が気になって仕方がなくなった。その代しろ物ものは紗枝の家にあったと思われる。引っ越しが完かん了りようしているあの家にいまそれがあるとは思えないが……。しかし、引っ越し先が判明すれば探しに行ける可能性が強まる。

　祖母が遺のこしたものはおそらく『姫島』に関連するものか、自分のこの異能に関するものだと思われる。前者であれば、自分の出自と敵の実情を少しでも知れるだろう。後者は刃の力に関してわかることがあるかもしれない。どれも情報として確実性に欠けるが、見つければ逆転の一手になる可能性を秘ひめている。

　いま、鳶雄たちにとって自分の能力や敵に関する情報はひとつでも重要だ。それらを加味して、紗枝の家に行くことに全員で同意したのだった。

　ただ、ヴァーリのみが、

「悪いが、俺は『総そう督とく』の個人的な頼み事を聞かないといけない立ち位置なんでね。今日、キミたちとは行動を共にできない」

　そう言い残して、先にマンションを出て行った。

　そのため、紗枝の家に向かっているのは、鳶雄、夏梅、鮫島、ラヴィニアの四名のみである。バイクでの移動に慣れていた鮫島は、電車での移動中、

「……どうにも電車は慣れねぇ」

　と、ぼやいていた。

　さて、その四名で紗枝の家の前にまで来たわけだが……。

　少し離れたところから見ても、生活感がまるで感じられない。窓がすべて閉まっており、表札の名前も消えている。手入れされていない庭の草は伸びきっていた。

　おばさんが庭で草花に水をまいていた記き憶おくが蘇よみがえる。おじさんは休日に庭の椅い子すに座ってよく本を読んでいたものだ。

　この庭で、ゴールデンレトリーバー相手に悪あく戦せん苦く闘とうもしたんだったな……と、鳶雄は懐なつかしむ。

　そのことを思い出すと同時に、紗枝の笑え顔がおが蘇る。この家のどこを見ても彼女との思い出が脳のう裏りに浮うかび上がり、胸をしめつけられるが、いまはそれを抑おさえて家の様子を探さぐらねばいけないのだ。気持ちを切り替かえ、家の観察を再開する。

　気のせいか、周囲の民家からも人の気配がしない。いま自分たちがいる場所が、酷ひどく寂さびしく感じる。昼間なのに、雰ふん囲い気きが暗い。以前はこんなことはなかった。しかし、いまは周辺から、あまりに生活感が伝わってこないのだ。

　四人は、門を開け、玄げん関かんの扉とびら前にまで足を運んでいた。鍵かぎがかかっているかどうか確認する。玄関の扉は簡単に開いた。鳶雄と夏梅は鍵がかけられていないことがわかると、全員と顔を見合わせる。

　鮫島が家を見上げながら言った。

「……すでに誰だれも住んでいないとはいえよ、鍵ぐらいは閉めるだろうよ。じゃなきゃ、この土地の管理者はとんだ無能だ」

　そう皮肉を口にしながらも彼は肩に白い猫ねこを乗せる。いつ何が起きてもいいように警けい戒かいを強めたのだ。

　これを、罠と見るか否いなか。

　ラヴィニアが言う。

「というよりも、この家を中心にこの一帯は人ひと払ばらいの術がかけられているのです。私たちのような異能を有する者以外に認識できなくされているので、ある意味、管理されているといえば管理されているのですよ。日本の方術、神しん道とう、陰おん陽みよう道どうは、この手の『隠かくす』『退ける』といった『祓はらい』の力に秀ひいでているのです」

　……つまり、この家は普ふ通つうの人間に知覚できないようにされているのか。自分たちがこの家を捉とらえることができるのは、セイクリッド・ギアや魔法を得ているから？　しかし、そうなるとこの家だけじゃなく、他ほかの同級生の家もこうなっているのだろうと予測できる。

　セイクリッド・ギア──刃とグリフォンを自分たちの近くに置く。ここに何があるかはわからないが、一度人目のつかないところへ足を運べば、そこはウツセミの領域。いつ襲おそわれてもおかしくないのだ。こうしている間も、ウツセミはうしろから近づいてきているかもしれないのだから。

　おそるおそる扉を開け、玄関へ侵しん入にゆうしていく。玄関には、鳶雄が目にしたことのある小物や額に入れられた絵。以前来たときに見たそのままの風景だった。

　……引っ越こししたというのに、家財道具一式移動していないというのか？　『虚蟬機関』がおこなった行動は、やはりただの引っ越しではないということだろう。

　閉めきられているため、昼間なのに家の中は薄うす暗ぐらい。そのなかを四人は進んでいく。玄関では靴くつを脱ぬがなかった。いつでも駆かけ出せるようにしておく。

　夏梅は懐かい中ちゆう電灯を点灯させ、暗い室内を照らしていった。

　まずは、一番近くの部屋。静かにドアノブを回し、少し開けて中にライトを当てて確認する。──何もないようだ。

　室内はテーブルやソファーもそのままだ。引っ越し自体はされていないということだ。移動したのは──人。紗枝の両親のみ。おそらく、他の同級生の家でもこうなのだろう。

「手分けして、調べましょう。何か見つかったら、例のラヴィニアの魔ま法ほうで相そう互ご連れん絡らくよ」

　鳶雄たちは夏梅の意見にうなずき、ラヴィニアの魔法で作られた光の結けつ晶しようを耳に入れたあと、二手に分かれて奥へと足を進めた。







　鳶雄とラヴィニア組は、扉を開けリビングに進む。テレビやテーブル、枯かれた観葉植物が目に入る。観葉植物は葉が落ち、床ゆかに散らばっていた。

　キッチンにも冷蔵庫や電子レンジなどの家電が残っている。電気は止められていたが、冷蔵庫のなかはそのままになっており、腐くさった食材が異い臭しゆうを放っていた。水道の蛇じや口ぐちをひねるが、さすがに水は出ない。

「…………」

　時折、ラヴィニアが立ち止まって床に杖つえで円えん陣じんを描えがいて呪じゆ文もんらしきものを唱えている様子だった。光の軌き跡せきを生みながら円陣が床に浮かび、儚はかない輝かがやきを発したあとで消えていく。

　……魔法、というやつなのだろう。事前に聞いていた話通りであれば、彼女がしているのは、ここの住人の足取りを探るものだと思われる。

　足音が聞こえ、警戒するが、現れたのは夏梅と鮫島だった。彼女たちもこちらを確認すると、頭かぶりを振ふる。あちらも何も見つけていないようだ。

　四人はリビングの真ん中に立ち、改めて辺りを見み渡わたしていた。

「ここ、そのまま？」

　夏梅の問いに鳶雄はうなずいた。

「ああ、まんまだ。引っ越しはされていないね。いなくなったのは──おじさんとおばさんだけだ」

　それが鳶雄の答えだった。物が残され、住人だけがいなくなっている。つまり、『虚蟬機関』が欲ほつしたのは、陵りよう空くう高校二年生の肉親──。それが何を意味するのか、鳶雄たちは知らないが、嫌いやな予感を覚えてならない。

　鳶雄は人差し指を上に向けた。

「俺、二階のほうを調べてみる」

　鳶雄の提案に、夏梅も「じゃあ、私たちはこのまま一階をもう少し調べてみるわ」と答え、四人は再び分かれた。

　鳶雄とラヴィニアが、一度玄関のほうまで戻もどり、階段を上ろうとしたときだ。二階に人ひと影かげらしきものを視界に捉えた気がした。ラヴィニアに視線を配らせれば、同様に感じ取ったのか、上に目を向けている。彼女は耳を押さえて言った。

「……夏梅、シャーク、警戒をしておいてほしいのです」

　それは戦せん闘とうを覚かく悟ごしろという通告だ。一気に住宅内を緊きん張ちようの空気が支配し始めていた。

「……刃」

　鳶雄は、静かにパートナーを呼び、先導させる。生なま唾つばを吞み込みながら、子犬のあとに続いて階段を上っていく。

　刃は小さな体で一いつ生しよう懸けん命めい階段を一段一段上っていった。先に二階についた刃は、鼻をひくひくとさせながら匂においを嗅かぐ。特に何もないとわかると、尾おをこちらへ向けて振ってくれた。少し安あん堵どして、鳶雄は階段を上りきる。

　刃の存在は大きい。こんな小さな体だが、なんと心強いことか。ひとりだったら、人影を見かけただけで恐きよう怖ふに包まれ、パニックになっていたことだろう。

　緊張のなかで、脳を動かせるのは刃や仲間たちのおかげだ。

　二階に上がった鳶雄は、紗枝の自室へと足を向ける。埃ほこりが目立ってきた廊ろう下かを進み、紗枝の部屋のドアノブをゆっくりと回した。

　この部屋には、何度も入ったことがある。他の女の子の部屋がどんなものだかわからないが、室内はいつでも整理整せい頓とんがされており綺き麗れいだった。

　ベッドや机はそのままにされていた。机の上には、何も置かれていない。鳶雄は、机まで近づき、そのひきだしを開けていく。中には教材やノートが入っていた。

　紗枝の机を調べるのは気が引けたが、それでもひきだしを開けていき、鳶雄はとあるノートに気づいた。取り出すと、それは紗枝の日記だった。

　手にして、ペラペラとめくっていく。他た愛わいもない日記だ。よく読めば自分のことに関しての記述が多くて心底気き恥はずかしくなり、直視できない。だが、ひとつひとつおもしろおかしく書いてくれてはいたようだった。

　旅行前日の日記に目が留まる。

『五月○日晴れ　明日はついにハワイへ旅行だというのに、鳶雄の具合は完治していない。一いつ緒しよに行きたかったけど、仕方ないよね。明日は朝一に鳶雄の顔を見てから、空港へ向かおうと思う。明日は早い。早く寝ねなきゃ』

　その日の記述を最後に、日記は途と切ぎれていた。当たり前だ。持ち主はいま不在なのだから──。

　ラヴィニアが魔法を床に刻み終わると、紗枝の部屋をあとにして、鳶雄たちはおじさんおばさんの部屋に足を向ける。

　二階の奥にある紗枝の両親の部屋──。……この家から消えたのが、紗枝の両親だけとわかった今、鳶雄の祖母が紗枝の両親に託たくしたとされるものが、この家に残っている可能性は高まった。

　紗枝の両親の部屋に入った鳶雄は、申し訳ない気持ちを抱いだきながらもタンスや棚たなを調べていった。だが、それらしいものは一いつ切さい見つからない。──と、クローゼットの奥に金庫を見つける。もしやここに……と鳶雄が意識を向けた。

　そのとき、キィという部屋の扉が開く音。鳶雄とラヴィニアがそちらに振り返ると、扉の向こうに一人の少女が立っていた。その姿に見覚えがある。当たり前だ。

「紗枝！」

　目の前に現れたのは、幼おさな馴な染じみである紗枝その人だ。こちらをジッと見つめている。

　……ようやく、会えたっ！

　目元が潤うるみ、いますぐに駆け寄りたい気持ちに駆られるが、それを必死に堪こらえた。

「紗枝、俺だ。わかるか？」

　しかし、鳶雄が呼んでも、こちらの姿を捉えても、紗枝に変化はなかった。目の前の紗枝は薄うすく不気味な笑みを浮かべるだけだ。鳶雄の視線がとあるものを捉える。

　左手に数じゆ珠ず──。

　それは、見覚えのあるものだった。祖母から譲ゆずり受けた大切な数珠である。旅行の前に紗枝に渡わたしたものだった。

　鳶雄は悲ひ愴そうな表情を浮うかべることしかできなかった。

　いままでの経けい緯いから鑑かんがみれば、彼女もまたウツセミとなっていることだろう。だとしたら、彼女をその状態から救わなければ意味がない。

　だが、安易に刃に命令は出せない。紗枝を斬きるなんてこと、できようはずがない。

　ラヴィニアもこちらの様子を察して、静観していた。

「やはり、斬れないかね」

　第三者の声が廊下から聞こえてくる。部屋に入ってきたのは──三つ揃ぞろいの背広を着た初老の男性。見覚えがあった。そう、それはあのデパートでの戦闘のときだ。童どう門もんと名乗った男を助けに現れた謎なぞの男性……。その男が眼前に現れたのだ。

　……この男は、童門に『姫島』と呼ばれていた。

　精せい悍かんな顔つきの男が静かに口を開く。

「私は姫島唐棣はねずというものだ。すでに知っているかもしれないが、『虚蟬機関』という組織の長おさをやっている」

　そうか、この男が一連の事件を起こした組織の長──。

　……いきなり、敵の親玉が登場したということになる。まさか、紗枝を伴ともなって現れるなどと露つゆほどにも思わなかった。

「……五大宗家」

　鳶雄がそうぼそりとつぶやく。

　それを聞いて男──姫島唐棣は興味深そうにあごに手をやった。

「ふむ、どうやら黒き翼つばさの一団より情報は得ているようだ。ならば早い。──『四凶』を有するキミたちを迎むかえ入れたいのだ」

「…………」

　自分はその『四凶』ではない。彼らの計画からすれば、イレギュラーな存在だ。

　しかし、男は口元を笑えます。

「むろん、キミのことも欲ほしいと思っている。幾瀬鳶雄。──いや、姫島鳶雄と呼んだほうがいいのだろうか？」

　……こちらのことをすでに調べているようだ。

　男──姫島唐棣は話を続ける。

「キミは知らないだろうが、キミのおばあさん──朱あげ芭はは『姫島』宗家の一員だったのだよ。残念ながら姫島の望む力にあまり恵めぐまれず家を出されてしまったが……」
















「……俺は幾瀬だ。姫島は祖母の旧きゆう姓せいに過ぎない」

「キミがそう思っても、この国の裏で動く者たちにとっては姫島の血は大きい。しかし、皮肉だ。宗家を追われた者の系けい譜ふに『狗いぬ』が生じようとは……」

　姫島唐棣は、視線を下に向けて、刃を捉とらえていた。その瞳ひとみは暗く、感情を一切乗せていない。先ほどの笑みも作られたもののように感じ取れた。

「……正直言うと、私の本ほん懐かいは半ば果たされたと思っている。──幾瀬鳶雄、キミの登場でね。あの姫島から『雷らい光こう』の娘むすめ以上の『魔ま』が生まれた。しかも、正確には『雷光』の一件以前に誕生していたことになる。これほどの喜劇はないのだよ。神しん道とうと『朱雀すざく』を司つかさどりし姫島が『朱』ではなく、『漆しつ黒こく』を生みだしているのだから。キミを認にん知ちしたあとの『姫島』宗そう主しゆの顔を思い浮かべるだけで、私は十分に満たされるだろう」

　男は首を横に振る。

「だが、我が同どう胞ほうたちの心中はそうはいかない。……最後まで『計画』に準ずるのがあの組織を束ねる者のつとめなのだ」

　…………。

　……男は理解のできないことを口にする。鳶雄は、姫島唐棣が何を話しているのか、まるで解することができない。ただ、彼が口にする言葉の端はし々ばしに怨えん恨こんめいたものが根深く渦うず巻まいているのは感じ取れた。

　男はかまわずに続けた。

「幾瀬鳶雄、私たちに力を貸してはくれまいか？　いや、仮に私たちを斬り伏ふせたとしても、そのときは──私たちに代わり、五大宗家のバケモノたちを倒たおしてはくれまいか？」

「……勝手な言い分だ。しかも意味のわからないことばかり……っ！」

　一方的な物言いに鳶雄は不快感を露あらわにしていた。この期ごに及およんで力を貸せとまで言ってくるとは……っ！　何よりも紗枝の隣となりでそのような戯ざれ言ごとを宣のたまうのがたまらなく感情を逆なでてくれる。

　男はそれを見て初めて感情の乗った笑みを愉ゆ快かいそうに浮かべた。

「……キミを一本の禍まが々まがしい刃に仕立てあげるのが、私のつとめなのかもしれないな」

　男が指を鳴らす。刹せつ那な──姫島唐棣の隣に立っていた紗枝が一歩前に出て、左手を横に薙なぐ。すると、彼女の足あし下もとの影かげが、意思を持ったようにうごめきだして、部屋全体に広がっていく。闇やみに支配される室内。広がった影が盛り上がり、形を成していった。

「──これは」

　目を見開いて驚きよう愕がくするしかない鳶雄の前に現れたのは──部屋の大半を埋うめ尽つくすばかりの巨きよ大だいな一いつ匹ぴきの獣けもの。漆黒の毛並み──鬣たてがみを有した獅し子しだった。世界最大の獅子であるバーバリライオン以上と思える体たい軀くをしている。殺気にまみれるギラついた金色の眼光。剝むき出しの鋭するどい牙きばを覗のぞかせて、低いうなり声をあげていた。

　ぞわっと全身の毛穴が広がり、冷たいものが伝わっていく感覚──。肌はだに突つき刺ささるようなプレッシャーから、鳶雄は強制的に思い知らされる。……この獅子は、いままで戦ったウツセミとはまるで違ちがう。根本的な『作り』からして、桁けた違ちがいのバケモノだと──。

　全身を恐怖に震ふるわせる鳶雄だが、刃だけは獅子を前にしても果か敢かんに、一切怖おじけずに、威い嚇かくの姿勢を崩くずさなかった。それは相手との実力差を把は握あくできずにいたずらにうなり声をあげているものではない。

　──主あるじを守るため、小さな体を必死に奮い立たせて対たい峙じしているのだ。

　刃のあまりにも健けな気げで忠義な姿に、鳶雄は感動すら覚えて逃にげる素そ振ぶりも恐怖に戦おののく姿も決して見せなかった。そんなことをすれば、刃の勇気を裏切ることになる。それだけは絶対にしちゃいけない。それがこの子犬の主としての役目なのだ。

　姫島唐棣は紗枝の影から出現した獅子の横に位置して言う。

「……私たちに協力してくれている魔ま術じゆつ師しの一団と共に開発しているものだ。──『勇気を失った獅子カウアドリ・レオ』と呼んでいる。我々の『四凶計画』の中ちゆう核かくを担になう実験のひとつだ。東城紗枝だけが唯ゆい一いつ、この試験体に適応できた」

　……紗枝が、この獅子を使し役えきしているというのか？　獅子から漂ただよう雰ふん囲い気き、身にまとう殺意があれらと一線を画すのは嫌いやというほどわかる。

　ラヴィニアが珍めずらしくも忌いま々いましそうに獅子を睨ねめつけながら男に言う。

「……獅子……三体のうちの一体はすでに顕けん現げん化できつつあるというのですか。『彼女たち』の実験は実を結ぼうとしているのですね？」

「……『灰色の魔術師グラウ・ツアオベラー』の少女よ。伝える時間があるのなら、フェレス卿きように伝えておくといい。──彼女たちは本気だと」

　それを聞いてラヴィニアは心底不快そうな声こわ音ねで漏もらした。

「…………不愉快な限りなのです」

　ラヴィニアが杖つえを男に向けるなかで、鳶雄の耳に魔ま法ほうの通信手段を介かいして夏梅の声が聞こえてくる。

『幾瀬くん！　この家、囲まれているみたい！』

　──っ！

　それを聞いて背後を振ふり返る鳶雄。部屋のベランダに目を向ければ、そこには怪かい物ぶつ──ウツセミを伴った同級生の姿が見受けられる。敵意に満ちた視線でこちらに殺気を放っていた。二階のこのベランダにも来ているということは、家の周囲、庭にもウツセミが群がっているに違いないだろう。

　ちらりと目線を姫島唐棣に向ける。男は肩かたをすくめた。

「ここでやり合うかね？　私は別にそれでもかまわない。──が、ひとつ提案だ」

　男は指を一本あげながらこう続ける。

「キミたちがよければ、我々の研究施し設せつに案内しよう。キミたちが求める同級生もすべてそこに待機しているし、彼らの肉親も健在だ。考えたまえ、この獅子と、この家を囲む多くのウツセミを退けるのは、いかにキミたちといえど無事には済まない。こちらとしても、できるだけ穏おん便びんにキミたちを招きたいのだが？」

　それは彼らが自らアジトに招くことを意味している。もっとも、無条件でこちらが拉ら致ちされることにも相そう違いないが……。しかし、追い求めていたものがすべてそこにあることも事実だ。

　──チャンスとみるか、絶体絶命とみるか。

　どちらにしても、ここを切り抜ぬけるには犠ぎ牲せいが伴う。勝つのは……正直、現状では無理に等しい。『影からの刃』を限定条件つきながら、三日間の訓練で習得しつつあるが、この獅子と姫島唐棣を前にしたら、決め手に欠けるに違いない。

　あの童門という男ですら、ウツセミ以上の力を持っていた。そのような異能の使い手を束ねる男が、童門よりも弱いわけがないだろう。

　何よりもこの狭せまい室内では、『影からの刃』はもちろん通常の攻こう撃げきだろうと、動きに制限は生じる。刃の小さな体ならここでもある程度は動けるだろうが……紗枝にまで被ひ害がいが及ぶ可能性はあまりに高い。

　……では、逃げるか？　いや、たとえ逃げるとしても、誰だれかが必ず深手を負う。

　…………。

　……どうにも考えあぐむ状じよう況きようで、ふいに姫島唐棣が懐ふところから何かを取り出す。

　──正方形の桐きり箱ばこだった。

　呪じゆ術じゆつめいた文字の札が貼はられている箱。それを見て、鳶雄はすぐに思い至る。

　それが、祖母が紗枝の両親に渡したであろう自分のルーツに繫つながるもの──と。

　姫島唐棣が言う。

「そこの金庫に入っていたものだ。先に拝借させてもらった。何、まだ私も見てはいないよ。どうかね、幾瀬鳶雄くん？　これの中身と──」

　男が、紗枝に指をさす。

「どちらも欲しいのだろう？」

　こちらの神経に障さわるようなことを平然と口にする男。……紗枝に視線を配らせてみても、彼女は鳶雄のことを感情のこもった目で見てはくれない。

　ラヴィニアが鳶雄に言う。

「……ここの判断はトビーに任せるのです。きっと、夏梅もシャークもわかってくれるのですよ。私も正直言うと、彼らの施設とやらに物もの凄すごく興味があるのです」

　鳶雄の心のなかを察してくれたかのようにラヴィニアはそう言ってくれた。

　鳶雄は数秒ほど顔を伏して、苦く渋じゆうに満ちた表情を浮うかべたのち、耳を押さえて夏梅と鮫島に告げた。

「……皆川さん、鮫島。──ここは退いてくれ！　かまわずに行ってくれ！　あとで必ず合流できるから！」

　鳶雄が選んだものは──夏梅と鮫島を逃がすことだった。全員あちら側に行くことはない。可能性は複数残しておいたほうがいいだろう。そのために自分とラヴィニアがここに残り、夏梅と鮫島を逃がす。奴やつらの狙ねらいはあくまで『四凶』だ。ならば、該がい当とうする二人は真っ先に逃がすべきだ。

『──ッ！　ちょ、ちょっと、幾瀬くん!?　何を言って──』

『幾瀬！　上で何かあったんだな!?』

　驚おどろく夏梅をよそに鮫島は鳶雄の言葉の真意になんとなく勘かんづいているようだった。

『いくぞ、鳥頭！　あの魔法少女がついてりゃ幾瀬もそうそうやられはしねぇだろ！　それならここに集まった奴らを引き寄せて外で一気に叩たたいたほうがいいだろうよ！』

『け、けど！　ああもう！　幾瀬くん、ラヴィニア、死んだら許さないからね！　必ず迎むかえに来るわ！』

　ウツセミを退けながら去っていく仲間の声を聞きつつ、鳶雄は男を睨めつける。

　男は息を吐はく。

「なるほど、自分たちだけ残って、『四凶』を逃がすか。全員で戦うのと、全員で逃げるのよりは遥はるかに賢けん明めいな判断だ」

　姫島唐棣は、そう言うなり手で印らしきものを結んで室内の空間を歪ゆがませる。歪んだ空間から襖ふすまが出現した。神こう々ごうしい朱しゆ色いろの鳥が描えがかれた雅みやびな作りだ。襖が開くと、その先には見知らぬ建物の一室が見て取れた。場所を越こえてポイントとポイントを繫ぐ『門』のようなものなのだろう。

　姫島唐棣が、招くような仕草で鳶雄とラヴィニアに言う。

「さあ、くぐりたまえ」

　刃を抱かかえた鳶雄は心中でこう話しかけていた。

　──刃、悪いが最後まで付き合ってもらうぞ。俺は、内部からこいつらを食い破って、紗枝と皆みんなを救う。

　恐きよう怖ふに身を裂さかれそうになりながらも、鳶雄の戦意は揺ゆるがなかった。
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　東とう城じよう紗さ枝えの家に現れた異質な襖を通った鳶とび雄おとラヴィニアは、『虚うつ蟬せみ機関』の本ほん拠きよ地ちとされる建物のなかに招かれた。

　足を踏ふみ入れたと同時に彼らを待ち受けていたのは──ウツセミと化した大勢の同級生たちに囲まれた。……その数を目で確かく認にんしてみるが、少なく見積もって数十名。いままで鳶雄たちが倒たおした数と、先ほど紗枝の家を取り囲んだであろう数から察するに、おそらく、ここにいるウツセミは残りすべてを投入したであろう人数だと推測できる。むろん、先日の佐さ々さ木きのように倒したバケモノを再生できるのであればその限りではないが……。

　よく見れば、背広を着た大人の姿も何名か視認できる。……目つきや、身にまとう雰囲気から機関員だと見受けられた。印を結ぶような手の形をしていたり、または札のようなものを持っていた。……こちらが動けば異能を放つという警告のようなものであろう。

　殺気を向ける大勢のウツセミと機関員。

　この状況下で、姫ひめ島じま唐棣はねずは隣となりに紗枝を置き、満面の嫌らしい笑えみを浮かべてこう述べた。

「──『虚蟬機関』の本部、いや、隠かくしアジトへようこそ」

　これ以上にないほど、激情に駆かられそうな招待だった。







　鳶雄とラヴィニアは、両手に歪いびつな形の手て錠じようをはめられていた。手錠というよりは、穴の空いた鉄てつ塊かいに等しい。その手錠には呪術めいた紋もん様ようが記されている。……そのせいなのか、手錠をはめられてからというもの、体中を悪寒が走って仕方なかった。同時に、先ほどまで感じられていた刃ジンの鼓こ動どう──伝心が弱まっているように思える。

　……とうの刃は、鳶雄たちの後方で檻おりに入れられていた。その檻は荷台の上に載のせられて機関員の男性が押している。檻にも手錠同様の紋様が描かれていた。鳶雄が現状相手に従っているためか、刃は抵てい抗こうもせず、檻の中で静かに座っているだけだ。ただ、その真しん紅くの双そう眸ぼうは危険なほどに敵意むき出しの輝かがやきを見せていた。鳶雄が一声かければいままさに食ってかかるとばかりの様相である。

　認証の必要なゲートを幾いく重えにもくぐり、二人と一いつ匹ぴきが連れて行かれた先は──大規模に広がる空間だった。

　無数とも思えるほどの培ばい養よう槽そうが並ぶ異様な光景──。培養槽は横に置かれたカプセルと繫がっているようだった。この空間の至るところで培養槽とカプセルのセットが見受けられる。

　培養槽の間に設けられた道を進みながら姫島唐棣が言う。

「よく見たまえ」

　そう促うながされて、鳶雄は培養槽に視線を注ぐ。すると、緑の液体のなかに──人間が入っていることに気がついた。それはどの槽も同じであり、中年の男女、または若者が入れられて並んでいたのだ。

「これは……っ！」

　言葉もない鳶雄に姫島唐棣が付け加える。

「そこにいるのは、ウツセミと化している少年少女の肉親だ」

「──ッ！」

　衝しよう撃げきの事実に鳶雄は絶句する。引っ越こしという名目で姿を消した同級生の両親たちとその兄弟だろうか。まさか、ここに連れてこられてこのようなものに入れられていたとは……。

　姫島唐棣が鳶雄に言った。

「試験体──陵りよう空くう高校の生徒たちの肉親を転居させていたのはキミたちも知っていることだろう？　すべてがここに存在する」

　……やはり、同級生たちのすべての肉親がここにいる。となると、紗枝の両親もここに──。視線を配らせている鳶雄に姫島唐棣が説明を続ける。

「どうにも、まだウツセミは試験運用中のためか、人工的なセイクリッド・ギアを発現させると試験体の身体と精神に変調をきたすことがあるのだよ。それを補うために、遺伝子的に近しい存在──肉親が必要となったのだ。ウツセミを使うことで消しよう耗もうするものを両親、あるいは兄弟の身体から回収して補っている。定期的にこのカプセルで試験体を休ませねば能力を維い持じできない。……いまだ不完全な技術ということなのだろう」

　同級生たちが独立具現型の人工セイクリッド・ギア──あのバケモノを操あやつるのには、デメリットが生じるということか。それを補うために肉親が集められた……。

　これだけ大おお掛がかりの研究を秘ひ密みつ裏りに行うのも、すべては『四し凶きよう計画』──夏なつ梅めや鮫さめ島じまの能力を奪うばい取って宗そう家けの者たちを見返すため……。

　……『虚蟬機関』の者たちの思おも惑わくはそうなのだろう。しかし、彼らに協力しているという、『総そう督とく』の組織の裏切り者とラヴィニアが追っている者の真の目的は他ほかにあるんじゃないか？　──と鳶雄は思し慮りよする。紗枝の家で見たあの黒い巨きよ大だいな獅し子しは、明らかにウツセミと似ているようで、別個の存在だった。

　つまり、ここで行われている実験とは、三者三様、それぞれの思惑が交こう錯さくしている結果なのだろう。……『四凶計画』をはじめとしたおそろしい研究がここで行われている。『総督』とラヴィニアはそれを防ぎたかったのだ。現にラヴィニアは忌いま々いましそうにこの空間を見み渡わたしていた。ここのすべてが不快に映るのだろう。

　鳶雄とラヴィニアはそのまま奥に促されて、エレベーターに乗った。降りていくエレベーター。ぐんぐんと降下していき、「いったいどこまで降りるんだ？」と鳶雄が不ふ安あんに駆られた頃ころにエレベーターは止まった。

　降りた先を機関員と共に進むと、ぶ厚そうな両開きの扉とびらが待っていた。それが重々しい音を立てながら開かれていく。

　中は──広大な何もない一室だった。部屋──空間と言ってもいいほどに広い。照明以外何もなく、白い壁かべと床ゆかがただ広がるだけだ。

　機関員たちは、鳶雄とラヴィニアを真ん中に位置させて、その傍かたわらに刃の入った檻も置いた。

　他の機関員を壁ぎわに待機させて、姫島唐棣が二人と一匹と対たい峙じする格好で言った。

「ここは地下百メートルにある空間だ。核かくシェルターに転用できるほどに頑がん丈じようでね。ちょっとやそっとの衝撃で崩ほう落らくすることはない」

　彼は、懐ふところから平たいリモコンのようなものを取り出すと、ボタンをひとつ押す。すると、刃が檻から解放される。中から黒い子犬が飛び出した。刃は解放された瞬しゆん間かんに静観を止やめ、低いうなり声をあげて、姫島唐棣を威い嚇かくした。

　彼は口元を笑ましながら続ける。

「つまり、ここで多少のいざこざがあろうとも、別段上の研究施し設せつに影えい響きようはないということだ」

　姫島唐棣は、袖そでから鉄の棒を出現させる。それを横に振ふると、収納されていた分が伸のびて錫しやく杖じようの格好となった。

「さて、幾いく瀬せ鳶雄。少しばかり、ここで戯たわむれようではないか」

　錫杖の先を鳶雄に向けながら姫島唐棣が言う。

「──私にその『狗いぬ』をけしかけてみなさい」

　同時に鳶雄の手にされていた手錠が外れて床に落ちていく。途と端たんに鳶雄の身体に広がり、漲みなぎる力──。鳶雄の異能と刃の力が解放されて、意識が同調するのがわかる。

　いちおう、確認のために鳶雄は、この部屋を一望した。……物もの陰かげらしきものはなく、『影かげからの刃やいば』を発生させるには、条件の悪い場所だ。いざとなれば、相手の足あし下もとにある影から出現させればいいが……それは読まれる手であろう。しかし、それ以外に必殺となる攻こう撃げき手段はいまだできていないのも現状だ。

　ラヴィニアが歩み寄り、ぼそりと言う。

「……いざとなったら、どうにかして加勢するのです。けれど、相手の気配から察するにトビーの実力を探さぐりたいのだと思うのです。私がここでトビーに手を貸すと──」

　そう言いながら、ラヴィニアは紗枝に視線を配る。

「……本気で彼女までけしかけてきそうなので、いまは見守らせてもらうのです」

　どうやって、手錠を取るのだろうかと疑問に駆られるが、魔ま法ほう使つかいならば、いざというときに己おのれを縛しばる呪法に関しての解呪法も心得ているのかもしれないと勝手に解かい釈しやくした。それよりも、紗枝の心配をしてくれたのがうれしかった。

　ラヴィニアの言うように、ここで大暴れすれば奴やつらは紗枝を戦せん闘とうに駆り出すだろう。相手のやり方に不可解な点がある以上、無む闇やみやたらの攻こう勢せいは想定外のものを引き起こしそうで実に怖こわい。

　いまだ手て枷かせの取れないラヴィニアを後方に下がらせた鳶雄は、相棒に呼びかける。

「……刃」

　名を呼んだと同時に子犬の額から、片かた刃は──日本刀そっくりの突とつ起き物が生えた。三日間の特訓で、鳶雄は刃の体から出現する突起物を『ブレード』と呼こ称しようしている。

　そのブレードを頭部より生やした刃に向かって、鳶雄は高らかに命じた。

「いけっ！」

　かけ声と共に刃が高速の弾だん丸がんと化して真っ直すぐに姫島唐棣へ向かった。相手は、手に持つ錫杖を青白く発光させて、刃の攻撃を弾はじいていた。彼の持つ錫杖は刃のブレードにより斬きられることも、折られることもなく、押し返せるという点でも異能によって強度を増していることがわかる。

　小こ柄がらな体を駆く使しした高速戦闘をこなす刃だが、相手もただの使い手ではない。刃の動きについていき、頭部ブレードからの一いち撃げきも、背中ブレードからの追つい撃げきも、尾おのブレードからの死角を突ついた攻撃も、すべて錫杖でいなしてしまっていた。

　……やはり、通常の攻撃は、歯し牙がにも掛かけないようだ。ならば──。

「──ハーケンッ！」

　鳶雄の命令を聞いた刃の赤い双眸が怪あやしく輝いた。刹せつ那な、姫島唐棣の足下の影より、歪いびつな形の巨大なブレードが出現する。──『影からの刃』だ。この三日間の特訓で、回数制限と出現箇か所しよの限定はあるものの、ある程度まで自在に放てるようになっていた。

　名前もとりあえずはつけている。──夜陰鉤ナイト・ハーケンだ。

　この名めい称しようは、特訓を傍そばで見ていたヴァーリが、

「せっかくの技わざだ。名前ぐらいつけてもいいんじゃないか？　そうだな……影から生える刃、鉤かぎのように歪な形……」

　しばし、考え込みながら言ってきたのが──。

「──闇やみ夜よの鉤、ナイト・ハーケンというのはどうだろうか？」

　その名前だった。気き恥はずかしい面はあったが、せっかくあの気難しそうな少年が自ら提案してきてくれたこともあり、採用することとなった。もともと、刃に指示を飛ばすときに言葉に出すこともあるため、名称のようなものは必要だったのだ。

　その夜陰鉤が姫島唐棣の足下より襲おそいかかるが、まるで想定していたかのように空中高く跳とび上がり、すんでで伸びてくるブレードを躱かわした。躱し様、錫杖にて影から生えるブレードを横よこ殴なぐりに砕くだいていく！

　……あの錫杖に宿る力は、夜陰鉤すらも容易に砕くのか。この情報は、鳶雄、刃のコンビにとって、痛つう烈れつなものとなる。つまり、この男の体に確実にブレードを突き立てねば、仕留めきれないということだ。

　……だが、鳶雄はまだ人を殺すという覚かく悟ごを完全に持ち得ていない。ウツセミのバケモノは屠ほふれた。けれど、異能を持っているとはいえ、人そのものを殺あやめる気構えは出来上がっていないのだ。

　それでも鳶雄は刃に命ずる。こんなバカげた出来事を早く終わらせるため。紗枝を救うために──。

「刃！　もっとだ！」

　再び姫島唐棣の足下よりブレードは生まれるが、それも後方に跳び退のき様に放たれた錫杖の一撃にて、容易く砕かれる。諦あきらめずに何度も何度も夜陰鉤を放つが、そのどれもが躱され、直ちよく撃げきせずに壊こわされていく。

　ふいに姫島唐棣が、片手で印を結び、錫杖が一層輝かがやいた。

「ハッ！」

　そのまま、かけ声と共に彼は錫杖を横よこ薙なぎに振るう。すると、錫杖から青白い光こう弾だんが鳶雄のほうに一直線に飛んでくる。直撃するという瞬間に、鳶雄の足下の影からもブレードが生えて、盾たてになる格好で光弾を受けた。これは三日間の特訓で得た防ぼう御ぎよ方法でもある。敵がセイクリッド・ギアの刃ではなく、主あるじである鳶雄を直接攻撃してきた場合の打開策──防ぼう御ぎよ手段として、鳶雄の足下の影から幅はばの広いブレードを盾代わりに突きだす。

　──が、鋭するどい破は砕さい音と共に盾となった夜陰鉤は光弾によって砕かれてしまう。光弾の勢いは、ブレードを砕くだけに留とどまらず、衝しよう撃げきの余波が鳶雄の体を吹ふっ飛ばしていく。

「がはっ！」

　打だ撃げきにも等しい力が全身を襲い、鳶雄は後方の床に叩たたきつけられた。光弾による衝撃の余波と、床に打ち付けられたダメージ──激痛が体中に広がっていく。

　息が詰つまるほどの痛みにもがきたくなるが……いたずらに床を転げ回っていたら、次の一手を打つ前に追撃を受けてしまう。鳶雄は途と切ぎれかける意識を懸けん命めいにつなぎ留めて、立ち上がろうとした。

　……打ち付けられた痛みで、全身が言うことを聞かない。ふるふると手の先、足の先まで震ふるえは止まらず、しかし、それでも視線だけは相手から外すまいと姫島唐棣に向ける。相手は──睨ねめつけるこちらの双そう眸ぼうを捉とらえるなり、ふっと笑った。

「……やはり、そうか。その『狗』は、まだ人の血を吸っていないのだな？」

　彼は、錫杖の先を刃に向けながら続ける。

「幾瀬鳶雄、キミの──その『狗』の攻撃は鋭く、的確なようでいて覚悟を感じないものだった。つまり、御ぎよしやすい攻撃だったのだよ」

　鳶雄の心情を看破するがごとく、姫島唐棣はこう述べる。

「……主であるキミはまだ人を殺めることに躊ちゆう躇ちよを抱いだいているようだな？　その心構えがセイクリッド・ギアたる黒い『狗』にも伝心して攻撃を鈍にぶらせていたのだろう」

　…………。

　こちらの行動を把は握あくされていたようだ。そう、彼が言うように、鳶雄は──人間相手に必殺となる攻撃を躊躇ためらった。それは、心身が繫つながっていく感覚を日に日に増す刃に伝わらないわけがなかったのだ。

　現状、姫島唐棣のほうが鳶雄よりも遥かに上手の異能力者だろう。けれど、刃が彼を仕留める気でブレードを放っていたとしたら……ここまで容易に御されることもなかった。少なくともあの錫杖の一本ぐらいは、真っ二つに斬れていたはずなのだ。

　日に日に力を増すごとに、鳶雄は心のどこかで安あん堵どしながらも、不安視していた。もし、刃の攻撃が制せい御ぎよできず、相手を──人間を死に至らしめることになったら……。ウツセミのバケモノが相手ならいい、あの土人形が相手でもいい、でも──。それを操あやつる人間まで、人の形をした存在まで、自分は、刃は、斬れるのか？　斬っていいのか？

　──自分は、紗枝や同級生を救いたいだけだ。

　戦うだけの決心はついた。バケモノならいくらでも相手にできるだろう。仲間もいる。刃もぐんぐん力を付ける。しかし、相手が人間なら……。

　自分が人殺しになるということよりも先に、鳶雄が行き着いた想おもいは──。

『刃を人殺しにしていいのか？』

　その一点だった──。

　この土ど壇たん場ばに来てもなお、幾瀬鳶雄は──優やさしすぎたのだ。

　鳶雄は唇くちびるを嚙かみ、無む念ねんの涙なみだを流していた。……ここまで来て、敵のアジトまで侵しん入にゆうして、目の前に紗枝もいるというのに……最後の『それ』に覚悟が持てなかったのだ。

　横で鳶雄の真意に気づいていたラヴィニアが顔を伏ふす。

　憐れん憫びんの眼まな差ざしで姫島唐棣が鳶雄に言う。

「……まずは、人の血を吸わせることから始めねば、禍まが々まがしい刃にはならないということか」

　そう口から漏もらしながら、姫島唐棣が鳶雄に近寄ろうとした。──そのときだった。

　重々しい音を立てながら、この空間の扉とびらが再び開け放たれる。

　通されたのは、紫むらさき色いろのローブを着た初老の外国人女性だった。六十代後半を思わせる顔つきではあるが、眼光は鋭く、立つ姿勢も若々しい。老女の格好は──まるでファンタジーの物語に出てくる魔法使いのようだった。

　その後方にはお付きと思われるゴシック調の服装をした外国人の少女がついていた。こちらは初老の女性とは違ちがい、にやにやとした表情と仕草から軽そうな雰ふん囲い気きである。ただ、こちらも服の色が紫だった。

　初老の女性が言う。

「機関長殿どの、もう戯たわむれはその辺でいいのではないかい？」

　姫島唐棣は錫しやく杖じようを下げ、息を吐はきながら言う。

「これは魔ま女じよ殿。ここに来られるとは」

　老女は、淀よどみない足取りで鳶雄のほうに歩を進める。

「こちらとしても見たいのでね。──『狗』とやらを」

　──と、視線を刃に向けて、興味深そうにしていた。

　…………ッッ！

　……鳶雄は、突とつ然ぜん横合いから生じたプレッシャーをすぐに察知した。当然だ。自分と姫島唐棣の戦いを静観していたラヴィニアが──かつてないほどの敵意を『魔女』と呼ばれた老女に向けているのだから。

　……そうか、『魔女』。それに老女の格好……。おそらく、その女性こそがラヴィニアの追っている者なのだ。

　ラヴィニアの刺さすような目つきに気づいた老女は、彼女を捉えるなり口元を笑えます。

「──おや、まさか、『灰色の魔術師グラウ・ツアオベラー』からの刺し客かくがこの子とはね」

　老女はラヴィニアの眼前にまで迫せまり、目を細め、愉ゆ快かいそうな顔つきで言う。

「久しいね、『氷こおり姫ひめ』のラヴィニア」

　ラヴィニアは忌いま々いましそうに口を開く。

「……『紫し炎えん』のアウグスタ、あなたが協力者だったのですね？　なるほど、そちらの『大魔ま法ほう使つかい』ならばあなたを送って当然なのかもしれないのです」

「それはこっちの台詞せりふでもあるねぇ。メフィストも粋いきなことをするものだよ。『炎ほのお』を追うのに『氷』を寄よ越こすなどと……」

　両者はそのまま睨にらみ合う。二人の間を言い知れない空気が漂ただよい、体を覆おおうようにうっすらと淡あわい光が発せられていた。ラヴィニアが水色の光を、老女は紫色の光を体に纏まとっている。

　この場にいる機関員──姫島唐棣すらも彼女たちの対たい峙じに眉まゆをひそめるばかり。

　しかし、この空気を崩くずす者がいた。その場でくるくると回りながら、老女とラヴィニアの間に入り込むゴシック調の服を着た少女。老女の連れ合いだ。その少女は、ラヴィニアと老女を交こう互ごに面おも白しろそうに見比べながら、老女に問う。

「お師さま、お師さま、この子は誰だれなのかしらん？　かわいくてきゅんきゅんしてきちゃいますけど♪」

　女性は、少女の言動に呆あきれた様子で息を吐く。

「……まったく、空気を読まない子だね。この娘むすめは、例のフェレス会長の秘ひ蔵ぞっ子だよ」

　それを聞き、うれしそうに両手をポンと合わせる少女。

「わーお♪　それはビックリねん。こんな美少女さんだったなんて♪」

　老女が少女に視線を配らせながら告げてくる。

「この子は私の弟で子しさ。名前はヴァルブルガ」

「よろしくねん♪」

　ヴァルブルガと紹しよう介かいされた少女は、ラヴィニアだけじゃなく、こちらにまで無む邪じや気きに手を振ふってきた。

　この場にいる誰しも反応に困るなか、ラヴィニアだけは顔を伏せて、迫はく力りよくある声こわ音ねでこう述べる。

「……あなたたちを確かく認にんできれば、もう十分なのです」

　徐じよ々じよに、徐々に、この空間に冷気が漂い始める。それはちょっとした寒気の段階から始まり、少しずつ確実に室内の温度が低下していく。白い息さえ口から出るようになった。気温を下げる発生源にここにいる全員が注視していた。

　そう、ラヴィニアの体から、底冷えするほどの冷気が発せられていた──。

　ふいにデパートでの一件が鳶雄の記き憶おくから思い起こされる。夏梅とラヴィニアは、通信先で確かに話していた。

　──いざとなったら、「凍こおらせる」のです。

　──そ、それは最後になさい！　こっちも凍っちゃうかもしれないでしょ！　この！　無差別氷姫デイマイズ・ガール！

　……それは、これのことを言っていたのか？

　冷気を放つラヴィニアを嬉き々きとして見ている老女──アウグスタは姫島唐棣に訊きく。

「……機関長殿、ひとつお伺うかがいしたいのだけれど……あの子を縛しばる術はいくつ施ほどこしたんだい？」

「……五大宗そう家けそれぞれに伝わる呪じゆ縛ばく式をかけていたのだが……」

　そこまで言いかけて、姫島唐棣は得心して唸うなった。

「……そうか、足りぬか」

「ああ、足りないね。その十倍はないと、この娘は縛れないよ」

　乾かわいた金属音が、広いこの空間に響ひびき渡わたる──。ラヴィニアの手にかけられていた手て錠じようにヒビが入ったのだ。亀き裂れつはさらに走り、広がって──。

「──その通りなのです」

　四散して床ゆかに散らばった。ラヴィニアの碧へき眼がんは──暗く、深海のような色をしていた。

　自由となった手首をさすりながら、ラヴィニアは白い息を吐く。そして、その小さな唇から、この世のものとは思えないほどに呪じゆ詛そめいたものを漏らした。

《──悠ゆう久きゆうの眠ねむりより、覚めよ。そして、永と遠わなる眠りを愚ぐ者しやへ──》

　冷気が──集つどう。ラヴィニアの横に、凍こごえるような空気が渦うずを巻いて集まっていく。それは、氷となり、さらには何かを形作っていった。氷が手となり、足となり、胴どう体たいを作り上げて、頭部を載のせた。

「──これが私のお人形なのです」

　ラヴィニアの横に生まれたのは、氷で作られた姫ひめ君ぎみだった──。

　三メートルほどはある、ドレスを着たかのような女性のフォルム。しかし、その面めん貌ぼうは人のそれではない。口も鼻もなく、左半分に六つの目が並び、右半分にはイバラのようなものが生えて突つき出ていた。腕うでの数も四本あり、どれも細い。しかし、手は腕の細さに反比例して大きかった。

　これは……セイクリッド・ギア、なのか？　鳶雄には判断できないが、少なくとも魔ま法ほうというよりは、ラヴィニアの意思が具現化したかのように思えたのだ。

　その異様な姿の氷の姫君を見て、老女アウグスタは感かん嘆たんの息を漏らした。

「……十三のひとつ、『永遠の氷姫アブソリユート・デイマイズ』。まさか、このような少女が神をも滅ほろぼすという具現を有するとは……」

　アウグスタの目線が鳶雄を映していた。

「……惹ひかれ合ったとでもいうのかね？」

「かもしれないのです」

　ラヴィニアの言葉にアウグスタはくぐもった笑いを発した。

「おもしろいねぇ。実におもしろいねぇ。アザゼルとメフィストもすでに手に入れていたとは！」

　哄こう笑しようを上げる老女の背後で突とつ然ぜん紫むらさき色いろの炎の柱が巻き起こる！　火力と熱量はどんどん上がっていき、部屋を包み込んでいた冷気に匹ひつ敵てきするほどのものになろうとしていた。

《──膏こうつけられし者をくくりつけるは十字の呪じゆ具ぐよ。紫炎の祭主にて、贄にえを咎とがめよ》

　老女もまたラヴィニアと同じく力ある呪じゆ詛そを口にする。

　紫色の炎もラヴィニアの氷の現象同様に形を変えていく。巨きよ大だいな十じゆう字じ架かを一度形作ったあとに、新たに炎の巨きよ人じんが老女の横合いに生じた。その炎の巨人は同じく炎で作られた十字架を豪ごう快かいに片手で担かつぎ出した。見事な体たい軀くであり、大きさも四メートルに達しているだろう。

　ラヴィニア、アウグスタ、お互たがいに分身とも言える物体を横に置いて対峙する格好となった。

　……氷のプリンセス、十字架を担ぐ炎の巨人、どちらも独立具現型なのか？　それにしては、いままで襲おそってきたウツセミや、自分たちのセイクリッド・ギアとはまた毛色が違う。紗枝の使し役えきしていた黒い獅し子しとも異なるだろう。どっちも生物的なものではなく、膨ぼう大だいなエネルギー、エナジーのようなものが人の形を成したように思えた。

　鳶雄は、氷と炎の人型を前に固かた唾ずを吞のんで見守るしかなかった。

　アウグスタが不敵な笑みを見せる。

「私の紫炎で作られた巨人とそちらの氷姫、溶とけるか、それとも凍り付くか、ひとつ勝負といこうじゃないか」

　老女が姫島唐棣に告げた。

「機関長殿、ここは離はなれたほうがいいと思うがね？　どうやら、この娘の目的は私のようだ。こちら側の都合でそちら側を巻き込むのは忍しのびない」

　アウグスタが人差し指を上に向ける。

「──上のものをすみやかに、処置してくれないかね？」

　その一言を聞き、姫島唐棣は機関員に目線を配らせた。彼らは意を汲くんで足早に扉を開いて、この空間から脱だつしていく。

　姫島唐棣も紗枝を伴ともない、老女に一言を告げた。

「……程ほど々ほどに頼たのむ」

　そう言うなり、ここをあとにした。

　──紗枝を連れて行かれた！

　鳶雄は、体のダメージを残したまま、震ふるえる膝ひざのもと、どうにか立ち上がる。刃と合流して、あらためてラヴィニアとアウグスタのほうを注視した。

　ラヴィニアとアウグスタは、それぞれ氷の姫君と炎の巨人を伴いながら、宙に光の軌き跡せきで描えがかれた魔ま方ほう陣じんを幾いく重えにも展開して、そこから超ちよう常じよう的な火の玉や横に走る雷かみなりを放っていた！　これが『魔法』というものなのだろう。

　三日間の特訓で鳶雄が、魔法についてラヴィニアから聞かされたのは、魔法とは古代の偉い大だいなる術師が、『神』の起こす奇き跡せき、『悪あく魔ま』の魔ま力りよく、または超常現象を独自の理論、方程式でできうる限り再現させたものであるということ。すべての現象に一定の法則があり、それを計測し、計算し、導き出して顕けん現げんさせるのが『魔法』なのだと。あの魔方陣は、その異能を放つための計算の答えのようなもの。彼女たちは超常現象を独自の式にして再現しているのだ。

　火、風、水、氷、雷……あらゆる現象が両者の魔方陣から放たれていくなかで、ひとり、楽しげに見ている少女──ヴァルブルガ。

「わーお♪　お師さまったら、ノリノリねん！　じゃあ、私はここで見学でもしていようかしら」

　彼女は魔方陣から箒ほうきを取り出すと、宙に低い位置で漂わせて、そこに腰こしを預けていた。

　氷の姫君が、手を横よこ薙なぎにすると、床から次々と鋭するどい氷の柱が出現していく。炎の巨人は、十字架を横よこ殴なぐりに豪快に振るい、その氷の柱をすべてなぎ払はらってしまった。

　魔法使い同士が、魔法合戦をしている横で、氷の姫君と炎の巨人も苛か烈れつな戦いを演じていたのだ。

　二人の魔法使いが行う超常現象はすでに鳶雄の想像を超こえており、どう攻せめていいのか、考えあぐねるほどだった。正直言って、うかつに飛び込めば氷像にされるか、消し炭にされるかしかないだろう。

　そんな鳶雄にラヴィニアが言う。

「トビー、ここは私に任せてあの子を救いに行くのです。私は元々、魔ま女じよたちを発見して撃げき滅めつするのが任務なのです。ここで見つけた以上は、本来のお仕事に戻もどるのです」

「で、でも！」

　ラヴィニアがニッコリと微笑ほほえんだ。

「私は、人に手を出せないトビーの甘い考えに好意を感じるのです。けれど、いつか必ず大切な誰だれかを守るために、他ほかの誰かを傷つけねばならない場面に直面するのです。……彼女を救うということは、きっとそういうことなのですよ？」

　ラヴィニアが扉とびらに指をさす。

「さあ、行ってほしいのです」

　この場に残ってラヴィニアの援えん護ご……というのは一番有効ではないのだろう。あの『魔女』アウグスタが使う魔法も、その傍かたわらにいる炎ほのおの巨人も、あまりに強大であり、現実を遥はるかに超えた代しろ物ものだ。いまの鳶雄と刃では到とう底てい相手にできない。あの老女をまともに相手にできそうなのは、ラヴィニアぐらいのものなのだろう。だとしたら──。

　鳶雄は苦く渋じゆうの決けつ断だんを下す。刃と共に扉のほうへ駆かけだした。

「……ゴメン、ラヴィニアさん！」

　心からの謝罪を口にしながら、鳶雄は姫島唐棣と紗枝を追うことに決めたのだ。それが、自分がいま一番にできること。それが、自分がここに来た最大の理由──。

　ラヴィニアはニコリと笑えんで、戦せん闘とうを再開させた。アウグスタもヴァルブルガという少女も鳶雄を追うことはしなかった。ラヴィニアのほうに夢中となっていたのが幸いだったのかもしれない。

　目指すは──この施し設せつの上階。

　──ここで、絶対に紗枝を救う！

　確固たる意志を持って鳶雄は刃と共に駆けた。




　　　　２




　東城紗枝の家から脱だつ出しゆつをした夏梅と鮫島は、追ってきたウツセミを数体倒たおして、住宅街を抜ぬけた先にある廃はい業ぎようした工場跡あと地ちに身を寄せていた。

　工場内の物もの陰かげに身を潜ひそめた夏梅は、いちおうの確かく認にんとして鳶雄に電話をかける。しかし、耳に入ってきたのは「電波の届かないところに～」というメッセージのみだ。耳に入れていた通信用の魔法もいつの間にか消失していた。ラヴィニアとの距きよ離りが相当離はなれたか、それとも──。

　おそらく、二人は敵に転移の術か何かでどこかへ連れて行かれたのではないだろうかと夏梅は推測する。まだ力を高めている途と中ちゆうである鳶雄はともかく、ラヴィニアが周囲の事情を考こう慮りよせずに能力を解放した場合、あの場に群がっていた大勢のウツセミを含ふくめ、敵の幹部がいようとも大打だ撃げきを与あたえるだろう。夏梅と鮫島がラヴィニアと出会ってすぐに彼女から見せてもらった力──『氷姫』は、圧巻というほかなかった。

　ただし、その力はあまりに突とつ出しゆつしすぎており、屋内は当然のこと、街中でも容易に使うことはできない。ほぼ確実に多くの他者を巻き込むであろうからだ。

　とはいえ、東城紗枝の家でその力を発揮したか否いなかというと……使用してはいないだろう。隣となりに鳶雄がいたからだ。間ま違ちがいなくあそこで力を使えば、敵だけじゃなく、鳶雄と東城紗枝を巻き込んでいただろう。

　二人と連れん絡らくが取れない夏梅は、その場で首を横に振ふった。それを見て鮫島も悔くやしそうに地面に拳こぶしを打ち付ける。

「……罠わながあろうと、んなもん突とつ破ぱぐらいできると高をくくったら、このザマか。自分の認識の甘さにヘドが出るぜ」

　鮫島は、力を向上させていた自負とあのデパートを突破した実績から、今回の東城紗枝の家に行くことに自信を抱いだいたはずだ。それを、メンバー分断という形で容易たやすく敵に足を掬すくわれた──。

　だが、それは夏梅も同様だった。鳶雄、鮫島の成長と、ラヴィニア、ヴァーリという仲間の存在が、確固たる自信を与えてくれていた。今回の探たん索さくも、敵の襲しゆう来らいはあろうとも収しゆう穫かくを得た上で突破できると思っていたのだ。

　それを──砕くだかれた。

　……ただ、鮫島が自省できる人間であったことがこの状じよう況きようにおいて喜ばしいことだ。粗そ暴ぼうそうな容姿に反して、その実、鮫島は己おのれの省察ができていた。年下のヴァーリにやられたあとも何事もなく接することができる。それを鑑かんがみても鮫島は同年代の不良少年と比べて度量が広い。

「……どちらにしても、もう一度、あの家に行くか、一いつ旦たんマンションに戻るか決めないといけないわね……」

　夏梅が次の手を思し慮りよしているときだった。

　工場の外から物音が聞こえてきた。二人は神経を研とぎ澄すまし、できるだけ気配を殺すことに費ついやした。

　しばし、静観していると──工場の入り口から小さな人ひと影かげがひとつ現れる。それは、九、十歳ぐらいのお下げをした少女だった。見覚えのない夏梅は怪け訝げんに伺うかがう。この工場に……こんな昼間に少女？

　怪あやしい雰ふん囲い気きが漂ただようなかで、鮫島だけは驚おどろいたような表情をしていた。鮫島が立ち上がり、のろのろとその少女のもとに歩み寄っていく。

「……そんな」

　少女の眼前に立った鮫島が警けい戒かいを解いて、問う。

「おまえ、どうしてここに？」

　知り合いなのか？　夏梅も仕方なしに姿を現して、あらためて鮫島に訊きいた。

「……誰？」

「ノブの──前まえ田だの妹だ」

　前田信のぶ繁しげ──鮫島の親友だ。彼が救いたいと願っている大事な友人。その妹が……そこに立つ少女だというのか？

「けど、どうしておまえが──」

　そう、訊く鮫島だったが──胸むな元もとに刃やいばを突つき立てられた！　鈍にぶい音を立てて、刃は背中にまで達する！　…………少女の手が、歪いびつな刃となったからだ。まるで、ウツセミが持つ触しよく手しゆのような──。

「…………ッッ！」

　胸を貫つらぬかれた鮫島の口から、ごぼっと大量の血が吐はき出された。為なす術すべもなく、彼は地面に突っ伏ぷした。

「鮫島くんッ！」

　駆け寄る夏梅は、鮫島の患かん部ぶを見やるが──傷は心臓を完全に捉とらえている。致ち命めい傷しようとしか言えない状況だった。

　さらに工場のなかに姿を現す者が──。一人の少年だった。それを見て、鮫島は目を見開く。

「……ノブ……」

　血をこぼしながら、鮫島は友の名を呼んだ。そう、少年は──前田信繁その人だ。目は虚うつろであり、まだ洗脳下にあることを認識させられる。

「くくく……」

　工場に第三者の笑いが谺こだまする。新たに現れたのは──背広を着た二十代後半の男性だった。男は嫌いや味みな笑みを見せながら言う。

「やあ、この間ぶりだね。『四凶』の鮫島綱こう生き。それと、初めましてかな、皆みな川がわ夏梅」

　夏梅は覚えがなかったが、鮫島は致命傷のなかでも見た瞬しゆん間かんに顔を怒いかりに歪ゆがませた。

「……童どう門もん」

　この男が『虚蟬機関』の童門計かず久ひさ……。

　鮫島の現状を見て、童門はいっそう笑みを深める。愉たのしげに話しだす。

「なぜ？　どうして？　そういう顔をしている。なぜ、前田信繁が妹を模した怪かい物ぶつと共にいるのか？　理由は簡単だ。──その娘むすめは、前田信繁の妹の姿をしたウツセミだからだ」

　前田信繁の隣に位置する、彼の妹と思われる少女。それが……ウツセミ!?

「ウツセミを……前田くんの妹さんの形にした？　そんなこともできるというの!?」

　驚きの声をあげる夏梅。当然の反応だった。いままで、既き存そんの動植物の変異物が襲おそいかかってきたのだから。ここにきて、まさか、人間と同様の姿をしたウツセミが出てこようとは、想像だにしなかったのだ。

　夏梅と鮫島の反応を見て、童門はうれしそうに笑う。

「ふふふ、既存の生物を模したバケモノばかりでは芸もないだろう？　こういう趣しゆ向こうもアリだと思ってね。──私の趣しゆ味みだ」

「……外げ道どうね」

　夏梅は心底不快に感じて、そう吐き捨てた。童門のやったことは、最低の発想だ。同級生の肉親に似せたウツセミを置くなんてこと、倫りん理り観をあまりに逸いつ脱だつしている。いや、そんなこと、あの事件を起こした者たちに今いま更さら問うたところで意味があろうはずがないのだ。

　童門はふんと鼻息を鳴らす。

「ま、否定はしない。──さて、そのケガでは鮫島綱生も長くはあるまい。あまり、彼の遺体を放置したくはない。魔ま物ものを宿したセイクリッド・ギアは、所有者が死ぬと、自動的に次の宿主が生まれるまで消失してしまうそうだ。創造主がそのようにシステムを組んだと我々の同士たる『黒い天使』が言っていた。なので、できるだけセイクリッド・ギアが宿っているうちに彼の身体から引きずり出したいのだよ」

　……本当、彼らは下げ劣れつ極きわまりない。自分たちを、セイクリッド・ギアの付属品程度にしか思っていないのだ。あくまで彼らは夏梅や鮫島の持つ能力にしか興味がない。それを得るためなら、どんな犠ぎ牲せいも、どんな卑ひ劣れつなことも平気でこなす。彼らは宗そう家けへの復ふく讐しゆう心しんで、目も心も濁にごり、人としての最後の一線を越こえてきている。

「……させないわ」

　夏梅が横たわる鮫島の盾たてになるように立ちふさがった。

　……見れば、鮫島の猫ねこ──白びやく砂さが、尾おを伸のばして主あるじの胸元に触ふれている。触れた尾が、形を崩くずして患部を覆おおうようにしていた。……それが、治ち療りよう行こう為いなのかどうかはわからないが、独立具現型が主をどうにかしようと動いているのは確かだ。どんな結果を生み出すか知れないが、下手に動かすことも、彼を背負って逃にげ出すこともできない以上、白い猫にすがるしかない。ならば、夏梅がいまできることは──白砂の行動が終わるまで童門の意識を逸そらすことだ。

　夏梅の行こう為いを見て、童門は嘆なげくように息を吐く。

「無知というか、無む謀ぼうというか……。私は嫌きらいではないよ、そういうのはね」

　童門は懐ふところから、複数の札を取り出して、力ある言葉を紡つむいで宙に放った。すると、札は独りでに動いて五ご芒ぼう星せいを描えがき出す。地面の土が盛り上がって、形を成していった。

　夏梅の眼前に五体の土人形が出現する。童門が土人形を列して、不敵に笑んだ。

「……その手の健けな気げな心根を完かん膚ぷなきまで堕おとしこむのが好きなのでね」

　童門が手を横に薙なぐと、前方の土人形二体が飛び出してくる。

「行って、グリフォンッ！」

　夏梅の指示を受けて、鷹たかが工場の天てん井じようを高速で飛び回って、土人形の一体に飛来する！

　しかし、その攻こう撃げきでは、頑がん強きような土人形の一部を削けずるだけで精せい一いつ杯ぱいであり、大きく形を崩すことは叶かなわない！

　童門はその結果を見て嘲あざ笑わらう。

「軽いな！　その程度では、私の人形は崩くずせんさ！」

　それでも夏梅は手でグリフォンに指示を飛ばす。夏梅は言葉ではなく、指のジェスチャーで相棒に命令を繰くり出すように手て懐なずけていた。言こと葉ば尻じりから、戦術を読まれないためである。または、声が出ない状況になったときの保険でもある。

　鷹は空中でいくつかのフェイントとなる動きを見せたあと、一気に急降下していく。スピードも乗せたあとで、両りよう翼よくを硬こう質しつ化して、相手の腕うでを肩かた口ぐちから切り落とす算段だ。

　直ちよく撃げきする──というところで、目標とは別の土人形が、腕を切り離はなして飛ばしてきた！　あまりにふいの一いち撃げきで、グリフォンは横合いからまともに飛んできた腕を浴びてしまう！　グリフォンが、工場の奥に吹ふっ飛ばされて、置きっ放しの廃はい材ざいに突っ込んでいった。

「グリフォンッ！」

　悲鳴をあげる夏梅！　土人形が、廃材から鷹を拾い上げる。グリフォンは──ぐったりとしており、不意打ちの一撃が強きよう烈れつだったことを認にん識しきさせてくれた。

　童門は土人形の手に捕つかまった鷹を見て、ゲラゲラと哄こう笑しようをあげた。

「ほーら、捕まった。そのまま──」

　奴やつが指を鳴らす。呼応するように土人形が手に力を込め始め、手に持つ鷹を……。

「グシャリだ」

　童門の言葉と共に、工場内に耳を覆いたくなるような鈍い音が谺した。土人形の手から、大量に赤い血が飛び出て床ゆかに滴したたり落ちる。

　その光景を見て、夏梅は全身を震ふるわせた。

「グリフォォォォォオオンッッ！」

　絶ぜつ叫きようする夏梅の声に童門は興奮が絶頂に達したかのような表情となり、笑った。

「ふははははははははっ！　頼たのみのセイクリッド・ギアも、相棒の少年もボロボロだ！　さあさあ、次はどうするね!?　キミ自身が身ひとつで立ち向かってくるのかい!?　キミもそこの彼も！　セイクリッド・ギアがなければただの能なしの人間じゃないかッ！」

　じりじりと距きよ離りを縮めてくる土人形たち。相棒の鷹を亡なくした夏梅は悔くやしさと悲しさと怒り、すべてが入り交じった涙なみだを流しながらも、仲間である鮫島を守ろうと前に立つ。

「……に……げろ……」

　消え入りそうな声でそう漏もらす鮫島だったが、そういうわけにはいかないのだ。夏梅は決めていた。全員で勝つと──。全員で、生きて、この状況を打破すると心に決めていたのだ。だから、鮫島が欠いてもダメだ。鳶雄も、ラヴィニアも、グリフォンも……誰だれが欠いてもダメだ！　皆みんなで生き残り、同級生をすべて救い、笑って解決させてやるのだと、彼女は心中で深く、誰よりも深く決めていた。

　……負けてなるものか。やられてなるものか……ッ！

　誰ひとりとて、やらせなんかしない……ッ！　自分の親友も、同級生たちも、すべて救ってこんなバカげた事件を終わらせてやる！

「……あんたたちに負けてなんかやらないっ！　私たちは、誰も死なずに、同級生全員、無事に奪うばい返してやるんだからッ！　あんたたちみたいなわけのわかんない連中なんかにやられてやるもんか────ッ！」

　涙を流しながらも、心からの叫さけびを発した夏梅。刹せつ那な、自身のなかで、「ドクン」とひとつの大きな高鳴りが生じる──。

　愉ゆ快かいそうに笑む童門──の表情が、一変した。夏梅の背後に目線を送り、驚おどろきに目を見開いていたのだ。

　その視線に促うながされて、夏梅がちらりと顔をうしろに向ける。すると──そこには、全身から放電現象──スパークを巻き起こし始めた白い猫がいた。バチッ、バチッと音を鳴らしながら、体中に電気が走る白砂。それに呼応するかのように横たわる鮫島の胸がどくんどくんとこちらにも音が聞こえるほどに盛せい大だいに高鳴っていた。

「……白砂ちゃん？」

　訝いぶかしげに見る夏梅だったが、さらに不可解な現象は起こり出す。工場内を強風が巻き起こり出したのだ。それはしだいに大きくなり、旋せん風ぷうとなってある一体の土人形を包み込み出した。そう、グリフォンを握にぎりつぶした土人形を中心に強大な風が生まれていたのだ。

「……グリフォン？」

　窺うかがうように訊く夏梅の前で、それは起こる！

　白砂が、土人形の手にあるグリフォンが、強烈な輝かがやきを放ち始めて、一気に弾はじけていく！　あまりの光量に目を覆う夏梅だったが、莫ばく大だいな光が止やんだあとに出現したモノたちを見て言葉を失う！

　鮫島の前に立つ、巨きよ大だいな白い獣けもの──。土人形の体半分を吹き飛ばして宙に漂ただよう四足の怪物──。

　白い獣は、猫のフォルムをしていながらもその大きさは三メートル以上はあり、サーベルタイガーのように突つき出た牙きばを持つ。さらに長い尾を幾いく重えにも生やしており、その先せん端たんすべてが円すい形の鋭するどいものとなっていた。全身がスパークを放ち続けている。

　宙を漂う四足の獣も巨大であり、二メートルを超こえていた。その背中には二対ついの翼つばさがあり、頭部も角が生えていながらも鷹の姿に近い。しかし、体は鳥とは似つかぬ獣のフォルムで、さながらファンタジー作品に出てくるグリフォン──上半身が鷹で、下半身がライオンのモンスターのようだった。こちらは風を全身に纏まとう。

　どちらも、白砂とグリフォンが転じたのか……？　そうとしか、思えない現象だった。

　この有様を見て、童門は酷ひどく狼狽うろたえる。

「……なんだ、これは……ッ！　これが……『四凶』ッ!?　本来の姿だと!?」

　ヒュッという風を切る音が聞こえた。夏梅、童門を通り過ぎて、高速で動き回る細い何か！　見れば、白い獣の複数の尾であり、それが工場内を縦じゆう横おう無む尽じんに動き続けて、しまいには土人形に襲いかかる！　土人形は両りよう腕うでをクロスさせてガードの姿勢を取るが、それを難なく突とつ破ぱして、全身にくまなく白い尾──ランスが突き刺ささっていく！　刹那、絶大とも思える放電現象を起こして、土人形を内側から焼き焦こがしていった！　体中から煙けむりを上げて、土人形は力をなくしてボロボロに崩れ去っていく。

　その一連の動きを見て、童門が叫ぶ。

「──檮とう杌こつ！　そうか、これが鮫島綱生の……ッ！」

　彼が言い切る前に、この工場内を突とつ風ぷうが包み込んでいく！　翼を生やした巨獣が、その場で二対の翼を羽ばたかせたのだ！　廃材を浮うかび上がらせ、工場の屋根すらも吹き飛ばしていきそうな勢いだった。夏梅も何かに摑つかまっていないと上空に飛ばされそうなほどだった。鮫島のほうは、白い獣の尾の一本が彼を包み込んでいて下に繫つなぎ留めていた。

　夏梅が鮫島の無事を確認した瞬しゆん間かん、無数の鋭い波動のようなものが、土人形に襲いかかる。一いつ拍ぱくおいて、土人形の全身に斬きられたような跡あとが複数浮かび上がった。程ほどなく、土人形は四散して床に散らばっていく。

「こっちは窮きゆう奇きかッ!?　まずい！　さすがに二体同時は──」

　変じたグリフォンの姿を見て、そう言いかけた童門だったが、自身の変化に気づいて悲鳴を上げた。

「ぐあああああああああああああああああっ！　わ、私の腕がああああああああああああっっ！」

　そう、彼の左ひだり腕うでの肘ひじから先が、なくなっていたからだ。彼の腕は、近くの地面に落ちていた。おそらく、先ほどのグリフォンが発した突風の余波を受けていたのだ。それによって、彼の腕は切り落とされた。

　童門はその場にしゃがみ込んで、激痛と腕を失ったショックに無様にも転がり回った。

「……これが、グリフォンと、白砂ちゃんの本当の姿……？」

　夏梅は、自身の鷹と白砂の変へん貌ぼうに驚くしかなかった。まさか、あの鷹と猫が、このような巨獣となるとは……。童門の言葉を借りれば、これが『四凶』の本来の姿なのかもしれない。同時に彼らがこれを求める理由も、察知できてしまう。あまりにウツセミとは別次元の代しろ物ものだ。童門──異能力者が作りだした頑強な土人形ですら、あんなにも容易たやすく屠ほふり去ってしまうのだから、その力は突とつ出しゆつしている。

　姿を転じたグリフォンが、下に降りて夏梅のもとに近寄ってくる。グリフォンは、以前と同様に甘えるように夏梅にすり寄ってきた。それを見て、「ああ、この子は本当にグリフォンなんだ」と夏梅は安あん堵どした。姿は変わろうとも、心の中は同じだ。自然と、転じた姿も受け入れることができた。

　きっと、白砂もグリフォンも、主の窮きゆう地ちに、あるいは複雑な心中に共鳴して力を瞬しゆん時じに高めたのだろう。

「なんだ、生きているのか。アザゼルに怒おこられずに済みそうだ」

　ふいに覚えのある少年の声が工場内に響ひびき渡わたる。視線をそちらに送れば──銀ぎん髪ぱつの少年が立っていた。

「ヴァーリッ!?」

　夏梅は少年の名前を口にした。マフラーをした半ズボンの銀髪少年。彼は、登場するなり、手をあげて夏梅に言う。

「やあ、皆川夏梅。遅おそくなった。用事を済ませたんでね。迎むかえにきた」

　この工場内の状じよう況きようを見ても平気なあたり、相当な修しゆ羅ら場ば慣れをしていることがうかがえた。この歳としでこの慣れはある意味で怖こわいが……いまは人手がありがたい。ケガをした鮫島を動かさなければならないし、鳶雄やラヴィニアの安否を探さぐらねばならないのだから。

　──と、ヴァーリが童門に視線を送る。童門が落ちた腕を拾い上げて、入り口のほうに駆かけだしたからだ。逃にげるつもりだ。それを察知して、ヴァーリが奴の前に立ちふさがる。

「どけっ！　クソガキがっ！」

　少年に罵ば声せいを浴びせる童門。ヴァーリの片眉まゆがぴくりと動く。

「……どけ？　それは──」

　次の瞬間──ヴァーリの背中に光り輝く翼が生えた。煌きらびやかな光の両翼──。その光翼から、言い知れない莫大とも思えるプレッシャーが放たれて、この場にいるすべての存在が圧あつ倒とうされる。夏梅も、変じたグリフォン、白砂さえも、いままさにひれ伏ふしそうになってしまう。小こ柄がらな少年が、まるで巨大な怪かい物ぶつのように見えてしまった。

　童門も少年の放つあまりの重圧に全身を震わせて、抱かかえていた切断されたほうの腕を下に落としてしまうほどだった。

「俺に言っているのか？　たかが人間の異能力者風ふ情ぜいが」

　不敵に笑みながら、ヴァーリが手を出そうとした──そのときだった。

「……待てや」

　鮫島の声だ。そちらに顔を向ければ、白砂の尾おで患かん部ぶをくるまれて応急処置されながらも、鮫島が立ち上がろうとしていた。失血した量からすれば、動けるはずもない。しかし、がくがくと震える膝ひざを懸けん命めいに立たせながら、不良少年は童門のもとに一歩、また一歩とじりじりと歩み寄る。

「……そいつは、俺がぶっ飛ばす」

　鮫島は、先ほどの戦せん闘とうの余波で気を失った前田信繁に視線を送りながらも、息を一度吐はいたあとで握り拳こぶしを作った。

　とうの童門はヴァーリのプレッシャーで完全に震え上がり、その場で尻しり餅もちをついて動けずにいた。鮫島はその童門の襟えり首くびをつかんで無理矢理立たせる。

「ひぃぃぃぃぃぃぃっ！　許してくださぁぁぁぁいぃぃぃっ！」

　無様に泣き叫ぶ童門。鮫島は、怒いかりに顔を歪ゆがませながら、一気に拳を──ぶちかました！　童門は大きく後方に吹ふっ飛んで、そのまま地面に突っ伏ぷした。その一発を放ったあと、鮫島は前田のほうに振ふり返り、一言だけ漏らす。

「…………ノブ、とりあえず、いまはこの一発で許してくれや」

　それだけ言い残すと、鮫島は気を失って倒たおれそうになる。それをヴァーリがうまくキャッチした。

　小柄な少年の腕のなかで致ち命めい傷しようを負いながらも満足そうな笑みを浮かべている鮫島。そんな鮫島を見てヴァーリは楽しげに笑った。

「へー、ある程度は覚かく醒せいしたようだ。おもしろい」

「ヴァーリ。鮫島くんは……？」

　鮫島の様子を訊きく夏梅。ヴァーリは鮫島の患部に目をやり、言った。

「独立具現型のセイクリッド・ギアが、主あるじを守るために救命処置をしたんだろうさ。血は止まっているよ。まあ、失った分は補わなければならないが……」
















「…………出血が止まっている？　胸に穴が開いているのに？」

「ああ、背中のほうもほら。白い猫ねこの尾が塞ふさいでいるよ。『四凶』が主の身体を修しゆう繕ぜんしている」

　ヴァーリが言うように、胸から背中にまで達していた致命傷が、白砂の尾によって塞がれていた。そう、尾が鮫島と溶とけるように同化していた。

　ヴァーリが話を続ける。

「もともと、セイクリッド・ギアは身から生じたものだ。主と独立具現型の体が適合しても驚くことではないよ」

　……この子たちの能力は、こんなこともできるのか……。

　夏梅はあらためて自身の得た能力──未知の多様性に驚きよう愕がくしていた。

　ヴァーリは鮫島を支えながら、足あし下もとに魔ま方ほう陣じんを発生させた。器用な銀髪の少年は、魔ま法ほうすらも習得している。

「いまから転移の魔方陣を開いて、鮫島をグリゴリの研究施し設せつに飛ばそう。そこなら、この傷でも助かるはずだ」

　テキパキと後処理をこなすヴァーリ。そう、この子は意外にもやさしいのだ。







　鮫島と巨獣と化した白砂、そして捕とらえた童門計久を、ヴァーリが魔方陣で『総そう督とく』の組織の施設に転移させた。不思議と、今回はウツセミと化した同級生──前田信繁が魔方陣により、消えることはなかった。

　ただ、彼が使し役えきしていた少女型のウツセミは、力を失ったかのようにドロドロに溶けていた。そのドロドロの物体も調査のため、ヴァーリが一部を瓶びんに詰つめて魔方陣で転送している。

　──と、ヴァーリは夏梅に事の状況を話した。夏梅はそれを訊き酷く驚おどろいた。

「……五大宗そう家けが動く!?」

　夏梅の言葉にうなずくヴァーリ。

「ああ、『虚蟬機関』の隠かくし施設の候補場所をあちら側にリークしたんでね。粛しゆく清せい用の大量のエージェントがいずれそこに向かうだろう」

「じゃあ、ヴァーリが『総督』から受けた仕事って、五大宗家に奴やつらのアジトと思われる場所を教えることだったのね？」

　そう問う夏梅に少年は首を縦に振った。

「……アザゼルはいつもそうだ。俺をガキの使いにしか使わない。まったく、貴重な存在をなんだと思っているんだか……」

　ぶつぶつと文句を垂れ始めるヴァーリ。

　……そうか、自分たちが東城紗枝の家に行っている間にヴァーリは、今回の主犯たちの大本となるところへ情報を流しに行っていたのだ。

　こうなると、『虚蟬機関』も無事には済まなくなるのではないだろうか？　これは予想だが、いままで『虚蟬機関』の後始末だけしていた五大宗家が隠し施設の場所を知れば、一気にそこまで攻せめ入ってもおかしくないだろう。

　……しかし、解げせないのは、なぜその情報を『総督』は自分たちには教えてくれなかったのか？　そして、どうしてこのタイミングで五大宗家にリークしたのか？　……不可解な面が多いが、もしかしたら、『総督』は自分たちを試ためしていた？　やろうと思えばある程度打開できた状況のなかで、あえて夏梅たち──『四凶』と幾瀬鳶雄の力を値ね踏ぶみしたのではないか？　もしくは自分たちを動かすことで、『虚蟬機関』と組織の裏切り者がどう動くのか観察していた……？　あるいはそのすべてか──。

　思し慮りよする夏梅にヴァーリが訊いてくる。

「さて、俺はこのまま向かおうと思っているが、皆川夏梅はどうする？」

「……どこへ？」

　問う夏梅に銀髪の少年は心底楽しげに言った。

「──『狗いぬ』のもとさ。どうやら、彼らは『虚蟬機関』のアジトに連れ込まれたようでね。五大宗家のエージェントたちが奴らの本ほん拠きよ地ちにたどり着く前に彼らを回収する。それが俺の新たなミッションだ。──来るかい？」

　願ってもない誘さそいだった。

　──幾瀬くんとラヴィニアのもとに行く！　そして、『虚蟬機関』との決着をつけよう！

　夏梅は、首を縦に振って、変じたグリフォンと共にヴァーリに同どう伴はんすることにした。
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　地下の大広間を抜ぬけ出た鳶とび雄おは、刃ジンと共にエレベーターまでの直線を駆ける。そこで待ち構えていたのは、ウツセミと化している同級生たちだった。まるで、あの広間を逃げ出した者を待ち受けていたかのような配置だ。その背後に指揮するように立つのは、背広を着た男性二人組。どちらも手で印を結んでいた。機関員だろう。

「どいてくれ──ッ！」

　鳶雄は叫さけびながら、突とつ進しんしていく。刃が素す早ばやく同級生の使役するウツセミのバケモノを夜陰鉤ナイト・ハーケンで両断していった。薔ば薇らと思われる巨きよ大だいな植物のウツセミ、クワガタに類似した昆こん虫ちゆうのウツセミが瞬しゆん時じにして、足下の影かげより出現した鉤のブレード──ハーケンによって切り払はらわれる。

　ふと見れば、壁かべにもハーケンは突つき刺ささっていた。視線を送れば、壁に擬ぎ態たいしていたカメレオンに酷こく似じするウツセミの姿があった。壁に張り付き、姿を消していたのだろうが、ハーケンにより腹部を貫つらぬかれている。すでに絶命しており、そのまま廊ろう下かにぼとりと落ちた。……自分では察知できなかったものを刃は即そく時じに見み抜ぬいて攻こう撃げきを加えたのだろう。獣けもの特有の気配の探さぐり方は、鳶雄が持ち得ないものだ。

　……否いな、それだけではない。明らかに刃の雰ふん囲い気きがここにきて様変わりしていたからだ。刃の小さな体から発生している影が広がっており、廊下の一部を丸々漆しつ黒こくに染め上げていた。床ゆかが、壁が、天てん井じようが、子犬の体たい軀くと比ひ較かくにならないほどの影に吞のみ込まれていた。その黒き影から、無数のブレードが生えそろう。刃が一歩足を踏ふむと、廊下に広がる影も前に進む。

　これを見て機関員は目を見開き、全身を震ふるわせていた。手に持っている呪じゆ術じゆつの札を離はなして下に落とすほどに小さな犬に恐きよう怖ふしていた。

「くっ！」

　恐怖を振り払いながら、再び懐ふところから札を取りだそうとする機関員の一人。だが、壁の影より伸のびてきたハーケンの一ひと振ふりが、取り出した札を的確に射い貫ぬいた。札がダメとなれば、印を結べばいいと機関員が手の形を変えようとするが──足下より出現したハーケンが喉のど元もとに一いつ瞬しゆんで届く。

　この刹せつ那なの攻こう勢せいに鳶雄は言葉を失っていた。刃は……すでに認にん知ちしていたのだ。彼らの持つ札が、手の印が、超ちよう常じよう現象を生み出す代しろ物ものだとすでに熟知していたのだ。そのため、術が発動する前に崩くずす。札を、手の印を、相手の戦意を──。

　ウツセミのバケモノのように命まで奪うばわなかったのは、主である鳶雄が人殺しを善よしとしないためだろう。その主の心中すら察してこの子犬は動いている。

　それを鳶雄だけでなく、機関員の二人組も理解したのか、彼らは敵意をなくし、かまえていた両手を下におろした。

　機関員たちは刃に視線を送りながら、ぼそりとつぶやく。

「……本能的に共鳴して力を高めたのだろうな。あの氷と炎ほのおの戦いを見て……」

「……十三種のうち、数種もここに集つどえばこうもなろう。一種だけでも事象が歪ゆがむと言われるものが、いくつもあるのだ……」

　鳶雄は、彼らのつぶやきを意にも介かいさずに一歩詰め寄って力強く言った。

「エレベーターは認証式でしたよね。──上まで案内をお願いします」

　戦意を削そがれた彼らに鳶雄の言葉を拒きよ否ひできるほどの強さは残っていなかった。







　エレベーターにて、上階に上がった鳶雄と刃を待ち構えていたのは──数多あまたの同級生たち。ウツセミのバケモノを傍かたわらに配置させて、扉とびらから出てきた鳶雄と刃に襲おそいかかってきた。

「斬れスラツシユッッ！」

　主あるじの命を受けた刃が、黒い弾だん丸がんと化してウツセミの群れに飛び込んでいく。同時に通路いっぱいに歪いびつなブレードが生えていった。そのブレードの切っ先はウツセミのバケモノたちの核かくを正確に突いたようで、一いち撃げきのもと、倒たおれ伏ふしていく。

　圧あつ倒とうしているかのように思えて、数の暴力は激しく、間かん髪はつ入れずに押し寄せてくるバケモノたちに刃が対応しきれず、吹ふっ飛ばされることもあった。

「刃ッ！」

　鳶雄は、手を伸ばしてくる同級生たちを振ふり切って、突き飛ばされた刃を正面からキャッチした。これぐらいのフォローができねばこの子犬の主は名乗れないだろう。鳶雄自身も、同級生に道を阻はばまれ、揉もみ合い、取っ組み合いに発展した。しかし、刃がウツセミのバケモノを倒すことで、彼らも意識を失い、その場で倒れ込んで大事には至らなかった。

　あちらは、こちらに致ち命めい傷しようを与あたえることすら意に介さないが、こちらとしては彼らを傷つけるわけにもいかない。最低限の防衛措そ置ちで難を逃のがれようとしたが、鳶雄の体にはあちこちに擦すり傷きずができあがっていた。殴なぐられ、蹴けられながらも、同級生を突き飛ばす程度に反はん撃げきをとどめたからだ。乱らん闘とうのせいか、着ていた制服は破れ、息も絶え絶えだった。

　それでもなお、ウツセミと化した同級生たちは次々とここへ向かってくる。鳶雄は、刃の鼻に頼たよる。刃は、通路に残っているであろう紗さ枝えの匂においをたどって走り出した。鳶雄はそれを追う形で、その場から駆かけ出す。

　通路を進むなかで、突とつ如じよとして照明がすべて落ちて暗黒となった。敵の罠わなかと一瞬思ったが、すぐに非常用の照明が淡あわく灯ともる。そして、慌あわただしい警戒音アラートが建物内全域に鳴なり響ひびき出した。

『非常警戒発令。非常警戒発令。外部より、敵対組織の接近あり。五大宗家からのエージェントと思われる。繰くり返す。外部より、敵対組織の接近あり。五大宗家からのエージェントと思われる。各員、持ち場を離れ、緊きん急きゆう時のマニュアルに沿って──』

　通路に設置してあった赤のランプが激しく明めい滅めつしていく。

　……非常警戒発令？　外部より五大宗家が近づいてきているというのか？　この場所が、五大宗家にバレたということか。各宗家に黙だまって『四し凶きよう計画』を発動して、メディアをあそこまで騒さわがせた『虚うつ蟬せみ機関』を五大宗家の者たちが見み逃のがすはずもなく、アジトが割れれば攻めてくるのは必ひつ定じようといえる。

　……だとすると、時間はない。紗枝を救い出さなければ……。だが、ここで鳶雄はある不安事じ項こうに思考が行き当たる。

　いや、待て……。五大宗そう家けは、このアジトにいる同級生やその肉親の存在を確認したときに、そのあとどうするつもりだろうか？　無事に帰す？　そんなこと、するはずがないだろう。彼らは不備を正す一族だと聞いた。ならば、同級生やその肉親たちは──。

　ふいに鳶雄は振り返る。そこには、ここに至るまでに襲いかかってきた同級生たちの通路に倒れ込んだ姿があった。ウツセミのバケモノを失い、彼らは気を失ってその場に倒れたのだ。魔ま方ほう陣じんによって、転移することはなかった。当然なのかもしれない。あれで運ばれる先はここなのだから、転移する必要なんてない。

　倒れ込む同級生たちを見て、鳶雄は苦く渋じゆうの表情となる。

　……彼らをここで救わねば、二度と助けることは叶かなわないのではないか？　たぶん、機関の連中は、ここを襲しゆう撃げきされたら迷うことなく、このアジトを放ほう棄きして身ひとつで逃にげるだろう。そうなったら彼らは……。

　鳶雄ひとりで短時間で運び出せる人数ではない。あの装置から彼らの肉親を離す作業も必要だ。ならば、ラヴィニアならどうだ？　彼女の魔ま法ほうなら──。ダメだ。彼女は下で強力な魔ま女じよと死し闘とうを繰り広げているだろう。仮に退けたとしても救出が今すぐに叶うというわけにはいかないだろうことは、異能力に疎うとい鳶雄でも理解できる。

　では、救える人間だけ、救う……？　紗枝とその肉親だけ救う……？

　そこまで考えて鳶雄は壁に頭を打ち付けた。

　──最低の発想だ。

　……自分は、決めたんだ。紗枝だけじゃなくて、皆みんなを救うと。佐さ々さ木きを、皆みな川がわ夏なつ梅めの友人を、鮫さめ島じま綱こう生きの友人を、全員を──。

　……諦あきらめるのは嫌いやだ……ッ！　こんな理り不ふ尽じんに身を委ゆだねねばならない彼らをこのまま放置するなんてこと、できようはずがない……ッ！　全員を救う！　全員を救いたい！

　……じゃあ、どうすればいい……？

　答えの出ない苦く悩のうに苛さいなまれる鳶雄。こうしているうちにも紗枝は、どんどんと離れていっているのかもしれない。考えている時間はない。答えを模も索さくする時間は許されていない。

　苦く悶もんの表情を浮うかべる鳶雄だったが、そこに声がかけられる。

「──人間とは、わからないものだ。同じ人間をゴミのように実験に使うと思えば、神仏のような情けですべてを救おうとも考える。まったくもって、度し難がたい存在だ」

　そう嘆たん息そく混じりに現れたのは、ウェーブのかかった長い黒くろ髪かみの男性だった。ローブのようなものを羽織っている外国人の男だ。

　男は鳶雄と──刃を一いち瞥べつしたあとに言った。

「……『総そう督とく』の組織の者だ。おまえたちが内部を乱してくれたおかげで侵しん入にゆうは案外容易たやすかったぞ」

　……『総督』の組織。となると、グリゴリの関係者か？　確かに言い知れないプレッシャーのようなものを全身から放っており、刃も警戒を強めていた。

　男はローブを翻ひるがえしながらこう述べる。人差し指を通路の奥へ示した。

「『狗いぬ』よ、この先に己おのれの死に様を模索する男が、おまえを待っている。行け。ここに運ばれた人間どもの始末は俺に任せろ。そういう仕事も任されているからな。本来、例の魔女どもの存在確認だけをしに来たのだが……」

　男は視線を下に落とした。まるで地下で行われている魔ま法ほう使つかい同士の戦いを知っているかのようだった。男は息を吐いてもう一度述べる。

「ほら、言ったはずだ。さっさと行けとな」

　男は指先を倒れ込む同級生に向ける。すると、その下に魔方陣が展開して、パァッと輝かがやいたのちに彼らの姿が消えた。転移させたのだろう。

　鳶雄はおそるおそる訊きく。

「……あなたの名は？」

　男は、おもしろくなさそうにしながらこう答えた。

「……グリゴリの幹部、コカビエルだ」

　それだけ確認すると、鳶雄は「頼たのみます」と一礼してからその場をあとにした。もう、この怪あやしい男にすがるしかここの状じよう況きようを打破できないだろう。

　走り去る鳶雄の耳に、

「……俺はセイクリッド・ギアに興味がないと言ったはずだ、アザゼルよ」

　そう吐き捨てる男──コカビエルの声が聞こえてきたのだった。




　　　　２




　通路をさらに進んで鳶雄と刃が行き着いたのは──上階にあるであろう広い展望室だった。壁の大半がガラス張りになっており、外を一望できる。見やれば、眼下には緑の景色──。一面に広がる森の木々が見えた。ここがどこかの山中であることがわかる。

「いい景色だろう？　このアジトで唯ゆい一いつ私が好きな場所でね」

　突とつ然ぜんの声。そちらに視線を送れば、姫ひめ島じま唐棣はねずの姿があった。その隣となりには、巨きよ大だいな黒い獅し子しを伴ともなう紗枝が位置している。

　姫島唐棣は、外に目を向けながら言った。

「私たちは、人ひと里ざと離はなれた山の内部に長年を費ついやして隠かくしアジトを設置していてね。ここがそのひとつだ。この展望室も山の一部を利用して造っている。結界が張られているから、外部からではここを視認できないだろう。だから、誰だれに見られることなく、この風景を一望できるのだよ。素す敵てきだとは思わないかね？」

　口元を笑えましながらそう漏もらす姫島唐棣。やはり、ここは──彼らのアジトは山のなかにあるようだ。どの辺りの山かは外を一望しただけではわからないが、自分たちがいた町より遠くにあるのは確かだろう。

　彼は息をひとつ吐くと、頭かぶりを振ったのち、会話を切り替かえる。

「──ウツセミ、キミたちの同級生をそう呼こ称しようしているのはなぜだか、わかるかね？」

　鳶雄が答えずとも、姫島唐棣はその場を歩き出しながら話を続けた。

「我らの組織名から由ゆ縁えんがあることはわかるかもしれないが……。虚うつ蟬せみとは、その名のごとくだ。──『人間』を意味する。そして、蟬の抜ぬけ殻がら。空っぽであること。……由ゆい緒しよ正しき異能の一族に生まれながら、その家に沿った力を有さず、あるいは方針に従えぬ事情を抱かかえてしまった者たち。宗家の者たちにとってみれば、家の求める力を有さなかった者は、『異能力者ひと』にあらず。ただの『人間むのう』だ」

　自じ嘲ちようする彼の瞳ひとみは──薄うす暗ぐらく、輝きを灯していなかった。

「我らは価値観を否定された空っぽの存在──『虚蟬』だ」

「……じゃあ、同み級ん生なのことをそう呼ぶのは……？」

　鳶雄の問いに姫島唐棣は肩かたをすくめる。

「──あのような力を与えられても、それもまた人ひ間とである。……よく覚えておくといい、幾いく瀬せ鳶雄よ。こちら側では、『人間』という定義は人の数だけ答えを変える。いずれ、キミもそれに直面するだろう」

　……『人間』の定義。いまそれについて鳶雄は明確な答えを持ち合わせないが、そのことは姫島唐棣も十分承知のようだった。

　彼は、懐ふところから──独とつ鈷こを取り出した。両りよう端たんが尖とがった杵きね形の法具だ。姫島唐棣が小声で呪じゆ文もんを唱えると、独鈷は独りでに宙に浮かぶ。そのまま彼の周囲をくるくると回り出した。すると、いつの間にか独鈷が二個になる。見み間ま違ちがいかと思っていたが、独鈷の数はさらに増えていき、三個、四個、五個……十を超こえる数となって、彼の周囲を飛び回った。

　姫島唐棣はその状況で言った。

「……私はね、幼少の頃ころから、このように法具の扱あつかいに長たけていた。これに関してだけは、姫島のなかでも、特出した者のひとりだった」

　さらに彼は両手から錫しやく杖じようをも取り出した。一歩、また一歩と鳶雄のほうへ歩み寄り始める。そのなかでも彼は話を続けた。

「我が姫島家は、神しん道とうの一族だ。古くより火ヒ之ノ迦カ具グ土ツ神チと、その系統に属する神々を信しん仰こうしていてね。自然と火に通じる異能を持って生まれる者が多かった。……私は、その力に恵めぐまれなかったよ。信仰する火ヒ之ノ迦カ具グ土ツ神チ、その系統の神々にも一いつ切さい加護を受けることができなかった。結果、私はいまここにいる。──宗家の有様に適合できなかった者は、たとえ宗家の出だろうと、ここに堕おとされる。それが、彼らが古くから厳守する理ことわりだ」

　つまり、彼は姫島の力──炎ほのおの力を有さなかったばかりに『虚蟬機関』にいるということか？

　鳶雄は気になったことを訊く。

「……ひとつ、訊きたい。『四凶』や俺の能力も日本神話の神さまから発生したものだというのか？」

　姫島唐棣は首を横に振ふる。

「……いや、神じん器ぎ──いわゆるセイクリッド・ギアという異能は、日本の神々が創つくり出したシステムではない。それは、キリスト教──聖書の神が創造したとされるものだ。ゆえに我らとは本来ならば相あい容いれぬ存在だ。異教、異い端たんそのものだろう」

　……刃は、その火ヒ之ノ迦カ具グ土ツ神チとは関係がない？　キリスト教の神が、関かん与よしているということか……。予想外の真実に鳶雄は当とう惑わくしていたが、脳のう裡りに浮かぶあの情景に得心したのもまた事実だった。

　幼少の頃に出会った黒い天使──。鳶雄たち生き残り組を匿かくまう組織──グリゴリ。姫島唐棣の話から、鳶雄は少しずつ理解しかけているものがあったのだ。バカげた話だろうが、それでもすべての話の大筋で辻つじ褄つまが合う。

　姫島唐棣の操あやつる独鈷の先が、すべて鳶雄と刃を捉とらえた。

「もうすぐ、五大宗家の手の者がここにたどり着くだろう。なるほど、キミとあの少女と出会った瞬しゆん間かんに私は詰つんでいたということだ」

　彼は「くくく」と含ふくみ笑いを発した。

「アザゼル『総督』は、最初から見定めていたというわけだ。……まあいいだろう。同志である者の大半は、同盟を組んだ『魔女』たちのもとに退たい却きやくするはずだ。ここで培つちかわれた技術は、そこでさらに発展することだろう。『四凶計画』の続きをするもよし、魔女たちが求める悲願を叶えて利用するもよし。それぞれの思おも惑わくで宗家への復ふく讐しゆうを完かん遂すいすればいい。──だが、私はそうはいかない」

　姫島唐棣が、鳶雄の前に立つ。彼は自嘲しながら、こう述べる。

「──姫島鳶雄よ。私の願いを叶かなえてくれ。叶えさせてくれ。姫島が生んだ闇やみの狗いぬを禍まが々まがしい刃やいばに塗ぬり替えたいのだ。そして、その禍々しい刃で死にたいのだ。私は、奴やつらの手で死にたくはない。死ぬのなら、キミの黒き刃にて、死にたい。──これがわかるか？」

　鳶雄は理解不能の言動を繰くり返す姫島唐棣に激高した。

「ふざけるなッ！　あれだけのことをして！　これだけの悲しみを生んで！　最後に死にたい!?　しかも、俺に殺してくれというのかよ!?　ふざけるな！　ふざけるなよッ！　それにな！　俺は……俺は、姫島なんかじゃないッ！　幾瀬だ！　幾瀬鳶雄だッ！」

　怒ど声せいを張り上げて訴うつたえる鳶雄だったが、それでも姫島唐棣は薄うすい笑みを浮かべるだけだ。

「いや、キミも姫島だ。じゃなければ、ここにはいないだろう。そういうものを引き込むのだよ、五大宗そう家けの血というものはね。特にキミの持つ力は何よりも黒い。真っ黒だ。その暗黒を抱いだいたまま、無知と綺き麗れい事ごとを口にするキミを穢けがそう。はみ出し者同士の戦いとしては最高だと思わないかね？」

「イカレてるよ、あんたはッ！」

　叫さけぶ鳶雄に呼応して刃が飛び出した！　それに合わせて姫島唐棣が宙を飛ぶ独鈷数個を刃に向かわせる。刃は、頭部から片かた刃はのブレードを生やして、独鈷のひとつを打ち落とした。──が、それ以外の独鈷は宙で軌き道どうを変えて、刃の側面から鋭するどく突つっ込んでくる！　回かい避ひしようとする刃の動きに合わせて、独鈷も動き回り、ついには子犬を捉えて腹部に突き刺ささった！　刃が「きゃんっ！」と悲鳴を漏らして独鈷の一いち撃げきで床ゆかに打ち付けられる！

　刃は全身を震ふるわせながらも立ち上がる。独鈷の攻こう撃げきは強きよう烈れつだったようで、刃は「カハッ！」と血の塊かたまりを口から吐はく。あの刃が一撃でここまでのダメージを受けるなんて……。独鈷に込こめられた男の呪じゆ術じゆつ──法力は強力だということだ。

　しかし、それでも刃は諦あきらめず、赤い瞳を輝かせる。姫島唐棣の足あし下もとの影かげより、ハーケンが飛び出す！　だが、それはすでに彼も見ている攻撃だ。予想していたように軽かろやかに躱かわして、横よこ薙なぎに払はらわれた錫杖によって破は壊かいされていく。

　そうこうしているうちに宙を飛び回る複数の独鈷が、今度は鳶雄に照準を定めて、襲おそいかかってくる！　直ちよく撃げきするという直前に鳶雄の足下より、ハーケンが飛び出て盾たての格好となるが、独鈷は当たる寸前に弧こを描きながら宙で軌道を変えて、ハーケンを躱し、鳶雄に飛来した！　為なす術すべもなく、鳶雄の全身に複数の独鈷が打ち付けられる！

「……ぐわっ！」

　肩、背中、腕うで、腰こし、足、あらゆるところに独鈷は打ち付けられて、鈍にぶい音を立てる。途と端たんに激痛が襲ってきて、鳶雄はその場で膝ひざからくずおれた。頭部に当たらなかったのは幸いだったが……それはわざと狙ねらいをつけてこなかったのだ。頭を狙えば即そく時じに勝負がついてしまう。彼はそれを望まなかった。

　……左ひだり腕うでと右足が激痛と共にまるで機能しなくなった。だらりとする腕と足。……骨折しているのだろう。腕はともかく、足をやられたのは致ち命めい的てきだった。……もう、鳶雄は動き回ることができなくなったからだ。

　主あるじの危機に瀕ひんして、刃は全身から黒いもやを発生させて、いっそう力を高めようとするが、子犬自身もすでにダメージが深刻だ。何度も何度も口から血を吐いている。内臓を負傷しているのだ。このままでは、刃も──。

　そこに黒い獅子も戦線に加わる。巨きよ体たいを揺ゆり動かして、「ぐるるる」と低い唸うなり声を放っていた。刃も負けじと威い嚇かくするが……。姫島唐棣に黒い獅子。戦せん況きようは絶望的だ。

　刃が、獅子の足下の影からハーケンを撃うち出すが、獅子は横に跳とんでそれを回避する。獅子が大きく息を吸い込んで、腹部を膨ふくらませた。次の瞬間、獅子は口から巨大な炎を刃に目め掛がけて吐き出した！

　刃は口から血を伝わせながらもその炎を避さける。獅子は間かん髪はつ入れず、足下の影を広げていく。瞬しゆん時じにその巨体が影のなかに沈しずんでいった。影だけが残り、その影が四散して展望室全体に走って行く。

　獅し子しの作り出した影はそのひとつひとつが意思を持っているかのようだった。四散したそれぞれの影が刃を執しつ拗ように追う。分断した影のひとつが、駆かけ回る刃を捕とらえた。影がうごめいて刃の体に絡からみつく。

　分かれていた他ほかの影もそこに合流していって、再び大きな影を作り出す。そこから獅子は浮うかび上がってくる。影に捕らわれた刃が、体に生やしたブレードで影を斬きり払うが──それと同時に獅子の前足による一撃が振り下ろされた。

「きゃんっ！」というか細い悲鳴が展望室に響ひびき渡わたった。床に何度かバウンドしたあと、刃はぐったりと横たわったまま、起き上がることはなかった。

「刃──ッ！」

　相棒の、分身である子犬の姿に、鳶雄は絶ぜつ叫きようして体を引きずりながら近づこうとした。

　這はうような格好の鳶雄を、姫島唐棣も、黒い獅子も、追つい撃げきするようなことはなかった。もう、戦局が覆くつがえらないことがわかったからだ。相手は、どちらも自分たちより遥はるか格上。それがいっぺんにかかってくれば、敗北は必至だった。

　涙なみだを流しながら、鳶雄は床を這いずり回って刃のもとにたどり着く。激痛など、刃のもとに行くためならばなんてことはない。早く、すぐにでも子犬を抱だき寄せたかった。力のない自分のために、必死になって戦ってくれた小さな相棒。刃は、まだ息があったが、その命が潰ついえる寸前なのは鳶雄でもわかる。

「…………ありがとう……ごめん、ごめんよ……俺が……弱いから……こんなことに巻き込んでしまって……ごめんよ」

　鳶雄は刃を抱きかかえて、ただただ礼と謝罪を口にしていた。

　姫島唐棣は首を横に振りながら言う。

「……キミは私をイカレていると言った。それは当然だ。ここに身を寄せたときから、私は正常な精神ではいられなかったのだよ。だがな、幾瀬鳶雄。キミがここで禍々しき刃に転じなければ、この状じよう況きようを抜ぬけたとしても先は明るくない。姫島の血を引いて生まれたときから、キミが通常の人間と同じ生活を送ることは無理だったのだよ」

　嘆なげく姫島唐棣に対して、鳶雄は嗚お咽えつを漏もらしながら訴える。

「……俺は……ただ、普ふ通つうにいたかっただけだ。また、あの生活に戻もどりたかっただけだ……。紗枝と、皆みんなと、あの高校で学生を続けたかっただけだ……っ！　どうして、あんたたちはそれを壊こわす……？　なんで……俺と紗枝、刃をここまで……っ！」

　そう、幾瀬鳶雄は──失ったあの生活を取り戻したかっただけだ。紗枝と、同級生たちと過ごしたあの高校での生活を、また送りたかっただけ。普通の高校生が望む、当たり前の日常を欲ほつしただけだ。

　異能を得ても、彼はどこにでもいる十七歳の高校生に過ぎないのだから──。

　涙を流す鳶雄の頰ほおをなでる者があった。鳶雄は、姫島唐棣は、それを見て驚きよう愕がくする。

「……ここにきて、自我を取り戻したというのか？」

　姫島唐棣はその者の行動に目を見開いて驚おどろいた。

　紗枝が、頰に涙を伝わせながら、鳶雄の前に立っていたからだ。紗枝は、鳶雄の抱かかえる刃の頭をなでる。その頭部には、いまだブレードが生えていた。

　彼女は、やさしげな表情を浮かべて鳶雄に一言告げた。

「……ごめん……ね。辛つらかった……よね？」

　紗枝が──刃を抱き寄せる。その頭部に生えたブレードが、紗枝の胸を貫つらぬいた──。誰だれが見てもそれは──致ち命めい傷しようになる行動だ。

　刃を抱いたまま、紗枝が力なくその場で横たわっていく。鳶雄は、倒たおれ込んだ紗枝を抱きかかえた。呆ぼう然ぜんとする鳶雄の頰を紗枝が微笑ほほえみながらなでた。

「……泣かないで……鳶雄……」

　鳶雄はその手を取って彼女の名前を呼ぼうとするが、突とつ然ぜんのことに声は出てこない。

「……私は……また会えて……うれしかったよ……」

　微笑を浮かべたまま、鳶雄の手から、彼女の手が滑すべり落ちていく──。

「……………」

　言葉を失う鳶雄。首を横に何度も振ふり、現実を受け入れられずにいた。

　鳶雄は──救いたかった。

　東とう城じよう紗枝という少女を──。

　家族を失った彼にとって、彼女は唯ゆい一いつの大事な存在だった。誰よりも救いたかった。

　横たわる彼女を抱き寄せながら、鳶雄は声にならないものを絞しぼり出す。

「……あぁ……あ、うあぁぁぁぁぁ……ぁぁぁぁぁ……っっ！」

　……ただ、生きていて欲しかっただけだ。

　……ただ、何事もなく、平へい穏おんに過ごしたかっただけだ。

　……ただ……。

　……ただ……いつもの日常を紗枝と生きたかっただけだったんだ……。

「あぁぁぁあああああああああぁぁぁぁぁ…………ぁぁああああああっっ！」

　すべての望みを絶たれた鳶雄は、絶望に苛さいなまれ、慟どう哭こくした。

　それを見ている姫島唐棣だったが、その懐ふところより謎なぞの発光現象が生じていた。彼もそれを察知して、懐より木箱を取り出した。それは、東城紗枝の家で鳶雄よりも先に姫島唐棣が奪だつ取しゆしていたものだ。鳶雄の祖母である朱あげ芭はが遺のこしたもの──。

　姫島唐棣がその木箱を開けると、そこにあったのは小さな水すい晶しようだった。水晶は青白い発光現象を起こしていた。

　突とつ如じよ、その水晶から声が生じる。

『この封ふう印いんが解かれたということは、残念なことですが、鳶雄の力を悪用しようとする者が現れたか、あるいはあの子に異能の害意が加わったということでしょう』

　声の主に鳶雄は覚えがあった。それは愛いとしい彼の肉親であった祖母の声だ。

「……幾瀬鳶雄の祖母、朱芭殿どのの声を録音した水晶ということか」

　姫島唐棣はそう断じた。

　水晶より発する祖母の声は続く。

『あの子に悪意を持って接した者たちに言いましょう。私はこの子を誰よりも思いやりを持ったやさしい子となるよう育てました。何せ、あの子は……生まれながらにして「擬まがいものの神」の禁じられた手段を有していたのですから』

　それを耳にした姫島唐棣の表情は──一変する。先ほどまですべてを儚はかなげに見ていた彼の双そう眸ぼうは、驚きに満ちていた。

「…………ッッ！　禁……手バランス・ブレイカーだと……!?　そんなバカなことが……ッッ！」

　水晶の祖母の声は、恐おそろしげに語る。

『悪意を持ってあの子に近づいた者たちに告げまます。そこまでして、あなたたちがあの子に害意を加えるのであれば、神殺しの刃をその身で以もつてとくと味わうといいでしょう。──その魂たましいすら、残らず切り刻まれなさい』

　水晶の声はなおも続く。今度は鳶雄にやさしく訴うつたえかける。

『──鳶雄、ごめんなさいね。辛かったでしょう。怖こわかったでしょう。あなたに真実を伝えないまま先に逝ゆくことを許してちょうだい』

　いつも厳しくもやさしかった祖母の声。いまの鳶雄にとって、それは絶対だった。何よりも心身に浸しん透とうしていく。まるで祖母にやさしく頭をなでられているかのような錯さつ覚かくを覚えながら、水晶の声に耳を傾かたむける。

『けれどね、鳶雄。もう、いいのよ？　もう、怖がる必要はないわ。泣く必要はないわ。──謳うたいなさい。あなたは忘れているけれど、いまなら思い出せるはずよ。だから、謳いなさい。──禁じられた刃か狗みの歌声を』

　その祖母の声を聞いて、鳶雄の脳のう裡りに浮かび上がる記き憶おくがあった。記憶の奥底に封ふうじられたままだった記憶──。

　幼い時分、ある日、とある神社に連れていかれた鳶雄は、本ほん殿でん内でそれを言い聞かせられた。

　──いいかい、鳶雄。

　幼い鳶雄の額に指で何かの文字をなぞっていく祖母。

　──もし、本当にどうしようもなくなったとき、あなたを救ってくれる『呪じゆ文もん』を教えてあげるわ。

　鳶雄の傍かたわらには──いつの間にか、大型の黒い犬が座っていた。

　──けど、それは最後の最後まで取っておくんだよ？

　犬の赤い目が鳶雄を捉とらえる。途と端たんに胸が高鳴るのがわかった。

　──その『呪文』は、鳶雄からすべてを奪うばうからね。

　祖母が鳶雄を抱き寄せながら、耳元で『呪文』を教えてくれる。

　──ヒトを終えなきゃいけなくなるのよ。

　すると、黒い犬は──赤い目を細めながら姿を消していった。

　その一連の記憶を、いままさに鳶雄は思い出したのだ。同時に、祖母から教え込まれた『呪文』も頭のなかに蘇よみがえる。

　鳶雄は紗枝と刃を抱き寄せながら、ふっと笑う。




　いいよ、ばあちゃん。

　俺は……ヒトを終えてもいい……っ。

　俺と……紗枝から平穏を奪った連中が……許せないんだ。

　だから、ばあちゃん。

　俺は──唱うえたるうよ。

　俺を、俺たちを、理り不ふ尽じんが襲おそうのなら、俺も、俺たちも、理不尽で返そう……っ。




　鳶雄はそれをついに口にしていく──。

《──人を斬れば千まで啼なこう》

　鳶雄と、刃を、どす黒いもやが覆おおっていく。それはしだいに広がり、展望室を埋うめ尽つくしていった。

《──化け生しよう斬るなら万まで謳おう》

　折れた腕うでと足に黒いもやがかかり、瞬しゆん時じに痛みを消し去っていく。

《──暗き闇やみに沈しずむ名は、極夜を移す擬まがいの神なり》

　その場を立ち上がる鳶雄。ぐったりとしていた刃が──足あし下もとに広がる黒い影かげ、否いな、闇のなかに沈んでいった。

《──汝なんじらよ、我が黒き刃で眠ねむれ》

　鳶雄の全身に黒いもやがかかり、それは肉体に張り付いて、同化していく。彼の形が徐じよ々じよに徐々に変じていき、人の形をしながらも人とは違ちがうモノになっていった。

　さらに闇が鳶雄の横に大きく盛り上がり、形をなしていった。それは、前足となり、後ろ足となり、尾おとなって、大きく開かれた口となる。

　彼の横に生じたのは、漆しつ黒こくの毛並みを持つ一いつ匹ぴきの大型犬──いや、《狗いぬ》だった。

《──愚おろかなものなり、異い形ぎようの創造主かみよ》

　鳶雄が最後の一節を口にすると、漆黒の《狗》は、透すき通るほどの遠とお吠ぼえをしていく。

　オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン……。

　姫島唐棣と黒い獅し子しの眼前に現れたのは、闇の衣ころもをまとった人型の獣けものと、その傍らに立つ闇を吐はく大型の《狗》──。

　姫島唐棣は、二体の漆黒の獣を見て、恍こう惚こつとしていた。

「……素す晴ばらしい」

　そう口にする彼を、二体の獣が赤い眼めで睨ねめつける。

　闇の衣に包まれた幾瀬鳶雄──獣は剝むき出しの鋭するどい牙きばを覗のぞかせながら唸うなった。




　──こいつを斬きれるのであれば、俺は『人バケ間モノ』でいい。



















　　　　／／／




　皆川夏梅が、ヴァーリと共に『虚蟬機関』のアジトと思われる施し設せつに入ってある程度の時間が経過していた。施設中に鳴り響ひびく警けい戒かい音。ヴァーリのリークを受けて五大宗そう家けから放たれたエージェントが近づきつつあるなかで夏梅は、培ばい養よう槽そうから取り出された同級生たちの肉親を転移の魔ま方ほう陣じんに次々と送っていた。

　このアジトに侵しん入にゆうしてすぐに、機関員のひとりを締しめ上げてここの場所を吐かせたのだ。来てみると、すでにこの部屋の装置は機能を停止しており、あとは彼らを取り出すだけだった。夏梅はグリフォンに突とつ風ぷうを発生させて、手早く培養槽をすべて破は壊かいさせた。

　ヴァーリはこの光景を見て、

「用意のいいことだ」

　と、ひとり不敵な笑えみを見せていた。誰がこの部屋の装置を停止させたか、心当たりがありそうだった。

　夏梅は同級生の肉親たちをヴァーリの描えがいた魔方陣で、グリゴリの施設に送るだけではなく、通路で倒れていた同級生たちも拾い上げて魔方陣の中央に連れていった。

　まだアジト内でうごめくウツセミのバケモノもいたが、巨きよ大だいな獣に変化しているグリフォンの敵ではなく、『四凶』と化した鷹たかが起こす突風によって、切り刻まれていった。

　培養槽に入れられていた同級生の肉親たちは、この場にいる限りすべてグリゴリの施設に転移させた。ウツセミを失い倒たおれていた同級生たちも魔方陣でジャンプさせている。

「ヴァーリ！　気配とか探さぐれる？　ここにまだあっちに送ってない同級生はいるかな？」

　問う夏梅。ヴァーリは瞑めい目もくして、気配を察知しようと感覚を研とぎ澄すませる。

「……いるな」

　その報告に夏梅は覚かく悟ごを決める。時間がかかってもいい。五大宗家のエージェントと鉢はち合あわせしてもいい。全員救う！　同級生はすべて救い出すのだ！

　その決意を胸に抱いだいて、ヴァーリに気配の方向を訊きこうとしたときだった。ヴァーリが突如、天てん井じよう──上階のほうへ顔を向けた。

　驚おどろいたかのような表情を浮うかべたと思えば、いきなり怖いぐらいの笑みを浮かべる。

「……これもいいな」

　興奮しているヴァーリだったが、息を吐いて自制したのちに夏梅に言った。

「残りは俺が拾うさ。皆川夏梅は上を目指せ。そこに『狗』──幾瀬鳶雄がいる」

「け、けど！」

　自分も全員を助けたい！　その気持ちが先んじるが、ヴァーリは首を横に振る。

「ウツセミの生徒たちよりも、上の『狗』を止めないと、二度と帰ってこないかもしれないぞ？」

　そう言うヴァーリ。同時に夏梅は、この室内に起こった現象に言葉を失う。

　──あらゆるところから、歪いびつな形の刃やいばが生えてきていた。

　見覚えがあった。当然だ。それは幾瀬鳶雄の持つ子犬──刃が放つ歪なブレードと酷こく似じしていたからだ。あれは物もの陰かげから生えていたはずだ。しかし、これは違う。あらゆるところから無む尽じん蔵ぞうに生え出している。天井から、床ゆかから、壁かべから、機器類から──。これはこの部屋だけのことではないだろう。おそらく、このアジト自体に歪なブレードが生えてきているのだ。

　この現象を見て、夏梅はヴァーリの言葉の真意を本能で理解した。

「わかったわ。まずは幾瀬くんのところに行ってくる！」

　そう告げて、夏梅はヴァーリにあとを任せてこの場を駆かけ出した。

　通路を駆けて、非常用の階段から一直線に上へ向かう。階段のあらゆるところから、ブレードは次々と出現していった。彼女はぐんぐんと駆け上がっていき、階段の一番上まで上って一気に通路に出た。その先にある大きな両開きの扉とびらを視し認にんする。

　部屋の前まで駆けた夏梅は、扉を触さわった瞬しゆん間かんにぞわっと全身の毛穴が開く感覚を覚えてしまった。瞬時に、体中が戦おののいた。中にいる何かに恐れを抱いたのだ。姿を消して夏梅に付き従っていたグリフォンも巨きよ体たいを露あらわにしつつ、全身を震ふるえ上がらせていた。

　生なま唾つばを吞のみ込んで中に入った夏梅が眼めにしたのは──。

　刃だらけの異常な世界だった。暗い室内の至るところから、あらゆる形の刃が無数に生える。真っ直すぐのものもあれば、弧こを描えがくものもあり、ジグザグの形のものまであった。

　暗がりの領域にいくつかの光明が浮かんでいる。その光明に照らされて姿を現しているのは、錫しやく杖じようを持った中年の男性とその傍らにいる巨大な獅し子し。そして、漆黒の不気味なオーラを放ち続ける二体の獣けものだった。

　一体は、大型の黒い犬だ。ブレードを体から生やしてはいないが、刃の面おも影かげがある。あの子犬が順調に成長すれば、こうなるであろうという姿形だ。

　もう一体は──犬のフォルムを持った黒い人型のバケモノだった。犬と同様の突つき出た口に、ピンと立った耳。口に剝き出しの鋭い牙が見える。腕は人間のものと似ているが、爪つめはすべて鋭えい利りに生えていた。足は犬同様の形ではあるが、二足で立っている。腰こしに生える尾っぽは六本──。

　夏梅の登場を察したのか、男性がこちらに視線を送りながら言う。

「……皆川夏梅かな？　ふふふ、いいところに来た。はじめまして、私は姫島唐棣だ。この名を聞けばなんとなく察するだろうか？」

　姫島唐棣──。『虚蟬機関』の者だ。夏梅は初見だが、幾瀬鳶雄と鮫島綱生の前に現れた人物だと理解した。

　姫島唐棣は視線を再び前の黒い二体の獣に移す。

「……あれがなんだかわかるかね？」

　そう問う姫島唐棣は、自身の周囲に浮かばせていた複数の法具──独とつ鈷こを黒い獣のほうに向かわせる。異能を有した法具は、宙を縦じゆう横おう無む尽じんに動いて黒い獣に襲いかかった！

《斬ル切ルキルきるKill伐きル剪きル斬ル切ルキルきるKill伐ル剪ル斬ル切ルキルきるKill伐ル剪ル斬ル切ルキルきるKill伐ル剪ル斬ル切ルキルきるKill伐ル剪ル斬ル切ルキルきるKill伐ル剪ルゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥウウウウウウウウウウウウウウッッ!!》

　黒い人型の獣のほうが、呪じゆ詛そめいたものを口から吐き出した。耳にするだけで精神がおかしくなりそうなほどに力を持った怨えん嗟さの声。

　姫島唐棣が放った独鈷は、直ちよく撃げきすることはなかった。天井から、床から、壁から伸のびてきた数多あまたのブレードにて、すべての独鈷が切り刻まれたからだ。

　この結果に姫島唐棣は驚くどころか、狂きよう喜きした。

「……すでに私の独鈷も通じぬか。見たまえ、皆川夏梅」

　彼が指さす方向にはガラス張りの壁があった。おそらく、ここは展望室であり、外の風景を観察するためのものだったのだろう。それが──黒く塗ぬり替かえられていたのだ。そこから望める風景は、暗黒に包まれた山林の世界──。空の情景すらも黒く染め上げて、この一帯全域が漆黒に包まれていた。

　……夏梅がこのアジトにたどり着いたときはまだ日が昇のぼっていた。こんなに早く日が落ちようはずがない！

　見れば、山林のところどころからも巨大で歪なブレードが次々に生えていっている。その周囲のすべてが、異様な形の刃によって埋め尽くされる勢いだった。

　……夏梅は再び黒い獣に視線を戻もどす。もう、夏梅は理解していた。あの黒い人型の獣が鳶雄であることを。室内の一角に横たわる少女の姿も視認できていた。

　……それを見て、夏梅はおおよその見当はついた。大きな悲しみの末に、彼は至ったのだ──。

　──獣と化すことに。

　鳶雄の前に立つのは、黒い獅子だった。

　黒い獅子は勇ましく咆ほう哮こうを上げたあと、その身を足下に広がった影のなかに沈ませていく。影となった獅子は、影を四散させて部屋中を駆け回った。それぞれが意思を持つかのようにうごめくなかで、鳶雄は静観するだけだった。すると、両りよう腕うでを大きく上に上げて、一気に振ふり下ろした。刹せつ那な、部屋中に数え切れないほどの膨ぼう大だいなブレードが床から生えて、天井に達していく！　ブレードの一部が黒い影かげを捉とらえており、捉えられた影が再び形をなして獅子となった。

　獅子は──ブレードによって串くし刺ざしになっていたが、巨大な体たい軀くを激しく揺ゆり動うごかして無理矢理そのブレードを破壊する。解放された獅子は、床を高速で駆け出して鳶雄との距きよ離りを詰つめるが、鳶雄も瞬しゆん時じに消え去り、音だけの見えない攻こう防ぼう戦せんが始まり出した。

　夏梅に捉えきれないほどの速度で鳶雄と獅子が動き回り、戦いを演じているのだろう。黒い獣二匹ひきが戦うなかで、取り残されたもう一匹の黒き《狗》──刃がゆっくりと室内を歩き出して、赤い双そう眸ぼうを怪あやしく輝かがやかせる。

　ズンッ！　と刃の後方に太く巨大な一本のブレードが出現した。黒い獅子がそれによって貫つらぬかれている。刃は、気配だけで獅子の動きを察知して主あるじである鳶雄のフォローをしたのだ。姿を現した鳶雄は正面から獅子に近づいていく。

　獅子は貫かれたまま鳶雄に向かって口から火か炎えんを吐くが──。鳶雄は一いつ切さい臆おくすることもなく、避さけることもなく、真っ直ぐに立ち向かい、両手を鋭く火炎のなかに突き出していった！　火を吐く口の奥深くまで両手を突き立てる！

《殺ス頃ころス比ころス転ス戮ころス轉ころスころすコロス殺ス頃ス比ス転ス戮ス轉スころすコロス殺ス頃ス比ス転ス戮ス轉スころすコロスゥゥゥゥゥウウウウウウウウウウウウウッッ！》

　怨嗟の絶ぜつ叫きようを発した鳶雄は、口に潜もぐり込ませた両手を一気に力強く開いていった！

　獅し子しはその身を真っ二つに裂さかれて、床に転がった。絶命したであろう獅子の身が、闇やみに溶とけて消えていった──。

　夏梅はこの世のものとは思えない情景に戦せん慄りつしながらも見ていることしかできなかった。動けば──おそらく、自分も敵と見なされる。それほどまでにいまの鳶雄と刃は恐おそろしく禍まが々まがしいオーラを放ち続けているのだ。

　獅子を討うち滅ほろぼした鳶雄と刃。次の目標は、姫島唐棣だろう。

　しかし、この場に現れる第三者がいた。銀ぎん髪ぱつの少年──ヴァーリだった。

　ヴァーリはこの光景を見て、全身を震わせながらも狂喜の笑みを浮かべる。

「……皆川夏梅を視認しても元に戻らないとはね。……アザゼル……ッ！　話が違ちがうじゃないか……ッ！　何が、『天てん龍りゆうに比べたら、かわいい狗いぬ』だ……ッ！　これは……このバケモノは……ッ！」

　打ち震える少年の声以外にも、聞き覚えのある声は室内に響き渡わたる。

『周囲の景色すらも塗り替えて動き回る黒い獣けものか。まったく、俺が出会う神滅具ロンギヌスは曰いわく付きばっかだな』

　ヴァーリが肩かたに乗せるドラゴンのぬいぐるみ──その口が勝手に動いて、『総そう督とく』の声を発していたのだ。

『総督』は、姫島唐棣に話しかける。

『よう、機関長殿どの』

「──っ！　……グリゴリか」

　声を聞いてすぐに察する姫島唐棣。

『どうだ？　イレギュラーなそいつの力は？』

　皮肉げな『総督』の声こわ音ね。

「……これは『狗』なのだろう？　神を滅ぼすとされる具現のひとつ……黒き刃の狗のはず」

『ああ、そうだ。その通りだ。そいつは神をも断たつという黒こく刃じんだ。だが、どうにもな、その少年は生まれながらにしてセイクリッド・ギアが発現していたそうだ』

「それは特に珍めずらしいことでもあるまい？　問題は生まれながらに──」

　姫島唐棣の言葉に『総督』は続ける。

『ああ、そうだ。──幾瀬鳶雄は、生まれながらに至っていた』

「…………そんなことがあり得るというのだな……」

　不敵に笑む姫島唐棣とは裏腹にヴァーリは、「イレギュラーなんてものじゃないな」と目を細めていた。

『総督』は続ける。

『幾瀬鳶雄の祖母は、生まれながらに世界の均きん衡こうを崩くずすだけの力を有した孫に封ふう印いんを施ほどこした。それも何重にもだ。おまえたちはそれを無造作に無ぶ遠えん慮りよに乱暴なまま触ふれた──。見たかったんだろう？　すべてを擲なげうとうとも、この姿を見るためによ？　それは代価だ。存分に見て楽しんで斬きられていくといい』

　それを聞いて、姫島唐棣は含ふくみ笑う。

「……くくく、『雷らい光こう』の件といい、これといい、姫島の血は呪のろわれつつありますぞ、叔お父じ上うえ……っ！」

　笑う彼の表情は、これまでにないほどに醜しゆう悪あくに、しかし、満足げな笑えみを作っていた。

　姫島唐棣は、一歩前に出た。その顔は満ち足りている。

「──キミを一本の禍々しき刃にできた」

　鳶雄に一歩、また一歩と歩み寄る。独鈷を再度飛ばしていくが、それもまたすべて打ち落とされてしまう。手に持っていた錫杖で攻こう撃げきしようにも、刃の足あし下もとの影より生じたブレードにて、腕うでごと切り落とされてしまった。腕を失いながらも姫島唐棣はさらに近寄っていく。

　──鳶雄は静かに腕を横に薙ないだ。

　眼前というところにまで迫せまって、姫島唐棣は言った。

「五大宗そう家けを、『姫島』を滅ぼしてくれ」

　そう告げた姫島唐棣の頭部は、弧を描えがくように床ゆかから突き出てきたブレードによって肉体より切り離はなされていった──。







　黒い獅子、姫島唐棣を破った鳶雄と刃──。

　それを見守っている夏梅とヴァーリだったが……。

「──で、どうだ？　ヴァーリよ、『赤』と出会う前の退たい屈くつしのぎになりそうか？」

　そう言いながら、この場に姿を現したのは、あごに髭ひげを生やした男性だった。精せい悍かんな顔つきをしており、背広に身を通している。

「……想像以上だよ、『総督』。──いや、アザゼル。ていうか、来ているなら、このドラゴンからわざわざ声を出すな」

　にやけるヴァーリの頭部をなでる『総督』と呼ばれた男性。

　夏梅に視線を移して、男性は自己紹しよう介かいをする。

「初めまして、皆川夏梅。俺が『総督』のアザゼルだ」

　この男の人が『総督』──。声だけだった存在にようやく会えた夏梅だが、感かん慨がいにふけっている場合でもない。

　まずは、眼前の幾瀬鳶雄をどうにか止めねばならないのだ。そう思し慮りよする夏梅の横にひょっこり姿を現したのは、ボロボロの格好のラヴィニアだった。

「少し遅おくれたのです、夏梅」

「ラヴィニア！」

　軽く再会のあいさつを交かわす二人だったが、『総督』──アザゼルの姿にラヴィニアが言った。

「お顔を出すなんて、よほどのことなのですね、アザゼル総督」

　そう言いながら、変へん貌ぼうを遂とげた鳶雄に視線を送る。

「……なるほど、よほどのことなのです」

　見ただけでラヴィニアは理解した様子だった。

　アザゼルが問う。

「ラヴィニア。……奴やつらは逃にげたか」

　ラヴィニアが息を吐はく。

「申し訳ないのです」

「いや、最初から奴らが厄やつ介かい極きわまりないのはわかっていたよ」

　肩をすくめるアザゼルは、鳶雄に目を向けた。

「さて、ラヴィニア、ヴァーリ。──あれを止める。力を貸せ」

　一歩前に出るアザゼルのあとを追うようにヴァーリが動き出す。

「まったく、後始末ばかりだ。──俺はいつ暴れられるんだか」

　ラヴィニアもボロボロの帽ぼう子しを脱ぬいで、鳶雄のほうに歩を進める。

「トビー、帰ってきてもらうのです。私はまだ話し足りないのですよ？」

　三者が一定の距離を取る。ヴァーリが背中より光り輝く翼つばさを生やし、ラヴィニアが足下に魔ま方ほう陣じんを展開して魔ま法ほう力を高め、同時に傍かたわらに氷の姫ひめ君ぎみを呼び寄せた。

　冷気が漂ただよい出した室内で、アザゼルが首をこきこき鳴らして──背中より十二枚の黒い翼を出現させる！

　ラヴィニアが手を広げると、それに呼応して氷こおり姫ひめも同じ仕草をした。部屋が一いつ瞬しゆんで凍こおり付いた。無数に生えるブレードすらも凍り付かせてしまう、ラヴィニアの氷の世界。鳶雄と刃も氷こおり漬づけにされた。しかし、すぐに彼らを包む氷にヒビが入った。

「幾瀬のばあさん！　あんたが使った呪法を使わせてもらうぞ！」

　アザゼルは懐ふところより、経きよう典てんらしきものを取り出した。手で印を結びながら、経典を広げていく。経典は光り輝き、幾いく重えもの文字を空中に浮うかび上がらせる。浮かび上がった文字は、力を帯びて鳶雄と刃の周囲に漂い出した。文字は連なり、一本の縄なわのようになって、鳶雄と刃を縛しばり上げ始める。

　氷漬けと共に経典より生じた文字が鳶雄と刃を束そく縛ばくした──。

「ヴァーリ！　いまなら力を奪うばえる！」

　アザゼルの号令を聞いたヴァーリは、光翼を羽ばたかせて素す早ばやく鳶雄たちに詰め寄り、それぞれ一度だけ触れた。

　銀髪の少年は宙に浮かびながら指を鳴らした。

「──半減だ」

『Divideデイバイド!!』

　力ある音声が室内に鳴り響ひびき、鳶雄と刃が纏まとっていた力が一気に弱まったのが夏梅にも感じ取れた。さらに『Divideデイバイド!!』という音声は、ヴァーリの光翼の輝きと呼応しながら発せられていく。

　しだいに力を失っていく鳶雄と刃。見れば、外の風景も徐じよ々じよに暗くら闇やみが晴れて、巨きよ大だいなブレードにもヒビが入り出していた。しばらくして、鳶雄はその場に膝ひざを突つき、最後には倒たおれ伏ふした。それと同時にこの領域の闇も祓はらわれて、数多あまたのブレードも崩ほう壊かいして散っていった。

　鳶雄を覆おおっていた黒い衣ころもも剝はがれて、普ふ段だんの彼の顔を覗のぞかせてくれる。刃も力を失い、その場に伏していく──。

　アザゼル、ヴァーリ、ラヴィニアの共同作業により、鳶雄が起こしていたであろう超ちよう常じよう現象のすべてが収まり、本来ある情景が室内に戻もどっていた。ガラス張りの壁かべからも正常となった見事な山林の風景が広がる。

　これらを確かく認にんして、アザゼルが息を吐いた。

「──っと、一丁上がりってか。神しん道とうの姫島が、この手の封印術に明るいなんてな。そりゃ、追放されるぜ、幾瀬のばあさんよ」

　そんなことをつぶやくアザゼルを置いて、夏梅は元に戻った鳶雄のもとへ駆かけ寄った。

「幾瀬くん！」

　倒れる鳶雄の息を確認する夏梅。彼は……息をしていた。

　生きている！　生きているのだ……っ！　大型の犬と変貌した刃も横たわりながらも息をしているのが視認できる。

　ラヴィニアが夏梅の肩に手を置いた。

「皆みんな、無事なのです。さ、帰るのですよ、夏梅」

　夏梅はあふれ出る涙なみだを手で拭ぬぐいながら、うなずいた──。
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　鳶とび雄おが目を覚ましたのは──見知らぬ病室だった。ベッドに寝ねている自分。腕には点てん滴てきが打たれていた。意識を戻した鳶雄は、上半身を起こす。

　……記き憶おくは曖あい昧まいだが、展望室での出来事はある程度覚えていた。顔を伏す彼に話しかける者がいた。

「目を覚ましたか、幾いく瀬せ鳶雄」

　視線を送れば、少し離れたところにある椅い子すに男性が座っている。男性は読んでいた本を閉じて言った。

「あらためて自己紹介しようか。俺はアザゼル。神の子を見張る者──『グリゴリ』っていう組織の長おさだ」

　……この男が、『総そう督とく』。アザゼル。グリゴリの長……。
















　アザゼルは、話を続ける。

「俺の組織は……まあ、いろんな超常現象を研究、計測しているんだが、そのなかのひとつにセイクリッド・ギアの研究があってな。能力から、使い手まで幅はば広ひろく取り扱あつかっている」

　男性の視線が、鳶雄のベッドの向こうにいった。鳶雄もその視線を追うと──ベッドの傍らに丸くなって眠ねむる大型の黒い犬がいた。それが刃ジンだと瞬しゆん時じに鳶雄は理解できた。

　アザゼルは刃に目を向けながら告げる。

「キミの分身──《刃》の正体は、神滅具ロンギヌスと称しようされるセイクリッド・ギアのひとつだ。正式な名を『黒刃の狗神ケイニス・リユカオン』という」

「神滅具ロンギヌス……」

「十三種ほどあってな、それらは能力を極めれば神すらも滅すことができるとされている。キミの持つそれは、神をも斬り伏せることが可能と言われている代しろ物ものだ」

　神をも斬り伏せる……？　突とつ飛ぴすぎて鳶雄は実感が湧わかない。

「夏なつ梅めや鮫さめ島じまのセイクリッド・ギアとは……違ちがう？」

「ああ、似ているようで違う代物だよ。ただな、『黒刃の狗神ケイニス・リユカオン』の能力のひとつにな、波長の合ったセイクリッド・ギアを呼び寄せるというものがある」

「……じゃあ、二人の能力は、刃が……いや、俺が知らないうちに発現させていたっていうのか」

　……皆みな川がわ夏梅、鮫島綱こう生き、まだ見ぬ『四し凶きよう』の者たち、そして同級生たち。皆がこのような状じよう況きようになったのは、そもそも自分の力が『四凶』を呼び寄せてしまったため……？

　罪の意識に苛さいなまれそうになった鳶雄にアザゼルは告げる。

「呼び寄せたのはキミの能力だろう。──だが、それを悪用しようとしたのは、『虚うつ蟬せみ機関』の連中だ」

「……俺が姫ひめ島じまの血を引くからってのが、元々だとしたら……」

　そう言いながら顔を伏せる鳶雄にアザゼルは息を吐きながら、後頭部をかくばかり。

「キミの能力は、世界のバランスを崩くずしかねない力のひとつ。本来、より厳重に監かん視しされる対象だ。場合によっては、キミと能力を封ふうじるか、始末しなければならない。それほどの能力だ。しかも、キミは生まれながらにして、その能力を世界の均きん衡こうを崩すほどに高めた状態だった。赤あかん坊ぼうの時点で抹まつ消しようされて当然の存在だ」

　アザゼルは窓から見える景色に視線をやりながら言った。

「……しかし、キミの両親と、祖母は、キミの命を選せん択たくした。それは、業ごうといえるほどに重いものだ。──だが、あのとき、俺が出会った幼いキミは誰だれよりもやさしい瞳ひとみをしていた。……幾瀬朱あげ芭はは、愛を注いで狗いぬの力を封じきったんだろうな。見事としか言えない」

　……ばあちゃん。

　鳶雄の脳のう裡りに厳しくもやさしかった祖母の記憶が蘇よみがえる。祖母は、死ぬまで自分を真っ当に育ててくれた。祖母の遺のこした精神はいまだ彼の心の奥底に根付いている。

　そして、いまこの男が言ったことから、幼少時の記憶は真実味を得た。

「……やはり、あなたは……あのときの？」

　そう問う鳶雄の目の前で、男性が背中より十二枚の黒き翼を生やした。

　そう、それはあのときに出会った黒い天使──。

　黒い天使──アザゼルは苦く笑しようしながら鳶雄の頭部をなでる。

「──ああ、本当、でかくなったもんだぜ、狗の少年。俺は、いわゆる堕おちた天使ってやつでな。邪よこしまなことを抱いだいて天から追放された者だ。……天使っていっても実感湧かないだろうな」

　首を横に振ふる鳶雄。

「いえ、ウツセミやら、魔ま物ものやら、魔ま法ほう使つかいやらを見てきましたから、天使がいてもおかしくないかなって……。変かもしれませんけど」

「この世は思っている以上に不思議なことが多いってことさ」

　アザゼルは、真っ直ぐにこう述べる。

「俺たちの組織は、セイクリッド・ギアを研究し、使い手も観測している。強力なセイクリッド・ギアを有した者を見つければ、観察対象とする。幼い頃ころのキミと出会ったのも、神滅具ロンギヌス所有者の可能性があったからだ。もし、そのセイクリッド・ギアを悪用する者であったり、特性を扱えるだけの力量がない場合、これを排はい除じよすることも多々ある。すべては、世界の均衡を保つためだ。──戦争なんて、二度とごめんだからな」

　鳶雄も、正面から正直に訊きく。

「──俺は、排除されるべき対象でしょうか？」

　アザゼルは、ふっと笑った。

「本来ならな。だが、どうにもふたつの要因があって、その決断が鈍にぶった」

　彼は指を二本立てた。

「ひとつは、キミ自身の才能。生まれながらバランスを崩すほどの禁じられた状態で生まれるなんてことは、俺が知る限り、この数千年で数例しかない。キミ以外の者たちは物心がつく前に死亡してしまっているが……。それだけの才能がこの歳としになるまで平へい穏おん無事に育っていた。肉親の保護もあっただろうが……それでも興味深いことは確かだ」

　アザゼルは指を一本にしてもうひとつの要因を口にする。苦笑しながら──。

「もうひとつは……まあ、キミ以外の神滅具所有者がな、始末するのを止やめて欲しいと懇こん願がんしてきたわけだ。ひとりは、俺の教え子でな。もうひとりは、古い知り合いがよこした魔ま女じよっ子だ。こいつらの要望を断ると、一生恨うらまれそうでな……」

　アザゼルは息を吐はきながら言う。

「しばらく、『四凶』と併あわせて様子を見させてもらう。ま、その間、俺の下で力を慣れさせてみてもいいだろう。まずは、あいつらと共に残る『四凶』でも集めてみせろ」

　どうやら、始末はされないようだ。それを頼たのみ込んだのが……あの銀ぎん髪ぱつの少年と、金きん髪ぱつの少女なのだろう。

　自分はまだ生きられる。けど──。

　鳶雄は、途と端たんに涙を溢あふれさせた。

「……俺は……紗さ枝えを……っ！　救えなかった……っ！」

　あの展望室での出来事は、呪じゆ文もんを唱えるまでは覚えている。まぶたの裏に焼き付いてしまっていた。ブレードを頭部に生やした刃を、紗枝は抱いた。その胸を刃のブレードが貫つらぬいたのだ。

　大切なヒトを鳶雄は救えなかった──。

　涙をただただ流す鳶雄だったが、アザゼルは頰ほおをかいてこう続けた。

「──ま、この話はおいおいな。さて、もういいぞ」

　その声に促うながされて、病室の扉とびらが開いた。そこから現れたのは──車くるま椅い子すに座る紗枝の姿だった。

　信じられない情景に言葉を失う鳶雄だったが、一言だけつぶやいた。

「…………紗枝？」

　鳶雄の声を聞いて、紗枝は口元を手で押さえた。

「鳶雄……」

　いまだ夢ではないかと思う鳶雄にアザゼルは告げる。

「……キミの祖母が遺したあの数じゆ珠ずを覚えているか？」

　修学旅行に旅立つ前、鳶雄がお守りとして紗枝に渡わたした数珠──。

「あれにはな。キミのばあさんの護法がかけられてあってな。何かあったとき、一度だけ持ち主の代わり身を果たすようになっていた。その狗の刃に貫かれても、肉体のダメージを受けないように効力を発したのだろう。数珠はあのあと壊こわれて四散していた」

　──ばあちゃんの数珠が守ってくれていた。

　…………ばあちゃん。……ばあちゃんは、俺を、俺と紗枝を、死んでもなお守ってくれていたんだね……。

　祖母の愛と、紗枝の無事な姿に、鳶雄は涙を止めどなく流すばかりだった。

　アザゼルは告げる。

「……保護した陵りよう空くう高校の生徒たちは、いま治ち療りよう中だ。ウツセミを取り払はらったのち、肉親と共に解放する予定だ。ただし、今回の事件に関する記憶はある程度ねつ造させてもらうがな。それが、彼らにとっても、俺たちにとっても……奴やつらにとっても、都合がいいんだよ。各機関からの監視は厳しくなるだろうが、死ぬよりはマシだと思ってもらうしかない」

　そうか、あのアジトにいた同級生の肉親も無事に救われていた。同級生たちも……グリゴリに匿かくまわれている。記憶がなくなってもいいだろう。あんな不幸で不可思議な出来事なんて、普ふ通つうの人は知らなくていいことだ。多少の監視があろうとも、生きてさえいれば……必ずいいことはある。

　アザゼルはさらにこう付け加えた。

「……だが、その子の記憶はそのままにした。その子自身が、否定したからな」

　──っ。

　……言葉もない鳶雄。紗枝は、この事件のことも、鳶雄が異能力者であったことも、自分自身が『虚蟬機関』に利用されたことも、記憶から消さずに残した──。

「じゃあ、またあとでな」

　それだけ言い残して、アザゼルは病室をあとにする。

　取り残された鳶雄と紗枝。紗枝は車椅子を使って、鳶雄の横にまで進んできた。

　紗枝は、涙なみだを流しながら鳶雄の手を取る。

「……鳶雄……ごめんね。……辛つらかったよね……？　……私や、皆みんなと……戦ってこなければならなかったんだから……ごめんね、本当にごめんね……」

「いいんだ。無事ならそれで」

　鳶雄は車椅子から起き上がろうとした紗枝を抱だき寄よせて、一言告げた。

「──おかえり、紗枝」

「……鳶雄、ただいま」

　ようやく──。

　ようやく、彼女は長い旅行から帰ってきたのだ──。




　　　　２




「無事かよ、幾瀬っ！」

　鮫島にからかわれるように松まつ葉ば杖づえで小こ突づかれる鳶雄。鮫島はまだケガが完治しておらず、松葉杖に頼たよる生活だった。しばらくすれば、また元の生活に戻もどれるという。

　あの戦いから十日後、彼らは再び例のマンションに集結していた。鳶雄、夏梅、鮫島、ラヴィニア、ヴァーリ、そして──東とう城じよう紗枝というメンツだった。紗枝も車椅子を降りたとはいえ、鮫島同様にまだ杖の必要な状態ではある。

　夏梅が紗枝に言う。

「記き憶おくを残してもらうなんて……普通に過ごす方向でも良かったのに。辛くない？」

　そう言う夏梅の友人には、夏梅の願いもあって一連の事件の記憶を封じた。旅行の件もうまくねつ造した記憶になっているそうだ。これは、鮫島の友人──前まえ田だも同様である。

　セイクリッド・ギアを有した者たち以外で事件の真相を知り得ている元陵空高校の二年生は、東城紗枝のみとなる。

「ううん。だって、刃ちゃんはかわいいもの」

　そう返す紗枝の頰を大型犬と化した刃がぺろぺろとなめる。大きく変化した刃は、鳶雄よりも紗枝のほうに懐なついているのではないかと錯さつ覚かくするほど彼女に甘えていた。

　変化した刃とは裏腹に夏梅と鮫島のセイクリッド・ギア──グリフォンと白びやく砂さは、鷹たかと猫ねこの姿に戻っていた。おそらく、そちらのほうが日常生活を送る上で適切なのだろうと『総そう督とく』──アザゼルが語っていた。

　鮫島が夏梅の格好を見て、苦笑していた。

「しかし、なんとも言えねぇ格好だよな」

　夏梅が着ているのは、アザゼルの組織──グリゴリから支給された制服だった。

　青を基調としており、一いつ般ぱん的な高校生が着る制服よりも少々逸いつ脱だつしたデザインだ。

　学校の制服というよりは……漫まん画がやアニメでよくある中高生ぐらいの少年少女が所属する特とく殊しゆ対策的な組織、機関の制服めいていた。一見、コスプレにしか見えない。

「しょうがないじゃない。総督の用意した学校に行くなら、これを着ろって言うんだし」

　自身の格好を見ながら、そう言う夏梅。

　それを聞いた鮫島は一転してうんざりげな表情となっていた。

「……マジか、例の学校もどきの制服ってこんなのなのか」

　この世界の裏側──異能、異い形ぎようの世界に触ふれてしまった鳶雄たちは以前の生活に戻れるはずがない。現在世話になっているアザゼルの組織──『神の子を見張る者グリゴリ』を頼って、鳶雄たちは通っていた高校を転校することになったのだ。

　鳶雄たちはグリゴリが管理している施し設せつ──『堕ちてきた者たちネフイリム』と呼ばれるセイクリッド・ギアを所有する少年少女の通う場所に転入することになったのだ。いま鮫島が『学校もどき』と口にしていたのは、そこのことだ。

　実は、このマンション自体が、その『堕ちてきた者たちネフイリム』の生徒の学生寮りようでもあるというが……。

　話では、鳶雄たちが通うクラスは、『バラキエル教室』とされていた。

　新たな生活を予感させながらも、最初にウツセミのビデオを見させてもらった部屋に集つどう面々。中央に座るラヴィニアが、ここに集わせた理由をあらためて口にする。

「集まってもらったのは他ほかでもないのです。あらためて私が皆さんに協力した理由を話させてもらうのですよ」

　それは、ラヴィニアがどうして『四凶計画』を発動した『虚蟬機関』に関かん与よしたかという理由であった。

　彼女の追っている魔ま法ほう使つかいが、『虚蟬機関』に協力していたことが、そもそもの発ほつ端たんだった。その魔法使いたちも、機関の生き残りを誘さそっていずこかに消えていった。

　ラヴィニアは語る。

「大昔のことです。私が所属する魔法使いの協会で、勢力が大きく分断される出来事があったのです。ひとつは、その地に留とどまり、運営を変えることなくいまにあります。私も所属している『灰色の魔術師グラウ・ツアオベラー』という組織のことなのです。しかし、もうひとつのグループは、独自の結界術を用いて、世界と世界の間にあるという『次元の狭はざ間ま』に独自の領域を作った──とされていたのです」
















　ラヴィニアは一冊の本を取り出した。それは──絵本だった。おそらく、この場にいる全員が一度は目にしたことがあるであろう本──。

「その本は？」

　ラヴィニアは絵本を手に取りながら話を続ける。

「この本の登場が、彼らの作った世界の実在を証明してしまったのですよ。作者が偶ぐう然ぜん知り得たその世界こそが、彼らが『次元の狭間』に作った領域だったのです」

　ラヴィニアははっきりと口にしていく。

「その魔法使いとは──『オズの魔法使い』なのです」

　──っ。

　……さすがにこの情報は全員にとって突とつ拍ぴよう子しもないものだった。ヴァーリだけは一いつ切さい動じずに受け入れている。

　──となると、あの地下の広間で出会った老女と少女の魔法使いは……『オズの魔法使い』だというのか？

　ラヴィニアは続けた。

「私──『灰色の魔術師グラウ・ツアオベラー』とグリゴリが共に追っているのは『オズ』という魔ま法ほう領域から潜もぐり込んできている魔法使いと──それに協力するグリゴリの裏切り者、堕だ天てん使しの幹部『サタナエル』なのです」

　オズ──。

　それにグリゴリの裏切り者──『サタナエル』。

　残る『四凶』の同級生の動向も気になるなかで、鳶雄たちに迫せまるのは予想だにしない世界からの訪問者だった。




　これより始まるのは、セイクリッド・ギアを追い求めし『神の子を見張る者グリゴリ』、四神と黄おう龍りゆうを司つかさどりし『五大宗そう家け』、堕天使幹部サタナエルを引き入れし『オズの魔法使い』による三つどもえの戦いであり、同時にこれは黒き翼つばさの一団の刃やいばとなって、千せん姿し万ばん態たいの異能を斬きり伏ふせる『狗いぬ』の物語でもある。

　その者は、のちに『刃狗スラツシユ・ドツグ』と呼ばれることになる──。







　　　末章　五大宗そう家け／姫ひめ島じま







　某ぼう所しよ──姫島宗家本ほん殿でんにて、外がい陣じんに集うのは家に連なる者たちだった。

　一様に険しい表情をしており、この場にいる全員が今回起きた事件の真相を知っている。『虚うつ蟬せみ機関』のアジトはいちおう押さえ込んでいた。……逃とう亡ぼう者を幾いく人にんも出したが、首しゆ謀ぼう者しやの一角──姫島唐棣はねずの遺体は回収している。それでとりあえずの決着はつけることにしたのだ。

　しんと静まりかえっているなか、内ない陣じんの前に座る初老の厳いかつい顔の男性がぼそりと漏もらした。

「──グリゴリとの因いん縁ねんに終しゆう止し符ふを打つにはいいだろう」

　その一言にざわっとし始める本殿。同時に宗家の者たちが意見を口にする。

「宗主、良いのですかな？　かの一件──朱あけ乃のの話はすでに決着を見ているのですが」

　初老の男性──姫島家宗主は、つまらなそうに息をひとつ吐はく。

「あれは七十二柱はしらの公こう爵しやく家との間に交かわした密約に過ぎぬ。──が、黒き翼の一団が、あくまで姫島の領域に足を踏ふみ入れるのであれば、こちらとしても静観するわけにもいくまい。この国を古くより守ってきたのは、五つの一族であり、我が姫島だ」

　一切、淀よどみのない言葉だ。確固たる強い意志が、この場にいる全員の心身に浸しん透とうしていくほどに──。

　次々と宗家の者たちが報告をし出す。

「他家の間でも合流する気運が高まっておりまするぞ。あちら方にも家の予期せぬ異能者──つまるところの神じん器ぎ所有者をグリゴリに連れ去られているとのこと」

「真しん羅らのほうでも、鏡の神器に憑つかれた娘むすめが悪あく魔まと接せつ触しよくを持ったと聞きます。どうにも同時偶ぐう発はつ的に五大宗家に厄やく災さいが降りかかっているのやもしれませぬな」

「魔術師の協会──『灰色の魔術師グラウ・ツアオベラー』から此こ度たびの一件に関して協力関係を結ばぬかと打だ診しんを受けておりますが？」

　その一言を聞き、宗主は一枚の紙を取り出す。──魔ま術じゆつ文字で書かれた書面だった。それは、魔術師の協会である『灰色の魔術師グラウ・ツアオベラー』からの協力要よう請せいであった。

　宗主は無表情のまま、手で発火現象を起こして、要請が記された紙を一いつ瞬しゆんにして灰とさせる。

「──異国の術者と今いま更さら馴なれ合う必要はない。『灰色の魔術師グラウ・ツアオベラー』の首しゆ魁かいたるメフィスト・フェレスに隙すきを見せてはならぬ。彼奴きやつはアザゼルと同等か、それ以上のペテン師なのだからな」

　そう、言い捨てるだけだった。

　宗家の者の一人が、こうも進言する。

「黒き翼の一団が関かかわるとなると……ヴァチカンも動くかもしれませんぞ」

「互たがいに不ふ干かん渉しようであればよし。かち合うようならば、そのときは糾きゆう弾だんすればよい」

　宗主は厳格にそう答えた。

　宗家の者たちは、さらに口々にしていく。

「しかし、『オズ』とは……まるで絵本の世界ですな」

「……グリゴリ、オズ、我ら五大宗家に弓引く者がこうも立て続けに現れるとは……」

　動どう揺ようを隠かくせない宗家の者たちは決して少なくない。当然だ。存在を知り得ていた堕天使の一団や魔術師の協会、反逆した『虚蟬機関』はともかく、まったく予想外のところから来た『オズ』がこの度たびの事件に関わっていた。いまだ、五大宗家に連なる者たちのなかに、存在を信じない者もいる。この場に集う者たちも、半信半疑のなかにあった。

　そのなかでも姫島宗主──姫島朱す凰おうだけははっきりと断じる。

「なんであれ、悪あつ鬼き羅ら刹せつの類たぐいが災いをもって日ひの本もとの地を踏むのであれば、これを灰かい燼じんに帰きするのが我らが役目と断ずる」

　この一声に皆みなが静かに応じるようにうなずいた。

　──が、姫島朱凰は息を吐きながら、こうも口にする。

「まさか、この家から追放した姉君の系けい譜ふから『狗いぬ』が生じるとは……。『雷らい光こう』の一件といい、我が家は何か得体の知れないモノにでも憑かれたというのか」

　何十年も前に宗家を追われた朱凰の姉──朱あげ芭は。その後、連れん絡らくを取り合わぬまま、二度と会うことはなかった。だが、その血脈から想像もしていなかった異物が生まれ出てしまっていたのだ。それは姫島の血が呼び込んだものか。それとも、祈いのったこともない異教の神の悪戯いたずらか。

「しかし、姫島の血から生じたものであるのならば仕方がない。──朱雀すざく」

　宗主の呼び声に、ひとつの人ひと影かげが姿を現す。

「はい」

　長い黒くろ髪かみの美しい少女だ。濡ぬれたような艶つやのある黒髪である。凜りんとした雰ふん囲い気きを持ち、ひとつの淀みもなく整然としていた。

　少女──姫島朱雀の歳としは、今年十七を数える。姫島朱凰から見てもう一人の姉の孫の一人に当たった。この歳で、姫島が司る霊れい獣じゆう『朱雀』を継けい承しようした一族きっての才女であった。いや、近年になって、五大宗家それぞれで霊獣を継承する者の低年ねん齢れい化が著いちじるしい。それだけ、より良き血を取り込んできた家の奮ふん励れいが、ここにきて実を結んできたのだろう。

　だが、それとは別に宗主である朱凰がこの娘に抱いだくものがあった。それは、彼が一番目をかけていた──朱しゆ璃りの面おも影かげを強く残しているからだ。朱雀の母が、朱璃の実じつ姉しだからだろう。その朱璃も、黒き翼の一団に籠ろう絡らくされてしまい、結果的に命を落としている。

　それをふと思い返した宗主──朱凰であった。彼は瞑めい目もくしたのち、少女──朱雀に告げる。

「次期姫島の当主となるおまえに露つゆ払はらいを頼たのみたいのだ。──名に『朱』を冠かんする一族の代表として、その炎えん舞ぶを見せてはくれまいか」

　少女──朱雀は、深く一礼する。

「喜んで賜たまわります、大おお叔お父じさま」

　朱雀の一言を聞き、静かにうなずく朱凰。──が、朱凰は、目を細め、床ゆかに視線を落とした。

「しかしな。……『雷光』の娘は悪あつ鬼きのもとへ。闇やみの『狗いぬ』は黒き天使のもとへ……」

　彼は、ぼそりとこう呟つぶやいた。

「──さしずめ、『堕だ天てんの狗いぬ神がみ』と呼ぶべきか」







　　　四神／姫ひめ島じま朱雀すざく







　本殿で宗主からの命を賜った姫島朱雀は、境けい内だいを歩いていた。

「や」

　声をかけてきたのは、同い年ほどのメガネをかけた少年である。すらりとした肢し体たいをしており、眉び目もく秀しゆう麗れいな少年だった。身に纏まとう異様なオーラは朱雀と同等か、あるいは……。

「何の用かしら、櫛くし橋はし家の青せい龍りゆうさん？」

　そう訊きく朱雀。少年──櫛橋青龍は肩かたをすくめた。

「堕だ天てん使しの連中と絵本のなかの魔ま法ほう使つかいたちと三つどもえになると聞いてね」

　朱雀は歩を再開しながら言う。

「まあ、慌あわただしくなるでしょうね。あなたにも働いてもらわないといけないわ」

　青龍もうしろについていきながら、こう返す。

「それはまあこちらとしても家の決定だろうから、否いや応おうなく応じなければならないのだけれどね。……それよりも姫島が『狗神』を出したと聞いて飛んできただけさ。すごいじゃないか、神滅具ロンギヌスのひとつなんだろう？」

　朱雀は歩を止め、振ふり返らずに言った。

「皮肉？　神しん道とうを司る姫島から闇の刃やいばが出たのよ？」

　朱雀の雰囲気を察して、青龍は苦く笑しようする。

「怖こわい怖い」

　青龍は話題を変えるようにこう続けた。

「それよりも知っているかい、朱雀。四し凶きようが揃そろう気配とやらがあるようだ」

「──『四凶』と『狗神』のことね。姫島のおじいさま方はお怒いかりのあまり憤ふん死ししそうになっているけれど」

「姫島もおもしろいな。ここに来て、イレギュラーを頻ひん出しゆつしすぎている。堕天使との不始末に、狗神まで生んだ。救いはキミだけか」

「いいえ、私も本来は闇側よ。単に時代がそれを許容しただけにすぎない。──青龍、悪いのだけれど、他の四神メンバーや黄おう龍りゆうとの話し合いの場を用意して欲しいの」

　朱雀のその言葉に青龍は、楽しげに笑えんだ。

「──動くか。楽しくなりそうだ。でも、玄げん武ぶちゃんや暴あばれん坊ぼうの白びやつ虎こはともかく、黄龍まで呼ぶのかい？　あれは想定以上の難物だぞ」

　朱雀は、長い髪かみを一本にまとめて総そう髪はつ──ポニーテールの格好にさせた。

「見み極きわめたいのよ、私自身の目で。『四凶』だけじゃなく、幾いく瀬せ鳶とび雄おを──。私はね、いずれ、その鳶雄って子も、『雷光』の一件も、この家に認めさせたいの。私は、大叔父さまとは違ちがう。──家の闇も受け入れてみせる」

《狗》と『四凶』、そして『四神』と『黄龍』が相まみえようとしていた──。







　　　断罪者／狂きよう剣けんのつぼみ







　イタリア某ぼう所しよ──。

　国の外れにある田舎いなか都市の高等学校ハイスクール。その旧校舎にて、悪魔祓いエクソシストは敢かん行こうされていた。

　ハイスクールの旧校舎を根城にして、夜な夜な悪あく魔まとその眷けん属ぞくたちが集つどっていた。周辺の住民を甘い声で誘さそい、願いを叶かなえ、見返りを得ていたのだ。

　キリスト教──カトリックの総本山であるヴァチカンの膝ひざ元もとでそのようなことが発覚した以上、長年悪魔や堕天使と戦ってきた信徒にとっては見過ごせるものではない。

　すぐにヴァチカンはエージェント──戦士を送り込み、悪魔を祓はらう儀ぎ式しきを行った。

　儀式──つまり、悪魔を討うち滅ほろぼすことである。

　悪魔の根城となっていた旧校舎内は、至るところ、血で濡れていた。廊ろう下かも壁かべも椅い子すも机も、何もかもが血に塗まみれている。

　すべては、聖なる波動を放つ剣、それを手に持つ男性神父の悪魔祓いの成果であった。

　刀身より強きよう烈れつな聖なるオーラを放つ長ちよう剣けんは、旧校舎を根城にしていた悪魔の眷属を難なく切り払はらい、消しよう滅めつさせていく。

　聖なる加護を宿す得え物もので斬きられた悪魔は、よほど高位の存在でもない限り、塵じん芥かいと化して消えていく。特に『聖剣』と称しようされる伝説の武具は、高位の存在ですら消滅させることができる強力なアイテムである。

　男性神父の持つ剣も、その伝説の『聖剣』に属していた。

　そのため、この旧校舎にいる悪魔が上級クラスであろうとも、まともに浴びれば致ち命めい傷しようは免まぬかれない。

　三十半ばほどのイタリア系の男性神父。無ぶ精しよう髭ひげを左手でさすりながら、旧校舎二階の奥にある一室に悪魔の親玉を追い込んでいた。

　眷属を使し役えきしていた悪魔は──女性悪魔だった。見た目は十八歳ほどの少女だが、悪魔は見た目をいくらでも変えることができるため、ひと目では年齢がわからない。

　神父が言う。

「残念だが、おまえの眷属はすべて滅ぼした。あとは……おまえさんだけだな」

　少女の悪魔は、神父を睨ねめつけ叫さけぶ。

「よくも私の眷属を殺してくれたな、忌いま々いましい神の使いめッ！」

　少女悪魔の瞳ひとみが危険な輝かがやきを放ち、手元に青あお紫むらさき色のオーラが滾たぎる。手をこちらに向けて、悪魔の力──魔ま力りよくを撃うち放ってきた。まともに浴びれば、神父とて無事には済まない。

　……が、神父は難なく避よけて、素す早ばやく少女悪魔の懐ふところに忍しのび込み、聖剣を横よこ薙なぎに振るった。

　一いつ拍ぱくの間を開けてから、少女悪魔が断だん末まつ魔まの声を上げた。全身から煙けむりを上げて、その身がぼろぼろと崩くずれ去っていき、ついには消滅していく。

　旧校舎の悪魔をすべて屠ほふり去った男性神父は、聖剣を一度振るったあとで鞘さやに収めていった。







　悪魔祓いを終えた神父は、旧校舎の外に出た。

　正門の前で待っていたのは、彼の助手であり、教え子でもある白はく髪はつの少年だった。イタズラ好きそうな表情をした十三歳ほどの少年。格好は、少年用の祭服だった。

　少年はほぼ無傷で仕事を終えた師の姿に、はしゃいだ。

「さっすが、ダヴィードセンセでございますな！　凶きよう悪あく極ごく悪あくな悪魔が相手でも、一いつ切さい合がつ切さい素敵に無敵にぶっ潰つぶしちまうんスから！　俺も旧校舎の周りに結界を張ったかいがあったってもんですぜ！」

　はしゃぐ教え子をよそに男性神父──ダヴィード・サッロは、矢や継つぎ早ばやに次の仕事とばかりに懐の書状を確認する。指令が書かれたものだ。

　……書状には、日本で怪あやしい活動をしている堕天使や魔ま女じよの一団についての情報と、それに対する指令が記されていた。

　教え子の少年が、書状を覗のぞき込もうとしながら訊いてくる。

「ダヴィードセンセ、ダヴィードセンセ！　やっぱ、行くことになったんですかい？」

　ダヴィードは、指令を確認すると書状を懐にしまう。

　男性神父ことダヴィード・サッロはヴァチカンのエージェント──教会の戦士である。これまで凶悪な悪魔、堕天使だけではなく、魔ま物ものも屠り去ってきた。彼の持つ『聖剣』と、それを振るう彼の力は、それだけ強力だったからだ。

　ダヴィードは歩き始めながら、うしろからついてくる少年に言う。

「ああ、上はグリゴリとオズの魔女どもの争いを現地で調査してこいとな。──準備をしておけ。一度、支部に帰き還かん後、すぐにこの国を発たつ」

　ダヴィードの言葉に少年は叫きよう声せいを上げる。

「ひゃっはっはーっ！　外国だ！　外国の異教徒どもをぶっ殺しにいけっぞっ！　こりゃまた俺の信しん仰こうが高まってそろそろ大天使ガブリエルさまのお乳でも拝めそうってか！」

　ダヴィードは少年に言う。

「──いいか、フリード。俺たちの目的は、あくまで日本に巣くう堕天使や魔女どもを調査し、場合によって駆く逐ちくすることだ。情報では、奴やつらはその国で好き勝手に危険な計画を進めているそうだからな」

「にゃるほどにゃるほど、じゃあ、センセのその『ガラティン』が場合によっちゃ正義の執しつ行こうをするってことっスか」

　少年──フリード・セルゼンが、師が腰こしに下げる長剣──『聖剣ガラティン』に目を向けた。

「おまえも断罪という名の慈じ悲ひを覚えるのだ、フリード」

　師の言葉にフリードは敬礼のポーズを作る。

「あいよ、センセ。程ほどほどにぶっ殺しまーす☆」

　幾いく瀬せ鳶とび雄おたちの知らないところで、各おの々おのの勢力が動き出していた──。










　　　あとがき




　はじめましての方とお久しぶりの方と非常にお久しぶりの方と、いろんな方々にあいさつをしなければいけない、作者の石いし踏ぶみ一いち榮えいです。手に取ってくださいまして、まことにありがとうございます。

　この作品は、ファンタジア文庫さんから出ております「ハイスクールＤ×Ｄ」シリーズと同一の世界観を持った作品であり、その物語の四年前を描えがいております。ゆえに「ハイスクールＤ×Ｄ Universe」という同一世界観シエアード・ワールドをさすタイトルが付いているのです。

　この作品自体は、ネット小説媒ばい体たいのファンタジアBeyondさんやカクヨムさんで連れん載さいされていたものをまとめ、加筆修正しました。文庫化を待っていた方と初めてこの本を手に取る方、その方々に向けて、「お久しぶりです」と「はじめまして」を使いました。

　そして、もうひとつの側面としては、この作品の元ネタとなる「SLASH/DOG」なる作品が11年前に、やはり、富士見ファンタジア文庫さんから発売されておりました。それを今回、ハイスクールＤ×Ｄの世界とリンクさせることでリブートすることとなりました。以前のファンの方々に向けて、「非常にお久しぶりです」と使わせていただきました。

　という建前を語りつつ、作品の内容の説明をしていきます。




　この作品は、現代異能バトルを主しゆ軸じくにした現代ダークファンタジー……だと思います。とはいえ、あまりおどろおどろしく書いても暗いだけなので、いくつか、テーマといいますか、作品の特とく徴ちようを挙げていきます。





１，主人公の幾いく瀬せ鳶とび雄おを格好良く描いていきたい。



　料理上手で物静かですが、決めるときは決めてくれるトビーこと鳶雄くん。このまま、カッコイイ台詞せりふが決まるようなダークヒーロー的な主人公にできればと思っております。

　次巻から自分にあった武器を持ちつつ、刃ジンと共に異能の戦いに突とつ入にゆうしていきます。今回出てきたパワーアップ形態も、２巻以降に明らかになっていきます。


２，ヒロインはかわいく、時にエロく。



　ヒロインとして、夏なつ梅め、ラヴィニア、紗さ枝えが登場しております。彼女たちをかわいく、そしてお色気も交えつつ取り上げていきたいですね。もちろん、ヒロインは今後もう少し増えます。

　ラヴィニアはヴァーくんことヴァーリのお姉さん的立場でもあります。二人の姉きよう弟だいのようなやり取りも楽しんでいただけたら幸いです。

　ちなみに彼女たちの胸のサイズは関係者と話し合って決めていきました。やはり、「ハイスクールＤ×Ｄ」から入ってくれるだろうファンに向けて、一定以上の胸の大きい娘こは出していこうと。なので、その辺りも今後ご期待ください。


３，ハイスクールＤ×Ｄファンへのサービスと、この作品から入った読者さんに世界観の紹しよう介かいをしたい。



　念頭として「ハイスクールＤ×Ｄ Universe」と題されている以上、Ｄ×Ｄファンへの世界観のリンクを楽しんでもらうのは当然のことですが、この作品はこの作品だけで楽しめるようにも書いています。その上で、この作品から「Ｄ×Ｄ」世界に興味を持ってもらって、「ハイスクールＤ×Ｄ」にも手を出していただけたら、作者冥みよう利りに尽つきる所存です。

　もちろん、この作品が一番好き！　って方がいらっしゃるでしょうから、当然それも十二分に作者としては光栄なことです。


４，私の変なこだわり。



　実は、作中で「おっぱい」という単語を極力避さけていて、女性の胸元について触ふれるときは「乳ち房ぶさ」や「胸」などの文字にしています。といいますのも、「ハイスクールＤ×Ｄ」で「おっぱい」という文字を数え切れないほど書きましたし、こちらはそれほど「おっぱい」が重要な設定でもないので、あえて「おっぱい」という文字だけを「Ｄ×Ｄ」に（一いつ旦たん）置いてきました。

　多分、この１巻では、あとがき以外に「おっぱい」という文字を使っていないと思いますので、一応あるかないか探してみてください。

　ですが、すでに使えなくて辛つらくなってきたので、次巻辺りであっさり使用しているかもしれません。２巻以降で「おっぱい」という文字を見かけたら「ああ、いつもの石踏だ！」と温かく迎むかえ入れてください。




　ここで謝辞を。

　お世話になっております、きくらげさま、キャラクター原案のみやま零ゼロさま、担当編集のＴさま。皆みなさまの多大なるお力ちから添ぞえがありまして、ようやく本として送り出せることができました。本当にありがとうございました。引き続き、よろしくお願い致いたします。




　さて、このシリーズの長さですが、おそらく５～６冊程度になると思います。

　大ヒットしたら10冊！　とかになるかもしれませんが、まずは一連の事件の真相の解決をするまでのストーリーにするつもりです。まったく売れなくて予定よりも早く終わってしまいましたら、申し訳ございません。ですので、応おう援えんのほど、何なに卒とぞよろしくお願い致します。

「SLASH/DOG」がリブートできたわけですが、これが好評になりましたら、他の「ハイスクールＤ×Ｄ Universe」も次々と色々に企き画かくできるようになるかもしれませんね。




　ということで、次回、「堕だ天てんの狗いぬ神がみ─SLASHDØG─」第２巻ですが、来春頃ごろに発売予定です。

　鳶雄たちは、グリゴリが運営するセイクリッド・ギア所有者の通う施し設せつ『堕ちてきた者たちネフイリム』に転入していきます。実はこの１巻の表紙で夏梅の着ている制服が、『堕ちてきた者たちネフイリム』の制服でした。こちらの２巻もハイスクールＤ×Ｄ25巻と同時発売になると思います。

　次回はラヴィニア回です！　また天然でセクシーなところを見せてくれるでしょう！

　引き続き、「堕天の狗神─SLASHDØG─」を何卒よろしくお願い致します！







　　　　　初出




Ｐ４～５、序章、一章　帰還／襲撃


ファンタジアbeyond　２０１４年７月10日更新分



二章　黒狗／誕生


ファンタジアbeyond　２０１４年８月８日更新分



三章　仲間／四人目


ファンタジアbeyond　２０１４年９月10日更新分



四章　銀髪／少年


ファンタジアbeyond　２０１４年10月10日更新分



五章　再会／虚蟬


ファンタジアbeyond　２０１４年12月10日更新分



六章　氷姫／四凶


ファンタジアbeyond　２０１５年１月９日更新分



七章　神をも《斬り》滅す具現／黒刃の狗神ケイニス・リユカオン


ファンタジアbeyond　２０１５年２月10日更新分



終章、末章　五大宗家／姫島、四神／姫島朱雀


ファンタジアbeyond　２０１５年３月10日更新分



断罪者／狂剣のつぼみ


書き下ろし










石踏一榮

●いしぶみいちえい



１９８１年生まれ。生まれも育ちも千葉県。第17回ファンタジア長編小説大賞で特別賞を受賞。ガンプラとポケモンが大好きな作家。この本は私にとって９年ぶりの新作でありつつ、11年ぶりのリブート作品でもあります。ハイスクールＤ×Ｄと同じ世界観ですが、この作品はこの作品で楽しんでいただけましたら幸いです。
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